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1721年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾏﾙ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ﾊﾋﾞﾌﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞﾄﾞ｣
1721年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Pieter Gabrij｣(~1725年)
1721年-08:00|中国|  |||<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢ｶﾝﾁｪﾝﾅ｣(~1728年)
1721年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｧﾝｶﾅｰﾙ国統治者(ﾗｰｼﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾌﾟﾘﾄｳﾞｨﾗｰｼﾞ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗｼﾝｼﾞ｣(~1728年没)
1721年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾗﾊﾝﾃﾞｨ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾀﾞｸﾞ･ﾗｲ･ﾃﾞｵ｣(~1747年)
1721年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ﾗｳﾞｨｳﾞｧﾙﾏ3世｣(~1731年没)
1721年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｹﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾞﾙｰﾙ･ｾﾝ｣(~1748年没)
1721年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾀｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾏ｣(~1731年)
1721年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｻﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1723年)
1721年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾍﾞｸ｢Shah Rukh Biy｣
1721年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾍﾞｸ｢`Abd ar-Rahim Biy｣(~1739年死去)
1721年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国対立ﾊﾝ｢Shah Timur Khan｣(~1736年死去)
1721年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝ(ｼｬﾏｶ)のﾊｰﾝ｢ﾊｼﾞ･ﾀﾞｳｰﾄﾞ･ﾍﾞｸ｣(~1728年)
1721年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｼﾙｳﾞｧﾝのﾊﾝ国(ｼｬﾏﾊ)､ﾍﾟﾙｼｬに反乱を起こす(~1734年)
1721年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝ首長｢Khana Mohammad Pasha｣(~1731年)
1721年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Arnavut Recep Pasha｣(2期目~1724年)
1721年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢Nisanci Mehmed Pasha｣(~1725年)
1721年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ali Pasha Maqtuloglu｣(~1723年)
1721年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<再建>ｻﾝ･ｼﾞｮｱﾝ･ﾊﾞﾌﾟﾃｨｽﾀ･ﾃﾞ･ｱｼﾞｭﾀﾞ砦(1821年までﾌﾞﾗｼﾞﾙに従属)
1721年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>12代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ﾋﾟﾒﾝﾃﾙ｣
1721年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>13代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ﾎｾ･ｸﾗﾛｽ･ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ｼﾙﾊﾞ｣(~1739年死
  去)先代の子
1721年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ｱｲﾙ国統治者(ｱﾒﾉｶﾙ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ｱﾐﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ=ﾑﾊﾞﾗｸ｣(1回目)⇒｢ｱﾙ=ﾜ
  ﾘｰ･ﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ=ﾑﾊﾞﾗｸ｣⇒｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ｱﾐﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ﾑﾊﾞﾗｸ｣(2回目)⇒｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ=ﾑﾐﾝ｣⇒｢ｳｽﾏｰﾝ･ｲﾌﾞ
  ﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ﾑｰﾐﾝ｣(~1722年)
1721年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｵｽﾏﾝ･ﾄﾊﾟﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1727年11月)
1721年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ=ﾊﾞﾙﾋﾌｪﾙﾄ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣初代ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ方伯ﾌｨﾘｯﾌﾟの下
  の息子(~17610513死去)
1721年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｲﾜﾝ･ﾉｳﾞｧｺｳﾞｨｯﾁ｣(~1732年)
1721年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾙｾｲﾕでﾍﾟｽﾄが大流行
1721年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾌﾞﾙｰｽ｣
1721年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｵﾙﾀﾞﾆｰ島知事｢Anne Andros｣
1721年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌﾞﾙｰｽ｣(~17400323死去)
1721年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｵﾙﾀﾞﾆｰ島知事｢Anne Andros Le Mesurier｣(~1729年死去)
1721年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾞｮﾛﾌ帝国統治者(ﾌﾞｰﾙﾊﾞ･ｼﾞｮﾛﾌ)｢ｱﾙ･ﾌﾞｳﾘ･ｼﾞｬｹﾙ｣(~1740年頃)
1721年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ﾊﾞﾌﾞ･ﾑｰｻ｣(1回目~1722年頃)
1721年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Pieter Pietersz. van Kempen｣(~1722年)
1721年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督代理｢Samuel Cox｣(~1722年)
1721年 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||ﾊﾟﾗｸﾞｱｲがﾘﾏの副王支配に対して反乱
1721年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州暫定市長兼副司令官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾄﾞ
  ﾗﾚｱ ｣(~1723年没)
1721年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Juan Estrada de Austria｣(~1723年)
1721年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾍﾞﾀﾞ･ｲ･ﾘﾊﾞﾃﾞﾈｲﾗ｣(1回目~1724年)
1721年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||北部ﾅﾔﾘの原住民の反乱,平定される
1721年1月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾓﾊﾝﾏﾄﾞ･ｺﾘ･ﾊｰﾝ･ｼｬﾑﾙ(ｿﾙﾀﾝ･ﾎｾｲﾝ1世)｣(~17221023)
1721年1月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾛｽ･ﾍﾞｾﾞﾗ･ｼﾞｭﾆｱ｣(2回目~6月)
1721年1月1日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Alejandro Blanco de Villegas + Juan 
  de Bolivar y Martinez de Villegas｣(~5.4)
1721年1月1日-09:00|日本|茨城県下妻市|享保5年12月4日|<死去>常陸下妻藩1万石｢井上正長｣(67歳)⇒養子｢井
  上正敦｣が継ぐ(⇒宝暦3(1753)年6月20日､47歳で死去)
1721年1月3日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督代行｢ｼﾞｬﾝ=ﾚｵﾝ･ﾌﾙﾆｴ･ﾄﾞ･ｶﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾃﾞｨｰﾇ｣(2回目)⇒
  総督｢ｼﾞｬﾝ･ﾊﾞﾙﾀｻﾞｰﾙ･ﾃﾞｭ･ﾌｰ｣(~17220829没)
1721年1月3日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保5年12月6日|<初演>近松門左衛門,人形浄瑠璃｢心中天網島｣竹本座
1721年1月8日-09:00|日本|愛媛県松山市|享保5年12月11日|<立藩>松山新田藩1万石｢松平定章｣松山藩より分与(
  ⇒延享4(1747)年8月3日､死去)⇒長男｢松平定静｣が継ぐ(⇒明和2(1765)年2月12日､宗家松山藩を相続し廃藩)
1721年1月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ侯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣
1721年1月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ侯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣(~1730.2死去)
1721年1月18日-09:00|日本|北海道|享保5年12月21日|<死去>蝦夷松前藩1万石｢松前矩広｣(61歳)⇒翌年7月11日､
  養子｢松前邦広｣が継ぐ(⇒寛保3年閏4月8日(17430531)､死去)
1721年1月22日-09:00|日本|愛媛県松山市|享保5年12月25日|松山藩領和気郡三津大工町より出火､180軒を焼失
1721年1月22日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|享保5年12月25日|下田港を廃し相模浦賀港を開く/浦賀奉行設置
1721年1月28日-09:00|日本|  ||享保6年1月|<初演>森田座｢大鷹賑曽我｣2代目市川団十郎が演じて大当たり
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1721年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｻﾊﾞﾇｰﾙ(ﾐﾔﾅ朝)ﾅﾜﾌﾞ｢Abdul Mahmad Khan｣
1721年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞﾇｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾞﾌﾙ･ｶｰﾝ｣(~17260407没)
1721年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｰﾏ･ｳﾞｧﾙﾏ1世｣(~17290127没)
1721年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾊﾞﾇｰﾙ(ﾐﾔﾅ朝)ﾅﾜﾌﾞ｢Abdul Ghafur Khan｣(~17260407死去)
1721年2月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｳｽﾏｰﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~)⇒｢ｱｰﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1723年)
1721年2月 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｪｱﾌｧｯｸｽ｣(~12.26)
1721年2月4日 01:00|日本|東京都|享保6年1月8日|<江戸享保6年春の連続火災>巳中刻(午前10時ごろ)日本橋呉
  服町一丁目から出火し北風にのって延焼､大工町､新数寄屋町､京橋から築地浜まで燃えて鎮火
1721年2月5日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月25日|ﾛｼｱが総主教制を廃止し､宗務院を設置
1721年2月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣
1721年2月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣(~17860307死去)
1721年2月20日-09:00|日本|京都府福知山市|享保6年1月24日|<死去>丹波福知山藩32000石｢朽木稙元｣(58歳)⇒1
  2月25日､長男｢朽木稙綱｣が継ぐ(⇒享保11(1726)年5月5日､死去)
1721年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾅｰｽﾞ｣
1721年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾅｰｽﾞ｣先代の長男(~17790529死去)
1721年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑ=ﾉｰﾏﾝﾋﾞｰ公･ﾏﾙｸﾞﾚｲｳﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｼｪﾌｨｰﾙﾄﾞ｣
1721年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑ=ﾉｰﾏﾝﾋﾞｰ公･ﾏﾙｸﾞﾚｲｳﾞ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｼｪﾌｨｰﾙﾄﾞ｣先代の子(~17
  351030死去全爵位廃絶)
1721年2月24日-08:00|日本|東京都|享保6年1月28日|<江戸享保6年春の連続火災>子下刻(午前1時ごろ)麻布善福
  寺門前の家から出火し芝愛宕下裏町まで延焼
1721年3月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||春<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢Samuel Cox｣(~17230119)
1721年3月4日-09:00|日本|岡山県津山市|享保6年2月7日|<死去>美作津山藩10万石｢松平長矩(宣富)｣(42歳)⇒長
  男｢松平浅五郎｣が継ぐ(⇒享保11(1726)年11月11日､死去)
1721年3月4日 00:00|日本|東京都|享保6年2月7日|<江戸享保6年春の連続火災>巳上刻(午前9時ごろ)四谷中殿町
  から出火し六本木､麻布一本松あたりまで焼く
1721年3月6日 04:00|日本|東京都|享保6年2月9日|<江戸享保6年春の連続火災>午下刻(13時ごろ)四谷忍町から
  出火し左衛門町､麻布谷町､狸穴脇､三田筋より芝､品川あたりまで焼失
1721年3月7日 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｷﾞﾝ総督｢ｼﾞｭﾘｱﾝ･ﾃﾞｭ･ﾍﾞﾚｲ･ﾃﾞｭｳﾞｧﾙ｣(~8月没)
1721年3月7日 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱﾙｷﾞﾝをﾌﾗﾝｽが統治(~17220111)
1721年3月8日-09:00|日本|山口県周南市|享保6年2月11日|<死去>周防徳山藩3万石｢毛利元尭｣天然痘のため(20
  歳)⇒弟｢毛利広豊｣が継ぐ(⇒宝暦8(1758)年4月8日､隠居)
1721年3月16日-09:00|日本|東京都|享保6年2月19日|<死去>初代･大谷廣右衛門
1721年3月18日-09:00|日本|群馬県沼田市|享保6年2月21日|<死去>上野沼田藩4万石｢本多正武｣(57歳)⇒4月13日
  ､養子｢本多正矩｣が継ぐ(⇒享保15(1730)年7月､駿河国田中藩に転封)
1721年3月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第243代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ11世｣(71歳､16490723生)
1721年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国国庫財務実行主席弁務官｢ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ伯ｼﾞｪｰﾑｽ･ｽﾀﾝﾎｰ
  ﾌﾟ｣
1721年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国国庫財務実行主席弁務官｢ｻﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾍﾟ
  ﾝｻｰ｣Whg(~4.4)
1721年3月29日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<設置>ﾃﾞﾗｺﾞｱ湾にｵﾗﾝﾀﾞのﾚｾﾞﾑﾍｲﾄ砦(~17301227)
1721年3月30日 02:00|日本|東京都|享保6年3月3日|<江戸享保6年春の連続火災>巳下刻(午前11時ごろ)神田三河
  町四丁目から出火し強い南風にあおられて須田町､神田旅籠町､湯島天神社地､下谷筋まで残らず焼失､そこか
  ら上野池端から東叡山の仁王門を焼き､広小路も越えて下谷､浅草観音寺内あたりから坂本､千住まで焼く大火
  となった
1721年3月31日 00:00|日本|東京都|享保6年3月4日|<江戸享保6年春の連続火災>辰下刻(午前9時ごろ)牛込木津
  屋町から出火､同若宮､同御門外を経て小日向から小石川伝通院も全焼し境内に避難していた360人余が死亡/
  その後､火は本郷､駒込､千駄木､谷中と進み氷川あたりでようやく鎮火(6回の火災で江戸市中の三分の二が焼
  け2107人が死亡､百石以上武家屋敷と医師屋敷7415軒､陪臣(大名の家来)屋敷と町家13万3720軒､その他225軒､
  寺社560か所が焼失)
1721年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1721年4月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾍをﾌﾗﾝｽが領有(~1725年2月)
1721年4月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国第一大蔵卿｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣(2期目⇒17300526首相
  ~17420211)
1721年4月12日-09:00|日本|福島県伊達市|享保6年3月16日|<死去>陸奥梁川藩3万石｢松平義方｣(36歳)⇒5月2日､
  長男｢松平義真｣が継ぐ(⇒享保14年5月5日(17290601)､死去改易)
1721年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1721/4/4|<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王国初代首相｢ｻｰ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣ﾎｲｯｸﾞ党
  (~17420211)
1721年4月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Karl Frederick｣
1721年4月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Victor Frederick｣(~17650518死去)
1721年4月26日 08:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ､ﾀﾌﾞﾘｰｽﾞで地震(M7.4)死者4万人
1721年4月26日-09:00|日本|東京都千代田区|享保6年4月|幕府が大奥法度を改定
1721年4月26日-09:00|日本|  ||享保6年4月1日|農民･町民の死刑に子供の連座が廃止になる
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1721年4月30日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<解雇>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾚｼﾞｪｯﾌﾟ･ﾊﾟｼｬ｣
1721年5月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾍﾃｨ王｢ﾀﾞｳﾞｨﾄ2世｣
1721年5月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾍﾃｨ王｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ2世｣(~17321204没)
1721年5月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾆｼｬﾝﾁ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~17250930､退任
  させられた)
1721年5月4日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督代理｢Antonio Jose Alvarez de Abreu｣(~
  12.11)
1721年5月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第244代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ13世｣(~17240307死去)
1721年5月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ｿﾞﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1721年5月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ｿﾞﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯｢ｷﾞｭﾝﾀｰ43世｣(~17401128死去)
1721年5月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ｼﾞｮﾙｼﾞｮ･ｽﾋﾟﾉﾗ｣(~17240307)
1721年5月10日-09:00|日本|  ||享保6年4月15日|野獣による農作物の被害を減らすため､農民への鉄砲使用が許
  される
1721年5月14日-09:00|日本|山口県下関市|享保6年4月19日|<死去>長門長府藩主｢毛利元朝｣(19歳)⇒弟の宗広が
  嗣ぐ
1721年5月16日-09:00|日本|兵庫県明石市|享保6年4月21日|<死去>松平直明(66歳)前播磨明石藩主
1721年5月18日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾀﾞｳｨｯﾄ3世｣
1721年5月18日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｳｫﾙﾃﾞ･ｷﾞﾖﾙｷﾞｽ･ｲﾔｽ｣(~21日)
1721年5月20日-09:00|日本|福井県勝山市|享保6年4月25日|<交替>越前勝山藩22000石｢小笠原信辰｣隠居⇒養子｢
  小笠原信成｣が継ぐ(⇒享保15年7月14日(17300827)､死去)
1721年5月21日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｱｽﾏ･ｷﾞﾖﾙｷﾞｽ･ｲﾔｽ｣(~17300919没)
1721年5月26日-08:00|中国/台湾|  ||清･康熙60年5月|台湾で朱一貴､挙兵し永和(1721)と建元､一時台湾全土を
  占領
1721年5月26日-08:00|中国/台湾|  ||清･康熙60年5月1日|<即位>台湾皇帝｢朱一貴｣(~17210730)清帝国に反乱を
  起こした軍による支配/永和と建元
1721年5月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅがｲｷﾞﾘｽ王領となる
1721年5月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾆｺﾙｿﾝ｣(~17250507)
1721年6月7日-09:00|日本|福岡県柳川市|享保6年5月13日|<死去>筑後柳河藩104200石｢立花鑑任｣(39歳)⇒養子｢
  立花貞俶｣が継ぐ(⇒延享元年5月25日(17440705)､死去)
1721年6月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ方伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣
1721年6月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ方伯｢ｶｰﾙ1世｣(~17700508死去)
1721年6月20日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国大首相｢ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ伯爵ｳﾙﾘｯﾋ･ｱﾄﾞﾙﾌ｣(~17301011)
1721年6月22日-09:00|日本|  ||享保6年5月28日|浅間山噴火/関東の者16人､石に当たり15人が死亡
1721年6月25日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|享保6年6月|<交替>薩摩藩72万8700石｢島津吉貴｣隠居⇒長男｢島
  津継豊｣が継ぐ(⇒延享3(1746)年11月､隠居)
1721年6月25日-08:00|中国/台湾|  ||清･康熙60年6月|清軍は鹿耳門港から上陸し朱一貴の反乱を鎮圧
1721年6月27日-09:00|日本|茨城県笠間市|享保6年6月3日|<死去>常陸宍戸藩1万石｢松平頼道｣(65歳)⇒長男｢松
  平頼慶｣が継ぐ(⇒寛保2(1742)年正月6日､64歳で死去)
1721年7月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾛｽ｣(~1727年5月頃)
1721年7月 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ管理者｢Hans Egede｣(~17581105死去)
1721年7月 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞはﾃﾞﾝﾏｰｸの所有.ｱｲｽﾗﾝﾄﾞに従属(~17750306)
1721年7月7日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|享保6年6月13日|<死去>但馬豊岡藩33000石｢京極高栄｣(32歳)⇒長男｢
  京極高寛｣が継ぐ(⇒享保11(1726)年9月12日､死去)
1721年7月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｼﾞｬｰｼﾞｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣
1721年7月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｼﾞｬｰｼﾞｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣(~17690828死去)
1721年7月14日-09:00|日本|長野県須坂市|享保6年6月20日|<死去>堀直佑(67歳)前信濃須坂藩主
1721年7月15日-09:00|日本|  ||享保6年6月21日|幕府が諸国に入口･農地面積の調査を命じる(全国調査の初め)
  .この頃の日本人口約2600万人
1721年7月16日-09:00|日本|  ||享保6年6月22日|浅間山､噴石により登山者15名死亡
1721年7月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ｢ﾛｺｺ美術｣の画家ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｳﾞｧﾄｰ(ﾜﾄｰ)(1684-)ﾌｪｯﾄ･ｷﾞｬﾗﾝﾄ(雅宴画)｢
  田園の楽興｣･｢ｼﾃｰﾙ島の巡礼｣を描いた
1721年7月19日-09:00|日本|栃木県さくら市|享保6年6月25日|<死去>喜連川藩4500石(10万石格)｢喜連川氏春｣(5
  2歳)⇒長男｢喜連川茂氏｣が継ぐ(⇒宝暦7(1757)年12月25日､隠居)
1721年7月21日-09:00|日本|  ||享保6年6月27日|<死去>県宗知(66歳)庭師､茶人
1721年7月25日-09:00|日本|静岡県牧之原市|享保6年7月2日|<死去>遠江国相良藩15000石｢本多忠通｣(17歳)⇒養
  子｢本多忠如｣が継ぐ(⇒延享3(1746)年9月25日､陸奥泉藩15000石へ移封)
1721年8月 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｷﾞﾝ総督｢ｼﾞｭﾘｱﾝ･ﾃﾞｭ･ﾍﾞﾚｲ･ﾃﾞｭｳﾞｧﾙ｣
1721年8月 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｷﾞﾝ総督｢ｸﾛｰﾄﾞ･ﾎﾞﾇｳﾞｧﾝﾁｭｰﾙ･ﾙ･ﾘｼｭ｣(~同年)⇒代行｢ﾔﾝ･ﾃﾞ･
  ﾎﾞ･ﾆｺﾗｽ｣(2回目~17220111)
1721年8月3日-09:00|日本|熊本県人吉市|享保6年7月11日|<交替>肥後人吉藩22165石｢相良長興｣隠居⇒弟｢相良
  長存｣が継ぐ(⇒元文3(1738)年6月25日､死去)
1721年8月6日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾄﾘﾋﾞｵ･ﾎｾ･ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ｺｼｵ｣(~17290814)
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1721年8月7日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保6年7月15日|<初演>近松門左衛門｢女殺油地獄｣竹本座
1721年8月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯･ﾎﾗﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ﾘｯﾁ｣
1721年8月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯･ﾎﾗﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾘｯﾁ｣先代の又従兄(~17590907死去)
1721年8月23日-09:00|日本|  ||享保6年閏7月|勘定所を公事方と勝手方の二部門に分ける/訴訟事務の増大が勘
  定所機能を圧迫することを防ぐ
1721年8月28日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｸﾞﾗﾌﾄﾝ公爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣(~17241022)
1721年8月30日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||ｶﾚﾘｱとｳﾞｨﾎﾞｰ(ｳﾞｨﾎﾞﾙｸﾞ)がﾛｼｱに譲渡された
1721年9月1日-09:00|日本|福島県白河市|享保6年閏7月10日|<死去>陸奥白河新田藩1万石｢松平知清｣(40歳)⇒長
  男｢松平明矩｣が継ぐ(⇒享保12(1727)年､伯父にあたる白河藩主｢松平基知｣の養子となり廃藩)
1721年9月4日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｱﾝｿﾆｰ･ﾄﾞ･ﾚｲﾝｴｳﾞ
  ｧﾙ｣(4回目~17220301)
1721年9月5日-09:00|日本|岡山県|享保6年閏7月14日|<享保6年閏7月秋雨前線>備中松山洪水､所により6m余も堤
  防を乗り越え城下へ浸水/6日に渡って大風雨となり､浅口郡で2万石を収穫する田畑のうち8割が流出/川上郡
  では河川の水量が7mほども増水し､侍屋敷では鴨居の上まで浸水
1721年9月6日-09:00|日本|愛媛県松山市|享保6年閏7月15日|<享保6年閏7月秋雨前線>松山藩領､石手川洪水によ
  り､3万5,065石余の損毛､889軒の家屋流失､72人の死者を出す
1721年9月6日-09:00|日本|岐阜県|享保6年閏7月15日|<享保6年閏7月秋雨前線>16日にかけて､美濃国大垣では城
  中の三の郭まで浸水､田畑の流失多し
1721年9月6日-09:00|日本|滋賀県|享保6年閏7月15日|<享保6年閏7月秋雨前線>近江国高島郡､野洲郡では昼夜大
  雨､琵琶湖が1mほど増水し川々の堤防も切れ､民家や侍屋敷では床上浸水60cm以上､田畑の流失甚大
1721年9月7日-09:00|日本|茨城県|享保6年閏7月16日|<享保6年閏7月秋雨前線>17日にかけて常陸国土浦では近
  辺の川々が洪水を引き起こして城下に流れ込み床上浸水1m50余
1721年9月7日-09:00|日本|長野県|享保6年閏7月16日|<享保6年閏7月秋雨前線>17日にかけて信濃国飯山で千曲
  川が4mほど増水し城下へ浸水
1721年9月8日-09:00|日本|福島県福島市|享保6年閏7月17日|<死去>板倉重寛(53歳)前陸奥福島藩主
1721年9月9日-09:00|日本|千葉県|享保6年閏7月18日|<享保6年閏7月秋雨前線>下総関宿で利根川が5mほど増水
  し城内から城下まで浸水､見渡す限り一面の湖となる
1721年9月9日-09:00|日本|長崎県|享保6年閏7月18日|<享保6年閏7月秋雨前線>肥前国長崎で大洪水､46人死亡､
  家屋の流失や倒壊120戸､市内の橋数十ヵ所落ちる
1721年9月10日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||ｴｽﾄﾆｱ公国､ｽｳｪｰﾃﾞﾝ領ﾘｳﾞｫﾆｱ､ｲﾝｸﾞﾘｱがﾅｲｽﾀｯﾄﾞ条約の下でｽｳｪｰﾃﾞﾝ
  からﾛｼｱに正式に割譲された
1721年9月10日-09:00|日本|宮城県|享保6年閏7月19日|<享保6年閏7月秋雨前線>20日にかけて､奥州仙台藩領で
  は洪水で石高の約25%14万6000石の田畑が流失/北上川流域では和渕村で決壊し大洪水が発生
1721年9月10日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦8月30日|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ南部のﾆｽﾀｯﾄでﾛｼｱとｽｳｪｰﾃﾞﾝの和平条約
  が調印される/大北方戦争中にﾛｼｱが占領していたﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ､ｳﾞｨｽﾏﾙ､ﾌｫｱﾎﾟﾝﾒﾙﾝ西部はｽｳｪｰﾃﾞﾝに返還/ｶﾚﾘｱの大
  部分､ｴｽﾄﾆｱ､ﾘｳﾞｫﾆｱ(ﾗﾄｳﾞｨｱ)､ｲﾝｸﾞﾘｱ(ｲﾝｹﾞﾙﾏﾝﾗﾝﾄ､ｲｼﾞｮｰﾙ)､またﾊﾞﾙﾄ海のｻｰﾚﾏｰ島とﾋｰｳﾏｰ島(ともに現ｴｽﾄﾆｱ領)
  はｽｳｪｰﾃﾞﾝからﾛｼｱに割譲
1721年9月14日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督代行｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｱﾝﾃｹﾗ･ｲ･ｶｽﾄﾛ｣(1回目~17220606)
1721年9月19日-09:00|日本|宮城県|享保6年閏7月28日|<享保の大水害>連日降雨の後､夜半の大雷雨､地震により
  烽火山から泥水噴出し長崎市中が大洪水.水死46人(男17､女29).流家潰家120かまど､破損家96かまど.土蔵1軒
  ､小屋40軒､納屋11軒流落
1721年9月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼﾞｬｰﾄ王朝のﾁｭﾗｰﾏﾝがﾑｶﾞﾙ朝との戦闘で没､ﾊﾞﾀﾞﾝ･ｼﾝｸﾞが跡を継ぐ
1721年9月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾗトﾌﾞﾙ王国君主｢ﾊﾞﾀﾞﾝ･ｼﾝｸﾞ｣(~17550521死去)
1721年9月22日-09:00|日本|東京都千代田区|享保6年8月2日|将軍への直訴をｼｽﾃﾑ化し､目安箱を評定所門前に設
  置
1721年9月23日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保6年8月3日|<初演>近松門左衛門,人形浄瑠璃｢信州川中島合戦｣竹
  本座
1721年10月-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｸﾗﾝﾀﾝ･ﾗｼﾞｬ｢ｽﾙﾀﾝ･ｵﾏﾙ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾌﾙﾑ･ﾗｰｼﾞｬ･ｻｸﾃｨ｣
1721年10月-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ﾗｼﾞｬ｢ｽﾙﾀﾝ･ﾛﾝｸﾞ･ﾊﾞﾊｰﾙ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ﾜﾑ･ﾀﾞｲﾑ｣(~1734年5月没)
1721年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞﾘ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣
1721年10月7日-09:00|日本|東京都文京区|享保6年8月17日|幕府が小石川薬園を拡張
1721年10月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾁｪｻﾞｰﾚ･ﾃﾞ･ﾌﾗﾝｷ｣(~17231008)
1721年10月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督代行｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｸﾘｽﾄﾌ･ﾙ･ﾎﾞﾜｰﾙ｣(1回目~1723年10月)
1721年10月11日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<死去>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ｱﾝﾄﾝ･ﾌﾛﾘｱﾝ｣
1721年10月11日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ﾖｰｾﾞﾌ･ﾖｰﾊﾝ･ｱﾀﾞﾑ｣先代の息子(~17321217没)
1721年10月15日-09:00|日本|新潟県長岡市|享保6年8月25日|<交替>越後長岡藩74000石｢牧野忠辰｣隠居⇒養子｢
  牧野忠壽｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年10月2日､死去)
1721年10月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｱﾝﾄﾘﾑ伯｢ﾗﾝﾀﾞﾙ･ﾏｸﾄﾞﾈﾙ｣
1721年10月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｱﾝﾄﾘﾑ伯｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾏｸﾄﾞﾈﾙ｣(~17751013死去)
1721年10月21日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ2世｣(~17500225没)
1721年10月21日-09:00|日本|  ||享保6年9月|<完成>田中丘隅｢民間省要｣全17巻
1721年11月-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾊﾟﾊﾝ･ﾘｱｳ･ﾘﾝｶﾞ(ｼﾞｮﾎｰﾙ帝国)ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ｼｬｰ4世｣
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1721年11月-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾊﾟﾊﾝ･ﾘｱｳ･ﾘﾝｶﾞ(ｼﾞｮﾎｰﾙ帝国)ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｽﾗｲﾏﾝ･ﾊﾞﾄﾞﾙﾙ･ｱﾗﾑ･ｼｬｰ｣(~
  17600820没)
1721年11月2日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1721/10/22|<即位>ﾛｼｱ帝国皇帝｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ1世大王｣(~17250208)
1721年11月2日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1721/10/22|ﾋﾟｮｰﾄﾙ1世が､国体を帝国と宣言し､対外的な国号を｢ﾛｼｱ帝国
  ｣と称した
1721年11月5日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ﾀﾙﾊ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｱｯﾗｰ｣
1721年11月5日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰﾊﾞｸﾙ1世･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｱｯﾗｰ｣(~17320601没)
1721年11月8日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Jan Stevensen｣(~17221218､死去)
1721年11月11日-09:00|日本|大阪府岸和田市|享保6年9月22日|<交替>和泉岸和田藩53000石｢岡部長泰｣隠居⇒次
  男｢岡部長敬｣が継ぐ(⇒享保9(1724)年7月25日､45歳で急死)
1721年11月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾏｸﾙｽﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾟｰｶｰ｣(~17320428死去)
1721年11月15日-09:00|日本|  ||享保6年9月26日|幕府が江戸･京都･大坂の金銀交換を停止し,金座･銀座でのみ
  交換する
1721年12月11日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Diego de Portales y Meneses｣(1期目
  ~17230321)
1721年12月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｽｶｰﾊﾞﾗ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾗﾑﾘｰ｣
1721年12月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｽｶｰﾊﾞﾗ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾗﾑﾘｰ｣(~17400129自殺)
1721年12月19日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾊｰﾄ｣(~172
  80614)
1721年12月19日-09:00|日本|  ||享保6年11月|徳川家に関する出版､芝居禁止
1721年12月24日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督代行｢ｼﾞｭﾘｱﾝ･ﾃﾞｭﾛﾝｹﾞ･ﾙ･ﾄｩﾚｯｸ｣(~17220407)
1721年12月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｸｾﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｾｼﾙ｣
1721年12月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｸｾﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｾｼﾙ｣(~17220409死去)
1721年12月26日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｪﾆｰ｣(~17290825)
1722年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｱﾙﾌﾞｹﾙｹ･ﾃﾞ･ｺｴｰﾘｮ｣(~1725年)
1722年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ｱｯﾊﾞｽ･ﾋﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ﾘｱﾔｯﾄ･ｼｬｰ｣(~1734年
  頃没)
1722年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ｻﾀ2世ｱﾝﾁｪｲ｣(~1738年)
1722年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ｶﾝﾃｨﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔｼﾞｬｶﾞｼﾞｬﾔﾏｯﾗ｣(~1734年)
1722年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾙﾜｲ国摂政｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｱｻﾇｯﾗｰ･ｶｰﾝ｣(~1727年)
1722年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲｻﾙﾐﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ｱｸﾊｲ･ｼﾝ｣(~1762年没)
1722年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾀﾞﾙﾜ国統治者(ｼｭﾘﾏｯﾄ･ﾀｸｰﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｼｭﾘ)｢ｱﾃﾞｼﾝｼﾞ1世｣(~1781年)
1722年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾍﾞｲ｢ｼｬｰﾙﾌ･ﾋﾞｰ｣
1722年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾍﾞｲ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗﾌﾏｰﾝ｣(~1734年)
1722年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国対立ﾊﾝ｢Rajab Muhammad Khan｣(~1731年)
1722年-04:00|UAE|  |||<即位>ｱﾙｶｼﾐ･ｽﾙﾀﾝ｢Sheikh Rahma bin Matar Al Qasimi｣(~1760年)
1722年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｼｬﾏｶはｵｽﾏﾝ帝国の宗主権下(~1734年)/ﾂｧﾌﾙはｵｽﾏﾝ帝国に貢納(~1735年)
1722年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾃﾞﾙﾍﾞﾝﾄをﾛｼｱが占領
1722年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝをｵｽﾏﾝ帝国が占領(1724年､併合~1736年)
1722年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝簒奪君主｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣(~17250422死去)
1722年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｱﾙﾊﾞﾛ･ｶｴﾀｰﾉ･ﾃﾞ･ﾒﾛ･ｴ
  ･ｶｽﾄﾛ｣(~1723年)
1722年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙに｢幸福の館(ｻｰﾀﾞﾊﾞｯﾄﾞ)｣が建設
1722年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ｱｲﾙ国統治者(ｱﾒﾉｶﾙ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱｯｸﾞ･ｱｰｲｰｼｬ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱｯｸﾞ･ｱﾊﾞ｣(~1735年)
1722年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻﾊﾞﾙのﾏﾋ国統治者｢ｱｸﾊﾟﾀ｣
1722年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｪｼﾝ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ｣ﾛﾚｰﾇ公(~17290327死去)
1722年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ辺境伯｢ﾖﾊﾝ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾖｰｾﾞﾌ･ﾌﾟﾘﾝﾂ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｱ･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ･ｽﾞﾙﾂﾊﾞｯﾊ
  ｣(~17280728)
1722年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｷﾞﾙﾐ王国ｽﾙﾀﾝ｢Wanja, Mbangi｣(~1736年)
1722年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｵﾙﾀﾞﾆｰ島知事｢John Le Mesurier1世｣
1722年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢大佐John Smith｣(~1726年)
1722年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ﾌﾞﾊﾞｶｰﾙ･ｼﾚ｣(3回目~1723年頃)
1722年 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Claude Guillouet｣(2期目~1729.9)
1722年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Willem Jansz｣(1期目~1726年)
1722年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢Charles Dilke｣(~1724年)
1722年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Henry Worsley｣(~1727年)
1722年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾏｻﾝ｣(~1727年)
1722年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ総督ｽﾎﾟｯﾂｳｯﾄﾞが6部族連合と平和条約を締結
1722年1月11日 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｱﾙｷﾞﾝ総督｢ﾔﾝ･ﾘｰﾙｽ｣(2回目~17240220)
1722年1月11日 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｱﾙｷﾞﾝをｵﾗﾝﾀﾞが統治(~17240220)
1722年1月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣
1722年1月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣(~17391021死去)
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1722年1月20日-09:00|日本|福井県福井市|享保6年12月4日|<死去>越前福井藩25万石｢松平吉邦｣(41歳)⇒11日､
  兄｢松平宗昌｣が継ぐ(自領松岡藩5万石を加え30万石⇒享保9(1724)年4月27日､死去)
1722年1月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾞﾙﾄﾝ公･ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣
1722年1月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾎﾞﾙﾄﾝ公･ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣(~17540826死去)
1722年1月24日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月13日|ﾋﾟｮｰﾄﾙ1世が､軍隊､行政､宮廷の全てのﾎﾟｽﾄを各14に分け､功績重
  視の｢14官等表｣を制定
1722年1月25日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ﾆｰﾙｽ･ｼﾞｪﾝｾﾝ･ｴｽﾄﾗｯﾌﾟ｣(~17230122)
1722年1月27日-09:00|日本|福井県吉田郡永平寺町|享保6年12月11日|<廃藩>越前松岡藩5万石｢松平昌平｣宗家福
  井藩を継ぎ本家に併合
1722年2月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾋﾞﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1722年2月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~17310622死去)
1722年2月12日-09:00|日本|  ||享保6年12月27日|<死去>後藤通乗(59歳)装剣金工
1722年2月24日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大主教ｳｨﾘｱﾑ･ｷﾝｸﾞ/ｼｬﾉﾝ子爵ﾘﾁｬ
  ｰﾄﾞ･ﾎﾞｲﾙ/ｳｨﾘｱﾑ･ｺﾉﾘｰ/ﾐﾄﾞﾙﾄﾝ子爵ｱﾗﾝ･ﾌﾞﾛﾄﾞﾘｯｸ(17230613から)｣(~17230818)
1722年2月28日-09:00|日本|京都府京都市|享保7年1月13日|<就任>関白｢二条綱平｣(~享保11年6月1日)
1722年3月-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ｳﾝﾙｰ｣(~1727
  0427)
1722年3月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ首席大臣(宰相)｢ｷﾞﾖｰﾑ･ﾃﾞｭﾎﾞﾜ｣
1722年3月1日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾃﾐﾝｸ｣(~17270917)
1722年3月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｶﾙﾑｲｸ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾁｬｸﾄﾞﾙ･ｼﾞｬﾌﾞ｣
1722年3月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾌﾞﾘｼﾞﾗｰｼﾞ･ﾊﾞﾀﾞﾝ･ｼﾝ｣建国(~17550521没)
1722年3月14日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Antonio Pedro de Vasconcelo
  s｣(~17490202)
1722年3月15日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Juan de Mur y Aguirre｣23年)
1722年3月15日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官代理｢Jaime de Villanueva｣(~1
  723年)
1722年3月17日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾞﾙｰｽ･ﾎｰﾌﾟ｣(~1727.12)
1722年3月17日-09:00|日本|東京都|享保7年2月|定火消制が廃止され,飛火防組合65組をつくらせ町方中心の火
  消組織に改編
1722年3月19日-09:00|日本|山形県新庄市|享保7年2月3日|<死去>戸沢正誠(83歳)前出羽新庄藩主
1722年3月22日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｱﾙﾊﾞｶｰｷ･ｺｴｰﾘｮ｣(~17250425)
1722年3月22日-09:00|日本|福井県敦賀市|享保7年2月6日|<死去>若狭敦賀藩1万石｢酒井忠菊｣(44歳)⇒三男｢酒
  井忠武｣が継ぐ(⇒享保16(1731)年8月21日､24歳で死去)
1722年3月25日-09:00|日本|兵庫県たつの市|享保7年2月9日|<死去>播磨龍野藩51000石｢脇坂安清｣(38歳)⇒三男
  ｢脇坂安興｣が継ぐ(⇒延享4(1747)年8月10日､死去)
1722年3月26日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾗﾗｲﾝ･ｲ･ﾋﾞｸ
  ｰﾆｬ｣(2回目~17281231)
1722年3月30日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ議会がﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家の諸領地の一体不可分を宣言し長子相続の原則
  をうたった｢国事詔書｣ﾌﾟﾗｸﾞﾏﾃｨｶ･ｻﾝｸﾂｨｵを承認
1722年4月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾌﾞﾊﾟﾃｨﾝﾄﾞﾗﾏﾗ｣
1722年4月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾗﾅｼﾞﾀﾏﾗ｣(~17691113)
1722年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾍﾞﾆ｣
1722年4月5日 04:00|ﾁﾘ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ提督ﾔｺﾌﾞ･ﾛｯｹﾞｰﾌｪﾝがｲｰｽﾀｰ島を発見｡この日がｲｰｽﾀｰ(復活祭)にあた
  るので､この日にちなんで｢ｲｰｽﾀｰ島｣と名づけられた
1722年4月7日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督｢ﾄﾞﾆｼｭｳﾞｧﾘｴ･ﾄﾞ･ﾆﾖﾝ｣(~17251216)
1722年4月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｸｾﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｾｼﾙ｣
1722年4月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｸｾﾀｰ伯｢ﾌﾞﾗｳﾝﾛｰ･ｾｼﾙ｣(~17541103死去)
1722年4月13日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Jose Pinheiro da Camara｣(~17271
  022)
1722年4月14日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ﾃﾞｨﾄﾚﾌ｣(~17311005没)
1722年4月17日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦4月6日|ﾋﾟｮｰﾄﾙ1世が､ひげ税を課す
1722年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｻﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ｣
1722年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｻﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾍﾟﾝｻｰ｣(~17290915死去)
1722年4月21日-09:00|日本|東京都|享保7年3月6日|<橋火消>江戸町奉行､髪結床に橋火消を命じる/備え付けら
  れる火消道具は､川水をくむ長い柄のひしゃくと縄のついた釣瓶(水桶)､大はしご､消火用の水鉄砲､破壊消防
  用の大鳶口と斧､それと橋の両たもとに置き水をためる四斗(72ﾘｯﾄﾙ入り)樽など
1722年5月 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ副総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｻｲﾌﾞｰﾙ｣(~1732年)
1722年5月4日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢趙泰ｺｳ｣(~17230707)
1722年5月4日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督代行｢ﾃﾞｭｳﾞｧﾙ･ﾄﾞ･ｵｰｳﾞｨﾙ｣(~6.13)
1722年5月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ﾛｼｽﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾐﾙﾄﾝ=ﾚｽﾞﾘｰ｣
1722年5月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ﾛｼｽﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾚｽﾞﾘｰ｣先代の息子(~17671210死去)
1722年5月20日-09:00|日本|  ||享保7年4月6日|<施行>質地流禁止令/質流れによる田畑の所有権の移転は田畑
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  永代売買禁止令に反するので今後は質流れを禁止(享保8年8月撤回)
1722年5月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾞﾈｯﾄ｣
1722年5月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾞﾈｯﾄ｣(~17530314死去)
1722年5月25日-09:00|日本|東京都|享保7年4月11日|幕府､火事場見廻役を置く/まず消火活動と被災地の処理な
  ど､火事場に関する事項を総括･管理するものとして､旗本､御家人を支配する若年寄の中から､伊勢神戸藩1万7
  000石･石川近江守総茂と駿河松長藩1万6000石･大久保長門守教寛を任命/火事場見廻役には無役の旗本の中か
  ら､旗本寄合席(3000石以上)の村瀬伊左衛門房矩､竹中主水定矩,小普請組支配下(3000石未満)の水谷彌之助勝
  比､大島因幡守義全､三島清左衛門政興､赤井圖書直綏の6名を任命/火事場見廻役の任務は消火活動現場での指
  揮と調整にあり､｢火災の時､風下にある1万石以上の大名邸宅の巡視｣｢火災現場では方角火消や増火消を含む
  大名火消､各自火消などの武家火消人夫を指揮して消防の実際を監察｣｢炎の勢いが強く､火消人夫が不足して
  いると判断したときは付近の大名屋敷などから人数を徴発｣｢鎮火後はその後を巡察する｣など
1722年6月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾊﾞｽｶﾗﾏﾗ｣
1722年6月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾖｶﾞﾌﾟﾗｶｻﾏｯﾗ｣(~1729年)
1722年6月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ15世､1715年から約7年弱過ごした｢ﾁｭｲﾙﾘｰ宮｣(1区)から｢ｳﾞｪﾙｻｲﾕ宮殿｣に
  戻る
1722年6月4日-09:00|日本|岐阜県中津川市|享保7年4月21日|<死去>美濃苗木藩10521石｢遠山友由｣(29歳)⇒6月1
  5日､長男｢遠山友将｣が継ぐ(叔父｢遠山友央｣に美濃国加茂郡など500石を分知し10021石⇒享保17(1732)年閏5
  月21日死去)
1722年6月5日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保7年4月22日|<初演>近松門左衛門,人形浄瑠璃｢心中富庚申｣<お千
  代･半兵衛>竹本座
1722年6月6日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾚｲｴｽ･ｲ･ﾊﾞﾙﾏｾﾀﾞ｣(2回目~同年)⇒｢
  ﾎｾ･ﾃﾞ･ｱﾝﾃｹﾗ･ｲ･ｶｽﾄﾛ｣(2回目~17250305)
1722年6月6日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾎﾞﾗﾎﾞﾗは､ｵﾗﾝﾀﾞの大尉ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ﾛｯｹﾞｳﾞｨｰﾝによって発見された
1722年6月6日-09:00|日本|福島県いわき市|享保7年4月23日|<死去>陸奥湯長谷藩15000石｢内藤政貞｣(38歳)⇒長
  男｢内藤政醇｣が継ぐ(⇒寛保元年9月5日(17411014)､死去)
1722年6月13日-13:00|ｻﾓｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ人探検家ﾔｺﾌﾞ･ﾛｯｹﾞｳﾞｨｰﾝがｻﾓｱを目撃
1722年6月13日 11:00|米領ｻﾓｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞのﾔｺﾌﾞ･ﾛｯﾍｰﾍﾞﾝ大尉によって発見されたｻﾓｱのﾛｰｽﾞ環礁は､ｳﾞｲ
  ﾙ･ｱｲﾗﾝﾄﾞ(ﾌｧｳﾙ島)と名付けられた
1722年6月14日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ﾔｱﾗﾌﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾋﾞﾗﾗﾌﾞ｣(~17230316没)
1722年6月14日-09:00|日本|山形県米沢市|享保7年5月1日|<死去>出羽米沢藩15万石｢上杉吉憲｣(39歳)⇒6月18日
  ､嫡男｢上杉宗憲｣が継ぐ(⇒享保19年5月13日(17340614)死去)
1722年6月16日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾏﾙｶﾝﾄﾆｵ･ｿﾞﾝﾀﾞﾀﾞﾘ｣
1722年6月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ公｢ｼﾞｮﾝ･ﾁｬｰﾁﾙ｣
1722年6月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ女公｢ﾍﾝﾘｴｯﾀ･ｺﾞﾄﾞﾙﾌｨﾝ｣先代の娘2代ｺﾞﾄﾞﾙﾌｨﾝ伯ﾌﾗﾝｼｽ･ｺﾞﾄﾞﾙ
  ﾌｨﾝの妻(~17331024死去)
1722年6月17日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾗﾓﾝ･ﾃﾞｽﾌﾟｲｸﾞ･ｲ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ﾏﾙｼｰｼﾞｬ｣(2回目~19日)
1722年6月19日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾉｴﾙ･ﾃﾞ･ﾋﾞﾙﾍﾅ｣(~17361212没)
1722年6月22日-09:00|日本|滋賀県大津市|享保7年5月9日|<交替>近江堅田藩1万石｢堀田正高｣隠居⇒七男｢堀田
  正峯｣が継ぐ(⇒享保11(1726)年4月14日､死去)
1722年6月30日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰ議会がﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家の諸領地の一体不可分を宣言し長子相続の原則を
  うたった｢国事詔書｣ﾌﾟﾗｸﾞﾏﾃｨｶ･ｻﾝｸﾂｨｵを承認
1722年6月30日-09:00|日本|茨城県笠間市|享保7年5月17日|<死去>常陸笠間藩6万石(老中)｢井上正岑｣(70歳)⇒
  甥｢井上正之｣が継ぐ(⇒元文2(1737)年9月17日､死去)
1722年7月-04:00|ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾛｼｱとｻﾌｧﾋﾞｰ朝ｲﾗﾝが戦争を開始､ﾛｼｱがｶｽﾋﾟ海南西岸を攻撃､ﾀﾞﾙﾊﾞﾝﾄﾞを占領
1722年7月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||ﾍｰﾁﾏﾝ国ﾛｼｱの直接政権は､外務参事会を通じてﾛｼｱによって扱われることをや
  めた(~1727.9)
1722年7月4日-09:00|日本|東京都千代田区|享保7年5月21日|<就任>老中｢安藤重行｣(~享保17年7月25日)
1722年7月13日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督代行｢ｼﾞｬｯｸ･ｶﾞｽﾄ･ﾄﾞｰﾄﾘｳﾞ｣(~12.3)
1722年7月14日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|享保7年6月2日|<死去>池田仲澄(73歳)前因幡鹿奴藩主
1722年7月15日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ･ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ総督｢ｼｬｰｻﾞﾀﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊｰﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾘ｣(~1724年8
  月)
1722年7月18日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保7年6月6日|<就任>大坂城代｢松平乗邑｣(~享保8(1723)年4月21日)
1722年7月30日-09:00|日本|京都府亀岡市|享保7年6月18日|<交替>丹波亀山藩5万石｢青山忠重｣隠居⇒四男｢青山
  俊春｣が継ぐ(⇒享保15(1730)年7月18日､死去)
1722年8月3日-09:00|日本|東京都中央区|享保7年6月22日|幕府が偽薬検査のため日本橋伊勢町に和薬改会所を
  設け,問屋25人を改役とする
1722年8月4日-09:00|日本|愛媛県今治市|享保7年6月23日|今治藩領暴風雨､総社川は蔵敷村実入新田付近決で決
  壊､浅川も氾濫して城下町も被災､潰家480軒
1722年8月4日-09:00|日本|愛媛県松山市|享保7年6月23日|松山藩領暴風雨のため､領内の被害甚大､流家307軒､
  潰家1,171軒､死者88人(~24日)
1722年8月4日-09:00|日本|兵庫県三田市|享保7年6月23日|<死去>九鬼隆久(43歳)前摂津三田藩主
1722年8月10日-09:00|日本|宮城県石巻市|享保7年6月29日|<死去>伊達村和(62歳)元陸奥中津山藩主
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1722年8月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｺﾙﾈｰﾙ2世｣
1722年8月12日-09:00|日本|新潟県佐渡市|享保7年7月|佐渡で疫病が流行/死者600人を越える
1722年8月14日-09:00|日本|  ||享保7年7月3日|幕府､諸大名に上げ米を課し､参勤期間を緩和
1722年8月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ3世｣(~17320521死去)
1722年8月29日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾎﾞﾅﾍﾞﾝﾁｬｰ=ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ﾎﾞﾜﾌｪﾙﾒ｣(~同年没)
1722年9月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾊﾞﾗｶｯﾄ･ﾌﾞﾝ･ﾔﾋﾔ｣(~1723年10月)
1722年9月7日-09:00|日本|神奈川県横浜市金沢区|享保7年7月27日|<移封>下野皆川藩12000石｢米倉忠仰｣廃藩⇒
  武蔵六浦藩12000石(⇒享保20(1735)年4月8日､死去)
1722年9月11日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝第10代ｼｬｰ｢ﾀﾌﾏｰｽﾌﾞ2世｣(~17320416)
1722年9月15日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｶｻﾌｴﾙﾃ侯爵ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞ･ｱｸｰﾆｬ｣(~17340317没)
1722年9月16日-09:00|日本|新潟県長岡市|享保7年8月6日|<死去>牧野忠辰(58歳)前越後長岡藩主
1722年9月18日-09:00|日本|  ||享保7年8月8日|<死去>高玄岱(深見玄岱)(74歳)儒学者､書家
1722年9月24日-09:00|日本|愛知県|享保7年8月14日|<享保7年8月の台風>朝から雨が降りつづき､夜九つ(午前0
  時ごろ)に風雨は一層激しくなり､宮の海辺でにわかに高潮が生じ､裁断橋以東､井戸田､うつくしの森に至る間
  の参道の茶屋､番所(尾張藩の警備詰め所)や浜辺の民家など245軒が300m余り引き潮に取られ､月堂見聞集では
  4～500人が行方不明となる/名古屋城下では強風によって屋根も壁も吹き飛んで､満足な家は一軒もない有様
  になるなど､尾張藩領全体では､高潮以外でも80余人が死亡､家屋の倒壊1万7000軒､田畑の損害39万石､荒れ地
  となった田畑4万5000石､堤防の破損は20kmにも及んだ/対岸の桑名藩領では城下全体が海につかり､近郊の村
  々の1600戸が倒壊､流失/紀州藩領では､倒壊､流失家屋6055軒､船舶の破損､流失384隻､141橋が損壊
1722年9月25日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾊｳﾄﾏﾝ｣(~17230517在任中死去)
1722年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳﾞｧﾚﾘｵ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｳｺﾞﾘｰﾆ｣
1722年10月2日-09:00|日本|香川県高松市|享保7年8月22日|(~翌日)高松藩内大風雨.各地で山崩れや堤防が決壊
  し,田野が浸水.溺死100余人,牛馬も多く斃死
1722年10月4日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|享保7年8月24日|<死去>播磨赤穂藩2万石｢森長直｣(51歳)⇒婿養子｢森
  長孝｣が継ぐ(⇒翌年10月30日､30歳で死去)
1722年10月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾙﾜｲ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｲｻﾞｯﾄ･ｶｰﾝ｣(~1762年没)
1722年10月12日-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ﾐｰﾙ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ下のｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝがﾍﾟﾙｼｬのｲｽﾌｧﾊｰﾝ占領(~17250425)
1722年10月13日-09:00|日本|京都府京都市|享保7年9月4日|<死去>近衛基熙(75歳)元太政大臣､関白
1722年10月15日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｶｻﾌｴﾙﾃ侯爵ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｱｸｰﾅ｣(~17340317)
1722年10月16日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ知事｢Henry Lumley｣
1722年10月21日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<退位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ｽﾙﾀｰﾝ･ﾌｻｲﾝ｣(~17261115死去)
1722年10月23日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｶﾞﾙｻﾞｲ朝大宰相｢ｱﾏﾇﾗ･ｶｰﾝ｣(~17250425)
1722年10月23日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｶﾞﾙｻﾞｲ朝ｼｬｰ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣(~17250425没)
1722年10月25日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝのﾐｰﾙ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞが､ﾍﾟﾙｼｬのｻﾌｧｳﾞｨｰ朝の首都ｲｽﾌｧﾊｰﾝを攻略
1722年10月28日-09:00|日本|兵庫県たつの市|享保7年9月19日|<死去>脇坂安照(65歳)前播磨龍野藩主
1722年10月31日-09:00|日本|静岡県藤枝市|享保7年9月22日|<死去>土岐頼殷(81歳)前駿河田中藩主
1722年10月31日-09:00|日本|山形県上山市|享保7年9月22日|<死去>出羽上山藩3万石｢松平(藤井)信通｣(47歳)⇒
  次男｢松平長恒｣が継ぐ(⇒享保17(1732)年12月12日､隠居)
1722年11月2日-09:00|日本|  ||享保7年9月24日|<死去>池西言水(73歳)俳人
1722年11月8日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|享保7年9月30日|<死去>大和国郡山藩12万石｢本多忠村｣(13歳)⇒
  11月5日､弟｢本多忠烈｣が継ぐ(幼少を理由に5万石まで減封)
1722年11月9日-09:00|日本|東京都|享保7年10月|幕府が千川上水を廃止/ついで青山･三田･本所各上水も廃止と
  する
1722年11月10日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾌｧﾃ･ｱﾘ･ｶｰﾝ･ｶｼﾞｬｰﾙ｣(~17261011)
1722年11月10日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ﾀﾌﾏｻﾌﾟ2世｣(~17320902)
1722年11月15日-09:00|日本|奈良県桜井市|享保7年10月7日|<死去>織田長清(61歳)前大和芝村藩主
1722年11月21日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督｢ｱﾝﾄﾆ･ｱﾝｼﾞｪｲ･ﾓﾙｼｭﾃｨﾝ｣(~17351011没)
1722年12月-03:00|ｲﾗｸ/ﾛｼｱ|  |||ｷﾞﾗﾝがﾛｼｱに占領される
1722年12月6日-09:00|日本|京都府亀岡市|享保7年10月28日|<死去>青山忠重(69歳)前丹波亀山藩主
1722年12月12日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|享保7年11月5日|<減封>大和郡山藩11万石｢本多忠烈｣幼少のた
  め⇒5万石(⇒享保8(1723)年11月27日､死去無嗣断絶改易)
1722年12月15日-09:00|日本|  ||享保7年11月8日|幕府が､好色本の禁止など､出版条目5ヶ条を出す
1722年12月16日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ副総督｢ﾅｻﾆｴﾙ･ｳｰﾘﾝｸﾞ｣(~1723年1月)
1722年12月18日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Jan Stevensen｣
1722年12月18日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島暫定司令官｢Johan Lindesay｣(~17280708)
1722年12月19日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ東ｲﾝﾄﾞ会社がﾍﾞﾙｷﾞｰのｵｰｽﾃﾝﾃﾞに創設される
1722年12月20日-08:00|中国|  ||清･康熙61年11月13日|<死去>清朝創業の基礎を固めた史上最高の名君･康煕帝
  /68歳(誕生16540504)
1722年12月20日-08:00|中国|  ||清･康熙61年11月13日|<即位>清5代皇帝｢世宗雍正帝｣第4ｱｺﾞ(皇子の満州語)(~
  ~17351008)
1722年12月22日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公ﾍﾝﾘｰ･ﾍﾞﾝﾄﾆｯｸ｣(~17260704没)
1722年12月23日-09:00|日本|静岡県藤枝市|享保7年11月16日|<死去>土屋政直(82歳)前駿河田中藩主､元大坂城
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  代･京都所司代･老中首座
1723年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Anthonie Heinsius｣
1723年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｼﾞｮﾎｰﾙ統治者(ｳﾀﾞﾝｸﾞ･ﾙｱｸ･ｼﾞｮﾎｰﾙ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾌﾟﾄﾘ･ｾﾃｨｱﾜﾝ1世｣(~1747年)
1723年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ﾄｰﾏｽ･Dunster｣(~同年)⇒｢ｼﾞｮｾﾌ･W
  alsh｣(~1728年)
1723年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Jacob Cloeck｣(~1724年)
1723年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｶﾁﾚﾎﾞﾅﾝ君主｢Sultan Cirebon1世Muhammad Akbaruddin｣(~1734年)
1723年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｸｽﾌﾟﾊﾝ君主｢Sultan Sepuh3世 Muhammad Zainuddin｣(~1753年)
1723年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ｼｪﾝｸｱｰﾝ王｢ｶﾑ･ｻｯﾀ｣ｶﾑ･ﾗﾝの孫(~1751年)
1723年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国第15代国王｢ﾗｼﾞｬ･ﾗｸｻﾏﾅ･ﾀﾞｼﾞｬﾝ｣(~1724年)
1723年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾞｰﾝ王国国王｢ﾀｵ･ｱﾝ(ｲﾝﾀｿｰﾑ)｣(~1749年死去)
1723年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏｽﾀﾝｸﾞ王｢ﾌﾞｸﾗ=ｼｽ=ﾗﾑ=ｷﾞｬﾙ｣(~1728年没)
1723年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾊﾞｳﾞﾅｶﾞﾙ国
1723年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾃﾞｨﾙｸ･ﾌｧﾝ･ｸﾙｰﾝ｣(~1729年)
1723年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾊﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾅﾏﾘ･ｼﾝ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾌﾞﾗﾏﾙﾊﾞｰﾙ･ﾗｲ｣(~1732年)
1723年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌﾞｱ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾇﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1727年)
1723年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｼﾝﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞｽﾜﾝﾊﾞｰﾙ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ･ﾓﾊﾊﾟﾄﾗ｣(~1765年)
1723年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾙﾀﾌﾞｶﾞﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜｯﾄ)｢ｺﾞﾊﾟｰﾙ･ｼﾝ｣(~1758年没)
1723年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾊﾟｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾄﾞｽﾄ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣建国(~1728年3月没)
1723年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｱｻﾞﾑ･ｶｰﾝ｣(~1724年)
1723年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾝﾄﾞ東海岸ﾔﾅﾑが植民地となった
1723年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ｴﾐｰﾙ｢ｻﾃﾞｸ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ1世｣(~17460411没)
1723年-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｱｸﾃｨはｵｽﾏﾝ帝国の属国(~1732年);ｶｼﾞ=ｸﾑｸ､ﾒﾌﾄｩﾘはｵｽﾏﾝ帝国の属国(~1734年)
1723年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｻﾌｧﾋﾞｰ朝下のｸﾞﾙｼﾞｱとｲﾗﾝ本土に出兵
1723年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｶﾞﾝｼﾞｬをｵｽﾏﾝ帝国が占領(1724年に併合~1734年)/ﾅｺﾞﾙﾉ･ｶﾗﾊﾞﾌはｵｽﾏﾝ帝国
  の一部(1724年に併合~1735年)
1723年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｻﾙﾔﾝ､ﾀﾘｼｭ･ﾑｶﾞﾝをﾛｼｱが統治(~1732年)
1723年-04:00|ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾀﾙｷはﾍﾟﾙｼｬからｶｽﾋﾟ海地方の一部であるﾛｼｱに割譲される(~1735年);ﾃﾞﾙﾍﾞﾝﾄはﾍﾟﾙ
  ｼｬからｶｽﾋﾟ海地方の一部であるﾛｼｱに割譲された(⇒1730年から､ｶｰﾝがﾛｼｱによって任命された~1735年)
1723年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾊｻﾝ｣(~1734年)
1723年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｶﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1725年)
1723年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｱﾐｰﾙ｢Yahya bin Barakat｣(~1725年)
1723年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾝﾅｼﾞｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｲｼｬｸ｣ｱﾙﾏﾌﾃﾞｨ･ｱﾌﾏﾄﾞの孫(~同年)⇒｢Qasim II
   ibn Husain｣(2期目~17270423)
1723年-03:00|ｲﾗｸ/ﾛｼｱ|  |||ｱﾙﾃﾞﾋﾞﾙをﾛｼｱが併合(~1732年)
1723年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官代行｢ﾃﾞｨｵﾆｭｿｽ･ﾏﾇｴﾙ･ﾋ
  ﾞｴｶﾞｽ｣(1回目~17240301)
1723年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公｢ﾙｲ｣(~17520204死去)
1723年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾟﾝﾂｯﾃｨ伯｢Fortunato Bartolommeo de Felice, 2nd Count Panzutti｣(~1789年
  )
1723年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Louis d'Orleans｣(~1752年)
1723年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾋｱｸﾎﾟﾝ｣(~1739年)
1723年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾏﾀﾗｰﾑ王国第2次ｼﾞｬﾜ継承戦争終結/反乱軍がｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社に制圧される
1723年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<死去>ﾌｪﾛｰ諸島領土執行使(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Didrik Marcussen｣
1723年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾊﾞﾅﾅ諸島首長｢ﾄｰﾏｽ･ｶｰｶｰ｣
1723年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執行使代理｢Carl Hans Hoppner｣(~7.25)
1723年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ﾊﾞﾌﾞ･ﾑｰｻ｣(2回目~1724年頃)
1723年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾛｰﾚｽ島･ｺﾙｳﾞｫ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Jose de Mascarenhas da Silva e 
  Lencastre, marques de Gouveia｣(~17590113死去)
1723年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ川流域のﾃﾞｨｱﾏﾝﾃｽでﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞ鉱発見
1723年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ大統領｢William Frye｣(~17360517死去)
1723年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾛﾍﾞｰﾙ･ｼﾞﾛｰ･ﾃﾞｭ･ﾎﾟｲｴ｣(~1727年)
1723年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督･大統領｢ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾍﾟﾚｽ･ﾌﾞｴﾙﾀ｣(~1724年)
1723年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州暫定市長兼副司令官｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ｻﾙｶﾞ
  ﾄ｣(~1724年)
1723年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Juan Domingo de Bustamante｣(~1731年)
1723年1月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞﾏｰ｣(~17280719)
1723年1月4日-09:00|日本|長野県小諸市|享保7年11月28日|<死去>信濃小諸藩15000石｢牧野康重｣(46歳)⇒12月2
  4日､長男｢牧野康周｣が継ぐ(⇒宝暦8(1758)年正月8日､死去)
1723年1月5日-09:00|日本|兵庫県丹波市|享保7年11月29日|<死去>丹波柏原藩2万石｢織田信休｣(45歳⇒12月24日
  ､次男｢織田信朝｣が継ぐ(⇒元文2(1737)年1月6日､死去)
1723年1月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｱﾝｽﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣



1740迄(2954件)

1723年1月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｱﾝｽﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ｶｰﾙ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~17570803死去)
1723年1月10日-09:00|日本|東京都文京区|享保7年12月4日|幕府,養病所を小石川に開設,貧窮の病人を収容/養
  生所の設置場所は､幕府の薬草栽培･製薬ｾﾝﾀｰとも小石川御薬園の一角/ｽﾀｯﾌは町奉行与力2名で毎日1名が交代
  で養生所に詰め､同所の全体の指図や病人の入･出所の確認､総賄入用費(運営経費)の吟味(管理)を担当/次の
  同心10名のうち年寄同心2名は賄所総取締(運営部門の業務管理)と医療品など諸物の受け払いの管理をそれぞ
  れ担当/他の平同心は病室などの見回りや薬膳の立ち会い､錠前(鍵)預かりなどを担当/その下の下男8人は男
  性患者の看病､火災時の足弱の患者の付き添い､患者用の炊事や薬を煎じるなど賄所の勤務､門番などを担当/
  女性の3人は女性患者の看病や患者の衣類や包帯などの洗濯を担当した
1723年1月13日-09:00|日本|  ||享保7年12月7日|幕府が心中を報ずる出版を禁じる
1723年1月13日-09:00|日本|東京都|享保7年12月7日|幕府､市中の読売を禁じる
1723年1月19日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢ﾍﾝﾘｰ･Worsley｣(~17310921)
1723年1月22日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ｼﾝﾀﾞｰﾏﾝ｣(~1724042
  7)
1723年1月22日-09:00|日本|  ||享保7年12月16日|幕府,出版条例を定める/好色本のたぐいは｢風俗の為にもよ
  ろしからざる｣という理由によって絶版が命じられる
1723年1月27日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Uthman Pasha Abu Tawq｣(2期目~1725.1)
1723年2月1日-09:00|日本|広島県福山市|享保7年12月26日|福山大火,焼失家屋1000軒を越す
1723年2月2日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Lorenzo Fernandez de Villavi
  cencio y Cardenes｣(~1735年)
1723年2月5日-09:00|日本|  ||享保8年1月|<刊行>西川祐信の女性風俗絵本｢百人女郎品定｣
1723年2月5日-08:00|中国|  ||清･雍正1年1月|清朝が会考府をおき､各省の財政報告を整理
1723年2月5日-08:00|中国|  ||清･雍正1年1月1日|清･雍正と改元
1723年2月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｱｰﾘﾝﾄﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣2代ｸﾞﾗﾌﾄﾝ公(~17570506死去)
1723年2月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣｢ｶｰﾃﾞｨﾅﾙ･ｼﾞﾛｳﾑ･ﾄﾞｩﾎﾞｲｽ｣(~8.10死去)
1723年2月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ15世成人宣言とともに自らの統治(親政)を開始,｢摂政制｣廃止
1723年2月16日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｼﾞｮﾝｿﾝ｣
1723年2月16日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督代理｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾞｲﾌｨｰﾙﾄﾞ｣(1期目~5.28)
1723年2月19日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保8年1月15日|<就任>大坂城代｢酒井忠音｣(~享保13(1728年10月7日
  )
1723年3月8日-09:00|日本|京都府京丹後市|享保8年2月2日|<死去>丹後峰山藩11100石｢京極高之｣(46歳)⇒婿養
  子｢京極高長｣が継ぐ(⇒明和2(1765)年8月8日､隠居)
1723年3月13日-09:00|日本|埼玉県深谷市|享保8年2月7日|<死去>武蔵岡部藩20250石｢安部信賢｣(39歳)⇒長男｢
  安部信平｣が継ぐ(⇒寛延3(1750)年4月5日､死去)
1723年3月13日-09:00|日本|山形県東根市|享保8年2月7日|前年に出された質地流禁止令をめぐって出羽国村山
  郡長瀞村の農民が騒動を起こす(長瀞質地一揆)/山形藩と新庄藩がこれを鎮圧
1723年3月16日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<死去>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ﾔｱﾗﾌﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾋﾞﾗﾗﾌﾞ｣
1723年3月21日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Miguel Andres de Ascanio y Tovar + 
  Juan Blanco Infante(2期目)｣(~11月)
1723年3月23日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保8年2月17日|<初演>初代竹田出雲､文耕堂｢大塔宮曦鎧｣人形浄瑠
  璃､竹本座
1723年3月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ=ﾒﾝﾍﾟﾙｶﾞﾙﾄ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ･ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ｣
1723年3月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ=ﾒﾝﾍﾟﾙｶﾞﾙﾄ公｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣(~17331031死去)
1723年3月26日-09:00|日本|東京都|享保8年2月20日|江戸幕府が心中者の弔いを禁止､生き残りは殺人罪
1723年3月29日-09:00|日本|東京都|享保8年2月23日|幕府､心中物の上演と､絵草紙の発行禁止
1723年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｸﾗﾚﾝﾄﾞﾝ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊｲﾄﾞ｣
1723年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｸﾗﾚﾝﾄﾞﾝ伯･2代ﾛﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊｲﾄﾞ｣(~17531210死去断絶)
1723年3月31日-09:00|日本|東京都|享保8年2月25日|江戸幕府が葵紋の品の販売を禁止
1723年4月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ会社ｾﾈｶﾞﾙ局長｢ｼﾞｭﾘｱﾝ･ﾃﾞｭ･ﾍﾞﾚｰ｣(~1725年)
1723年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾄﾏｿ･ﾁｪｯｺﾘ｣
1723年4月9日-09:00|日本|岡山県倉敷市|享保8年3月5日|<交替>備中岡田藩10343石｢伊東長救｣隠居⇒長男｢伊東
  長丘｣が継ぐ(⇒宝暦13(1763)年9月16日､隠居)
1723年5月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ3世｣ｶﾍﾃｨ王(~6月)
1723年5月4日-09:00|日本|  ||享保8年3月30日|幕府が諸国の戸口調査を子年･午年の6年ごとに実施することを
  定める
1723年5月5日-08:00|中国|  ||清･雍正1年4月|清が山西･陜西の楽戸の関を除き､以後浙江の堕民､広東の蜒民な
  ど解放令
1723年5月5日-09:00|日本|  ||享保8年4月1日|華美に傾く大凧造りを禁止/この頃､凧遊びが大人の遊びとなっ
  て盛んになる
1723年5月8日-09:00|日本|新潟県|享保8年4月4日|第二次頸城質地騒動,菖蒲村より起こる
1723年5月17日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾊｳﾄﾏﾝ｣
1723年5月17日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ大統領｢ﾏﾃｳｽ･ﾃﾞ･ｸﾗｰﾈ｣(~12.14)
1723年5月21日-09:00|日本|  ||享保8年4月17日|<死去>三上千那(73歳)浄土真宗の僧､俳人
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1723年5月25日-09:00|日本|東京都千代田区|享保8年4月21日|<就任>老中｢松平乗邑｣(~延享2年10月9日)
1723年5月25日-09:00|日本|福島県会津若松市|享保8年4月21日|<会津若松享保8年の大火>桂林寺町の湯屋(風呂
  屋)忠兵衛の風呂釜の火が外にもれて同家を炎上させ､折りからの戌亥(北西)の烈風にあおられて次々と火の
  粉が飛び散り延焼/城下で､下は七日町の常光寺の近所まで焼け､上は桂林寺町､老町､北小路町､針屋町､大町､
  一の町と､ほとんどに延焼､特に六ﾉ丁は全焼､五ﾉ丁北頬下は1軒が残るだけ､南頬大町通西角より東は全焼､興
  徳寺前も全焼､馬場町口両頬は3軒残り､四ﾉ丁北頬大町通りより三日町口までは中程で2軒残った/北頬上の長
  屋門と塀は2軒焼失､大町口御門ならびに番所は共に焼け､牢屋五ﾉ丁御蔵屋敷の内､蔵番の居所4か所と甲賀町
  口御門ならびに番所2か所､外繁六日町口御門ならびに番所､三日町口番所など郭内(城内)の建物はつごう49軒
  焼失､ほか2軒半焼/土手外の奉公人屋敷(侍屋敷)65軒､内鉄砲細工所1か所､郭内外の奉公人屋敷122軒､町家112
  1軒､神社2か所､寺4か所が焼失したほか宿屋敷大町の火の見櫓も焼失
1723年5月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾚﾉｯｸｽ公･ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公･ﾏｰﾁ伯･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾚﾉｯｸｽ｣
1723年5月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公･ﾚﾉｯｸｽ公･ﾏｰﾁ伯･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾚﾉｯｸｽ｣先代の子(~175008
  08死去)
1723年5月27日-09:00|日本|岐阜県大垣市|享保8年4月23日|<交替>美濃大垣藩10万石｢戸田氏定｣隠居⇒次男｢戸
  田氏長｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年8月10日､49歳で死去)
1723年5月28日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ｼﾞｮﾝ･ｽﾐｽ｣(~17270226)
1723年6月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ﾊﾞｶﾘ3世｣(2回目~1724年7月)
1723年6月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｶﾙﾄﾘはｵｽﾏﾝ帝国の家臣(~1727年)
1723年6月 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ知事｢Ravary｣(~1724年死去)
1723年6月3日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|享保8年5月1日|<移封>下総佐倉藩102000石｢稲葉正知｣⇒山城淀
  藩102000石(⇒享保14(1729)年5月29日､45歳で死去)
1723年6月3日-09:00|日本|千葉県佐倉市|享保8年5月1日|<移封>山城国淀藩6万石｢松平乗邑｣⇒下総国佐倉藩6万
  石(⇒延享2(1745)年､1万石加増され7万石)
1723年6月8日-09:00|日本|石川県金沢市|享保8年5月6日|<交替>加賀藩102万5千石｢前田綱紀｣隠居⇒四男の｢前
  田吉徳｣が継ぐ(~延享2年6月12日(17450711)､死去)
1723年6月11日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｱｲｻﾞｯｸ･ｱｳｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾙﾝﾌﾟﾌ｣
1723年6月11日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督代理｢ｱｰﾉﾙﾄﾞ･ﾓｰﾙ｣(~17240112)
1723年6月12日-09:00|日本|長野県松本市|享保8年5月10日|<死去>信濃松本藩7万石｢水野忠幹｣(25歳)⇒弟｢水野
  忠恒｣が継ぐ(⇒享保10(1725)年7月28日､不祥事により改易)
1723年6月16日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ｻｲﾌ･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾙﾀｰﾝ2世｣(第3治世~1724年9月)
1723年7月1日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|享保8年5月29日|<交替>日向国佐土原藩27000石｢島津惟久｣隠居⇒三男
  ｢島津忠雅｣が継ぐ(⇒宝暦3年12月11日(17540104)､隠居)
1723年7月8日-09:00|日本|東京都|享保8年6月7日|江戸町奉行､江戸中心地の町家の屋根や家屋の防火構造命じ
  る/内容は屋根を土塗りにすることで地域は北は神田川にそって両国橋際から筋違橋御門まで､南は日本橋川
  にそって永代橋際から江戸橋まで､西はほぼ現在の中央通りから東が隅田川河畔までの範囲/期限は3年以内に
  実施
1723年7月10日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾊﾞｸｰをﾛｼｱが占領(⇒9.12併合~17350310)
1723年7月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｸﾘｽﾄｳﾞｧﾝ･ﾃﾞ･ﾒﾛ｣(~同年)
1723年7月19日-09:00|日本|  ||享保8年6月18日|徳川吉宗が人材登用のための｢足高の制｣を制定
1723年7月25日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執行使｢Jorgen Frantz Hammershaimb｣(~17650629死
  去)
1723年7月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾝｶｽﾀｰ=ｹｽﾃｨｰｳﾞﾝ公･初代ﾘﾝｼﾞｰ候｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾞｰﾃｨ｣
1723年7月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｱﾝｶｽﾀｰ=ｹｽﾃｨｰｳﾞﾝ公･第5代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾍﾟﾚｸﾞﾘﾝ･ﾊﾞｰﾃｨ｣(~17420101死去
  )
1723年7月30日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾞﾈｰﾙ暫定司令官｢Pieter Scholten｣
1723年7月30日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ暫定司令官｢Jan Hendrik Geerkens｣(⇒1729年司令官~1
  738年死去)
1723年8月1日-09:00|日本|京都府京都市|享保8年7月|<初演>歌舞伎｢大塔宮曦鎧｣京都荻野八重桐座
1723年8月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣｢ｶｰﾃﾞｨﾅﾙ･ｼﾞﾛｳﾑ･ﾄﾞｩﾎﾞｲｽ｣
1723年8月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣｢ｵﾙﾚｱﾝ公ﾌｪﾘﾍﾟ2世｣(~12.2死去)
1723年8月14日-09:00|日本|静岡県浜松市|享保8年7月14日|<死去>遠江浜松藩7万石｢松平資俊｣(64歳)⇒義弟｢松
  平資訓｣が継ぐ(⇒享保14(1729)年2月15日､三河吉田藩7万石に移封)
1723年8月23日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Antoine Labbe dit Desforges Boucher｣(~1725
  1201死去)
1723年8月24日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島知事｢Richard Temple｣(~17490914死去
  )
1723年8月31日-08:00|中国|  ||清･雍正1年8月|雍正帝が太子密建の法を制定､皇太子をたてず帝が優秀な皇子
  を密指名
1723年9月2日-09:00|日本|  ||享保8年8月3日|<死去>水田正秀(67歳)俳人
1723年9月8日-09:00|日本|  ||享保8年8月9日|<享保8年関東暴風雨>(8日~)｢五十里洪水｣大雨で五十里湖が増水
  しその圧力に耐えきれず､せき止め個所が崩壊して､40年間溜まりにたまった大水塊が大洪水となり､川治村､
  藤原村など沿岸の村々を押し流し､宇都宮まで席捲し､千数百人の人命が失われた
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1723年9月9日-09:00|日本|  ||享保8年8月10日|<享保8年関東暴風雨>江戸は荒川､隅田川沿岸が大洪水､利根川
  の氾らんで上総国関宿藩が大被害にあい人四､五百人溺死/常陸那珂川の"卯年の洪水"と伝えられている氾ら
  んで､水戸では千波湖の増水で45cmも水が上がり下町一面が水浸しとなり床上浸水が2mになった家々もあった
  /湊村中嶋の100軒余りの人家が洪水で流され全滅
1723年9月12日-03:30|ｲﾗﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｷﾞﾗﾝ､ﾏｻﾞﾝﾀﾞﾗﾝ､ｱｽﾀﾗﾊﾞｰﾄﾞがﾛｼｱに併合される(~17320201)
1723年9月12日-03:00|ｲﾗｸ/ﾛｼｱ|  |||ｶｽﾋﾟ海地方の一部であるｷﾞｰﾗｰﾝをﾛｼｱが併合(~1732年6月)
1723年9月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢統治委員会:ｸﾘｽﾄｳﾞｧﾝ･ﾃﾞ･ﾒﾛ(1回目)/ﾌﾚｲ･
  ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀ･ﾃﾚｻ(1回目)/ｸﾘｽﾄｳﾞｧﾝ･ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃ｣(~17251028)
1723年9月14日-09:00|日本|東京都|享保8年8月15日|八代将軍･吉宗-町奉行･大岡越前守による享保の改革の一
  環で､町奉行を通じて各町名主(町ごとの管理者)に火の見やぐら設置基準が申し渡され､建設が推進された/防
  災設備面での強化策で,その規格は､まずやぐらの上から2町ほど(約220m)先まで見渡せるように､屋根の棟よ
  り9尺(約2.7m)高くすること.町どうしで相談し､見通しのじゃまにならないよう重ならないよう配置すること
  .火の見やぐらに大型の風鈴を付けておき､風が強く風鈴が鳴れば番人をやぐらに登らせ､風のないときは番人
  を置く必要はない.番人は二人置き､一人は火の見やぐらに登り､一人は町中に拍子木を鳴らして火の用心を告
  げる.出火を見つけたとき､木板を打ち鳴らして火事を町中に知らせるとなっている
1723年9月16日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢崔奎瑞｣(~17241108)
1723年9月24日-09:00|日本|東京都大田区|享保8年8月25日|吉宗,池上祖師堂を再建
1723年9月25日-09:00|日本|  ||享保8年8月26日|幕府が前年制定の質地流禁止令を撤回
1723年10月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀ国支配者(ﾏﾊﾗｵ)｢ﾄﾞｩﾙｼﾞｬﾝ･ｻﾙ｣(~17560801没)
1723年10月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾑﾊﾞﾗｸ･ﾌﾞﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(2度目~1724年3月)
1723年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾛﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1723年10月3日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢John Lloyd｣(~1725年)
1723年10月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｸｰﾙｼｬﾝ伯爵ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾎﾞｰｳﾞｫﾘｴ｣(~1726年)
1723年10月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1723/9/29|ｲｷﾞﾘｽとﾌﾟﾛｲｾﾝが､王室の婚姻と相互軍事協力を盛り
  込んだｼｬｰﾛｯﾃﾝﾌﾞﾙｸ条約を結ぶ
1723年10月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｸｰﾊﾟｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸｰﾊﾟｰ｣
1723年10月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｸｰﾊﾟｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾚｲｳﾞｧｰﾘﾝｸﾞ･=ｸｰﾊﾟｰ｣(~17640918死去)
1723年10月11日-09:00|日本|三重県津市|享保8年9月13日|<交替>伊勢久居藩53000石｢藤堂高陳｣隠居⇒養子｢藤
  堂高治｣が継ぐ(⇒享保13(1728)年6月11日､本家伊勢津藩の家督を継ぐ)
1723年10月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾈｸﾞﾛｰﾈ｣(~17251013)
1723年10月16日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|享保8年9月18日|<死去>伊東祐実(80歳)前日向飫肥藩主
1723年10月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾛｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾌﾟﾘﾑﾛｰｽﾞ｣
1723年10月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾛｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾌﾟﾘﾑﾛｰｽﾞ｣(~17551126死去)
1723年10月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ｺｼﾞﾓ3世･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ｣
1723年10月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ｼﾞｬﾝ･ｶﾞｽﾄｰﾈ･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ｣ｺｼﾞﾓ3世の息子(~17370709死去)
1723年11月 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Diego de Portales y Meneses｣(2期目~172
  40224)
1723年11月12日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ大司教｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾗﾝﾍﾞｰﾙ(大聖堂支部大学部長)｣(~17241207)
1723年11月27日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|享保8年10月30日|<死去>播磨赤穂藩2万石｢森長孝｣(30歳)⇒養子｢森
  長生｣が継ぐ(⇒享保16(1731)年6月26日､死去)
1723年12月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣｢ｵﾙﾚｱﾝ公･ﾇﾑｰﾙ公･ﾓﾙﾃﾝ伯ﾌｪﾘﾍﾟ2世｣
1723年12月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公｢ﾙｲ｣(~17520204死去)
1723年12月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣(宰相)｢ﾙｲ･ｱﾝﾘ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ=ｺﾝﾃﾞ｣(~17260611)
1723年12月6日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾗ･ﾛｼｬﾗｰﾙの騎士ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ｸﾞｯｾ｣(~17
  311008)
1723年12月14日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｳﾞｧﾙｹﾆｴ｣(~17270311)
1723年12月19日-09:00|日本|  ||享保8年11月22日|肥後･筑後で地震(M6.5)肥後で潰家980､死者2人､筑後､豊後
  でも潰家
1723年12月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｧﾛｱ公･ｵﾙﾚｱﾝ公･ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣49歳/脳溢血で
1723年12月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｳﾞｧﾛｱ公･ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ公｢ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ=ｵﾙﾚｱﾝ｣兼ｵﾙﾚｱﾝ公｢ﾙｲ4世｣(~1752020
  4死去48歳)
1723年12月24日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|享保8年11月27日|<死去改易>大和郡山藩5万石｢本多忠烈｣(8歳)
  無嗣
1723年12月27日-08:00|中国|  ||清･雍正1年12月|清朝がｷﾘｽﾄ教を禁止し､朝廷に奉仕するものをのぞき宣教師
  をすべてﾏｶｵに追放
1723年12月28日-09:00|日本|  ||享保8年12月2日|<死去>2代伊藤宗印(69歳)将棋棋士.五世名人
1724年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<就任>化身ﾗﾏ｢ﾛﾌﾞｻﾝ･ﾀﾞﾝﾋﾞﾄｩﾝﾐ(ｼﾞｪﾌﾟﾂﾝﾀﾝﾊﾟ2世)｣(~17580205没)
1724年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾅﾆﾝｸﾞ統治者(ｵﾗﾝｸﾞ･ｶﾔ･ｾﾘ･ﾗｼﾞｬ･ﾒﾗｰ)｢ﾀﾞﾄ･ｺｶ｣(~?)
1724年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Johan Happon｣(~1728年)
1724年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ﾗｼﾞｬ･ﾏｽ･ﾁｬﾔﾑ｣(~1726年)
1724年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Mahmud Badaruddin1世Jayo Wikramo｣(~1757年)
1724年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||ｼﾞｮﾎｰﾙ朝内でﾐﾅﾝｶﾊﾞｳとﾌﾞｷﾞｽ族の勢力抗争がおこる
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1724年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国第16代国王｢ﾗｼﾞｬ･ﾏｽ･ﾁｬﾔﾑ｣(2期目~1726年)
1724年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾞﾘｱﾗ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾓｶﾞｼﾞ｣(~1773年)
1724年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾙﾇｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾘﾌ･ｶｰﾝ｣(~1733年)
1724年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾗｼﾞｬ)｢ｼｳﾞﾅｽ･ｼｬｰ｣(~1733年)
1724年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｲﾅﾔｯﾄ･ｳﾗｰ･ｶｰﾝ｣(3回目~1725年)
1724年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾗｳﾘ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｺﾞﾊﾟｰﾙ･ｼﾝ｣(~1757年没)
1724年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾄｩｰﾙ朝国王｢Shah Afzal1世｣
1724年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がｴﾘｳﾞｧﾝを占領併合(~1736年)
1724年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｶﾍﾃｨはｵｽﾏﾝ帝国の家臣(~1734年)
1724年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾎﾗｰｻｰﾝ大宰相｢ﾏﾌﾃﾞｨｰ･ﾊｰﾝ｣(~1726年)
1724年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾎﾗｰｻｰﾝ･ｼｬｰ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｽﾀﾆ｣(~1726年没)
1724年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾏﾘｱ･ｴﾘｰｻﾞﾍﾞﾄ･ﾌｫﾝ･ｴｽﾀｰﾗｲﾋ｣(~17410826死去)
1724年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｼﾞｮﾙｼﾞｭ=ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾍﾞﾙｼﾞｭ｣(~17431205死去)
1724年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｵﾖ王国ｱﾗﾌｨﾝ｢ｵｼﾞｷﾞ｣(~1735年)
1724年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘ株式取引所が開設される
1724年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ｻﾝﾊﾞ･ｻｰ･ｻﾝﾊﾞ･ﾗﾑ｣⇒｢ﾊﾞﾌﾞ･ﾑｰｻ｣(3回目~1725年
  頃)
1724年 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ知事｢Ravary｣
1724年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢Paul George｣(~1728年死去)
1724年 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ知事代理｢Robert Philippe de Longvilliers de Poincy｣
  (1期目~1725年)
1724年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ|  |||ｱﾝｷﾞﾗは正式にｾﾝﾄ･ｸﾘｽﾄﾌｧｰの一部になった
1724年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ暫定総督･大統領｢ﾎｾ･ｱﾙｻﾓﾗ･ｲ･ｳﾙｼｰﾉ｣(~同年)⇒｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｱﾙﾃﾞﾚﾃ･ｲ･
  ﾌﾗﾝｺ｣(~1730年)
1724年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州市長兼副司令官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｴﾁｪﾊﾞｰ
  ｽ｣(~1729年)
1724年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ｴｽﾄﾗｰﾀﾞ公ﾄﾏｽ･ﾏﾙｺｽ｣(1回目~1727年)
1724年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾃﾞｭｸﾞｴ･ﾄﾞ･ﾎﾞﾜﾌﾞﾘｱﾝ｣(~1726年)
1724年1月12日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾖﾊﾈｽ･ﾍﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ｣(~17251019死去)
1724年1月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国総合官房秘書官｢Juan Bautista de Orendain y Azpilicuet
  a｣(~9.4)
1724年1月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｽﾍﾟｲﾝ国王(ﾎﾞﾙﾎﾞﾝ朝)｢ﾙｲｽ1世｣ﾌｪﾘﾍﾟ5世の息子(~8.31死去17歳)
1724年1月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｽﾍﾟｲﾝ国王｢ﾌｪﾘﾍﾟ5世｣
1724年1月26日-09:00|日本|長野県飯山市|享保9年|<加増>信濃飯山藩2万石｢本多助芳｣⇒35000石(⇒享保10(172
  5)年4月14日､死去)
1724年2月4日-09:00|日本|  ||享保9年1月10日|甘藷(ｻﾂﾏｲﾓ)栽培始まる
1724年2月7日-09:00|日本|東京都|享保9年1月13日|<死去>英一蝶(73歳､承応1(1652)年生)絵師
1724年2月20日 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｷﾞﾝ総督｢ﾙｲ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾓｯﾄ｣(~17270107没)
1724年2月20日 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱﾙｷﾞﾝをﾌﾗﾝｽが統治(~17280505)
1724年2月24日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Francisco Carlos de Herrera y Ascan
  io + Ruy Fernandez de Fuenmayor｣(~17250101)
1724年3月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾌﾞﾄﾞｯﾗｰ3世･ｲﾌﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ｣(2度目~1731年5月)
1724年3月-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｱﾗﾀﾞのﾌｫﾝ王国国王｢ﾃﾞ･ｱｼﾞｬﾗ｣
1724年3月-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱﾗﾀﾞのﾌｫﾝ王国国王｢ﾐｼﾞｮ･ﾏﾄﾞ｣(~1742年)
1724年3月-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||ｱﾗﾀﾞのﾌｫﾝ王国をﾀﾞﾎﾒが征服
1724年3月1日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｶﾙﾑｲｸ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｱﾕｶ･ｶｰﾝ｣
1724年3月1日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶﾙﾑｲｸ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ代行｢ｻﾞﾙｺﾞ(8人の評議会)｣(~10.1)
1724年3月1日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｼﾞｮｱﾝ･ﾃ
  ﾞ･ｾｹｲﾗ･ｲ･ﾌｧﾘｱ｣(~1726年)
1724年3月7日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第244代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ13世｣68歳(誕生16550513)
1724年3月7日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Jose Rodrigo da Camara｣
1724年3月7日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Jose da Camara Teles｣(~17570624
  死去)
1724年3月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾋﾙﾄﾌﾞﾙｸﾊｳｾﾞﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣
1724年3月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾋﾙﾄﾌﾞﾙｸﾊｳｾﾞﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣(~17450813死去)1728年まで
  母のｿﾞﾌｨｰ･ｱﾙﾍﾞﾙﾃｨﾝ･ﾌｫﾝ･ｴﾙﾊﾞｯﾊ=ｴﾙﾊﾞｯﾊが摂政を務めた
1724年3月10日-09:00|日本|愛知県刈谷市|享保9年2月15日|<交替>三河刈谷藩23000石｢三浦明敬｣隠居⇒三男｢三
  浦明喬｣が継ぐ(⇒享保11(1726)年4月6日､死去)
1724年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾛｯｷﾝｶﾞﾑ伯｢ﾙｲｽ･ﾜﾄｿﾝ｣
1724年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾛｯｷﾝｶﾞﾑ伯｢ﾙｲｽ･ﾜﾄｿﾝ｣(~17451104死去)
1724年3月25日-08:00|中国|  ||清･雍正2年3月|清軍が青海でﾛﾌﾞｻﾝ･ﾃﾝｼﾞﾝの乱を平定し直轄地とする
1724年3月27日-09:00|日本|千葉県印旛郡栄町|享保9年3月3日|日寛下総猿島百戸に大乗寺を創す
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1724年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾟｵﾛ･ｳﾞｧﾛｰﾆ｣｢ﾋﾞｱｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1724年4月4日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|享保9年3月11日|<移封>甲斐甲府藩15万1200石｢柳沢吉里｣⇒大和
  国郡山藩15万1200石⇒延享2(1745)年9月6日､死去)
1724年4月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊﾞｯﾊがﾗｲﾌﾟﾂｨﾋに着任し｢ﾖﾊﾈ受難曲｣初演
1724年4月14日 04:00|日本|大阪府大阪市|享保9年3月21日|<大坂最大の享保9年の大火｢妙知焼｣>昼の九つ半(13
  時ごろ)､堀江橋通三丁目の金屋治兵衛の祖母･妙知尼宅から出火､炎は阿弥陀池の南北線を西の境界として北
  は堂島､曽根崎の村はずれまで､家のある限り焦土とした/強風が途中で西風に転じたため､下船場から船場に
  延焼､北御堂､座摩神社を焼き､北御堂から曽根崎までの炎は､一面に東へと進み､中船場から中之島天満を焦土
  とし､天満は寺町から川崎まで､ここも家のある限りを焼き尽くし田んぼで焼き止まり､東は備前島相生町まで
  焼き進んだ/その後､再び風向きが北風に変わり､南へ炎が進むことになり上町にまで延焼､大坂城代下屋敷､京
  橋口常番下屋敷､東町奉行所､西町奉行所､破損奉行など諸奉行の屋敷などを残らず焼き払い､上町の町家もほ
  とんど焼き尽くされた/三たび強風が東風に転じ､島之内全域と高津新地から道頓堀の芝居小屋も全焼､そして
  炎は堀江に戻り､その東側を焦土と化した/炎が大坂の町中を一周､翌日申の刻(16時ごろ)鎮火/大坂城から寺
  町の区域､南船場と難波新地の西の端及び阿弥陀が池の南北線の西側が残っただけで､全市の7割から8割､430
  余町､約2万8000戸､世帯数にして9万8700､土蔵2800棟が焼失し､死亡者3万人と伝えられている/このほか浜納
  屋(町人の経営する倉庫)1544棟､橋77か所､蔵屋敷32か所､寺社144か所(蓮興寺･正福寺など)が焼失､米問屋の
  米11万1740石､同じく麦8180石､大豆1万3950石が失われ､蔵屋敷では年貢米13万石を失った
1724年4月18日-09:00|日本|三重県亀山市|享保9年3月25日|<死去>伊勢亀山藩5万石｢板倉重治｣(28歳)⇒閏4月､
  長男｢板倉勝澄｣が継ぐ(⇒延享元(1744)年3月､備中松山藩に移封)
1724年4月22日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|享保9年3月29日|<死去>駿河小島藩1万石｢松平信治｣(52歳)⇒
  従弟｢松平信嵩｣が継ぐ(⇒享保16(1731)年7月27日､22歳で死去)
1724年4月27日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾌｫﾝ･ｽｰﾑ｣(~17270301)
1724年4月30日 03:00|日本|鳥取県鳥取市|享保9年4月8日|<鳥取享保9年の大火｢黒川火事｣>午の上刻(午前12時
  ごろ)､下台町の黒川祐清宅より出火,炎は丹後町から湯所､智頭海道､古大工町(元大工町)を延焼､鳥取城総構
  えの内にある商屋の大半が焼き尽くされた/そのほか上(旧袋川上流)の方は古大工町､下(同川下流)の方は内
  田(湯所内の田んぼ)､川向こう(旧袋川の南方向)は出来薬師(薬師町)までの間が全焼し焦土となった/一時は
  鳥取城の郭内も危うく丹後町､総門(城の外郭の正門)内にも炎が延び､侍屋敷にも延焼し､翌朝ようやく鎮火/
  町家34町､家数にして1065軒､かまど数にして2651､侍屋敷111軒､土蔵35棟､寺院2か所､その内1か所は塔頭(子
  院)まで焼失
1724年5月1日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Otto Jacob Thambsen｣(~
  9.18死去)
1724年5月5日-09:00|日本|神奈川県横浜市神奈川区|享保9年4月13日|陣門日堯武蔵神奈川豊顕寺に三沢檀林を
  創す
1724年5月9日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾐﾄﾞﾙﾄﾝ子爵ｱﾗﾝ･ﾌﾞﾛﾄﾞﾘｯｸ/ｼｬﾉﾝ子爵ﾘﾁｬｰ
  ﾄﾞ･ﾎﾞｲﾙ/ｳｨﾘｱﾑ･ｺﾉﾘｰ｣(~10.22)
1724年5月11日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ﾄﾞﾐﾆｶ共和国|  |||(~17390820)ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞはｻﾝﾄ・ﾄﾞﾐﾝｺﾞに従属
1724年5月14日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｶｽﾃﾙﾌｴﾙﾃ侯爵ﾎｾ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒﾝﾀﾞﾘｽ･ｲ･ﾍﾟﾙﾚﾅ･ｶﾞﾙｴｽ･ﾄﾞ･ﾄﾞｳｾ
  ﾁ･ｲ･ｳﾙｷﾎ｣(~17360104)
1724年5月17日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾝｿ･ｲ･ﾏﾙﾄﾞﾅﾄﾞ｣(~17
  310219)
1724年5月17日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ副王領(ｺﾛﾝﾋﾞｱ､ｴｸｱﾄﾞﾙ､ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ)に
  ﾍﾟﾙｰが一時的に組み込まれた(~17390820)
1724年5月18日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ｱﾌﾞﾃﾞｨ･ｶｰﾄﾞ･ｱﾌﾞﾃﾞｨ｣(~1731年没)
1724年5月19日-09:00|日本|福井県福井市|享保9年4月27日|<死去>越前福井藩30万石｢松平宗昌｣(50歳)⇒養子｢
  松平宗矩｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年10月21日､死去)
1724年5月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯=ﾓｰﾃｨﾏｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊｰﾚｰ｣
1724年5月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯=ﾓｰﾃｨﾏｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊｰﾚｰ｣(~17410616死去)
1724年5月29日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第245代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ13世｣(~17300221死去)
1724年6月6日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ﾌｧﾌﾞﾘﾂｨｵ･ﾊﾟｵﾙｯﾁ｣(2度目~17260621)
1724年6月18日-09:00|日本|愛知県西尾市|享保9年閏4月27日|<死去>三河西尾藩23000石｢土井利意｣(61歳)⇒養
  子｢土井利庸｣が継ぐ(⇒享保19(1734)年4月20日､死去)
1724年6月19日-09:00|日本|新潟県新発田市|享保9年閏4月28日|<移封>甲府新田藩1万石｢柳沢時睦｣⇒越後三日
  市藩(⇒6月､隠居)
1724年6月19日-09:00|日本|新潟県胎内市|享保9年閏4月28日|<移封>甲府新田藩1万石｢柳沢経隆｣⇒越後黒川藩1
  万石(⇒翌年8月23日､32歳で死去)
1724年6月21日-09:00|日本|大阪大学|享保9年5月|尼崎町1丁目の富永芳春の隠居屋敷跡に富永ら豪商5人が商い
  の哲学を学ぶために出資｢懐徳堂｣創立
1724年6月23日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  ||ﾛｼｱ暦6月12日|ﾛｼｱとｵｽﾏﾝ帝国の間にｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ条約が結ばれ､ﾍﾟﾙｼｬ分割の合
  意が成立
1724年6月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼﾞｮｰﾄﾞﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｱｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣
1724年6月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｮｰﾄﾞﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｱﾊﾞｲ･ｼﾝ｣(~17490618没)
1724年6月29日-09:00|日本|石川県|享保9年5月9日|<死去>前田綱紀(82歳)前加賀藩主
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1724年6月30日 05:00|日本|京都府京都市|享保9年5月10日|四条通北の芝居小屋より出火､6座全焼､286軒焼亡
1724年7月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ｲｴｾ(ﾓｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ)｣(2回目~1727年)
1724年7月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ｢王令｣で､健常な｢乞食｣は15日以内に職に就くこととされ､再度乞食をした者､
  身体障害者を装って乞食をした者は5年間ｶﾞﾚｰ船で奴隷のような漕ぎ手として服役する｢漕役刑｣に処す､とさ
  れる
1724年7月3日 05:00|日本|愛知県名古屋市|享保9年5月13日|<名古屋享保9年の大火>昼､八つ時(14時ごろ)､祢宜
  町の善左衛門の貸し家､いさば屋長右衛門方から出火､東は伏見町､南は葭町下と広井八幡社､そこから北は片
  端まで､西は広井から納屋町､船入町､大船町､塩町､小船町､堀江町､堀詰町にいたるまで､およそ幅6町(650m)､
  長さ15､6町(1.6～1.7km)137町が焼失/翌日寅の刻(午前4時ごろ)鎮火/国方(武家屋敷)935軒､鍵数(世帯数)に
  して2462､町方(町屋)871軒､鍵数にして1490､合計1806軒､鍵数にして3952､寺は雲門寺､光明院､信行院など13
  か所､神社は浅間社､神明社など5か所を焼失/主な焼失建物は､家老の成瀬隼人正､志水甲斐守､阿部河内守､中
  村友蔵､沢井織部正､滝川友之助などの蔵屋敷/その他､橋は五条､中橋､伝馬の3か所と小橋7か所/土蔵109棟､木
  戸26か所｡1人死亡
1724年7月4日-09:00|日本|  ||享保9年5月14日|<死去>初代都一中(75歳)一中節三味線方
1724年7月5日-09:00|日本|  ||享保9年5月15日|<死去>初代山中平九郎(83歳)歌舞伎役者
1724年7月8日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾞﾃﾞｨ4世ｱﾌﾞｰ･ｼｭﾙｸ･ｲﾌﾞﾝ･ﾇﾙ｣(~17620325)
1724年7月9日-09:00|日本|群馬県高崎市|享保9年5月19日|<死去>上野吉井藩1万石｢松平(鷹司)信清｣(36歳)⇒長
  男｢松平信友｣が継ぐ(⇒宝暦10(1760)年3月7日､49歳で死去)
1724年7月16日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾛｼｬ･ﾌｪﾗｰ
  ｣(~1732年)
1724年7月20日-08:00|中国|  ||清･雍正2年6月|清が井田200余項を設置し､無産の旗人に耕作させる
1724年7月23日-09:00|日本|東京都江東区|享保9年6月4日|江戸三十三間堂通矢｢半堂大矢数｣で､加藤大助が11,6
  23本(総矢数13,535中)を記録
1724年7月26日-09:00|日本|  ||享保9年6月7日|<死去>狩野主信(50歳)奥絵師
1724年7月27日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Francisco da Costa Freire｣(~17270927)
1724年7月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｮﾜﾕｰｽ公｢Louis de Melun｣
1724年8月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ･ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ総督｢ｱｯﾗｰ･ﾔｰﾙ･ｶｰﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾘ｣(1回目~17300421)
1724年8月2日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保9年6月14日|<死去>初代上村吉彌
1724年8月3日-09:00|日本|東京都|享保9年6月15日|江戸町奉行大岡忠相が｢享保度法律類寄｣を編纂して幕府に
  提出
1724年8月10日-09:00|日本|香川県丸亀市|享保9年6月22日|<死去>讃岐丸亀藩51512石｢京極高或｣(33歳)⇒長男｢
  京極高矩｣が継ぐ(⇒宝暦13年9月24日(17631030)､46歳で死去)
1724年8月11日-09:00|日本|  ||享保9年6月23日|幕府が大名･旗本に倹約令を出し,また商人の妻女の華美な衣
  服を禁じる
1724年8月19日-09:00|日本|新潟県新発田市|享保9年7月|<交替>越後三日市藩1万石｢柳沢時睦｣隠居⇒弟｢柳沢保
  経｣が継ぐ(⇒宝暦10(1760)年6月6日､死去)
1724年8月22日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Jose Antonio de Mendizabal y Azcue｣(
  ~17311011)
1724年8月22日-09:00|日本|山梨県甲府市|享保9年7月4日|幕府､甲府勤番を設置
1724年8月31日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ国王(ﾎﾞﾙﾎﾞﾝ朝)｢ﾙｲｽ1世｣17歳
1724年8月31日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ｣ﾙｲｽ1世の弟.後のｽﾍﾟｲﾝ
  王ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ6世(~1746年~17590810死去)
1724年8月31日-09:00|日本|東京都|享保9年7月13日|江戸の札差組合発足
1724年9月-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<廃位>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ｻｲﾌ･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾙﾀｰﾝ2世｣
1724年9月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kurt Ibrahim Pasha｣(~同年)⇒｢Hekimoglu Ali 
  Pasha｣(1期目~1725年)
1724年9月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国総合官房秘書官Jose de Grimaldo y Gutierrez de Solorzan
  o(~17251212)
1724年9月5日-09:00|日本|大阪府岸和田市|享保9年7月18日|<死去>岡部長泰(75歳)前和泉岸和田藩主
1724年9月5日-09:00|日本|富山県富山市|享保9年7月18日|<交替>越中富山藩10万石｢前田利興｣隠居⇒養子｢前田
  利隆｣が継ぐ(⇒延享元(1744)年12月20日､死去)
1724年9月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<再位>ｽﾍﾟｲﾝ国王(ﾎﾞﾙﾎﾞﾝ朝)<復位>ﾌｪﾘﾍﾟ5世[ﾙｲｽ1世の父](~17460709死去62歳
  )
1724年9月8日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官代行(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾌ
  ｫﾝﾃｰﾇ｣(1度目~17270225)
1724年9月8日-09:00|日本|東京都|享保9年7月21日|江戸町奉行は､東海道沿いの繁華街､日本橋通二丁目から南
  の地区に対し､塗家か家屋の周囲､建物を瓦葺きも含めた､しっくいや土で塗り固めた土蔵造りに改築するよう
  命じ､それが経済的に不可能な裏店(裏通の家)の場合は蛎殻葺きだけでも良しとした
1724年9月12日-09:00|日本|大阪府岸和田市|享保9年7月25日|<死去>和泉岸和田藩53000石｢岡部長敬｣(45歳)⇒
  長男｢岡部長著｣が継ぐ(⇒宝暦6(1756)年5月10日､隠居)
1724年9月18日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Otto Jacob Thambsen｣
1724年9月19日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Frederik Moth｣(1期目~
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  17270514)
1724年9月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｺﾈﾁｶｯﾄ植民地総督｢ｶﾞｰﾄﾞﾝ･ｿﾙﾄﾝｽﾄｰﾙ｣
1724年9月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺﾈﾁｶｯﾄ植民地総督｢ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾀﾙｺｯﾄ｣(~17411011死去)
1724年9月29日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾃﾞｨｵﾆｼｵ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ｣(
  ~17340318)
1724年9月30日-09:00|日本|広島県|享保9年8月14日|広島･福山領共に暴風雨･洪水･高潮,広島領内全壊家屋55軒
  ,死者1人
1724年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ｴﾈｱ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｵ･ﾍﾞﾃﾞｯﾃｨ｣
1724年10月1日-09:00|日本|  ||享保9年8月15日|<死去>万乎(不明)俳人､豪商
1724年10月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶﾙﾑｲｸ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾂｪﾚﾝ･ﾄﾞﾝﾄﾞｯｸﾞ｣(17310301まで摂政~17351126)
1724年10月2日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾅｰｽｨﾙ｣(~1728年3月没)
1724年10月4日-09:00|日本|福井県鯖江市|享保9年8月18日|<死去>越前鯖江藩5万石｢間部詮言｣(35歳)⇒10月11
  日､甥｢間部詮方｣が継ぐ(⇒宝暦11(1761)年12月6日､隠居)
1724年10月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾏﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊｰﾝはﾃﾞｶﾝ総督ﾑﾊﾞｰﾘｽﾞ･ﾊｰﾝ率いるﾑｶﾞﾙ帝国軍の攻撃を受けた(ｼｬｶ
  ﾙ･ｹｰﾀﾞｰの戦い)が､巧妙な戦術でﾑｶﾞﾙ帝国軍を完膚なきまでに打ち破り､ﾑﾊﾞｰﾘｽﾞ･ﾊｰﾝを殺害.ﾆｻﾞｰﾑ王国創始.<
  即位>ﾆｻﾞｰﾑ王国初代国王ﾐｰﾙ｢ｶﾏﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊｰﾝ｣(~17480601死去)ﾊｲﾀﾞﾗｰﾊﾞｰﾄﾞを一時的な首都したが､のちに同地
  からｱｳﾗﾝｶﾞｰﾊﾞｰﾄﾞへと移動
1724年10月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･雍正2年8月25日|<死去>李氏朝鮮国王｢景宗｣
1724年10月16日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ﾒﾝｸﾞﾘ2世ｷﾞﾚｲ｣｣(1期目~17301023)
1724年10月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･雍正2年8月30日|<即位>李氏朝鮮国王｢英祖｣(~17760422死去)
1724年10月22日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｶｰﾀﾚｯﾄ男爵ｼﾞｮﾝ･ｶｰﾀﾚｯﾄ｣(~17300422)
1724年10月25日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|享保9年9月9日|<死去>近江水口藩25000石｢加藤嘉矩｣(32歳)⇒長男｢
  加藤明経｣が継ぐ(⇒延享3(1746)年8月28日､死去)
1724年11月1日-09:00|日本|群馬県館林市|享保9年9月16日|<死去>上野国館林藩54000石｢松平清武｣(62歳)⇒養
  子｢松平武雅｣が継ぐ(⇒享保13(1728)年7月28日､死去)
1724年11月9日-09:00|日本|長崎県長崎市|享保9年9月24日|<死去>天文暦学･経世家,西川如見(77)
1724年11月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱｿﾙ公･初代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ候･初代ｽﾄﾗｽﾃｲ=ｽﾄﾗｽｴｰﾃﾞﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾚｰ｣
1724年11月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｱｿﾙ公･2代ﾃｨﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ侯･5代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ伯･2代ｽﾄﾗｽﾃ=ｽﾄﾗｽｴｰﾃﾞﾙ伯｢
  ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾏﾚｰ｣初代公の三男(~17640108死去)
1724年11月18日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李光佐｣(~17250321)
1724年11月19日-09:00|日本|愛媛県西条市|享保9年10月4日|<死去>伊予小松藩1万石｢一柳頼徳｣(59歳)⇒甥｢一
  柳頼邦｣が継ぐ(⇒延享元(1744)年7月8日､死去)
1724年11月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣
1724年11月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣(~17290224死去)
1724年12月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督代行｢ｳﾞｨﾘｯﾋ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾛｰﾚﾝﾂ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾀﾞｳﾝ｣(~17251009)
1724年12月2日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｴﾁｪﾊﾞｰ
  ｽ･ｲ･ｽｳﾞｨｻﾞ｣(~17330711没)
1724年12月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊｲﾀﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞがﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ国の首都になる
1724年12月7日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ大司教｢ｼﾞｮﾙｼﾞｭ2世ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾍﾞﾙｼﾞｭ｣(~17431205没)
1724年12月14日-09:00|日本|千葉県香取市|享保9年10月29日|<交替>下野鹿沼藩13000石｢内田正偏｣狂気により
  妻女を傷つけてしまった罪を問われ蟄居処分⇒長男｢内田正親｣が継ぎ下総小見川藩1万石に減移封(⇒延享3(1
  746)年5月18日､死去)
1724年12月23日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾋﾟｮｰﾄﾙ大帝がﾍﾞｰﾘﾝｸﾞ探検隊を派遣
1725年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾓﾆｽ･ﾃﾞ･ﾏｾﾄﾞ｣(1期目~1729年)
1725年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾚﾝﾊﾞｳ統治者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ﾚﾝﾊﾞｳ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ｾﾃﾞｨｱ･ﾗｼﾞｬ･ｻﾊﾞﾄ｣(~1750年頃)
1725年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｱｸ初代ｽﾙﾀﾝ｢Abdul Jalil Rahmad Shah1世｣(~1746年)
1725年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ﾊﾟﾈﾝﾊﾞﾊﾝ君主｢Panembahan Cirebon2世Muhammad Muhyiddin｣(~1731年
  )
1725年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝｶﾞﾇ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｻﾞｲﾅﾙ･ｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ1世･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ﾍﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ﾄｩﾝ
  ･ﾊﾋﾞﾌﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞﾄﾞ｣建国(~17330307没)
1725年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Muhammad Ja’far Sadiq Manamir｣(~1733.3死去)
1725年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾄｶﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｺﾞﾋﾟﾅｰﾄﾃﾞｳﾞｧ｣(~1732年没)
1725年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾑﾊﾙｻｲﾝ国統治者(ﾀﾗﾅ･ｻﾍﾌﾞ)｢ｱﾇﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1755年没)
1725年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾊﾞﾙﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｱｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~1732年)
1725年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝﾑｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾝｼﾞｯﾄ･ﾃﾞｳﾞ｣(~17820404没)
1725年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｿﾈﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾁｬﾙ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1750年没)
1725年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｼｬｰﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾗﾑ･ｼﾝ｣(~1761年没)
1725年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｿﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾒﾃﾞｨﾆ･ﾊﾟﾙ｣(~1736年没)
1725年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｶﾞﾅﾊﾟｯﾚ国統治者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾀ･ｶｰﾝ｣(~1728年没)
1725年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｶｰﾝ･ｱｷﾀﾞｯﾄ｣(~1727年)
1725年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾑﾅﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ｽﾝﾀﾞﾚｽﾜﾗ･ﾗｸﾞﾅﾀ･ｾﾄｩﾊﾟﾃｨ｣(~1726年)
1725年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬﾝﾑｰ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾝｼﾞｯﾄ･ﾃﾞｳﾞ｣(~17820404)
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1725年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾏｸﾗﾝ統治者(ﾅｾﾞﾑ)｢ﾊﾙｰﾝ･ﾏｸﾗﾆ･ｶｰﾝ｣ｶﾗｯﾄの準国家として建国(~1730年)
1725年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｱﾌｶﾞﾝ族の首長ﾏﾌﾑｰﾄﾞがｻﾌｧﾋﾞｰ朝の王族を虐殺
1725年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｱｸｼｬ･ﾀﾞﾙｼﾞｮ､ｶｲﾀｸﾞはﾛｼｱの宗主権下(~1735年)
1725年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾀﾙｷはﾛｼｱに併合､国家廃止(~1734年)
1725年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ｾﾞﾚ･ｶｰﾝ｣(~1727年)
1725年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1741年)
1725年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｿﾝｺﾞﾗ統治者(ｵﾑﾊﾞｲﾄ)｢ﾙｳｨｷﾞ1世｣建国(~1730年)
1725年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｶｽｨｰﾘｰ国ｻﾙﾀﾝ｢'Amr ibn Badr al-Kathir｣(~1760年)
1725年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢Morali Ali Pasha1世｣(~1726年)
1725年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||ｱｽﾞﾑ家のｲｽﾏｲｰﾙ･ﾊﾟｼｬがﾀﾞﾏｽｸｽ総督に就任
1725年-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Stephanus Versluys｣(~1727年)
1725年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Manuel Luis de Orleans｣(~1731年)
1725年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｨｰｺが｢新しい諸科学の諸原則｣を刊
1725年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ会社ｾﾈｶﾞﾙ局長｢ﾆｺﾗ･ﾃﾞｽﾌﾟﾚ･ﾄﾞ･ｻﾝ=ﾛﾍﾞｰﾙ｣(2度目~同年)⇒代行｢ｱﾙ
  ﾉｰ･ﾌﾟﾙﾒ｣(~1726年)
1725年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾆｸﾞﾊﾞ統治者(ﾌｨｵ)｢ｱｯｼｵﾝﾎﾞﾝ･ﾀﾞﾝｼﾞｪ｣(~1745年)
1725年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ｻﾝﾊﾞ･ｼﾞｪﾗｰｼﾞｮ･ｼﾞｰｷﾞ｣(1回目~1726年頃)
1725年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ植民地長官｢Antonio Franco Portugues｣
1725年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾑｽﾃｨｰﾄﾞが｢恒星表｣を出版
1725年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾏﾄｸﾞﾛｯｿに続きｺﾞｲｱｽにも金鉱が発見される
1725年 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ知事代理｢La Chassagne｣(~1726年)
1725年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾏﾃｨｴﾝｿ｣⇒｢ﾌﾗﾝｼｽｺ
  ･ﾃﾞ･ｴﾙﾎﾞｿ･ｲ･ﾙｻ｣(~1733年没)
1725年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾞﾗｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ､ﾆｭｰﾖｰｸで最初の新聞｢ﾆｭｰﾖｰｸ･ｶﾞｾﾞｯﾄ｣を発行
1725年1月1日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Geronimo de Rada Sifuentes y Escobar
   + Miguel Rengifo Pimentel｣(~17260625)
1725年1月4日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｼﾞｮﾝ ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ(商工会議所上院
  議長)｣｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾗﾎﾞｰ･ﾎﾞﾃﾘｮ｣(~17260124)
1725年1月6日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ､ﾄﾙﾋｰﾖ･ｱﾝｶｼｭで地震(ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.8)死者1500人
1725年1月6日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保9年11月22日|<死去>近松門左衛門(72歳､承応2(1653)年生)人形浄
  瑠璃･歌舞伎作家
1725年1月8日-08:00|中国|  |||雲南､宣良･蒿明で地震/M6.8､死者600~900人
1725年1月11日-09:00|日本|東京都中央区|享保9年11月27日|芝居茶屋丸屋宅より出火､中村座､市村座焼失
1725年1月13日-09:00|日本|和歌山県田辺市|享保9年11月29日|<死去>紀伊田辺藩38000石(紀州藩附家老)｢安藤
  陳定｣(8歳)⇒翌年5月12日､養子｢安藤雄能｣が継ぐ(⇒享保15(1730)年3月30日､16歳で死去)
1725年1月16日-09:00|日本|奈良県天理市|享保9年12月3日|<交替>大和柳本藩1万石｢織田成純｣隠居⇒甥｢織田秀
  行｣が継ぐ(⇒享保11(1726)年6月18日､死去)
1725年1月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾁｬﾑﾘｰ伯｢ﾋｭｰ･ﾁｬﾑﾘｰ]
1725年1月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾁｬﾑﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾁｬﾑﾘｰ](~17330507死去)
1725年1月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｸﾗﾝ｣
1725年1月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ｺｸﾗﾝ｣先代の従兄弟(~17370529死去)
1725年1月28日-09:00|日本|東京都千代田区|享保9年12月15日|<就任>老中｢松平忠周｣(~享保13年5月1日)
1725年1月28日-09:00|日本|京都府京都市|享保9年12月15日|<就任>京都所司代｢牧野英成｣(⇒1734(享保19年6月
  6日))
1725年2月8日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月28日|<死去>ﾛｼｱ帝国｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ大帝｣/52歳(誕生16720609)
1725年2月8日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月28日|<即位>ﾛｼｱ帝国皇帝｢ｴｶﾃﾘｰﾅ1世｣ﾋﾟｮｰﾄﾙ大帝の皇后(~17270517没)
1725年3月9日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Azamzade Ismail Pasha｣(~1730.11)
1725年3月28日 04:00|日本|東京都|享保10年2月14日|<江戸青山享保10年久保町放火による大火>午の下刻(13時
  ごろ)､青山久保町の持法寺の番小屋の陰から､近くの町家の屋根へ火を投げた男がいた､瞬く間に甲賀町あた
  りへ延焼し､千駄ヶ谷権田原､四谷大番町から大木戸まで延焼/ひとつは四谷仲町の食違御門の外から四谷御門
  の外､本村市ヶ谷田町三丁目まで延焼/今ひとつは尾張中納言上屋敷を焼いて､市ヶ谷八幡社から加賀屋敷あた
  り､大久保から川田窪､山伏町､高田下町､早稲田､大塚音羽町､牛込､小日向､津久戸､伝通院､水戸宰相の上屋敷
  と次々と延焼/その後､牛込天神から小石川白山､本郷追分､駒込､谷中まですべて焼き尽くし戌の刻(20時頃)鎮
  火/被害は小普請組など侍屋敷､大名屋敷､寺社､町家締めて888軒
1725年3月29日-09:00|日本|秋田県|享保10年2月15日|<死去>佐竹義都(61歳)前出羽久保田新田藩主
1725年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｺﾓ･ｱﾝｼﾞｪﾘ｣｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣
1725年4月1日-09:00|日本|新潟県村上市|享保10年2月18日|<交替>越後村上藩5万石｢内藤弌信｣隠居⇒弟｢内藤信
  輝｣が継ぐ(⇒10月25日､死去)
1725年4月4日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事代理｢Juan de Ojeda｣(~9.28)
1725年4月5日-09:00|日本|東京都中央区|享保10年2月22日|幕府が永代築地の6万坪をふたたび塵芥捨て場とし,
  塵芥の河川投棄を厳禁
1725年4月6日-09:00|日本|  ||享保10年2月23日|<死去>河瀬菅雄(79歳)歌人
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1725年4月8日 04:00|日本|富山県氷見市|享保10年2月25日|<越中氷見享保10年の大火>巳の刻(午前10時ごろ)､
  上伊勢町の鍛冶職四郎三郎の細工場の火が飛び散り､出火/炎は細工場から居宅へと燃え移り､近隣の家々を焼
  き尽くし､土蔵をなめ､寺を焼いた/焼失した被害は､町家1000軒余､寺方御坊6か所､寺方塔頭(脇寺)や御坊寺家
  6軒､御蔵(加賀藩の収蔵庫)1棟､町屋土蔵1棟､納屋200軒､高札場1か所､船4艘､米2203石､雑穀175表､夏網漁道具
  12流分､肥料にする乾しか鰯など俵もの1万4693俵など
1725年4月16日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|享保10年3月4日|佐賀城が炎上､本丸･天守･二の丸が焼失
1725年4月17日-09:00|日本|岡山県新見市|享保10年3月5日|<交替>備中新見藩18000石｢関長治｣隠居⇒甥｢関長広
  ｣が継ぐ(⇒享保17(1732)年5月4日､死去)
1725年4月22日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾎｰﾀｷｰ朝ｱﾐｰﾙ･ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝簒奪君主｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾎｰﾀｷｰ｣
1725年4月22日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾎｰﾀｷｰ朝ｱﾐｰﾙ･ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝簒奪君主｢ｱｼｭﾗﾌ･ｷﾞﾙｻﾞｲ｣(~1729年)
1725年4月22日-09:00|日本|愛知県刈谷市|享保10年3月10日|<死去>三浦明敬(68歳)前三河刈谷藩主
1725年4月23日-09:00|日本|新潟県|享保10年3月11日|高田藩,質地騒動者のうち5人を磔,10人を獄門･晒首とす
  るなどの判決を下す
1725年4月25日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督代行｢ﾎｾ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ｣(~17260507)
1725年4月26日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｶﾞﾙｻﾞｲ朝ｼｬｰ｢ｱｼｭﾗﾌ｣(~17291113)
1725年4月29日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾌﾞﾙｰﾉ･ﾏｳﾘｼｵ･ﾃﾞ･ｻﾞﾊﾞﾗ｣(1回目~5.4)
1725年4月30日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾌｪﾘﾍﾟ5世とｵｰｽﾄﾘｱのｶｰﾙ6世の間にｳｨｰﾝ条約が締結され､互い
  に国土拡張を行わないことを確約
1725年5月4日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾃﾞﾊﾞﾙｱ｣(~17301228)
1725年5月6日-09:00|日本|  ||享保10年3月24日|幕府大判金を改鋳
1725年5月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｱｰｻｰ･ﾐﾄﾞﾙﾄﾝ｣(~1730.12)
1725年5月8日-09:00|日本|群馬県沼田市|享保10年3月26日|<死去>上野沼田藩3万石｢黒田直邦｣⇒養子｢黒田直純
  ｣が継ぐ(⇒寛保2(1742)年7月28日､上総国久留里藩に移封)
1725年5月12日-08:00|中国|  ||清･雍正3年4月|清がﾐｬｵ族の集居する雲南威遠土州に流官を設置､以後､改土帰
  流が増加
1725年5月25日-09:00|日本|長野県飯山市|享保10年4月14日|<死去>信濃飯山藩35000石｢本多助芳｣(63歳)⇒6月9
  日､三男｢本多康明｣(⇒享保15(1730)年8月10日､死去)
1725年5月30日-09:00|日本|  ||享保10年4月19日|<死去>秋色女(57歳)俳人
1725年5月31日-09:00|日本|広島県広島市|享保10年4月20日|<死去>味木立軒(76)広島藩儒者
1725年6月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･保泰6年4月21日|<死去>広南国主｢明主｣
1725年6月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･保泰6年4月21日|<即位>広南国王｢寧王･阮福ﾁｭｳ｣(~17380607死去)
1725年6月3日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢鄭ｺｳ｣(~17270603)
1725年6月8日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|享保10年4月28日|<死去>鍋島直之(83歳)前肥前蓮池藩主
1725年6月29日-09:00|日本|東京都渋谷区|享保10年5月19日|<死去>新井白石(69歳､明暦3(1657)0210生)朱子学
  派の儒者
1725年7月-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾝﾇ島(ﾌﾗﾝｽがﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ島を再占領し命名)司令官｢ｱｲｻﾞｯｸ･ｼﾞｬﾝ･ﾛﾃﾞ
  ｨｴ･ﾄﾞ･ﾗｳﾞｪﾙﾆｭ｣｣(~同年)⇒｢ｾｻﾞｰﾙ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾎﾞﾅｰﾙ･ﾄﾞ･ﾏﾝｶﾞﾙﾄﾞ｣(~同年)
1725年7月8日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Matthaeus de Haan｣(~17290601死去)
1725年7月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘでﾊﾟﾝ屋の店が数時間にわたって掠奪され､これを鎮圧するため出動した軍
  隊によって群衆に多数の死者がでる
1725年7月13日-09:00|日本|岩手県盛岡市|享保10年6月4日|<死去>陸奥盛岡藩10万石｢南部利幹｣(37歳)⇒7月21
  日､甥｢南部利視｣が継ぐ(⇒宝暦2年3月28日(17520511)､死去)
1725年7月27日-09:00|日本|茨城県古河市|享保10年6月18日|<死去>松平信輝(66歳)前下総古河藩主
1725年8月-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ﾀﾌﾞﾘｰｽﾞ､ﾙﾘｽﾀﾝ､ｹﾙﾏｰﾝｼｬｰをｵｽﾏﾝ帝国が占領(~1730年7月)
1725年8月4日-09:00|日本|  ||享保10年6月26日|<死去>孝子内親王(礼成門院)(75歳)後光明天皇の皇女
1725年8月6日-09:00|日本|福岡県北九州市|享保10年6月28日|<死去>豊前小倉藩15万石｢小笠原忠雄｣(79歳)⇒嫡
  男｢小笠原忠基｣が継ぐ(⇒宝暦2(1752)年2月5日､死去)
1725年8月11日-09:00|日本|徳島県|享保10年7月4日|<廃藩>阿波富田藩5万石｢蜂須賀宗員｣宗家｢蜂須賀綱矩｣嗣
  子となる/宗家に吸収
1725年8月12日-09:00|日本|  ||享保10年7月5日|幕府が目安箱への投書を農民･商人･浪人に限り,御家人の投書
  を禁じる
1725年8月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王女ﾏﾘｱ･ﾚｼﾁﾝｽｶ(22)がﾌﾗﾝｽ国王ﾙｲ15世と結婚
1725年8月18日-09:00|日本|静岡県富士宮市|享保10年7月11日|<再建>重須本門寺客殿
1725年8月27日-09:00|日本|  ||享保10年7月20日|<死去>初代十寸見河東(42歳)河東節家元
1725年9月3日-09:00|日本|岐阜県山県市|享保10年7月27日|<死去>美濃高富藩1万石｢本庄道章｣(43歳)⇒長男｢本
  庄道矩｣が継ぐ(⇒延享2(1745)年9月8日､37歳で死去)
1725年9月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1725/8/23|ｽﾍﾟｲﾝとｵｰｽﾄﾘｱのｳｨｰﾝ条約に対抗して､ﾌﾟﾛｲｾﾝ､ｲｷ
  ﾞﾘｽ､ﾌﾗﾝｽがﾊﾉｰﾌｧｰ同盟を結ぶ
1725年9月4日-09:00|日本|東京都千代田区|享保10年7月28日|江戸城本丸の大廊下で松本藩主の水野忠恒が毛利
  師就に斬りつけ殺害
1725年9月4日-09:00|日本|長野県松本市|享保10年7月28日|<改易>信濃松本藩7万石｢水野忠恒｣発狂･刃傷事件を
  起こし切腹/8月27日叔父の水野忠穀に7千石安堵



1740迄(2954件)

1725年9月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Giovanni Benedetto Gentilotti｣(~17250920)
1725年9月14日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Thomas J. Horton｣(~1736年)
1725年9月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ15世､7歳年上の前ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王ｽﾀﾆｽﾜﾌ1世ﾚｼﾁﾆｽｷの娘ﾏﾘ･ﾚｸｻﾞﾝｽｶ(ﾙｲ･ﾌｪﾙ
  ﾃﾞｨﾅﾝ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｽの母､ﾙｲ16世､ﾙｲ18世､ｼｬﾙﾙ10世の祖母)と結婚
1725年9月28日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Manuel Arguelles y Valdes｣(2期目~
  17300212)
1725年9月29日-09:00|日本|新潟県胎内市|享保10年8月23日|<死去>越後黒川藩1万石｢柳沢経隆｣(32歳)⇒養子｢
  柳沢里済｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年11月2日､27歳で死去)
1725年9月30日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<退任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾆｼｬﾝﾁ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣
1725年9月30日-09:00|日本|大分県大分市|享保10年8月24日|<死去>豊後府内藩22200石｢松平近禎｣(61歳)⇒甥｢
  松平近貞｣が継ぐ(⇒延享2(1745)年9月18日､隠居)
1725年9月30日-09:00|日本|高知県高知市|享保10年8月24日|<死去>土佐藩20万2600石｢山内豊常｣⇒養子｢山内豊
  敷｣が継ぐ(~明和4年11月19日(17680108)､死去)
1725年10月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Bosnak Mehmed Pasha｣(~1727.1)
1725年10月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾓﾗﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1726年2月)
1725年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾍﾞﾆ｣
1725年10月7日-09:00|日本|高知県|享保10年9月2日|<死去>土佐藩主｢山内豊常｣(15歳)⇒妹･長姫の夫で義弟の
  豊敷が豊常の養子となって跡を継いだ
1725年10月8日-09:00|日本|東京都|享保10年9月3日|<死去>江戸の豪商五代奈良屋茂左衛門(31)
1725年10月9日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督｢ﾏﾘｱ･ｴﾘｻﾞﾍﾞｰﾄ･ｴﾙﾂﾍﾙﾂｫｰｷﾞﾝ･ﾌｫﾝ･ｵｽﾃﾙﾗｲﾋ｣(~17410826没)
1725年10月10日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽ総督｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ﾘｺﾞｰ･ｳﾞｫｰﾄﾞﾗｲﾕ｣
1725年10月19日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾖﾊﾈｽ･ﾍﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ｣
1725年10月19日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督代理｢ﾔﾝ･ﾊﾟｳﾙｽ･ｼｬｰｹﾞﾝ｣(~17260916)
1725年10月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱの作曲家ｱﾚｻﾝﾄﾞﾛ･ｽｶﾙﾗｯﾃｨ/65歳(誕生16600502)
1725年10月22日 04:00|日本|島根県浜田市|享保10年9月17日|<石見浜田享保10年の大火>紺屋町の小頭屋敷､坪
  井宇太夫宅より出火し青川口まで延焼/町家1391世帯､穢名(えな:被差別部落の家)18軒､社寺9か所､山伏祈祷
  所2軒が焼失/寺院では､門前町は全焼したが､真光寺が唯一無事だった
1725年10月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ･ﾀﾞ･ｶﾞﾏ｣(~17320123)
1725年11月5日-09:00|日本|鳥取県|享保10年10月|<死去>本郷亘(81歳)発明家(地雷や水雷､消火器などを発明)､
  鳥取藩士
1725年11月5日-09:00|日本|新潟県上越市|享保10年10月1日|<死去>越後高田藩113000石｢松平定輝｣(22歳)⇒叔
  父｢松平定儀｣が継ぐ(⇒享保12(1727)年9月25日､死去)
1725年11月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾛｰﾃﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣
1725年11月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾛｰﾃﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ｴﾙﾝｽﾄ2世ﾚｵﾎﾟﾙﾄ｣(~17491129死去)
1725年11月22日-09:00|日本|千葉県館山市|享保10年10月18日|<移封>信濃･丹波国内12000石｢水野忠定｣⇒安房
  国北条藩12000石(⇒享保18(1733)年6月､丹波国内3000石を加増され15000石)
1725年11月22日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|享保10年10月18日|<移封>近江国内15000石｢大久保常春｣⇒下野
  烏山藩2万石(⇒享保13(1728)年5月15日､1万石加増され3万石)
1725年11月22日-09:00|日本|長野県松本市|享保10年10月18日|<移封>志摩鳥羽藩6万石｢松平光慈｣⇒信濃松本藩
  6万石(⇒享保17年8月11日(17320929)､死去)
1725年11月22日-09:00|日本|三重県鳥羽市|享保10年10月18日|<移封>下野烏山藩3万石｢稲垣昭賢｣⇒志摩鳥羽藩
  3万石(⇒宝暦2(1752)年12月29日､55歳で死去)
1725年11月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Anton Dominik Graf von Wolkenstein｣(~17300405)
1725年11月29日-09:00|日本|新潟県村上市|享保10年10月25日|<死去>越後村上藩5万石｢内藤信輝｣(45歳)⇒次男
  ｢内藤信興｣が継ぐ(⇒宝暦11(1761)年5月25日､隠居)
1725年12月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾝﾄﾞ東海岸ﾏﾍをﾌﾗﾝｽが再領有
1725年12月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ科学ｱｶﾃﾞﾐｰが開設
1725年12月1日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Antoine Labbe dit Desforges Boucher｣
1725年12月2日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Helie Diore de Perigny｣(~17270528)
1725年12月8日-09:00|日本|広島修道大学|享保10年11月4日|広島藩5代藩主浅野吉長が藩校｢講学所｣を創始
1725年12月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国総合官房秘書官Juan Guillermo Ripperda(~17260414)
1725年12月16日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督代行｢ﾃﾞﾆｽ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙｽ｣(~17290313)
1725年12月24日-09:00|日本|京都府京都市|享保10年11月20日|<死去>鷹司兼熙(67歳)元関白､左大臣
1726年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<死去>ｳｳﾞｪｱ王｢Atuvaha｣
1726年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ｳｳﾞｪｱ王｢Fanalua｣(~1756年)
1726年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢Jauhar ul Alam Aminuddin｣(~同年死去)⇒｢ｼｬﾑｽﾙ･ｱﾗﾑ｣(~1727
  年)
1726年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ﾗｼﾞｬ･ｱﾛﾝ･ﾕﾇｽ｣(~1729年)
1726年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾟｸﾌﾞｳｫﾉ2世｣(~1749年)
1726年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国第17代国王｢ｱﾛﾝ･ﾕﾇｽ｣(~17290812)
1726年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾑﾅﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾊﾞﾆ･ｻﾝｶﾗﾝ｣(~1729年)
1726年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｸﾊﾞ･ﾊｰﾝ｢ﾌｻｲﾝ･ｱﾘ･ﾊｰﾝ｣ﾛｼｱによって任命(~1734年)
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1726年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｸﾞﾘｱ公｢ﾏﾐｱ4世｣(~1756年)
1726年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｼﾞｬﾜﾄﾞをﾛｼｱが統治(~1735年)
1726年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾅﾌﾁﾊﾞﾝをはﾛｼｱが統治(~1734年)
1726年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ﾎﾗｰｻｰﾝ･ｼｬｰ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｷﾔﾆ｣ﾀﾌﾏｰｽﾌﾟ2世によって追放される
1726年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｼｷ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｶﾊﾝｸﾞｼﾞ1世｣(~1747年頃)
1726年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾙﾃﾞｨﾑ･ﾌﾛｰｽ｣(
  ~1730年)
1726年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛｲｽ=ｼｭﾗｲﾂ伯｢Heinrich11世｣
1726年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ公｢ｼｬﾙﾙ2世ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣(~1730年)
1726年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ｼｭﾗｲﾂ伯｢Heinrich1世｣(~1744年死去)
1726年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ川河口にｽﾍﾟｲﾝ人がﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵを建設
1726年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ会社ｾﾈｶﾞﾙ局長｢ｼﾞｬﾝ･ﾚｰｳﾞｧﾝｽ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾙｰｹｯﾄ｣(~1733年)
1726年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ｺﾝｺ･ﾌﾞﾌﾞ･ﾑｰｻ｣(1回目~1738年)
1726年 00:00|ｷﾞﾆｱ|  |||西ｱﾌﾘｶ内陸でﾌﾙﾍﾞの聖戦が始まる
1726年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ農園主はﾌﾞﾗｼﾞﾙから侵入した野盗集団の駆逐に成功
1726年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Isaac Obbens｣(~1730年)
1726年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~1736年)
1726年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽ総督｢ﾎﾞｰｱﾙﾉｱ侯爵ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾎﾞﾜｼｪ｣(~1747年)
1726年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ｴﾃｨｴﾝﾇ･ﾍﾟﾘｴ｣(~1733年)
1726年1月3日-09:00|日本|  ||享保10年12月1日|幕府が新鋳の享保大判の通用および元禄大判金の停止
1726年1月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｪﾛｰﾗﾓ･ｳﾞｪﾈﾛｿ｣(~17280118)
1726年1月18日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの作家ｼﾞｮﾅｻﾝ･ｽｳｨﾌﾄの｢ｶﾞﾘﾊﾞｰ旅行記｣が出版される
1726年1月24日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾏﾇｴﾙ･ﾀﾞ･ﾉﾌﾞﾚｶﾞ･ｳﾞｧｽｺﾝｾﾛｽ｣(~17
  28年)
1726年2月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾆｼｬﾝﾁ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~17270929)
1726年2月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ･ﾊﾟﾚﾙﾓ地震､死者3千
1726年2月8日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱで最高枢密院が設置される
1726年2月12日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|享保11年1月11日|<拝領>伊勢西条藩1万石｢有馬氏倫｣(⇒享保20(1735
  )年12月12日､68歳で死去)
1726年2月12日-09:00|日本|三重県四日市市|享保11年1月11日|<拝領>伊勢東阿倉川1万石｢加納久通｣(⇒寛延元(
  1746)年8月17日､死去)
1726年2月26日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世ｴﾏﾇｴﾙ｣
1726年2月26日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯｢ｶｰﾙ1世ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ｣ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世ｴﾏﾇｴﾙの息子(~174501
  20死去)
1726年3月 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ知事｢Pierre Le Begue｣(~1729年死去)
1726年3月2日-09:00|日本|福島県伊達郡桑折町|享保11年1月29日|<死去>松平忠尚(76歳)前陸奥桑折藩主
1726年3月2日-08:00|中国|  ||清･雍正4年1月29日|清で百科事典｢古今図書集成｣が銅活字で刊行
1726年3月22日-09:00|日本|  ||享保11年2月19日|幕府が全国に戸口調査を命じる(調査結果は総人口2,654万8,
  998人)
1726年3月27日-09:00|日本|愛媛県大洲市|享保11年2月24日|<死去>加藤泰觚(71歳)前伊予新谷藩主
1726年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾄﾗﾝｷﾛ･ﾏﾈﾝﾃｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1726年4月1日-09:00|日本|福井県勝山市|享保11年2月29日|越前勝山で津波大風/人畜溺死多数
1726年4月2日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ﾋｭｰ･ﾎﾞｰﾙﾀｰ/ﾘﾁｬｰﾄﾞｳｪｽﾄ(172
  61203まで)/ｳｨﾝﾀﾞﾑ男爵ﾄﾏｽ･ｳｨﾝﾀﾞﾑ(17261223から)/ｳｨﾘｱﾑ･ｺﾉﾘｰ(17260402から)｣(~17271119)
1726年4月5日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|享保11年3月4日|佐賀城が炎上､本丸･天守･二の丸が焼失
1726年4月5日 00:30|日本|福岡県久留米市|享保11年3月4日|<久留米享保11年の大火｢田代火事｣>巳刻(午前9時
  半ごろ)筑後久留米城内､田代三郎右衛門屋敷から出火,炎は城下の両替町綿屋宗兵衛方に飛び火して延焼､同
  町をはじめ呉服町は全焼し､三本松町は半分が焼け､築島町から紺屋町へと炎は延び､原古賀町､庄島町などお
  よそ4230軒余が焼けた/12人死亡/戌刻(20時ごろ)まで続いた
1726年4月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞﾇｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞﾄﾞ･ｶｰﾝ1世｣(~1755年10月没)､摂政｢ｱ
  ﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｻﾀｰﾙ･ｶｰﾝ｣(~17301019)
1726年4月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国総合官房秘書官Jose de Grimaldo y Gutierrez de Solorza
  no(~17261001)
1726年4月15日-09:00|日本|福井県|享保11年3月14日|越前で大地震/470余人死亡
1726年5月2日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾅｰﾝ王国初代国主｢ﾃｨﾝﾏﾊｰｳｫﾝ｣ﾋﾞﾙﾏ･ｺﾝﾊﾞｳﾝ王朝によって国主に指名(~17520
  407)
1726年5月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<初演>ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾝﾃﾞﾙ《歌劇｢ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ｣》
1726年5月7日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾊﾟｳﾛ･ｶｴﾀｰﾉ･ﾃﾞ･ｱﾙﾊﾞｶｰｷ｣(~1732年12月
  没)
1726年5月7日-09:00|日本|愛知県刈谷市|享保11年4月6日|<死去>三河刈谷藩23000石｢三浦明喬｣(38歳)⇒弟｢三
  浦義理｣が継ぐ(⇒延享4(1747)年2月11日､三河西尾藩に移封)
1726年5月9日-09:00|日本|  ||享保11年4月8日|<初演>西沢一風･並木宗輔･安田蛙文合作の浄瑠璃｢北条時頼記｣
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  大坂道頓堀の豊竹座/大入りとなる
1726年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞﾝｽﾞ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾞｰｸﾗｰｸ｣
1726年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞﾝｽﾞ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾞｰｸﾗｰｸ｣(~17510727死去)
1726年5月15日-09:00|日本|滋賀県大津市|享保11年4月14日|<死去>近江堅田藩1万石｢堀田正峯｣(23歳)⇒6月9日
  ､弟｢堀田正永｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年8月29日､死去)
1726年5月21日-09:00|日本|滋賀県大津市|享保11年4月20日|<死去>斯波園女(63歳)俳人
1726年5月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽが貨幣制度を改革､1ｴｷｭ=6ﾘｰｳﾞﾙに固定
1726年6月4日-09:00|日本|京都府福知山市|享保11年5月5日|<死去>丹波福知山藩32000石｢朽木稙綱｣(17歳)⇒11
  日､叔父｢朽木稙治｣が継ぐ(⇒享保13(1728)年11月23日､隠居)
1726年6月7日 14:00|日本|山形県酒田市|享保11年5月8日|<酒田享保11年の大火｢権九郎火事｣>夜半23時ごろ､内
  町組上片町から出火､炎は日和山下まで延び､上､下片町､細肴町､上､下内町､本町一丁目から六丁目まで､秋田
  町､猟師町､台町､伝馬町､今町､寺町､上､下匠町､上､下中町､大工町､桶屋町､鍛冶町､十王堂町､笠屋町､肴町､稲
  荷小路､上袋小路､山椒小路と､酒田の中心部がほぼ全焼し､4分の3に当たる2077軒を焼く/翌9日23時ごろ鎮火/
  下の山王社も類焼
1726年6月8日-09:00|日本|  ||享保11年5月9日|伝統のある劇場以外に､新たな狂言座､操り座の設立が禁じられ
  る
1726年6月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣(宰相)｢ｱﾝﾄﾞﾚ=ｴﾙｷｭｰﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾙｰﾘｰ｣(~17430129死去)
1726年6月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ﾆｺﾛ･ﾏﾘｱ･ﾚﾙｶﾘ｣(~17300221)
1726年6月24日-09:00|日本|静岡県|享保11年5月25日|民政家田中丘隅が酒匂川堤を修復(文命堤)
1726年6月25日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Domingo Antonio de Tovar + Antonio 
  de Liendo y Blanco｣(~7.15)
1726年6月29日-09:00|日本|  ||享保11年5月30日|<死去>水間沾徳(65歳)俳人
1726年6月30日-09:00|日本|京都府京都市|享保11年6月1日|<就任>関白｢近衛家久｣(~元文元年8月27日)
1726年6月30日-09:00|日本|東京都|享保11年6月1日|永代橋維持のため渡り賃を徴収
1726年7月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ｣
1726年7月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ｣(~17620501死去)
1726年7月4日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｴｲｽｺﾌ｣(1回目~17280129)
1726年7月15日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Diego de Portales y Meneses｣(3期目~
  17280629)
1726年7月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｶﾄﾞｶﾞﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｶﾄﾞｶﾞﾝ｣
1726年7月17日-09:00|日本|奈良県天理市|享保11年6月18日|<死去>大和柳本藩1万石｢織田秀行｣(30歳)⇒8月16
  日､養子｢織田信方｣が継ぐ(⇒寛保元(1741)年8月13日､死去)
1726年7月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｴﾃﾞｨﾝﾊﾞﾗ公･ｲｰﾘｰ候･初代ｴﾙﾀﾑ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾙｲｽ王子｣ｼﾞｮｰｼﾞ2世の子
  (~17510331死去)
1726年7月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ｣ｼﾞｮｰｼﾞ2世の三男(~17651031死去)
1726年7月31日-01:00|ｽｲｽ|  |||<死去>ｽｲｽの数学者N･ﾍﾞﾙﾇｰｲがﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞで
1726年8月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦7月26日|ﾛｼｱとｵｰｽﾄﾘｱが条約を結び､ｵｰｽﾄﾘｱがｳｨｰﾝ同盟に加入
1726年8月27日-09:00|日本|  ||享保11年8月|幕府,新田検地条目32ケ条を定める
1726年9月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ､ﾊﾟﾚﾙﾓで地震(M5.7)死者250人
1726年9月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｸﾘｽﾄﾌ･ﾙ･ﾉﾜｰﾙ｣(2回目~1735年)
1726年9月16日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾍﾟﾄﾙｽ･ｳﾞｲｽﾄ｣(~17290827)
1726年9月23日-09:00|日本|  ||享保11年8月28日|<死去>6代千宗室(33歳)茶人､裏千家家元
1726年9月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｲﾝﾄﾞ3管区に英法を施行し各管区に裁判所を設置
1726年9月25日-09:00|日本|  ||享保11年8月30日|幕府が武家所有の農民地･町地を譲渡する場合､それぞれ農民
  ･町人に譲ることを定める
1726年9月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｳｨﾝﾁﾙｼｰ伯｢ﾍﾆｯｼﾞ･ﾌｨﾝﾁ｣
1726年9月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｳｨﾝﾁﾙｼｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｨﾝﾁ｣(~17290909死去)
1726年10月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督代行｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｺｽﾊﾟｯﾁ｣｢ｻﾝﾄﾞｩ･ｽﾄｩﾙｯﾂｧ｣(~12.18)
1726年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳﾞｧﾚﾘｵ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｳｺﾞﾘｰﾆ｣
1726年10月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国総合官房秘書官｢Juan Bautista de Orendain y Azpilicuet
  a｣(~17341121)
1726年10月5日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ公｢ｸﾞﾘｺﾞﾚ2世ｷﾞｰｶ｣(1期目~17330416)
1726年10月7日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|享保11年9月12日|<死去改易>但馬豊岡藩33000石｢京極高寛｣(10歳)無
  嗣､一旦幕府に没収
1726年10月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ﾗｽﾑｽ･ﾊﾝｾﾝ･ｱﾄﾗｯﾌﾟ｣(~17
  300808)
1726年10月12日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｱﾘ･ｶｰﾝ･ｶﾌﾝﾗｰ･ｴｶｼ｣(~17291113)
1726年10月14日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|享保11年9月19日|<再封>但馬豊岡藩15000石｢京極高永｣(高寛弟)家
  名相続(⇒宝暦10(1760)年8月12日､死去)
1726年10月25日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|享保11年10月|薩摩藩主島津継豊､一之宮神社を再興
1726年10月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<刊行>英国､ｽｳｨﾌﾄ｢ｶﾞﾘﾊﾞｰ旅行記｣
1726年10月28日-09:00|日本|愛知県田原市|享保11年10月4日|<死去>三河田原藩12000石｢三宅康雄｣(68歳)⇒次



1740迄(2954件)

  男｢三宅康徳｣が継ぐ(⇒延享2(1745)年8月8日､隠居)
1726年11月8日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ｻｲｴﾄﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(ｹﾙﾏｰﾝで対立~1728年7月没)
1726年11月8日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  ||10月28日|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの作家ｽｳｨﾌﾄの｢ｶﾞﾘﾊﾞｰ旅行記｣が出版
1726年11月9日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ｶﾚﾙ･ｴﾐﾘｳｽ･ﾍﾝﾘｰ･ﾄﾞ･ｼｭｰｾｽ｣
  (~17340126)
1726年11月14日-09:00|日本|  ||享保11年10月21日|<死去>伏見宮邦永親王(51歳)皇族
1726年11月24日-09:00|日本|J.ﾌﾛﾝﾄﾘﾃｲﾘﾝｸﾞ|享保11年11月1日|京都伏見の呉服店｢大文字屋｣が大阪心斎橋筋に
  大阪店｢松屋｣を開き､現金正札販売を開始(現･心斎橋店現在地)
1726年12月4日-09:00|日本|岡山県津山市|享保11年11月11日|<死去>美作津山藩10万石｢松平浅五郎｣(11歳)⇒18
  日､従弟｢松平長煕｣が継ぐ(5万石に減封⇒享保20(1735)年10月13日､16歳で死去)
1726年12月5日-09:00|日本|  ||享保11年11月12日|<死去>初代市川小団次(歌舞伎)[1676年生～](享年50)
1726年12月7日-09:00|日本|兵庫県姫路市|享保11年11月14日|<死去>播磨姫路藩15万石｢榊原政邦｣(52歳)⇒12月
  25日､次男｢榊原政祐｣が継ぐ(⇒享保17(1732)年8月29日､死去)
1726年12月18日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ﾏﾃｲ･ｷﾞｶ｣(1回目~17330413)
1726年12月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾊﾞｲﾛｲﾄ辺境伯｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1726年12月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾊﾞｲﾛｲﾄ辺境伯｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｶｰﾙ｣(~17350517死去)
1726年12月24日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾌｪﾘﾍﾟ･ｲ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ軍事司令官｢Francisco Ant
  onio de Lemus｣⇒｢Francisco de Cardenas｣(~1730年)
1726年12月24日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝはｻﾝ･ﾌｪﾘﾍﾟ･ｲ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵを設立(1751年に州に引き
  上げられる;ﾘｵﾃﾞﾗﾌﾟﾗﾀに従属)
1726年12月24日-09:00|日本|京都府京丹後市|享保11年12月2日|<死去>京極高明(67歳)前丹後峰山藩主
1727年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Johannes ﾊﾞｰﾅｰﾄﾞ｣(~1733年)
1727年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｳｯﾃﾞｨﾝ･ｱｰﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1735.5)
1727年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝﾅｰ王朝｢ﾃｰﾌﾟｼﾝ｣(~同年)⇒｢ｵﾝｶﾑ｣(~1759年死去)
1727年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾀﾞ･ｻﾝｶﾞﾆ国統治者(ﾀｺﾙ)｢ｼﾞｬｻｼﾞ｣(~1755年)
1727年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌﾞｱ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｪｵ･ｼﾝ｣(~1758年没)
1727年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾒﾊｰﾙ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1743年没)
1727年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾝﾃﾞｨ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｬﾑｼｬｰ･ｾﾝ｣(~1781年没)､摂政｢ﾐｱﾝ･ｼﾞｬｯﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1740年頃没)
1727年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｶｰﾝ･ｱｶﾞﾙ｣(~1729年)
1727年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾝﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｻﾗﾝｶﾞﾀﾞﾙ･ﾊﾞｼﾞｭﾗﾀﾞﾙ･ﾅﾚﾝﾄﾞﾗ｣(~1754年)
1727年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ﾊﾞｸｰ汗国ﾊｰﾝ｢ﾀﾞﾙｶﾞ･ｸﾙﾘ･ﾊｰﾝ｣(~1730年)
1727年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｶﾙﾄﾘはｵｽﾏﾝ帝国に併合(ﾁｭﾙﾄﾞｩﾙのｴﾔﾚｯﾄの一部~1735年)
1727年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾓﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾐﾝ･ｶｰﾝ｣(~1729年)
1727年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾝｺﾚ王国国王｢Natare4世 Kitabanyoro｣
1727年-03:00|ﾏﾖｯﾄ|  |||<即位>ﾏｵﾚ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾘﾑ･ﾋﾞﾝ･ｱﾋﾞ･ﾊﾞｸﾙ｣(~1752年)
1727年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾝｺﾚ王国国王｢Macwa｣(~1755年)
1727年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公国政府議長｢ｱﾀﾞﾑ･ｶｼﾞﾐｪｼｭ･ｺｼｳｼｭｺ｣(~1729年)
1727年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺのｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙに､ｱﾗﾋﾞｱ文字の活版印刷所が開設
1727年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾄﾊﾟﾙ･ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1728年)
1727年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢Edward Byfiel｣(~1731年)
1727年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾙｻﾞ連邦ｴﾐｰﾙ｢ｳﾏﾙ｣(~1757年没)
1727年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで第2次農業革命､ﾉｰﾌｫｰｸ農法がはじまる
1727年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||ﾌｰﾀ･ｼﾞｬﾛﾝのｼﾞﾊｰﾄﾞ始まる
1727年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝｷﾞﾗ及びﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島(ﾄﾙﾄﾗ島)副知事｢Francis Phips
  ｣(~1729年)
1727年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Thomas Catesby Paget｣(~1731年)
1727年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾗﾙﾅｰｼﾞｭ侯爵ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾆｴ｣(~1734年)
1727年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ･ﾚﾅｰﾄﾞ･ｶﾙﾊﾞｰﾄ｣(~1731年)
1727年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾊﾞﾙﾀｻﾙ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙﾃﾞﾗﾏ･ｲ･ﾊﾛ｣(~1736年)
1727年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ･ｲ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ｣(~1738年)
1727年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾒﾙﾁｮﾙ･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨｱﾋﾞﾗ･ｲ･ｱｽｺﾅ｣(~1730年)
1727年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Arifi Ahmed Pasha｣(~1728年)
1727年1月7日 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾙｷﾞﾝ総督｢ｸﾛｰﾄﾞ･ｶﾞﾙｻﾝ｣(~17280505)
1727年1月22日-09:00|日本|  ||享保12年|<刊行>荻生徂徠｢政談｣
1727年1月22日-08:00|中国|  ||清･雍正5年|<死去>ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ･ﾎﾝﾀｲｼﾞ｢ﾂｪﾜﾝ･ﾗﾌﾞﾀﾞﾝ｣
1727年1月22日-08:00|中国|  ||清･雍正5年|<即位>ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ･ﾎﾝﾀｲｼﾞ｢ｶﾞﾙﾀﾞﾝ･ﾂｪﾚﾝ｣(~1745年8月､死去)
1727年1月22日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･保泰8年|<死去>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Saktiraydapatih｣
1727年1月22日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･保泰8年|<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Ganuhpatih(Ba Thi)｣(~1730年)
1727年1月26日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾍﾞﾀﾞ･ｲ･ﾘﾊﾞﾃﾞﾈｲﾗ｣(2回目~7.7)
1727年2月2日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督｢ｼﾞｬｽﾊﾟｰ･ｸﾚｲﾄﾝ｣(~17300513)
1727年2月2日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢Jasper Clayton｣(⇒17300102知事
  ~17300513)
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1727年2月22日-09:00|日本|長崎県平戸市|享保12年閏1月2日|<交替>肥前平戸藩61700石｢松浦篤信｣隠居⇒長男｢
  松浦有信｣が継ぐ(⇒享保13年8月25日(17280928)､死去)
1727年2月25日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｷﾞｽﾍﾞﾙﾄ･
  ﾇｰﾄﾞ｣(~17290423)
1727年2月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾏ公(ﾌｧﾙﾈｰｾﾞ家)ｱﾝﾄﾆｵ[ﾗﾇｯﾁｮ2世の息子](~17310120死去49歳)
1727年2月26日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾞｲﾌｨｰﾙﾄﾞ｣(2期~17310324)
1727年3月-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ﾀﾞﾎﾒ王国ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ総督｢ﾀﾞｯｽ｣(~1744年)
1727年3月1日-09:00|日本|長崎県大村市|享保12年閏1月9日|<交替>肥前大村藩24973石｢大村純庸｣隠居⇒次男｢
  大村純富｣が継ぐ(⇒寛延元(1748)年11月16日､死去)
1727年3月4日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ﾌﾚｯﾄﾞ･ﾊﾟｰﾙ｣(~9.18没)
1727年3月9日-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ国がﾀﾞﾎﾒによって征服され編入された/王権は継続
1727年3月11日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾉｰﾚ｣(~17300306)
1727年3月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞﾜｰﾘﾔﾙ太守｢ﾀﾞｳﾗﾄ･ﾗｰｵ･ｼﾝﾃﾞｨｱ｣
1727年3月22日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞｰﾝ･ﾅｽﾙ･ｲｽﾏｲﾙ･ｱｽﾞ=ｻﾐﾝ｣82歳
1727年3月22日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞｰﾙｱｯﾊﾞｽ･ｱﾌﾏﾄﾞ2世ｱﾀﾞﾊﾋﾞ｣(1回目~17280313廃位)
1727年3月23日-08:00|中国|  ||清･雍正5年3月|清が南洋海禁を解除､商船による交易が復活
1727年3月23日 04:00|日本|愛媛県大洲市|享保12年2月1日|大洲城下で大火､御城類焼､家中数百軒焼失
1727年3月23日 04:00|日本|高知県高知市|享保12年2月1日|<高知享保12年の大火>午の下刻(13時ごろ)高知城の
  西､越前町の伊野邊方より出火,炎は数条に分かれて東の方､城の方に延びた/炎は西大門を過ぎてまず三の丸
  の建物を焼き､次に二の丸から本丸へと延焼､全郭が焼け落ちた/炎の勢いは城内にとどまらず永国寺に及び､
  城の西郭の北部からの炎は江ﾉ口は尾戸へと延び､さらに大川筋､愛宕町にいたり､京町から種崎町､農人町へ､
  山田町からさらに鉄砲町まで焼失させた/侍屋敷205軒､町方(町人の家)1163軒､郷分(郊外の農家など)397軒焼
  失
1727年3月24日-09:00|日本|高知県高知市|享保12年2月2日|<高知享保12年の大火>前日の火元の南隣から出火､
  郭中は帯屋町の北側と南側の東半分､鷹匠町の西の一部を残すだけですべて焼失､郊外の塩江村の農家290余戸
  も焼けた/侍屋敷187軒､町方1304軒､郷方325軒焼失
1727年3月26日-09:00|日本|  ||享保12年2月4日|<死去>本因坊道悦(92歳)囲碁棋士/三世本因坊
1727年3月31日-09:00|日本|  ||享保12年2月9日|<死去>向井元成(72歳)儒学者､俳人
1727年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦3月20日|ｲｷﾞﾘｽの物理学者､数学者ｱｲｻﾞｯｸ･ﾆｭｰﾄﾝ死去/84歳(誕生:164301
  04)
1727年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾄﾏｿ･ﾁｪｯｺﾘ｣
1727年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣
1727年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣(~17541003死去)
1727年4月17日 04:00|日本|鳥取県鳥取市|享保12年2月26日|<鳥取享保12年の大火｢帳屋火事｣>九つ半時(13時ご
  ろ)､新町の油屋三郎左衛門の借家に住む住吉屋源三郎という帳屋(文房具店)より出火､本町一丁目より四丁目
  まで､茶町二階町一丁目より四丁目まで､本魚町一丁目より三丁目まで､川端一丁目より四丁目までが類焼/ま
  た片原一丁目､二丁目､三丁目と次々と灰にし､豆腐町から鹿野町へ､下魚町から下横町へ､材木町まで焼けた/
  城内においては智頭海道惣門の番所が焼け､同海道広小路に建っていた火の見やぐらが焼け落ちた時は､鵜殿
  筑後守邸に炎が燃え移り柳蔵の辺りまでを焼土と化した/また鹿野海道惣門と番所が共に焼け､柳蔵の米倉庫
  もまた炎に包まれ､内丹後町と外丹後町の両惣門と番所が共に焼けた/炎は湯所下の町筋を焼け通り､晩の七つ
  半時(午後5時半ごろ)ようやく神戸主税屋敷内で止まった/侍屋敷74軒､町家は町筋25町､家持ち世帯数779軒､
  借家世帯数1072軒､御役者･諸職人の家19軒､土蔵13か所が焼失
1727年4月20日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏｢ﾖﾊﾝ･ｴﾙｳﾞｨﾝ･ﾌｫﾝ･ｷｰﾙ｣(~17300528)
1727年4月23日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑﾀﾜｷﾙ･ｱﾙｶｼﾞﾑ｣
1727年4月23日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ4世 al-Hadi al-Majid ibn Ali｣(~1728年)
1727年4月28日-09:00|日本|  ||享保12年3月8日|幕府が旗本に対して､金銀を持参して養子縁組することを禁止
1727年5月6日 00:30|日本|宮城県仙台市|享保12年3月16日|<仙台享保12年の大火>巳の上刻(午前9時半)ごろ､北
  二番丁から出火,城下の中心部を焼き尽くし､東の方面に燃え広がった/侍屋敷443軒､足軽屋敷493軒､町同心屋
  敷50軒,下級家臣や職人の屋敷など104軒､町屋敷(町家)204軒､寺社の門前町177軒､寺院54軒､合計1525軒焼失
1727年5月14日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Henrik von Suhm｣(~173
  30221)
1727年5月17日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦5月6日|<死去>ﾛｼｱ帝国皇帝｢ｴｶﾃﾘｰﾅ1世｣43歳(誕生16840415)
1727年5月17日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦5月6日|<即位>ﾛｼｱ帝国皇帝｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ2世｣(12)ｴｶﾃﾘｰﾅ1世の息子(~17300130没
  )
1727年5月29日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ﾌﾗﾝﾂ･ｱﾝﾄﾝ･ﾊﾟｳﾙ･ｸﾞﾗﾌ ｳｫﾘｽ｣(~17
  29年10月)
1727年5月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾑｰｱ｣
1727年5月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾑｰｱ｣(~17581028死去)
1727年5月29日-09:00|日本|島根県浜田市|享保12年4月9日|<死去>松平康宦(71歳)前石見浜田藩主
1727年5月31日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ東ｲﾝﾄﾞ会社が解散
1727年6月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾍﾟﾚｽﾄﾚﾛ｣(~1732年7月)
1727年6月7日-09:00|日本|大阪府茨木市|享保12年4月18日|<陣屋移転>和泉国大庭寺藩13500石｢渡辺基綱｣⇒和
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  泉国伯太藩13500石(⇒享保13(1728)年7月19日､死去)
1727年6月17日-09:00|日本|  ||享保12年4月28日|関東八ｶ国で猪鹿を､月日を限って鉄砲でうつことを許す
1727年6月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞｲﾂ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1727/6/11|<死去>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王国国王･ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公･ﾌﾞﾗｳﾝ
  ｼｭｳﾞｧｲｸ=ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ選帝侯･ﾊﾉｰﾌｧｰ選帝侯｢ｹﾞｵﾙｸ1世ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣大陸遠征中に/67歳(誕生16600407)
1727年6月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾛｽｼｰ公(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王位の法定推定相続人)･ｺｰﾝｳｫｰﾙ公･23代ｷｬﾘｯｸ伯｢ﾌﾚﾃ
  ﾞﾘｯｸ･ﾙｲｽ｣初代ｴﾃﾞｨﾝﾊﾞﾗ公･ｲｰﾘｰ候･初代ｴﾙﾀﾑ伯(~17510331死去)
1727年6月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞｲﾂ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1727/6/11|<即位>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王｢ｼﾞｮｰｼﾞ2世｣兼ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公
  ･ﾊﾉｰﾌｧｰ選帝侯｢ｹﾞｵﾙｸ2世｣ｼﾞｮｰｼﾞ1世の息子(~17601025死去)
1727年6月30日-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞﾅｼﾞﾑ｢ﾑﾙｼﾄﾞ･ｸﾘ･ｼﾞｬﾌｧﾙ･ｶｰﾝ｣
1727年6月30日-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞﾅｼﾞﾑ｢ｼｭｼﾞｬｳﾃﾞｨﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1739年没)
1727年6月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾑﾙｼﾄﾞ･ｸﾘｰ･ﾊｰﾝ｣
1727年7月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ｼｭｼﾞｬｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊｰﾝ｣(~17390826死去)
1727年7月15日-09:00|日本|長野県長野市|享保12年5月27日|<死去>信濃松代藩主｢真田幸道｣(71歳)⇒甥(長兄で
  旗本寄合の信就の七男)の信弘を養嗣子として迎え跡を継がせた
1727年7月21日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Pierre Benoit Dumas｣(~17350711)
1727年7月21日-09:00|日本|愛媛県大洲市|享保12年6月3日|<交替>伊予新谷藩1万石｢加藤泰貫｣隠居⇒12月18日､
  従弟｢加藤泰広｣が継ぐ(⇒宝暦6(1756)年8月26日､隠居)
1727年7月21日-09:00|日本|福島県白河市|享保12年6月3日|<廃藩>陸奥白河新田藩1万石｢松平明矩｣伯父にあた
  る白河藩主｢松平基知｣の養子となる/宗家白河藩に吸収
1727年7月28日-09:00|日本|  ||享保12年6月10日|<死去>本因坊道知(38歳)囲碁棋士/五世本因坊
1727年7月31日-09:00|日本|  ||享保12年6月13日|<死去>都治月丹(辻月丹)(80歳)剣術家/無外流の流祖
1727年8月3日-09:00|日本|岩手県一関市|享保12年6月16日|<死去>陸奥一関藩3万石｢田村誠顕｣(58歳)⇒婿養子｢
  田村村顕｣が継ぐ(⇒宝暦5(1755)年8月3日､死去)
1727年8月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾛｲ伯｢ｳﾞｨｸﾄﾙ･ﾓｰﾘｽ｣
1727年8月11日-09:00|日本|愛媛県大洲市|享保12年6月24日|<死去>伊予大洲藩5万石｢加藤泰統｣(39歳)⇒長男｢
  加藤泰温｣が継ぐ(⇒延享2(1745)年6月12日､30歳で死去)
1727年8月17日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李光佐｣(~17290614)
1727年8月23日-04:00|ﾛｼｱ/中国|  ||清･雍正5年7月7日|清とﾛｼｱがｷｬﾌﾀ条約を締結し､外ﾓﾝｺﾞﾘｱの国境を画定
1727年8月26日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ｳﾊﾟﾘｵ｣(~1728年)
1727年9月17日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｱﾝｿﾆｰ･ﾄﾞ･ﾚｲﾝｴｳ
  ﾞｧﾙ｣(5回目~17281109)
1727年9月18日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ｳｨﾙﾑｾﾝ｣(~17281224没)
1727年9月22日-09:00|日本|静岡県富士宮市|享保12年8月8日|日詳､日寛発願の大石寺常唱堂を完成
1727年9月27日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Filipe de Alarcao Mascarenhas｣(~17340421)
1727年9月30日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｱﾌﾞﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~10月)
1727年10月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｴﾌﾞﾍﾞｷﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1729年)
1727年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｪﾝﾃｨﾙ･ﾏﾘｱ･ﾏｯｼﾞｮ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1727年10月15日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保12年9月|幕府目安箱を大坂町奉行所外に置く
1727年10月15日-09:00|日本/ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|長崎県長崎市|享保12年9月|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱの使節が長崎へ来航し､幕府から信牌
  を与えられる
1727年10月22日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Serafim Teixeira Sarmento de S
  a｣(~17310104)
1727年11月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<国名変更>ｱﾝﾊﾞｰ国(新首都ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙ設立)⇒ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙ国
1727年11月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｱﾌﾞﾄﾞｯﾗｰ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1730年11月)
1727年11月8日-09:00|日本|新潟県上越市|享保12年9月25日|<死去>越後高田藩113000石｢松平定儀｣(48歳)⇒11
  月18日､養子｢松平定賢｣が継ぐ(⇒寛保元(1741)年11月1日､陸奥白河藩11万石に移封)
1727年11月18日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ､ﾀﾌﾞﾘｰｽﾞで地震(M7.2)死者7万7千人
1727年11月18日-09:00|日本|  ||享保12年10月6日|<死去>光子内親王(94歳)後水尾天皇の皇女
1727年11月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｵｰﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾗｯｾﾙ｣断絶
1727年12月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第26代ﾊﾝ｢ｼｰﾙ･ｶﾞｰｽﾞｨｰ｣
1727年12月 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾘﾐﾝｶﾞﾑ2世｣(~17280902
  )
1727年12月1日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ･ﾄﾞﾐﾆｶ司令官｢ｸﾛｰﾄﾞ･ﾙ･ｸﾞﾗﾝﾄﾞ(｣(~1742年)
1727年12月13日-09:00|日本|東京都中央区|享保12年11月|舞台二人せり出し開始､二代目市川團十郎､大谷廣次
  中村座
1727年12月18日-09:00|日本|東京都|享保12年11月6日|幕府が辻番所の町人請負制を廃し,組合辻番所を復活
1727年12月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾊﾝﾌﾟｼｬｰ州植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾞｰﾈｯﾄ｣(~17290907)
1727年12月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾌﾟﾘﾏｽ伯｢ｱｻﾞｰ･ｳｨﾝｻﾞｰ｣
1727年12月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾌﾟﾘﾏｽ伯｢ｱｻﾞｰ･ｳｨﾝｻﾞｰ｣(~17321123死去)
1728年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ﾄｩｱ(ｱﾛ)王｢Pili｣⇒｢Mala'evaoa｣(1期目~1748年)
1728年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｼﾞﾝ･ﾑｶﾞﾔｯﾄ･ﾘｱﾔｯﾄ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ｣
1728年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢Nicholas Morse｣(~1730年)



1740迄(2954件)

1728年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Jacob Christiaen Pielat｣(~1731年)
1728年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃｨﾄﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢Amir Muiduddin Malikulmanan｣(~1757年)
1728年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾞﾘ･ｽﾙﾀﾝ｢Tuanku Panglima Pasutan｣(~1761年)
1728年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ(上ﾍﾟﾗ統治)｢ﾑｻﾞﾌｧﾙ･ｼｬｰ3世ﾖﾊﾝ･ﾍﾞﾙﾀﾞｳﾗｯﾄ･ﾍﾟﾙ･ｱﾗﾑ･ｼﾞｬﾗﾙｯﾗｰ･ｲﾌﾞﾆ･
  ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ｣(1回目~1742年)
1728年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾏｽﾀﾝｸﾞ王｢ﾌﾞｸﾗ=ｼｽ=ﾗﾑ=ｷﾞｬﾙ｣
1728年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<就任>ﾏｽﾀﾝｸﾞ摂政｢ﾉﾙｼﾞﾝ･ﾌﾞﾃﾞﾚｸﾞ･ﾄﾞﾊﾞﾝﾓ｣(~1734年)
1728年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏｽﾀﾝｸﾞ王｢ｿﾄﾞﾅﾑ･ﾌﾞｽﾀﾝｼﾞﾝ･ﾊﾞﾝｷﾞｬﾙ｣(~1750年没)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国国王｢ｻﾗﾎﾞｰｼﾞｰ｣
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾗｶﾙ王国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ･ﾋﾞﾋﾞ･ﾊﾗﾋﾞﾁ･ｶﾀﾞﾌﾞﾍﾞ｣(~1732年)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｧﾝｶﾅｰﾙ国統治者(ﾗｰｼﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｹｻﾙｼﾝｼﾞ1世ﾁｬﾝﾄﾞﾗｼﾝｼﾞ｣(~1749年没)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｼｭﾄﾜｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾑﾙｰｸ･ｼﾝ｣(~1771年没)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾅﾇｰﾙ国統治者(ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ)｢ﾗﾆ･ﾊﾗﾋﾞﾁ･ｶﾀﾞｳﾞﾍﾞ･ｱﾃﾞｨ･ﾋﾞﾋﾞｱﾘ･ﾗｼﾞｬ･ﾋﾞﾋﾞ｣(~1732
  年)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽﾙｸﾞｼﾞｬ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｽﾜｯﾄ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1749年)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｾﾗｲｹﾗ国統治者(ｸﾝﾜｰﾙ)｢ｻﾄﾙｶﾞﾝ･ｼﾝ｣(~1743年)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾀﾞｼﾞ･ﾗｵ1世ﾌﾟｱｰﾙ｣建国(~1731年)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾝｶﾞﾙﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ｼﾌﾞ･ｼﾝ｣(~1783年没)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾔ国統治者(ﾗﾅ)｢ｳﾞｨｸﾏﾃｨ3世ﾋﾓｼﾞ｣(~1757年没)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾜｽ国ﾗｼﾞｬ｢ﾄｩｶｼﾞ･ﾗｵ1世ﾌﾟｱｰﾙ｣建国(~17541116没)､｢ｼﾞｳﾞｧｰｼﾞ･ﾗｵ･ﾌﾟｱｰﾙ･ﾀﾞﾀﾞ･
  ｻｰﾋﾌﾞ｣(~17740815没)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾝｶﾅﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾞﾗｼﾞｬ･ﾍﾞﾊﾘ｣(~1741年)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｶﾞｯﾄ･ﾏﾆｰｷｬ｣(~同年)⇒｢ﾀﾞﾙﾏ･ﾏﾆｷﾔ2世｣(2回目~1729年)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｶﾞﾅﾊﾟｯﾚ国統治者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾌｧｼﾞﾙ･ｱﾘ･ｶｰﾝ1世｣(~1737年没)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾙ国統治者(ﾗｵ)｢ｶｻﾝｼﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢ﾏｶﾝｼﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢ﾊﾃｨｼﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢
  ﾏﾀﾞﾌｼﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｱｼﾞｬﾌﾞｼﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢ﾌﾞﾊﾟﾂｨﾝｼﾞ1世｣(~不明)⇒｢ﾊﾞｳﾞｧﾝｼﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｽﾗｼﾞｼﾝｼﾞ｣(~不
  明)⇒｢ｳﾞｧｼﾞｪｼﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢ﾗﾀﾝｼﾝｼﾞ｣(~1808年没)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾕﾙﾊﾞﾆ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｸﾞﾅｰﾄ･ﾊﾞﾆ･ﾃﾞｵ｣(~1750年)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国国王｢ﾄｩｯｺｰｼﾞｰ｣(~1736年死去)
1728年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾞﾊﾟｰﾙ太守｢Nawab Sultan Muhammad｣(~1742年)
1728年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第27代ﾊﾝ｢ｻﾘｸ･ｱｲｷﾞﾙ(ﾏﾏｲ)｣(~数日で死去)⇒第28代ﾊﾝ
  ｢ﾊﾞﾄｩﾙ｣(~6週間)⇒第29代ﾊﾝ｢ｲﾙﾊﾞﾙｽ2世｣(~1740.11死去)
1728年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ﾐﾝｸﾞﾚﾘｱ公ｵﾃｨｱ｢｣(~1757年没)
1728年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝ(ｼｬﾏｶ)のﾊｰﾝ｢ｽﾙｶｲ･ﾊｰﾝ･ﾁｭﾗｸ｣(~1734年)
1728年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｼﾞｬﾙﾊﾞﾗｶﾝはｵｽﾏﾝ帝国に貢納(~1734年)
1728年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞｳｪﾘ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｶｶｲﾚ1世｣建国(~1735年)
1728年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｲｽﾏｲﾙ･ｱﾌﾞ･ﾊﾗﾅ｣(~1741年頃)
1728年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾙﾌｾｲﾝ2世｣ｱﾙﾑﾀﾜｷﾙ･ｱﾙｶｼﾞﾑの息子(~17480306死去)
1728年-03:00|ｹﾆｱ|  |||ｽﾜﾋﾘ語最古の韻文詩｢ｳﾃﾝﾃﾞｨ･ﾜ･ﾀﾑﾌﾟｶ｣が刊
1728年-03:00|ｹﾆｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがﾓﾝﾊﾞｻの奪回に失敗し､ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ以南に撤退
1728年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Genc Ali Pasha｣(~1730年)
1728年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢Friedrich Wilhelm von Grumbkow｣(~1739年)
1728年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1730年)
1728年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣ｶｰﾙ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄの弟(~17560530死去)
1728年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ｶｰﾙ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄ｣弟のｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世に譲位
1728年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱがﾍﾞﾙｶﾞﾓ併合
1728年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Josue Le Marchant｣(~17510913死去)
1728年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｸﾅ連合ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ﾋﾊﾞ｣(~1762年)
1728年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾌﾛ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人のﾛﾍﾟｽがﾍﾞﾝｽ島の城砦を襲撃して破壊｡これに伴い､
  王立ｱﾌﾘｶ会社はｼｴﾗﾚｵﾈを撤退
1728年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの天文学者ﾌﾞﾗｯﾄﾞﾘｰがﾘｭｳ座のγ星で光行差を発見
1728年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢商工会議所上院｣(~12.23)
1728年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢Paul George｣
1728年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Jacques Charles de Bochard｣(~1745年)
1728年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Jean Francois Louis de Brach｣(~1742.3死去)
1728年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾊﾊﾞﾅ大学創立
1728年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾖｰｸおよびﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ｣(~1731年)
1728年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾕﾀﾞﾔ人がﾆｭｰﾖｰｸで初のｼﾅｺﾞｰｸﾞを作成
1728年1月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸ侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱﾝﾄﾝ･ｳﾙﾘﾋ｣
1728年1月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸ侯｢ｶｰﾙ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~17630829死去)
1728年1月14日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|享保12年12月4日|<死去>肥前鹿島藩25000石｢鍋島直堅｣(33歳)⇒長男
  ｢鍋島直郷｣が継ぐ(⇒宝暦13(1763)年4月7日､隠居)
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1728年1月19日-09:00|日本|山梨県甲府市|享保12年12月9日|甲府城が全焼し､城下の大半を焼失
1728年1月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾙｶ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ｣(~17300122)
1728年1月29日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ ﾊﾝﾀｰ｣(~17340331没)
1728年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏﾗｰﾀｰ王国はﾆｻﾞｰﾑ王国の軍にﾌﾟﾈｰ及びその周辺の地域を占領され､ﾏﾗｰﾀ王ｼｬｰﾌｰはﾌ
  ﾟﾗﾝﾀﾞﾙ城へ避難/遠征から戻ってきた宰相ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵがﾆｻﾞｰﾑ王国軍を破った(ﾊﾟｰﾙｹｰﾄﾞの戦い)
1728年2月3日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Robert Giraud du Poyet｣(~17340727)
1728年2月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1728/1/29|｢三文ｵﾍﾟﾗ｣のもととなるｼﾞｮﾝ･ｹﾞｲの｢乞食ｵﾍﾟﾗ｣がﾛﾝﾄﾞﾝのﾘﾝ
  ｶﾝｽﾞ･ｲﾝ･ｲｰﾙｽﾞ劇場で上演される
1728年2月10日-09:00|日本|  ||享保13年|この年､荷田春満が｢創学校啓｣を著す
1728年2月10日-08:00|中国|  ||清･雍正6年|<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢ﾎﾟﾙﾊﾅ｣(~1747年)
1728年2月15日-09:00|日本|  ||享保13年1月6日|<死去>狩野周信(69歳)狩野派の絵師
1728年2月28日-09:00|日本|東京都|享保13年1月19日|<死去>荻生徂徠(63歳､寛文6(1666)0216生)漢学者･儒学者
  /｢梅が香や隣は萩生葱右衛門｣と俳人宝井其角が詠んだその隣人
1728年3月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾊﾟｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｿﾙﾀﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1742年)､摂政｢ｻﾙﾀﾞｰﾙ･ｱｷﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄ
  ﾞ･ｶｰﾝ｣(~8.30)
1728年3月-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<死去>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾅｰｽｨﾙ｣
1728年3月3日-09:00|日本|徳島県徳島市|享保13年1月23日|<交替>阿波徳島藩25万7千石｢蜂須賀綱矩｣隠居⇒四
  男｢蜂須賀宗員｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年6月7日､死去)
1728年3月11日-09:00|日本|京都府京都市|享保13年2月|<初演>｢傾城満蔵鑑｣初代瀬川菊之丞,京都萬太夫､市山
  助五郎座
1728年3月13日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾏﾘｸ｣(~7.18廃位)
1728年3月13日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<廃位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞｰﾙｱｯﾊﾞｽ･ｱﾌﾏﾄﾞ2世ｱﾀﾞﾊﾋﾞ｣
1728年3月24日-09:00|日本|千葉県香取郡多古町|享保13年2月14日|<死去>下総多古藩12000石｢松平勝以｣(68歳)
  ⇒次男｢松平勝房｣が継ぐ(⇒享保21(1736)年4月6日､隠居)
1728年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾋﾞｱｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1728年4月9日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･雍正6年3月|朝鮮で李麟佐の乱が起こる(戊申の乱)
1728年4月9日-09:00|日本|広島県広島市西区|享保13年3月|安芸国広島藩主｢浅野吉長｣の命により,新川場町正
  清院を再建
1728年4月11日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ｻｲﾌ･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾙﾀｰﾝ2世｣(第4治世~1742年)
1728年4月23日-09:00|日本|千葉県東金市|享保13年3月15日|日因上総広瀬に本城寺を創す
1728年5月5日-09:00|日本|新潟県長岡市|享保13年3月27日|<越後長岡享保13年の大火｢三蔵火事｣>夕刻､柳原町
  の町人三蔵が喧嘩相手の門左衛門の屋敷に放火,炎は激しい西風にあおられて燃え広がり､翌朝ようやく鎮火/
  焼失したのは長岡城の郭内すべて､町屋1251軒､侍屋敷287軒､足軽屋敷13軒､寺8か所､神社1か所
1728年5月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾗｲｱﾝ｣
1728年5月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾗｲｱﾝ｣先代の弟(~17350104死去)
1728年5月13日-09:00|日本|  ||享保13年4月5日|<死去>3代大橋宗与(81歳)将棋棋士/六世名人
1728年5月15日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ﾋｭｰ･ﾎﾞｰﾙﾀｰ/ｳｨﾝﾀﾞﾑ男爵ﾄｰﾏ
  ｽ･ｳｨﾝﾀﾞﾑ/ｳｨﾘｱﾑ･ｺﾉﾘｰ｣(2度目~17290913)
1728年5月21日-09:00|日本|三重県津市|享保13年4月13日|<死去>伊勢津藩32万3千石｢藤堂高敏｣天然痘のため(3
  6歳)⇒6月11日､養子｢藤堂高治｣が継ぐ(⇒享保20年8月2日(17350918)､26歳で死去)
1728年6月8日-08:00|中国|  ||清･雍正6年5月|ﾁﾍﾞｯﾄでﾎﾞﾗﾈｰが清軍と協力してﾗｻを制圧
1728年6月8日-09:00|日本|長野県上田市|享保13年5月1日|<死去>信濃国上田藩58000石(老中)｢松平(藤井)忠周｣
  (68歳)⇒三男｢松平忠愛｣が継ぐ(弟｢忠容｣に川中島5000石を分知し53000石⇒寛延2(1749)年8月2日､隠居)
1728年6月12日-09:00|日本|福島県二本松市|享保13年5月5日|<死去>陸奥二本松藩100700石｢丹羽秀延｣(39歳)⇒
  6月25日､養子｢丹羽高寛｣が継ぐ(⇒延享2(1745)年5月9日､隠居)
1728年6月14日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｼｭｰ･
  ｼﾞｭﾆｱ｣(2回目~8.19)
1728年6月14日-09:00|日本|東京都千代田区|享保13年5月7日|<就任>老中｢大久保常春｣(~9月10日)
1728年6月14日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|享保13年5月7日|<加増>下野烏山藩2万石｢大久保常春｣+1万石⇒3
  万石(⇒同年9月9日､死去)
1728年6月19日-09:00|日本|徳島県阿南市|享保13年5月12日|<死去>平島公方｢平島義辰｣⇒嫡男｢平島義武｣が継
  ぐ(~宝暦11年12月11日(17620105)､死去)
1728年6月29日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Lope Carrillo de Andrade Sotomayor y
   Pimentel｣(~17300831死去)
1728年7月2日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｷﾞﾙﾃﾞﾝｸﾛｰﾈ｣(~17301211)
1728年7月6日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|享保13年5月29日|幕府が､大坂道頓堀の鋳銭座を設けて寛永通
  宝を売出
1728年7月6日-09:00|日本|滋賀県大津市|享保13年5月29日|<死去>堀田正高(62歳)前近江堅田藩主
1728年7月8日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Everardt Raecx｣(~17330210､死去)
1728年7月17日-09:00|日本|三重県津市|享保13年6月11日|<交替>伊勢久居藩53000石｢藤堂高治｣本家伊勢津藩の
  家督を継ぐ⇒19日､甥｢藤堂高豊｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年9月21日､本家伊勢津藩の家督を継ぐ)
1728年7月18日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞｰﾙ･ｱｯﾊﾞｰｽ･ｱﾌﾏﾄﾞ2世ｱﾀﾞﾊﾋﾞ｣(2回目~17290305死去)
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1728年7月18日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<廃位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾏﾘｸ｣
1728年7月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾞｰﾈｯﾄ｣(~17290907)
1728年7月28日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ辺境伯｢ｶｰﾙ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾌﾟﾌｧﾙﾂｸﾞﾗﾌ｣(⇒1742年､
  兼ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯⇒1777年､兼ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯~17950130)､摂政｢ﾏﾘｱ･ｴﾝﾘｴｯﾀ･ﾃﾞﾙ･ｶﾚｯﾄ･ﾃﾞｨ･ｻｳﾞｫｰﾅ･ｴ･ｸﾞﾗﾅ｣(~1742
  年)
1728年8月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ｴｽﾄﾗｰﾀﾞ公ﾄﾏｽ･ﾏﾙｺｽ｣(2回目~1730年)
1728年8月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾖｰｸ=ｵｰﾙﾊﾞﾆ公･初代ｱﾙｽﾀｰ伯｢ｱｰﾈｽﾄ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ王子｣
1728年8月17日-09:00|日本|長野県飯田市|享保13年7月12日|<死去>信濃飯田藩2万石｢堀親庸｣(22歳)⇒弟｢堀親
  蔵｣が継ぐ(⇒延享3年2月13日(17460403)､死去)
1728年8月19日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ﾛﾝﾄﾞﾝﾃﾞﾘｰ伯爵ﾄﾏ
  ｽ･ﾋﾟｯﾄ｣(~17290912)
1728年8月24日-09:00|日本|大阪府和泉市|享保13年7月19日|<死去>和泉国伯太藩13500石｢渡辺基綱｣(64歳)⇒長
  男｢渡辺登綱｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年9月10日､隠居)
1728年8月26日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦8月15日|ﾃﾞﾝﾏｰｸ生まれのﾛｼｱの探検家ｳﾞｧｲﾀｽ･ﾍﾞｰﾘﾝｸﾞ(47)が､ｱｼﾞｱ大陸とｱﾒ
  ﾘｶ大陸が陸続きでないことを発見
1728年8月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ｴﾙﾝｽﾄ｣
1728年8月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾊﾟｰﾙ国摂政｢ﾔｰﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1742年)
1728年9月2日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾋﾟｯﾄ大佐｣(~1737年)
1728年9月2日-09:00|日本|群馬県館林市|享保13年7月28日|<死去>上野国館林藩54000石｢松平武雅｣(27歳)⇒9月
  ､養子｢松平武元｣が継ぐ(⇒同月22日､陸奥棚倉藩54000石に移封)
1728年9月6日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾒｰｹﾞﾝ伯｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ･ﾀﾞﾐｱﾝ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ｼｬﾙ･ﾂｰ･ﾍﾞﾙ｣ﾒｰｹﾞﾝを購入(~1741020
  4没)
1728年9月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾘﾝﾄﾝ｣
1728年9月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾘﾝﾄﾝ｣(~17300430死去)
1728年9月14日-09:00|日本|長崎県五島市|享保13年8月11日|<交替>肥前福江藩12530石｢五島盛佳｣隠居⇒長男｢
  五島盛道｣が継ぐ(⇒明和6(1769)年12月20日､隠居)
1728年9月28日-09:00|日本|長崎県平戸市|享保13年8月25日|<死去>肥前平戸藩61700石｢松浦有信｣(19歳)⇒11月
  7日､弟｢松浦誠信｣が継ぐ(⇒安永4(1775)年2月16日､隠居)
1728年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ｴﾈｱ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ｶﾋﾟｯｷｵｰﾆ｣
1728年10月5日 05:00|日本|東京都|享保13年9月2日|<享保13年江戸大洪水>羊の刻(14時ごろ)大風雨､小日向､小
  石川､下谷､浅草辺り水身の丈を越す/武士屋敷､町屋流失し崩潰/翌3日明け方には水が引いた/江戸川､神田川
  の諸橋多く流失し､隅田川では両国橋､新大橋大部分崩潰して流失/死亡者7980人,行方不明者含め1万人以上の
  犠牲者
1728年10月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｾｼﾙ｣先代の息子(~17800919死去)
1728年10月11日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|享保13年9月9日|<死去>下野烏山藩3万石(老中)｢大久保常春｣(5
  4歳)⇒長男｢大久保忠胤｣が継ぐ(⇒宝暦9(1759)年､隠居)
1728年10月13日-09:00|日本|  ||享保13年9月11日|<死去>金子吉左衛門(不明)歌舞伎役者･作者
1728年10月20日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ大火｡市街地の25%を焼失､3650家族が家を失った
1728年10月23日-09:00|日本|愛媛県大洲市|享保13年9月21日|<死去>加藤泰貫(53歳)前伊予新谷藩主
1728年10月24日-09:00|日本|群馬県館林市|享保13年9月22日|<移封>陸奥棚倉藩5万石｢太田資晴｣⇒上野館林藩5
  万石に移封(⇒享保19(1734)年9月25日､大坂城代に任じられ摂津国周辺5万石)
1728年10月24日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|享保13年9月22日|<移封>上野国館林藩54000石｢松平武元｣
  ⇒陸奥棚倉藩54000石(延享3(1746)年5月15日､上野国館林藩54000石へ再移封)
1728年10月26日-09:00|日本|東京都|享保13年9月24日|幕府が牛車･地車･荷つき馬の市中往来の慎重を命し,過
  失致死者を死罪とする
1728年10月26日-09:00|日本|長崎県平戸市|享保13年9月24日|<死去>平戸新田藩1万石｢松浦鄰｣(24歳)⇒11月23
  日､養子｢松浦到｣が継ぐ(⇒明和3(1766)年5月21日､隠居)
1728年10月28日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾊﾟｳﾞｫ･ﾊﾟｳﾞｨｯﾁ｣
1728年11月7日-09:00|日本|福島県相馬市|享保13年10月6日|<死去>相馬昌胤(68歳)前陸奥相馬中村藩主
1728年11月8日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保13年10月7日|<就任>大坂城代｢堀田正虎｣(~享保14(1729)年1月22
  日)
1728年11月8日-09:00|日本|東京都千代田区|享保13年10月7日|<就任>老中｢酒井忠音｣(~享保20年5月18日)
1728年11月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Leopold｣
1728年11月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Augustus Louis｣(~17550806死去)
1728年11月21日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾛｼｱ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾏﾄｳﾞｪｴｳﾞｨﾁ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｱﾌﾟﾗｸｼﾝ｣
1728年11月21日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｴｽﾄﾆｱ総督代行｢ﾌﾘﾄﾞﾘﾌ･ﾚｰｳﾞｪﾝ男爵ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾚｰｳﾞｪﾝ･ｽ
  ﾞ･ｾｳﾞｧｰ｣(⇒1730年9月総督~17360325)
1728年11月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｺﾞｰﾄﾞﾝ公･5代ﾊﾝﾄﾘｰ侯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1728年11月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｺﾞｰﾄﾞﾝ公･6代ﾊﾝﾄﾘｰ侯｢ｺｽﾞﾓ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~17520805死去)
1728年12月1日-09:00|日本|J.ﾌﾛﾝﾄﾘﾃｲﾘﾝｸﾞ|享保13年11月|京都伏見の呉服店｢大文字屋｣が名古屋本町4丁目に名
  古屋店｢大丸屋｣開店
1728年12月13日 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢Adam Pancier｣(~同年)⇒｢John Os



1740迄(2954件)

  borne｣(~1729年)
1728年12月15日-09:00|日本|島根県安来市|享保13年11月15日|<死去>出雲広瀬藩3万石｢松平近朝｣(48歳)⇒弟｢
  松平近明｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年8月9日､隠居)
1728年12月16日-09:00|日本|香川県丸亀市|享保13年11月16日|丸亀城下渡し場より出火,34軒焼失
1728年12月23日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝのﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世がｶｰﾙ6世と条約を結ぶ/ｵｰｽﾄﾘｱの国事
  詔書を承認
1728年12月23日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｵﾘﾍﾞｲﾗ･ｸﾞﾗﾝｽ｣(~17330330)
1728年12月23日-09:00|日本|茨城県つくば市|享保13年11月23日|<交替>常陸谷田部藩16300石｢細川興栄｣隠居⇒
  孫｢細川興虎｣が継ぐ(⇒元文2年12月21日(17380209)､死去)
1728年12月23日-09:00|日本|京都府福知山市|享保13年11月23日|<交替>丹波福知山藩32000石｢朽木稙治｣隠居⇒
  甥｢朽木玄綱｣が継ぐ(⇒明和7(1770)年8月30日､死去)
1728年12月24日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ｱﾝﾀﾞｰｽ･ﾍﾟﾀﾞｰｾﾝ･ｳｪｰﾛｰ｣(~17350812
  )
1728年12月28日-09:00|日本|  ||享保13年11月28日|<死去>一平安代(49歳)刀工
1728年12月29日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾃﾞｨｵﾆｼｵ･ﾃﾞ･ｱﾙｾﾄﾞ･ｲ･ｴ
  ﾚｰﾗ｣(~1736年12月)
1729年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾒﾛ｣(~1731年)
1729年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ﾗｼﾞｬ･ﾕﾇｽ｣(~1749年)
1729年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾐﾌｧﾑ･ﾜﾝﾎﾟ｣(~1736年)
1729年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｽﾘ･ｼﾞｬﾔｳﾞｨｼｭﾇﾏﾗ｣(~1745年没)
1729年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｶﾝｶｰ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬﾃﾞｨﾗｰｼﾞ)｢ｸﾞｰﾙ･ｻｲ･ﾃﾞｵ｣
1729年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾄﾞﾘｱﾝ･ﾌｧﾝ･ﾌﾟﾗ｣(~1733年)
1729年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝｶｰ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬﾃﾞｨﾗｰｼﾞ)｢ﾊｰﾊﾟﾙ･ﾃﾞｵ｣(~1775年没)
1729年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾗﾊﾞ国統治者(ｻﾙｹﾙ)｢ｻｺｰｼﾞ･ｱﾝｸﾞﾘｱ｣(~1733年没)
1729年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾙﾁｬｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾟﾀﾝﾊﾞﾙ･ﾋﾞﾗﾊﾞｰﾙ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1740年没)
1729年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｭｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾄｩｺｼﾞ｣(~1736年没)
1729年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾑｶﾝﾀﾞ･ﾏｰﾆｰｷﾔ3世｣(~1739年没)
1729年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞｩﾗﾝｶﾞﾄﾞﾗ国統治者(ﾗｰｼﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾗｲｼﾑｼﾞ2世ﾌﾟﾗﾀﾌﾟｼﾑｼﾞ｣(~1744年没)
1729年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｱﾐｰﾙ･ｶｰﾝ｣(~1736年)
1729年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<制定>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王領ｲﾝﾄﾞ植民地(~1732年)
1729年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾗｳﾞｧﾝｺｰﾙ王｢ﾏｰﾙﾀｰﾝﾀﾞ･ｳﾞｧﾙﾏ｣ｹｰﾗﾗ地方南部に割拠した付近の領主を統一建国(
  ~17580707死去)
1729年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗﾀﾞｯｸ国王(ﾁｮｽ･ｷﾞｬﾙ･ﾁｪﾝ･ﾎﾟ)｢ﾃﾞｷﾞｮﾝ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(~17390320没)
1729年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<死去>中ｼﾞｭｽﾞ･ﾊｰﾝ｢ﾎﾞﾗｯﾄ･ｶｰﾝ｣
1729年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<就任>中ｼﾞｭｽﾞ･ﾊｰﾝ｢ｻﾒｹ･ｶｰﾝ｣(~1737年没)
1729年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾎｰﾀｷｰ朝首長｢ﾌｻｲﾝ･ﾎｰﾀｷｰ｣(~1738年死去)
1729年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾗｼﾞｬﾌﾞ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~1732年)､｢ﾅﾃﾞｨﾙ･ｶｰﾝ･ｱﾌｼｬﾙ｣(~17360308)
1729年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ﾀﾌﾏｰｽﾌﾞ2世｣(~1732年退位~17400211死去)
1729年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｱﾌﾞﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(3回目~同年)
1729年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公国政府議長｢ｶｼﾐｰﾙ･ｸﾘｽﾄﾌ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾗｯｹﾙ｣(~17310118)
1729年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾌﾗﾝﾂ･ｹﾞｵﾙｸ｣(~17560118死去)
1729年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国ﾍﾙﾀﾞｰﾗﾝﾄ州総督｢ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ4世｣ﾌﾘｰｽﾗﾝﾄ州総督.ｵﾗﾆｴ公ﾖﾊ
  ﾝ･ｳｨﾚﾑ･ﾌﾘｰｿﾞの子(~1747年~17511022死去)
1729年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｶﾊﾞｸﾗｸ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1730年)
1729年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｪｼﾝ公｢神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾌﾗﾝﾂ1世｣(~17650818)
1729年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｺﾙｼｶ島でｼﾞｪﾉｳﾞｧの支配に対する反乱が勃発
1729年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸの東ｲﾝﾄﾞ会社が破産
1729年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｵﾙﾀﾞﾆｰ島知事｢Anne Andros Le Mesurier｣
1729年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｵﾙﾀﾞﾆｰ島知事｢Henry Le Mesurier｣(~17440602)
1729年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの物理学者ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｸﾞﾚｲが電気の伝導性を発見
1729年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾐﾅｽ州ｾｰﾗ･ﾌｫﾘｵでﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞも発見
1729年 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ知事｢Pierre Le Begue｣
1729年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢ﾄｰﾏｽ･Diggs｣(~1734年)
1729年 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ知事｢Robert Philippe de Longvilliers de Poincy｣(2期
  目~1748年)
1729年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州市長兼副司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ･ﾏ
  ﾝﾘｹ｣(~1734年)
1729年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>25代ﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣ﾛｽｼｰ公(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王位の法定推定相続人)･ｺｰﾝｳｫｰ
  ﾙ公･初代ｴﾃﾞｨﾝﾊﾞﾗ公･ｲｰﾘｰ候･23代ｷｬﾘｯｸ伯･初代ｴﾙﾀﾑ伯(~17510331死去)
1729年1月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで大運河の浚渫
1729年1月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ候｢John William｣
1729年1月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ候｢William Henry｣(~17410726死去)
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1729年1月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾉｰｾｽｸ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｶｰﾈｷﾞｰ｣
1729年1月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾉｰｾｽｸ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｶｰﾈｷﾞｰ｣(~17410624死去)
1729年1月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｰﾏ･ｳﾞｧﾙﾏ2世｣(~8.30没)
1729年1月29日-09:00|日本|  ||享保14年|<刊行>太宰春台｢経済録｣
1729年1月29日-09:00|日本|  ||享保14年|儒教による女子修身書｢女大学]刊行
1729年1月29日-08:00|中国|  ||清･雍正7年|清･雍正帝がｱﾍﾝ禁止令を発布､ｱﾍﾝ窟を開いた者は死刑､売買で辺境
  送り
1729年1月29日-09:00|日本|東京都中央区|享保14年1月|<初演>｢扇恵方曾我｣<矢の根>,二代目市川團十郎､(市川
  團十郎十八番),中村座(~4)月
1729年2月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ=ｻﾞｰﾙﾌｪﾙﾄ公｢ﾖﾊﾝ･ｴﾙﾝｽﾄ4世｣
1729年2月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ=ｻﾞｰﾙﾌｪﾙﾄ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ｴﾙﾝｽﾄ2世｣先代の息子(~17450904死
  去)､｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾖｼｱｽ｣弟(~17640916死去)共同統治
1729年2月19日-09:00|日本|山形県山形市|享保14年1月22日|<死去>出羽山形藩10万石｢堀田正虎｣(68歳)⇒養子｢
  堀田正春｣が継ぐ(甥｢正亮｣に3000石分与⇒享保16(1731)年2月9日､死去)
1729年2月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣
1729年2月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~17430328死去)
1729年3月1日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保14年2月2日|<就任>大坂城代｢松平信祝｣(~享保15(1730)年7月11日
  )
1729年3月5日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞｰﾙ･ｱｯﾊﾞｰｽ･ｱﾌﾏﾄﾞ2世ｱﾀﾞﾊﾋﾞ｣52歳
1729年3月5日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ｣(1回目~17340928廃位)
1729年3月7日-09:00|日本|  ||享保14年2月8日|<刊行>儒学者･太宰春台｢経済録｣全10巻
1729年3月13日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌﾞﾉﾜ･ﾃﾞｭﾏ(商務長官)｣(~8.20)
1729年3月14日-09:00|日本|愛知県豊橋市|享保14年2月15日|<移封>遠江浜松藩7万石｢松平資訓｣⇒三河吉田藩7
  万石(⇒宝暦2(1752)年3月26日､死去)
1729年3月14日-09:00|日本|静岡県浜松市|享保14年2月15日|<移封>三河吉田藩7万石｢松平信祝｣⇒遠江浜松藩7
  万石(⇒延享元年4月18日(17440529)死去)
1729年3月25日-09:00|日本|  ||享保14年2月26日|幕府が､関八州で猪･鹿に対する農民の鉄砲使用の制限を緩和
1729年3月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾁｪｼﾝ公･ﾛﾚｰﾇ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ｣
1729年3月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｪｼﾝ公｢皇帝ﾌﾗﾝﾂ1世｣(~17650818死去)
1729年3月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾌﾗﾝｿﾜ3世ｴﾃｨｴﾝﾇ(ﾌﾗﾝﾂ3世ｼｭﾃﾌｧﾝ)｣(~17370709)
  兼ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ｣ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞの四男(~17650818死去).神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾌﾗﾝﾂ1世
1729年3月27日-09:00|日本|  ||享保14年2月28日|<死去>初代中村伝次郎(57歳)歌舞伎振付師
1729年3月29日-09:00|日本|東京都千代田区|享保14年3月1日|幕府が小納戸頭取の役職を創置する
1729年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾟｵﾛ･ｳﾞｧﾛｰﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣
1729年4月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>2代ｳｫｰﾄﾝ侯･第2代ﾏｰﾑｽﾞﾍﾞﾘｰ侯･第2代ｷｬｻﾞｰﾛｰ侯･第2代ﾗｽﾌｧｰﾅﾑ伯｢ﾌｨﾘｯﾌ
  ﾟ･ｳｫｰﾄﾝ｣
1729年4月5日 05:00|日本|岐阜県高山市|享保14年3月8日|<飛騨高山享保14年の大火>未の刻(14時ごろ)､一之町
  六丁目の北沢屋孫兵衛の貸家小島屋長兵衛宅より出火/炎は二之町下へ移り､三之下町をなめ尽くし,三筋之町
  は北の方から三町が残らず焼けた/炎は照蓮寺､雲龍寺へも延焼し御防小屋も焼けた/飛び火で八幡長久寺も全
  焼/翌朝卯の刻(午前6時ごろ)鎮火/焼失家数975軒､同土蔵44棟､同寺13か所
1729年4月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ﾜｼﾝﾄﾝ･ｼｬｰﾘｰ｣
1729年4月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｼｬｰﾘｰ｣(~17450806死去)
1729年4月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||J.S.ﾊﾞｯﾊ｢ﾏﾀｲ受難曲｣がﾗｲﾌﾟﾁｯﾋで初演される
1729年4月23日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官代行(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾗ･
  ﾌｫﾝﾃｰﾇ｣(2度目⇒17370308司令官~17370831)
1729年4月24日-09:00|日本|大阪府豊中市|享保14年3月27日|<死去>青木重矩(65歳)前摂津麻田藩主
1729年4月30日 06:00|日本|岩手県盛岡市|享保14年4月3日|<盛岡享保14年の大火>未の下刻(15時ごろ)､北上川
  沿い大沢川原の新土手横町南側の中居円太郎宅から出火､同川原の東南側すべてと中津川を越えて鷹匠小路の
  四つ辻にある女鹿孫惣宅へ飛び火/炎は六日町から新町へと同川上流方面へ延焼､紺屋町曲がり目まで焼失さ
  せた/吹手町の愛染観音堂と三明院を焼失したのち炎は東南に曲がり､餌差小路から生姜町､八幡丁へと東上､
  八幡神社の拝殿や鳥居を残らず焼失させた/南の方へと延びた炎は､石町から馬町､十三町､鉈屋町､水主丁､十
  文字まで延焼して焦土とし､上小路組丁も残らず焼失して鎮火/河南地区の大半を焼失する大火となった/被害
  は､町家1340軒､職人の家26軒､百姓家50軒､侍屋敷213軒､用屋敷(藩の官舎)2軒､足軽屋敷137軒､足軽並みの者
  の家56軒.そのほか､惣門番所2軒､寺26か所､神社11か所､鐘楼堂1か所､土蔵54棟､穴蔵14棟､高札場1か所､橋1か
  所/6人死亡
1729年5月4日-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||ﾌｴﾀﾞ族がｳｨﾀﾞの町を占領(~7.16)
1729年5月18日-09:00|日本|東京都品川区|享保14年4月21日|<天一坊事件>天一坊改行が獄門にされる/25歳(誕
  生:宝永2(1705)0315)幕府が､みずから将軍吉宗の御落胤と称していた修験者
1729年5月18日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･永慶1年4月21日|<譲位>後黎朝(大越)後期第12代皇帝｢裕宗｣
1729年5月18日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･永慶1年4月21日|<即位>後黎朝(大越)後期第13代皇帝｢後廃帝｣(~173
  2.8廃位)永慶と改元(~1732)
1729年5月25日 03:00|日本|熊本県熊本市|享保14年4月28日|<熊本享保14年の大火｢藪の内火事｣>午の上刻(午前
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  12時ごろ)､藪ﾉ内､御台所方役の塙善左衛門屋敷から出火/火薬の原料･煙硝を荒仕子で搗いていた際のﾀﾊﾞｺの
  火から屋敷に燃え移り､四方､八方に炎が飛び散った/御賄い所､音信所､竹小屋が延焼し､上林､坪井米屋町は全
  焼､広丁は半分が焼け､八百屋町､内坪井町も全焼/寺原から京町､御座打町､向寺原にかけて全焼し京町は小笠
  原備前の屋敷までを灰とした/隣接の牧崎村へ飛び火し､3,4か所を焼いて､夜申の下刻(18時ごろ)鎮火/焼失し
  た屋敷は火元とも1381か所､家数にして2584軒.内訳､町屋敷343か所､家数367軒､土蔵36軒｡知行取り屋敷､中小
  姓御用屋敷とも339か所､家数は土蔵24軒を含み1337軒.御切米取(所領のない給料取り武士)屋敷184か所､家数
  262軒.足軽屋敷415か所､家数415軒.御掃除の者など小者25か所､家数25軒.地子屋敷24か所､32軒.寺院･山伏な
  ど31か所､118軒､その他竹小屋1か所､1軒.御掃除方会所3軒.牧崎村内沼田勘解由下屋敷3か所､家数5軒.京町村
  7かまど､家数7軒など/その内大きな家屋は､細川内膳殿屋敷､朽木内匠殿屋敷､持法院殿屋敷､藤崎作左衛門殿
  屋敷など/9人死亡
1729年5月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｪｼﾝ公｢神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾌﾗﾝﾂ1世｣(~17650818)
1729年5月29日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|享保14年5月2日|<交替>備中足守藩25000石｢木下ｷﾝ定｣隠居⇒甥｢
  木下利潔｣が継ぐ(⇒元文5(1740)年7月21日､死去)
1729年6月1日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Matthaeus de Haan｣
1729年6月1日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Diederik Durven｣(~17311009)
1729年6月1日-09:00|日本|  ||享保14年5月5日|<死去>村山十平次(不明)歌舞伎役者
1729年6月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾃﾞｳﾞｫﾝｼｬｰ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣
1729年6月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾃﾞｳﾞｫﾝｼｬｰ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣先代の息子(~17551205死去)
1729年6月6日-09:00|日本|福島県伊達市|享保14年5月10日|<死去改易>陸奥梁川藩3万石｢松平義真｣(16歳)無嗣
  断絶
1729年6月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾘｰｽﾞ公｢ﾍﾟﾚｸﾞﾘﾝ･ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ｣
1729年6月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾘｰｽﾞ公｢ﾍﾟﾚｸﾞﾘﾝ･ﾊｲﾄﾞ･ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ｣2代公の唯一の男子(~17310509死去
  )
1729年6月25日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|享保14年5月29日|<死去>山城淀藩102000石｢稲葉正知｣(45歳)
  ⇒三男｢稲葉正任｣が継ぐ(⇒翌年正月12日､17歳で死去)
1729年6月26日-08:00|中国|  ||清･雍正7年6月|雍正帝がｼﾞｭﾝｶﾞﾙ遠征に際して軍機処を設置､早馬の高速軍令伝
  達組織
1729年7月1日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢洪致中｣(~17320813)
1729年7月11日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｷｮﾌﾟﾘｭﾘｭ･ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾊﾟｼｬ｣(~1731年7月)
1729年7月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  ||ﾕﾘｳｽ暦7月14日|ﾉｰｽｶﾛﾗｲﾅとｻｳｽｶﾛﾗｲﾅが､ｲｷﾞﾘｽの王領植民地になる
1729年7月31日-09:00|日本|福岡県久留米市|享保14年7月6日|<交替>筑後久留米藩21万石｢有馬則維｣隠居⇒四男
  ｢有馬頼僮｣が継ぐ(⇒天明3年11月23日(17831216)､70歳で死去)
1729年8月7日-09:00|日本|  ||享保14年7月13日|<死去>鶴沢探山(75歳)画家
1729年8月9日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保14年7月15日|<死去>初代芳沢あやめ(57歳)女形の歌舞伎役者
1729年8月12日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王｢ﾗｼﾞｬ･ﾇｰ｣(~1750年)
1729年8月14日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾊﾞﾙﾃﾞｽ｣(~1739.7)
1729年8月20日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰﾘｼｬｽ島総督｢ﾆｺﾗｽ･ﾄﾞ･ﾓｰﾊﾟﾝ(司令官)｣(~17350604)
1729年8月22日-09:00|日本|東京都|享保14年7月28日|<死去>鳥居清信(66歳､1664年生)浮世絵師
1729年8月25日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督｢ｳｯｽﾞ･ﾛｼﾞｬｰｽ｣(2回目~17320715)
1729年8月27日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｽﾃﾌｧﾇｽ･ｳﾞｪﾙｽﾙｲｽ｣(~17320825)
1729年8月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾙﾀﾝﾀﾞ･ｳﾞｧﾙﾏ3世｣(~17580707没)
1729年9月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事代理｢Francois Michel Marschalck des Bordes｣(~1730.
  7死去)
1729年9月3日-09:00|日本|福島県伊達市|享保14年8月11日|<再興>陸奥梁川藩3万石｢松平通春｣(⇒享保15(1730)
  年11月28日､宗家尾張藩を相続､廃藩)
1729年9月6日-09:00|日本|福島県白河市|享保14年8月14日|<死去>陸奥国白河藩15万石｢松平基知｣(51歳)⇒閏9
  月2日､甥｢松平明矩｣が継ぐ(⇒寛保元(1741)年11月1日､播磨姫路藩15万石に転封)
1729年9月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｳｨﾝﾁﾙｼｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｨﾝﾁ｣
1729年9月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｳｨﾝﾁﾙｼｰ伯｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾌｨﾝﾁ｣2代ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯(~17300101死去)
1729年9月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞﾏｰ｣(~17300611)
1729年9月12日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｼｭｰ･ｼﾞｭﾆ
  ｱ｣(3回目､17331030まで代行~17520814)
1729年9月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ｣(~17410411死去)
1729年9月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｻﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾍﾟﾝｻｰ｣
1729年9月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｻﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ｣(⇒17331024兼3代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ公~17581020
  死去)
1729年10月-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督代行｢ｶﾌﾞﾘｰ男爵ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｱﾝﾘ･ﾄﾞ･ﾏｺﾞｰﾘ
  ｰ｣(1回目~17300507)
1729年10月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<死去>ﾓｽｷｰﾄ王｢ｼﾞｪﾚﾐｰ2世｣
1729年10月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<就任>ﾓｽｷｰﾄ摂政｢ﾋﾟｰﾀｰ｣(~1739年5月没)
1729年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｺﾓ･ｱﾝｼﾞｪﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾍﾞﾆ｣
1729年10月2日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾅｰﾃﾞﾙ･ｺﾞﾘｰがｱﾌｶﾞﾝ軍を撃退し､ｲｽﾌｧﾊｰﾝを奪回
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1729年10月6日-09:00|日本|大分県別府市|享保14年9月14日|大雨洪水で境川(別府)が氾濫､大境村で15戸が流没
  .男7名､女14名が埋没死
1729年10月11日-09:00|日本|山口県下関市|享保14年9月19日|<死去>長門長府藩5万石｢毛利匡広｣(55歳)⇒10月2
  6日､五男｢毛利師就｣が継ぐ(弟｢政苗｣に清末藩1万石を分知再興⇒享保20(1735)年4月22日､30歳で死去)
1729年10月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｻﾝﾄﾞｳｨｯﾁ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣先代の孫(~17920430死去)
1729年10月22日-08:00|中国|  ||清･雍正7年9月|雍正帝が｢大義覚迷録｣を頒布､漢人の民族思想を弾圧し呂留良
  の末裔を極刑
1729年11月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｾﾋﾞﾘｬ条約が結ばれ､ｽﾍﾟｲﾝとｲｷﾞﾘｽ､ﾌﾗﾝｽの間の戦争が終結
1729年11月11日-09:00|日本|福島県|享保14年閏9月21日|陸奥国の信夫郡､伊達郡で百姓一揆が起こる
1729年11月24日-09:00|日本|  ||享保14年10月4日|<死去>入江若水(59歳)漢詩人
1729年11月29日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Martin Pedro de Castejon Belvis e Ibanez｣(~17
  36年死去)
1729年12月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾊﾝﾌﾟｼｬｰ州植民地総督｢ｼﾞｮﾅｻﾝ･ﾍﾞﾙﾁｬｰ｣(~17411212)
1729年12月11日-09:00|日本|広島県広島市|享保14年10月21日|広島比治山町より出火800戸焼失
1729年12月16日-09:00|日本|山口県下関市|享保14年10月26日|<再興>長門清末藩1万石｢毛利政苗｣長府藩より分
  与(⇒安永4(1775)年7月29日､隠居)
1729年12月17日-09:00|日本|千葉県勝浦市|享保14年10月27日|<死去>上総勝浦藩1万石｢植村正朝｣(60歳)⇒次男
  ｢植村恒朝｣が継ぐ(⇒寛延4(1751)年10月12日､改易)
1729年12月19日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|享保14年10月29日|<死去>下野宇都宮藩77850石(老中)｢戸田忠真｣
  (79歳)⇒甥｢戸田忠余｣が継ぐ(⇒延享3(1746)年6月16日､死去)
1729年12月21日-09:00|日本|奈良県天理市|享保14年11月2日|<死去>織田成純(54歳)前大和柳本藩主
1729年12月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｬｰﾌﾟﾗ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｳﾒｲﾄﾞ･ｼﾝ1世｣(~17690114没)
1729年12月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾏ公｢ｶﾙﾛ1世｣(~17351003~17881214死去72歳)
1730年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ｽﾃﾌｧﾝ･Newcome｣(~1731年)
1730年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾗｳﾃﾞｨﾝ｣(~1737年死去)
1730年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<死去>ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ王｢ｾﾀﾃｨﾗｽ2世｣
1730年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ王｢ｵﾝﾛﾝ｣(~1767年没)
1730年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ精神的支配者･国家元首｢ｼﾞｸﾞﾒ･ﾉﾙﾌﾞ｣(~1735年没)
1730年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾁｬﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾙﾏﾄﾞﾜｼﾞ･ﾅﾗﾔﾝ｣(~1735年)
1730年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾍﾞｲ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｼﾞｬﾌｧﾙ･ﾆｻﾞﾑ･ｴ･ｻﾆ･ﾑ･ﾐﾝ･ｶｰﾝ1世｣建国(~1743年没)
1730年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾞｭﾗｰ国摂政｢ｺﾞｳﾞｧﾙﾀﾞﾝ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1741年)
1730年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾄﾚﾊｰﾙ国支配者(ﾗｲ･ｻﾍﾌﾞ･ｼｭﾘ)｢ﾔﾄﾞｩ･ﾊﾟﾙ｣
1730年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｬｲﾗﾅ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｲ･ｼﾝ｣建国(~1757年没)
1730年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｳﾞｧｶﾞﾝｶﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾞｨｼﾞｬﾔ･ﾗｸﾞﾅﾀ･ｻｼｳﾞｧﾙﾅ･ﾍﾟﾘﾔｳﾞﾀﾞﾔ･ﾃｳﾞｧﾙ｣建国(~1750年)
1730年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｸﾞﾆ国統治者(ﾗｵ)｢ﾊﾟﾀﾞﾑ･ﾗｵ｣建国(~1790年没)
1730年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾔｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾝﾄﾞﾗｼｶｰﾙ･ｼﾝ･ﾏﾝﾀﾞｯﾀ｣(~1750年)
1730年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾙﾜﾆ国統治者(ﾗﾅ)｢ｱﾇﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1760年没)
1730年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾑﾅﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾀﾔ･ﾃﾊﾞﾝ｣(~1761年)
1730年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾏｸﾗﾝ統治者(ﾅｾﾞﾑ)｢ﾑﾊﾊﾞｯﾄ･ｶｰﾝ｣(1回目~1731年)
1730年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾝｸｲ･ﾊﾝ｢ｱﾘ･ﾏﾙﾀﾞﾝ･ｶｰﾝ｣ﾌﾞﾊﾗの宗主権下建国(ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝのﾅﾃﾞｨｰﾙ･ｼｬｰのため
  に~1736年)
1730年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｻﾙﾔﾝ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｱﾘ･ｸﾙﾘ･ﾊｰﾝ｣(~1732年)
1730年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｶﾞﾌﾞﾗ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｷﾃｨﾝﾎﾞ｣(~1755年頃)
1730年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｿﾝｺﾞﾗ統治者(ｵﾑﾊﾞｲﾄ)｢ﾌﾞﾚﾑ1世ﾙｼｮｲﾀ｣(~1740年)
1730年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<設立>ﾌﾞｶﾞﾌﾞﾗ国
1730年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>上ﾔｰﾌｧ首長｢`Ali ibn Ahmad ibn Harhara｣(~1735年)
1730年-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<即位>ﾒﾘﾅ王国君主｢King Andriambelomasina｣(~1770年)
1730年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kabakulak Ibrahim Pasha｣(~1731年)
1730年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶｽｺ･ﾃﾞ･ﾒﾛ｣(~1
  7320811)
1730年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄでﾌｧｶﾘｰﾔ派が勝利
1730年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾘｳﾞﾗﾝﾄもｸｰﾙﾗﾝﾄも事実上ﾛｼｱ帝国の支配下に
1730年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Alonso de Guevara y Vasconcelos｣
1730年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾃﾙﾛｰ公｢ｱﾝﾇ･ｼｬﾙﾙ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾄﾚﾓｲﾕ｣(~1759年)
1730年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ総督｢ｹｯﾍﾟﾙ男爵ｼﾞｮﾊﾝ･ﾗﾎﾞ｣(~1733年没)
1730年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｻｰｹ･ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ﾊﾁ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~17331011)
1730年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ公｢ｱﾝﾇ1世ﾌﾗﾝｿﾜ｣(~1761年)
1730年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｵﾖ王国ｱﾗﾌｨﾝ｢ｸﾞﾍﾞﾙ｣(~1746年)
1730年-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｵﾙﾝｸﾞ王国国王｢ﾃﾞﾌﾞﾘｱ･ﾑﾌﾞﾗ｣⇒｢ﾚﾝｼﾞｬﾝｹﾞ･ﾝﾄﾞﾝｺﾞ｣(~1750年頃没)
1730年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾞｱｿ統治者(ﾌｧﾝｶﾏﾗ)｢ｼﾞｬｼﾞｪ･ｶﾞﾝｼﾘ･ｼﾞｬｰﾛ｣
1730年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾀｶﾞﾆｯﾄ連邦ｴﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾏﾄﾞ･ｼｪｲﾝ｣(~1785年)
1730年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾌｧｲｱﾙ島･ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Rodrigo Sanches Farinha e Baena｣
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1730年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｧｲｱﾙ島･ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Pedro Sanches Farinha de Baena｣(~
  1737年死去)
1730年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾌｪﾘﾍﾟ･ｲ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ軍事司令官代理｢Ignacio Gary｣⇒司
  令官｢Nicolas Carbajal｣(~1731年)
1730年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾐﾅｽ州ﾘｵ･ｼﾞｪｷﾃｨﾆｮﾆｬにﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞ鉱山発見
1730年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Willem Jansz｣(2期目~1739年)
1730年 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||ﾊﾟﾗｸﾞｱｲでﾘﾏの副王支配に対してｱﾝﾃｸｪﾗの反乱が勃発
1730年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督･大統領｢ｳﾞｨﾗｴﾙﾓｻ侯爵ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ｱﾝﾃﾞｨｱ･ﾋﾞﾍﾞﾛｲ･ﾍﾞﾗｽｺ｣(~1735年)
1730年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ|  |||第一次ﾏﾙｰﾝ戦争開始/西部山地のﾄﾚﾛｰﾆｰ(ﾘｰﾜｰﾄﾞ)ﾀｳﾝでは,ｸｼﾞｮｰを指導者に抵抗/東
  部ﾌﾞﾙｰﾏｳﾝﾃﾝ山地のﾅﾆｰ(ｳｨﾝﾄﾞﾜｰﾄﾞ)ﾀｳﾝは,ｷｬﾌﾟﾃﾝ･ｶｵ,ｸｲｰﾝ･ﾅﾆｰ(ｵﾍﾞｱｰ教の呪術師),ﾊﾟｰｷﾝｿﾝらが活動
1730年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰでﾒｽﾃｨｰｿ数千名が重税反対の反植民地反乱
1730年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾌｱﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌﾞｽﾃｨﾛ･ｲ･ｾﾊﾞﾛｽ｣(~1734年)
1730年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾌｨﾄﾘｱ･ｲ･ﾊﾞﾙﾃﾞｽ｣(~1739年)
1730年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<死去>ｵｱﾌ島･ｶｳｱｲ島国王｢Kualii Kunuiakea Kuikealaikauaokalani｣
1730年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ｵｱﾌ島国王｢Kapionookalani｣(~1737年死去)
1730年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ｶｳｱｲ島国王｢Peleioholani｣(~1770年死去)
1730年1月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｳｨﾝﾁﾙｼｰ伯･2代ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾌｨﾝﾁ｣
1730年1月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ｳｨﾝﾁﾙｼｰ伯･3代ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾌｨﾝﾁ｣(~17690802死去)
1730年1月1日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|享保14年11月13日|<死去>豊後日出藩25000石｢木下俊量｣(58歳)
  ⇒六男｢木下俊在｣が継ぐ(⇒享保16(1731)年11月25日､18歳で死去)
1730年1月2日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｺﾘﾔｰ｣
1730年1月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾌﾗﾝｾｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾊﾞﾙﾋﾞ｣(~17320120)
1730年1月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>12代ﾓｰﾄﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1730年1月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>13代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~17380104死去)
1730年1月22日-09:00|日本|三重県桑名市|享保14年12月4日|<死去>松平忠充(79歳)元伊勢長島藩主
1730年1月29日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月18日|<死去>ﾛｼｱ帝国皇帝｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ2世｣天然痘で/14歳(誕生17151023)
1730年1月29日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月18日|<就任>全ﾛｼｱ最高枢密院｢ｸﾞﾗｰﾌ･ｶﾞｳﾞﾘｲﾙ･ｲﾜﾉｳﾞｨﾁ･ｺﾞﾛﾌｷﾝ/ｸﾆｬｰｽﾞ･
  ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ･ｺﾞﾘﾂｨﾝ/ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ｵｽﾀｰﾏﾝ男爵/ｸﾆｬｰｽﾞ･ｳﾞｧｼﾘｰ･ﾙｷｯﾁ･ﾄﾞﾙｺﾞﾙｷｰ/ｸﾆｬｰｽﾞ･ｱﾚｸｾｲ･ｸﾞﾘｺﾞﾘ
  ｴｳﾞｨﾁ･ﾄﾞﾙｺﾞﾙｷｰ/ｸﾆｬｰｽﾞ･ﾐﾊｲﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ･ﾐﾙ･ｺﾞﾘﾂｨﾝ/ｸﾆｬｰｽﾞ･ｳﾞｧｼﾘｰ･ｳﾗｼﾞｰﾐﾛｳﾞｨﾁ･ﾐﾙﾄﾞﾙｺﾞﾙｷｲ｣(~2.15)
1730年1月29日-09:00|日本|  ||享保14年12月11日|幕府が相対済令を改め,今年正月以後の金銀訴訟の受理を認
  める
1730年1月30日-09:00|日本|京都府京都市|享保14年12月12日|<死去>九条輔実(61歳)元摂政･関白､左大臣
1730年2月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ侯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣
1730年2月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳﾞｧﾝﾃﾞﾝ=ﾍﾞﾝﾌﾟﾄﾞ｣(~17920429死去ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ侯爵廃絶)
1730年2月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝの新聞｢ﾃﾞｲﾘｰ･ｱﾄﾞﾊﾞﾀｲｻﾞｰ｣に世界初の株式市場情報が掲載され始める
1730年2月12日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Pedro Lasso de la Vega｣(~11.1)
1730年2月15日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｼｱ帝国皇帝｢ｱﾝﾅ=ｴﾝﾌﾟﾚｽ｣ﾋﾟｮｰﾄﾙ2世の従姉(~17401028没)
1730年2月17日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･永慶2年|<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Thuntiraidaputih(Nguyen Van Th
  uan)｣(~1732年)
1730年2月17日-09:00|日本|  ||享保15年1月|<出版>｢家内用心集｣火之用心を説く
1730年2月21日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第245代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ13世｣[1649年02月02日生～](享年81)
1730年2月21日-09:00|日本|東京都|享保15年1月5日|江戸町奉行､大火の場合を考慮して､町火消組合の隅田川以
  西の47組を一番組から十番組までの10の"大組"に､本所･深川地区の16組を南･中･北の3つの大組にまとめた/
  組のｼﾝﾎﾞﾙである標識も馬連をつけた大纏に統一､より多くの火消人足を火事の現場に集められるようにした/
  火消人足の定員は1町あたり30人から15人に半減､人足の出動費から消火設備までまかなう各町の負担を軽減
1730年2月28日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|享保15年1月12日|<死去>山城淀藩102000石｢稲葉正任｣(17歳)
  ⇒14日､養子｢稲葉正恒｣が継ぐ(⇒同年3月24日､25歳で死去)
1730年3月2日-09:00|日本|  ||享保15年1月14日|幕府が未回収の宝永金(乾字金)の通用を許し,2両をもって新
  金･慶長金の1両分とする
1730年3月6日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ｣(~17340313)
1730年3月6日-09:00|日本|  ||享保15年1月18日|<死去>服部土芳(74歳)俳人
1730年3月22日-09:00|日本|  ||享保15年2月4日|賭博行為につながる道中双六類の出版禁止(東海道53次の宿場
  の絵を用いた､江戸を振出の双六)
1730年3月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯｢ｶｰﾙ｣
1730年3月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣ｶｰﾙの上の息子.ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王(~17510325死去)
  統治は弟の摂政ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ8世に任せた
1730年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾟﾄﾞｩｯｺｯﾀｲ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾞｨｼﾞｬﾔ･ﾗｸﾞﾅﾀ･ﾗﾔ･ﾄﾝﾀﾞｲﾏﾝ｣(~17691228没)
1730年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳﾞｧﾚﾘｵ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｳｺﾞﾘｰﾆ｣
1730年4月2日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保15年2月15日|<初演>長谷川千四,文耕堂｢梶原平三誉石切｣竹本座
1730年4月2日-09:00|日本|京都府京都市|享保15年2月15日|四条大和大路より出火､芝居街の芝居小屋､町家など
  98軒焼亡
1730年4月3日-09:00|日本|  ||享保15年2月16日|幕府が簡便な家庭用救急医療法を記した｢普救類方｣全12冊を
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  印刷･刊行
1730年4月21日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ･ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ総督｢ｻﾙﾀﾞｰﾙ･ｽﾞﾙﾌｨｶｰﾙ･ｶｰﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾘ｣(~1731070
  7)
1730年4月22日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ﾋｭｰ･ﾎﾞｰﾙﾀｰ(3度目)/ｳｨﾝﾀﾞﾑ
  男爵ﾄｰﾏｽ･ｳｨﾝﾀﾞﾑ(3度目)/ﾗﾙﾌ･ｺﾞｱ卿｣(~17310911)
1730年4月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ﾘﾝｶﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾘﾝﾄﾝ｣
1730年4月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ﾘﾝｶﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍﾟﾗﾑ=ｸﾘﾝﾄﾝ｣(⇒17681117兼2代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾝﾀﾞｰ=ﾗｲﾝ公~
  17940222死去)
1730年5月4日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|享保15年3月18日|<死去>肥前佐賀藩32万石｢鍋島吉茂｣(67歳)⇒弟｢鍋
  島宗茂｣が継ぐ(⇒元文3(1738)年12月9日､隠居)
1730年5月7日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾗｲﾝﾊﾙﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾅｲﾍﾟﾙｸ｣(1
  回目~17310522)
1730年5月9日-09:00|日本|福井県坂井市|享保15年3月23日|坂井郡三国湊で火事,町家467軒など焼失
1730年5月10日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|享保15年3月24日|<死去>山城淀藩102000石｢稲葉正恒｣(25歳)
  ⇒27日､養子｢稲葉正親｣が継ぐ(⇒享保19(1734)年9月14日､死去)
1730年5月11日-09:00|日本|東京都|享保15年3月25日|<死去>初代松本幸四郎(57歳､延宝2(1674)年生)歌舞伎役
  者
1730年5月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ､ﾉﾙﾁｬで地震(M6)死者500人
1730年5月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｨﾙﾐﾝﾄﾝ伯｢ｽﾍﾟﾝｻｰ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣(~17430702死去廃絶)
1730年5月15日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ｼﾞｮｰｾﾞﾌ･ｻﾋﾞﾝ｣(~17391024死去)
1730年5月16日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾞｲﾖﾝ公｢ｼｬﾙﾙ･ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ｣(~17711024没)
1730年5月16日-09:00|日本|和歌山県田辺市|享保15年3月30日|<死去>紀伊田辺藩38000石(紀州藩附家老)｢安藤
  雄能｣(16歳)⇒9月6日､養子｢安藤次由｣が継ぐ(⇒明和2(1765)年5月8日､50歳で死去)
1730年5月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾃﾞｨ国統治者(ﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ﾀﾞﾚﾙ･ｼﾝ｣(~1749年)
1730年5月20日-09:00|日本|奈良県奈良市|享保15年4月4日|<死去>大和柳生藩1万石｢柳生俊方｣(58歳)⇒5月29日
  ､養子｢柳生俊平｣が継ぐ(⇒寛保2(1742)年11月16日､隠居)
1730年5月22日 09:00|日本|秋田県秋田市|享保15年4月6日|<出羽久保田享保15年の大火>暮六つ時(18時ごろ)大
  町一丁目の見上家より出火し､町数29丁を焼いて翌朝の五つ時(午前8時ごろ)鎮火､城下の大半が焼失/本家(自
  分の家)約1100軒､借家･長屋約900軒､土蔵84棟､寺3か所が焼失
1730年5月23日-09:00|日本|茨城県水戸市|享保15年4月7日|<死去>常陸水戸藩35万石｢徳川宗堯｣(26歳)⇒次男｢
  徳川宗翰｣が継ぐ(⇒明和3(1766)年2月14日､死去)
1730年5月28日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏｢ｱﾝﾄﾝ･ﾊﾞｳｱｰ｣(1回目~10.1)
1730年5月31日-09:00|日本|  ||享保15年4月15日|江戸幕府が､上米の制を停止し､参勤交代の期間を元の1年お
  きに戻す
1730年6月6日-09:00|日本|東京都文京区|享保15年4月21日|幕府が京都仁和寺の修復費調達のため富突興行を護
  国寺に許可
1730年6月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃｲﾗｰ｣(~8.10)
1730年6月12日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|享保15年4月27日|<死去>備中庭瀬藩2万石｢板倉昌信｣(31歳)⇒長
  男｢板倉勝興｣が継ぐ(⇒天明4(1784)年3月9日､隠居)
1730年6月15日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾊﾟﾝﾀﾅﾙ地方の狩猟民ﾊﾟｲｱｸﾞｱ族(現在絶滅)が反乱/90隻のｶﾇｰでLanhas Peixo
  toを襲撃
1730年6月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Dominik Anton Graf von Thun｣(~17580907)
1730年6月25日-09:00|日本|広島県広島市|享保15年5月11日|<立藩>広島新田藩3万石｢浅野長賢｣広島藩から分知
  (⇒延享元(1744)年9月25日､52歳で死去)
1730年7月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｷﾞｱﾅ知事代理｢Francois Michel Marschalck des Bordes｣
1730年7月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Gilbert Guillouet｣(1期目~8.2)
1730年7月8日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾁﾘ中部､ﾊﾞﾙﾊﾟﾗｲｿ沖で地震(ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.7)死者35人
1730年7月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第246代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ12世｣(~17400206死去)
1730年7月15日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾊﾞﾝｷｴｰﾘ｣(~17330916)
1730年7月19日-09:00|日本|  ||享保15年6月5日|幕府が､藩札の発行をあらためて制度化
1730年7月26日-09:00|日本|東京都千代田区|享保15年6月12日|<辞任>老中｢水野忠之｣
1730年8月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Juan Andres del Thoso｣(~1732年)
1730年8月2日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Henri Dussault｣(~17360830死去)
1730年8月3日 05:00|日本|京都府京都市|享保15年6月20日|<京都享保15年の大火｢西陣焼け｣>未の刻(14時ごろ)
  ､上京上立売室町の大文字屋五朗兵衛宅の台所から出火､南西方面に延焼､17時ごろになると風が変わり西陣一
  帯が火の海となった/134町が類焼し民家など3810軒､公家屋敷4､武家屋敷1､寺社67ヵ所が焼失､80人死亡/西陣
  では7割近くが被災し西陣織の機3012台を失い壊滅に近い状態となった/皇室の衣服の製作に奉仕する御寮織
  物司6家すべてが焼失
1730年8月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ﾃﾞｨｰﾃﾞﾘｯﾋ･ﾐｭｰﾚﾝﾎﾟﾙﾄ｣(~1
  7330801)
1730年8月8日-09:00|日本|  ||享保15年6月25日|<死去>6代千宗左(53歳)茶人､表千家家元
1730年8月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督｢ｼﾞｮﾅｻﾝ･ﾍﾞﾙﾁｬｰ｣(~17410814)
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1730年8月12日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝのﾅﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰがｵｽﾏﾝ･ﾄﾙｺを駆逐しｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ
  を収め､この日ﾀﾌﾞﾘｽﾞを奪回
1730年8月19日-09:00|日本|愛知県岡崎市|享保15年7月6日|<交替>三河岡崎藩6万石｢水野忠之｣隠居⇒次男｢水野
  忠輝｣が継ぐ(⇒元文2年7月2日(17370729)､死去)
1730年8月23日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾆｺﾗｴ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(1回目~10.6)
1730年8月24日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保15年7月11日|<就任>大坂城代｢土岐頼稔｣(~享保19(1734)年6月6
  日)
1730年8月24日-09:00|日本|東京都千代田区|享保15年7月11日|<就任>老中格｢松平輝貞｣(~延享2年12月11日)
1730年8月24日-09:00|日本|東京都千代田区|享保15年7月11日|<就任>老中｢松平信祝｣(~延享1年4月18日)
1730年8月27日-09:00|日本|福井県勝山市|享保15年7月14日|<死去>越前勝山藩22000石｢小笠原信成｣(26歳)⇒養
  子｢小笠原信胤｣が継ぐ(⇒延享2(1745)年6月29日､死去)
1730年8月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱﾝｼﾞｭｰ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世｣ﾌﾗﾝｽ国王ﾙｲ15世とﾏﾘｰ･ﾚｸｻﾞﾝｽｶの四男(~17330417
  死去2歳)
1730年8月31日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Lope Carrillo de Andrade Sotomayor 
  y Pimentel｣
1730年8月31日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Sebastian Garcia de la Torre｣(~1732
  1215)
1730年8月31日-09:00|日本|京都府亀岡市|享保15年7月18日|<死去>丹波亀山藩5万石｢青山俊春｣(31歳)⇒養子｢
  青山忠朝｣が継ぐ(⇒寛延元(1748)年8月3日､丹波篠山藩に転封)
1730年9月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王･ｻｳﾞｫｲｱ公｢ｶﾙﾛ･ｴﾏﾇｴｰﾚ3世｣ｳﾞｨｯﾄｰﾘｵ･ｱﾒﾃﾞｰｵ2世とｱﾝﾅ･
  ﾏﾘｰｱ･ﾄﾞﾙﾚｱﾝｽの息子(~17730220死去72歳)
1730年9月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王･ｻｳﾞｫｲｱ公｢ｳﾞｨｯﾄｰﾘｵ･ｱﾒﾃﾞｰｵ2世｣(~17321031死去66歳)
1730年9月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｸﾘｰｳﾞﾗﾝﾄﾞ公･初代ｻｳｻﾝﾌﾟﾄﾝ公･初代ﾁﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣
1730年9月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｸﾘｰｳﾞﾗﾝﾄﾞ公･2代ｻｳｻﾝﾌﾟﾄﾝ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣(~17740518死去)
1730年9月10日-09:00|日本|静岡県藤枝市|享保15年7月28日|<移封>上野沼田藩4万石｢本多正矩｣⇒駿河国田中藩
  4万石(⇒享保20(1735)年8月17日､55歳で死去)
1730年9月19日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｱｽﾏ･ｷﾞﾖﾙｷﾞｽ･ｲﾔｽ｣
1730年9月19日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)摂政｢ﾒﾝﾃﾜﾌﾞ･ｷﾞﾖﾙｷﾞｽ皇后｣(1回目~17550626)
1730年9月19日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｲﾔｽ2世ｱｽﾏ･ｷﾞﾖﾙｷﾞｽ｣(~17550626没)
1730年9月19日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Rodrigo Sanches Farinha e Bae
  na｣
1730年9月19日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Pedro Sanches Farinha de Baen
  a｣(~17370218死去)
1730年9月21日-09:00|日本|長野県飯山市|享保15年8月10日|<死去>信濃飯山藩35000石｢本多康明｣(22歳)⇒10月
  9日､弟｢本多助有｣が継ぐ(⇒元文2(1737)年9月20日､死去)
1730年9月24日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保15年8月13日|米価の調整を意図し､大坂堂島の米市場を公認
1730年9月24日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|享保15年8月13日|<死去>京極高住(71歳)元但馬豊岡藩主
1730年9月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙで､ﾊﾟﾄﾛﾅ･ﾊﾘﾙが率いる反乱が起こる(~10.1)
1730年10月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾈｳﾞｼｪﾋﾙﾘ･ﾀﾞﾏﾄ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣反乱軍により殺害される
1730年10月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｼﾗﾌﾀﾞﾙ･ﾀﾞﾏｯﾄ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17310122)
1730年10月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第24代ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾑﾄ1世｣先代の甥.22代ﾑｽﾀﾌｧ2世の子(~17541213死
  去)
1730年10月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>ｵｽﾏﾝ帝国第23代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾒﾄ3世｣
1730年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾄﾗﾝｷﾛ･ﾏﾈﾝﾃｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1730年10月1日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏｢ﾌﾗﾝﾂ･ｱﾝﾄﾝ･ｹﾗｰ｣(~17340312)
1730年10月6日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾐﾊｲ･ｲｵｱﾝ･ﾗｺｳﾞｨ･ﾂｧ｣(1回目~1731年10月)
1730年10月8日-09:00|日本|  ||享保15年8月27日|幕府が武家に実子誕生のさいは即刻届け出ること,また武家
  養子についてを定める
1730年10月11日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国秘密評議会議長｢ﾖﾊﾝ･ｹﾞｵﾙｸ･ﾌｫﾝ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ･ｽﾞ･ﾓｰﾚﾝﾊｰｹﾞﾝ｣
  (~12.26没)
1730年10月12日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾌﾚｾﾞﾘｸ4世｣兼ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ
  伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｸ2世｣59歳(誕生16711011)
1730年10月12日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ｸﾘｽﾁｬﾝ6世｣兼
  ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｸﾘｽﾁｬﾝ9世｣ﾌﾚｾﾞﾘｸ4世とﾙｲｰｾﾞ･ﾌｫﾝ･ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸの次男(~17460806死去46歳)
1730年10月23日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｶﾌﾟﾗﾝ1世ｷﾞﾚｲ｣(3期目~17360906)
1730年11月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1731年9月)
1730年11月1日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島暫定知事｢Diego Felix de Balboa｣(~17340
  825)
1730年11月19日-09:00|日本|広島県三次市|享保15年10月10日|三次三勝寺より出火,五日市上市全焼
1730年11月23日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)代行｢Uthman Agha｣(~12.26)
1730年12月10日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾍﾝﾘｯｸ･ｵｸｾﾝ｣(~17500909没)
1730年12月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮﾝｿﾝ｣(~17350503)
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1730年12月15日-09:00|日本|長崎県対馬市|享保15年11月6日|<死去>対馬府中藩22800石｢宗義誠｣(39歳)⇒翌年2
  月21日､弟｢宗方熈｣が継ぐ(⇒享保16(1732)年9月11日､隠居)
1730年12月16日-09:00|日本|徳島県|享保15年11月7日|<死去>蜂須賀綱矩(70歳)前阿波徳島藩主
1730年12月20日-09:00|日本|新潟県村上市|享保15年11月11日|<死去>内藤弌信(73歳)元越後村上藩主
1730年12月24日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保15年11月15日|<初演>文耕堂･長谷川千四,人形浄瑠璃｢源平魁躑
  躅｣<扇屋熊谷>大阪竹本座
1730年12月26日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)代行｢Qara Sulayman Agha｣(~17310330)
1730年12月26日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国秘密評議会議長｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾌｫﾝ･ﾌﾟﾚｯｾﾝ･ｽﾞ･ｸﾞﾛﾗｯ
  ﾌﾟ｣(~17340118)
1731年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾚｺﾞ･ﾊﾞﾚﾄ･ﾀﾞ･ｶﾞﾏ･ｴ･ｶｽﾄﾛ｣(1734年)
1731年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ﾌﾗﾝｼｽ･Everest｣(~1736年死去)
1731年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Elias de Haeze｣(~1735年)
1731年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｲﾀﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾅﾝﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1753年没)
1731年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｲﾝﾀﾞｳﾙ国統治者(ｽﾍﾞﾀﾞｰﾙ)｢ﾏﾙﾊﾙ･ﾗｵ1世･ﾎﾙｶﾙ1世｣建国(~17660520没)
1731年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ﾗｰﾏｳﾞｧﾙﾏ6世｣(~1746年1月没)
1731年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾞｩﾙ国統治者(ﾋﾝﾄﾞｩｰ･ﾗｵ､ﾏﾏﾘｶｯﾄ･ﾏﾀﾞﾙ)｢ﾑﾗ･ﾗｵ｣(~17760315)
1731年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲﾄﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｶﾞｯﾄ･ﾗｲ｣建国(~1758年)
1731年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲﾝﾃｨｱ国ﾗｼﾞｬ｢ﾎﾞﾙｺﾞﾊｲﾝ･ｼｴﾑ･ｽﾄｩﾝｶﾞ2世｣(~1770年)
1731年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾅﾝﾄﾞ･ﾗｵ1世ﾌﾟｱｰﾙ｣(~1736年6月)
1731年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾀｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾙﾊﾟｯﾄ･ﾃﾞｵ｣(~1774年)
1731年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾝﾅ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾙﾃﾞｻｰ･ｼﾝ｣建国(~1739年没)
1731年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｼﾞｬｲｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｶﾞｯﾄ･ﾗｼﾞｬ｣建国(~1758年)
1731年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏﾗｰﾀｰ王国の武将ﾗｰﾉｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ･ｼﾝﾃﾞｨｱが宰相ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵの命により､ﾏﾙﾊｰﾙ･ﾗｰｵ･ﾎｰﾙｶﾙ
  とともにﾁｬｳﾀとｻﾙﾃﾞｰｼｭﾑｷｰを徴収するためﾏｰﾙﾜｰ地方へと遠征しかつての古代都市ｳｯｼﾞｬｲﾝを拠点とする⇒<就
  任>ｸﾞﾜｰﾘﾔﾙ太守ﾗｰﾉｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ･ｼﾝﾃﾞｨｱ(~17450703死去)
1731年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾏｸﾗﾝ統治者(ﾅｾﾞﾑ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ1世｣(~1739年)
1731年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾗｶﾙﾊﾟｸ･ﾊﾝ｢Gha´ip Khan｣(~1743年以降)
1731年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｻﾙ･ｲ･ﾌﾟﾙをﾏｲﾏﾅが支配(~1800年)
1731年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ﾊﾞｸｰ汗国ﾊｰﾝ｢ｻﾘﾑ･ﾊｰﾝ｣(~1735年)
1731年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢Rajab Ali Khan｣(~同年)
1731年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾆｮﾛ=ｷﾀﾗ王｢Olimi3世 Isamna｣
1731年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾆｮﾛ=ｷﾀﾗ王｢Duhaga1世 Cwa Mujwiga｣(~1782年死去)
1731年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ3世ﾊﾞﾊﾞ｣(~1745年11月)
1731年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Alvaro de Navia Osorio y Vigil｣(~1738年)
1731年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ)｢ﾏﾗﾑ･ﾕﾇｽ･ﾀﾞﾝ･ｲﾌﾞﾗﾑ｣建国(~1746年没)
1731年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ﾎﾟｰﾙ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾎﾟﾙﾄ｣ﾒｲﾕﾚｲﾕ公(~1738年)
1731年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸで土地緊縛制の導入
1731年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾄﾞｩ支配者(ｴﾘﾏﾝ)｢ﾏｶ･ﾌﾞﾌﾞ･ﾏｰﾘｸ･ｼ｣(~1764年)
1731年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ植民地長官｢Joao Fernandes Lemos｣
1731年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾌｪﾘﾍﾟ･ｲ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ軍事司令官｢Fructuoso de Palafox｣
  ⇒｢Alonso de la Vega｣(~1732年)
1731年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督代理｢James Dotin｣(1期目)
1731年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Walter Chetwynd｣(~1732年)
1731年 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒ･ﾃﾞ･ｱﾙﾄﾞｩﾅｰﾃ･ｲ･ﾗﾀﾞ｣(~1733年)
1731年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ﾏｲｹﾙ･ｽﾐｽ｣(~1745年没)
1731年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ副王｢Jacques Greaux, Jr.｣(~1732年)
1731年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｺﾑﾈｰﾛの反乱.指導者ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞは処刑される
1731年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾖｰｸおよびﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ﾙｲｽ･ﾓﾘｽ｣(~1732年)
1731年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ｻﾐｭｴﾙ･ｵｰｸﾞﾙ｣(~1732年)
1731年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Gervasio Cruzat y Gongora｣(~1736年)
1731年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｬﾝﾄｸﾗﾌﾞがｱﾒﾘｶ初の貸出図書館を設立
1731年1月 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||ｱｽﾝｼｵﾝでﾃﾞﾛｽｺﾑﾈﾛｽ蜂起(~1733年7月)
1731年1月4日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Lopo de Sousa Coutinho｣(~1736120
  5)
1731年1月5日-09:00|日本|愛知県名古屋市|享保15年11月27日|<死去>尾張名古屋藩61万9500石｢徳川継友｣(39歳
  )⇒28日､弟｢徳川宗春｣が継ぐ(⇒元文4年1月12日(17390219)､幕府より蟄居を命ぜられる)
1731年1月5日-09:00|日本|静岡県沼津市|享保15年11月27日|<交替>駿河松永藩16000石｢大久保教寛｣隠居⇒長男
  ｢大久保教端｣が継ぐ(弟教平に3千石分知し13000石⇒寛保2(1742)年8月晦日､死去)
1731年1月6日-09:00|日本|福島県伊達市|享保15年11月28日|<廃藩>陸奥梁川藩3万石｢松平通春｣宗家尾張藩を相
  続､廃藩天領化
1731年1月17日-09:00|日本|新潟県柏崎市|享保15年12月10日|<死去>越後椎谷藩1万石｢堀直恒｣(30歳)⇒甥｢堀直
  旧｣が継ぐ(⇒延享5年6月20日(17480715)､死去)



1740迄(2954件)

1731年1月18日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄとｾﾞﾑｶﾞﾚのﾘｳﾞｫﾆｱ公国政府議長｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ｹﾞｵﾙｸ･ﾌｫﾝ･ﾐﾙﾊﾞｯﾊ｣(~1
  7360415)
1731年1月18日-09:00|日本|兵庫県姫路市|享保15年12月11日|<交替>播磨安志藩1万石｢小笠原長興｣隠居⇒養子｢
  小笠原長逵｣が継ぐ(⇒明和7(1770)年8月18日､死去)
1731年1月22日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Silahtar Mehmed Pasha｣(~1732.1)
1731年1月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｶﾊﾞｸﾗｸ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~9.10)
1731年1月27日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ｲｸﾞﾅﾁｵ･ﾃﾞ･ｿﾛｴﾀ｣(~28日)
1731年1月28日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ対立総督｢ｺﾐｭｰﾝ(ﾏﾃｨｱｽ･ﾃﾞ･ｻﾙﾃﾞｨﾊﾞﾙ/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾛｻ/ﾎ
  ｾ･ﾙｲｽ･ﾊﾞﾚｲﾛ/ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾎﾞｶﾞﾘﾝ｣(~同年)⇒｢ｱﾛﾝｿ･ﾚｲｴｽ｣(~同年)
1731年1月28日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ統治政権大統領｢ﾎｾ･ﾙｲｽ･ﾊﾞﾚｲﾛ｣(~同年)⇒｢ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ｶ
  ﾞﾗｲ｣(~1732年)
1731年1月31日-09:00|日本|岡山県岡山市|享保15年12月24日|<死去>木下公定(78歳)前備中足守藩主
1731年2月7日-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･永慶3年|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱが阮氏にﾒｺﾝﾃﾞﾙﾀ地帯の南部二州を割譲
1731年2月7日-09:00|日本|東京都中央区|享保16年1月|<初演>｢傾城福引名古屋｣葛城･初代瀬川菊之丞､大谷廣次
  ､衣装の引き抜きはじめる､他に市川升五郎､松本七蔵､中村座(~7月)
1731年2月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｸﾛﾏｰﾃｨ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏｯｹﾝｼﾞｰ｣
1731年2月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｸﾛﾏｰﾃｨ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾏｯｹﾝｼﾞｰ｣(~1746.4爵位剥奪~17660928死去)
1731年2月15日-09:00|日本|  ||享保16年1月9日|<死去>狩野古信(36歳)絵師
1731年2月19日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢大審問院弁務官:ﾎｾ･ﾎｱｷﾝ･ﾏ
  ﾙﾃｨﾈｽ･ﾏﾛ/ﾎｾ･ﾃﾞ･ｷﾝﾀﾅ･ｲ･ｱｾﾍﾞﾄﾞ/ﾎﾙﾍ･ﾐｹﾞﾙ･ﾛｻﾉ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾗﾙﾀ/ﾎｾ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ｣(~17330514)
1731年2月20日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<死去>ﾓﾅｺ公｢ｱﾝﾄﾆｵ(=ｱﾝﾄﾜｰﾇ1世)｣
1731年2月20日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ女公｢ﾙｲｼﾞｱ･ｲｯﾎﾟﾘｰﾀ･ﾌﾟﾘﾝｾｽ｣(~12.29)､摂政｢ｼﾞｬｺﾓ1世｣(~12.29)
1731年3月5日-09:00|日本|東京都千代田区|享保16年1月27日|<創設>田安徳川家｢徳川宗武｣(第8代将軍｢徳川吉
  宗｣の次男)江戸城田安門内に屋敷および賄料3万俵を賜る(⇒延享3(1746)年9月15日､賄料10万石)
1731年3月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾏｰﾁ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1731年3月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ公･3代ﾏｰﾁ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~18101223死去)
1731年3月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ暫定総督｢Francisco de Alba｣(1期目~1732年)
1731年3月14日-09:00|日本|岐阜県山県市|享保16年2月7日|<死去>各務支考(67歳)俳人
1731年3月16日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽとｵｰｽﾄﾘｱがｳｨｰﾝ条約締結
1731年3月16日-09:00|日本|山形県山形市|享保16年2月9日|<死去>出羽山形藩10万石｢堀田正春｣(17歳)⇒養子｢
  堀田正亮｣が継ぐ(⇒延享3(1746)年5月､下総佐倉藩10万石に移封)
1731年3月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ､ﾌｫｯｼﾞｬで地震(M6.6)死者1500人
1731年3月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｱｳｸﾞｽﾄ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1731年3月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾙﾄﾞﾙﾌ｣ｱｳｸﾞｽﾄ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑの弟(~
  17350301死去)
1731年3月24日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ｱｲｻﾞｯｸ･ﾊﾟｲｸ｣(2期目~17380728)
1731年3月30日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Aydinli Abdullah Pasha｣(~1734.1)
1731年4月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ｻﾝﾀﾞﾄｩﾘﾔ3世｣(~1734年)
1731年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾛﾀﾞ国統治者(ｾﾅ･ｶｽ･ｹﾙ)｢ﾋﾟﾗｼﾞ･ﾗｵ･ｹﾞｰｸﾜｰﾙ｣建国(~17320514ﾑｶﾞﾙ帝国の武
  将ｱﾊﾞｲ･ｼﾝｸﾞとの戦いで死亡)
1731年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<ﾀﾞﾊﾞｲｰの戦い>ﾏﾗｰﾀｰ王国の武将ﾋﾟﾗｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ･ｶﾞｰｲｸﾜｰﾄﾞはﾏﾗｰﾀｰ王国宰相ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗ
  ｰｵとともにﾄﾘﾝﾊﾞｸ･ﾗｰｵをﾀﾞﾊﾞｲｰで打ち破った
1731年4月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ｳﾞｧﾝﾌﾘｰﾄ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣
1731年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ｱﾅﾄｩｯﾁ｣
1731年4月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ｳﾞｧﾝﾌﾘｰﾄ方伯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣(~17551021死去､断絶､領土は本家筋にあた
  るﾍｯｾﾝ=ﾛｰﾃﾝﾌﾞﾙｸが相続)
1731年4月3日-09:00|日本|新潟県長岡市|享保16年2月27日|<交替>越後与板藩2万石｢井伊直矩｣隠居⇒長男｢井伊
  直陽｣が継ぐ(⇒翌年10月14日､病死)
1731年4月7日-09:00|日本|石川県金沢市|享保16年3月1日|<金沢享保16年の大火｢小立野火事｣>1300棟余りを延
  焼
1731年4月20日-09:00|日本|滋賀県高島市|享保16年3月14日|<死去>近江大溝藩2万石｢分部光忠｣(34歳)⇒長男｢
  分部光命｣が継ぐ(⇒宝暦4(1754)年9月7日､隠居)
1731年4月23日-09:00|日本|愛知県岡崎市|享保16年3月17日|<死去>水野忠之(63歳)前三河岡崎藩主､元若年寄･
  京都所司代･老中
1731年4月24日 05:00|日本|福島県会津若松市|享保16年3月18日|<会津若松享保16年の大火>夜の九つ半(午前1
  時ごろ)､城下南町西横町の紺屋(染物屋)から出火､晒屋町や花畑に飛び火/炎の一方は米代四ﾉ丁桂林寺町通下
  から三ﾉ丁､二ﾉ丁と焼き､融通寺町北之方を少し残し半兵衛町烏橋通まで焼失/一方は河原町の橋を焼き､新町
  北之方を3分の2ほど､村木町北之方のほとんどを焼いて同心町､片原町を全焼し柳原村から幕内村など一円を
  焼き尽くした/鎮火したのは翌朝の五つ(8時ごろ)/侍屋敷は土手内外232軒､足軽屋敷396軒､町家387軒､村の家
  56軒など合計1071軒､寺院6､御門や番所などを焼失
1731年4月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｺｰﾙﾊｰﾌﾟﾙ国統治者はｻﾀﾗの従属統治者となる
1731年4月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦4月15日|<死去>ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾃﾞﾌｫｰ/71歳(誕生1660年)｢ﾛﾋﾞﾝｿﾝ･ｸﾙｰｿｰ｣を書い
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  たｲｷﾞﾘｽの作家
1731年5月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｯﾗｰ｣(1度目~1732年11月)
1731年5月3日-09:00|日本|東京都|享保16年3月27日|幕府が川船改を創置し,作事棟梁に鶴延任を任命
1731年5月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾘｰｽﾞ公｢ﾍﾟﾚｸﾞﾘﾝ･ﾊｲﾄﾞ･ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ｣
1731年5月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾘｰｽﾞ公｢ﾄﾏｽ･ｵｽﾞﾎﾞｰﾝ｣3代公の唯一の男子(~17890323死去)
1731年5月20日 03:30|日本|東京都|享保16年4月15日|<江戸享保16年の連続火災>午の後刻(12時半ごろ)､目白台
  の侍屋敷より出火,次々と延焼/初代の奉書火消役だった秋元但馬守の下屋敷を皮切りに目白不動堂を残らず
  焼き､関口台町から牛込古川町､赤城明神社から牛込一帯の旗本屋敷や町家を総なめにして市ヶ谷田町三丁目
  で焼け止まった
1731年5月20日 05:00|日本|東京都|享保16年4月15日|<江戸享保16年の連続火災>未の上刻(14時ごろ)､別の火の
  手が麹町一丁目の侍屋敷より上がり､同一丁目から火消役旗本･近藤登之助屋敷まで焼いた/近くの大名屋敷や
  旗本屋敷を総なめにし桜田御用屋敷から太左衛門町､伏見町から烏森稲荷神社までを焼け野原にした/その先
  の芝三丁目､神明町､御浜御殿南の方角から芝金杉の浜辺まで焼き亥の刻(22時ごろ)鎮火/この日の連続火事で
  1000人が死亡/江戸の街､92町が灰燼に帰している
1731年5月22日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督代行｢ｶﾌﾞﾘｰ男爵ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｱﾝﾘ ﾄﾞ･ﾏｺ
  ﾞｰﾘｰ｣(2回目~17320222)
1731年6月20日-09:00|日本|青森県弘前市|享保16年5月16日|<交替>陸奥弘前藩46000石｢津軽信寿｣隠居⇒嫡孫｢
  津軽信著｣が継ぐ(⇒延享元(1744)年5月25日､26歳で病死)
1731年6月20日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|享保16年5月16日|<死去>播磨山崎藩1万石｢本多忠方｣(24歳)⇒弟｢本
  多忠辰｣が継ぐ(⇒寛延3(1750)年11月24日､40歳で死去)
1731年6月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1731年6月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~17330928死去)
1731年6月28日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保16年5月24日|<死去>西沢一風(67歳)浮世草子作者､浄瑠璃作者
1731年7月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｼﾗｰﾀﾞｰﾙ･ﾀﾞﾏﾄ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1733年)
1731年7月3日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|享保16年5月29日|<死去>石見津和野藩43468石｢亀井茲親｣(63
  歳)⇒六男｢亀井茲満｣が継ぐ(⇒享保21(1736)年4月9日､死去)
1731年7月4日-08:00|中国|  ||清･雍正9年6月|清軍がﾎﾄﾝﾉｰﾙでｼﾞｭﾝｶﾞﾙ軍に大敗
1731年7月7日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ･ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ総督｢ｱｯﾗｰ･ﾔｰﾙ･ｶｰﾝｱﾌﾞﾀﾞﾘ｣(2回目~17320227)
1731年7月13日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|享保16年6月10日|<死去>上野小幡藩2万石｢織田信就｣(71歳)⇒
  7月28日､四男｢織田信右｣が継ぐ(⇒宝暦9(1759)年11月11日､隠居)
1731年7月22日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ､ｲｷﾞﾘｽ､ｽﾍﾟｲﾝとｵｰｽﾄﾘｱの間に第2次ｳｨｰﾝ条約が結
  ばれ､ｵｰｽﾄﾘｱの国事詔書が承認される/ｵｰｽﾄﾘｱは東ｲﾝﾄﾞ会社の廃止を認める
1731年7月28日-09:00|日本|  ||享保16年6月25日|<死去>初代十寸見蘭洲(不明)浄瑠璃太夫
1731年7月29日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|享保16年6月26日|<死去>播磨赤穂藩2万石｢森長生｣(34歳)⇒弟｢森政
  房｣が継ぐ(⇒延享3(1746)年12月8日､死去)
1731年8月4日-09:00|日本|長野県諏訪市|享保16年7月2日|<死去>信濃高島藩3万石｢諏訪忠虎｣(69歳)⇒養子｢諏
  訪忠林｣が継ぐ(⇒宝暦13(1763)年8月23日､隠居)
1731年8月14日-09:00|日本|滋賀県長浜市|享保16年7月12日|<死去>堀田正休(77歳)前近江宮川藩主
1731年8月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂで帝国ﾂﾝﾌﾄ条例､賤民のｷﾞﾙﾄﾞ加盟を認める
1731年8月22日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾟﾙｼｬがﾍﾗｰﾄの支配宣言
1731年8月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｵｰﾗﾘｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｲﾙ｣(⇒17531203兼5代ｺｰｸ伯~17621123死去)
1731年8月29日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|享保16年7月27日|<死去>駿河小島藩1万石｢松平信嵩｣(22歳)⇒
  長男｢松平昌信｣が継ぐ(⇒明和8(1771)年6月27日､44歳で死去)
1731年9月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1732年8月)
1731年9月7日-09:00|日本|千葉県成田市|享保16年8月7日|<交替>下総高岡藩1万石｢井上政鄰｣隠居⇒弟｢井上正
  森｣が継ぐ(⇒宝暦10(1760)年12月7日､隠居)
1731年9月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾄﾊﾟﾙ･ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~17320312)
1731年9月11日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾄﾞｰｾｯﾄ公ﾗｲｵﾈﾙ･ｸﾗﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ･ｻｯｸﾋﾞﾙ｣(1回目~1737
  0907)
1731年9月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ｸﾞｽﾀﾌ･ｻﾞﾑｴﾙ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄ｣
1731年9月21日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢Samuel Barwick Jr.｣(~17
  330101死去)
1731年9月21日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|享保16年8月21日|<死去>大和高取藩20500石｢植村家敬｣(52歳)
  ⇒養子｢植村家包｣が継ぐ(⇒元文3(1738)年8月13日､死去)
1731年9月21日-09:00|日本|福井県敦賀市|享保16年8月21日|<死去>若狭敦賀藩1万石｢酒井忠武｣(24歳)⇒弟｢酒
  井忠香｣が継ぐ(⇒天明8(1788)年8月20日､隠居)
1731年9月27日-09:00|日本|茨城県牛久市|享保16年8月27日|<交替>常陸牛久藩1万石｢山口弘豊｣隠居⇒養子｢山
  口弘長｣が継ぐ(⇒明和5(1768)年11月12日､死去)
1731年9月27日-09:00|日本|島根県松江市|享保16年8月27日|<死去>出雲松江藩18万6千石｢松平宣維｣(34歳)⇒10
  月13日､長男｢松平宗衍｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年11月27日､隠居)
1731年9月28日-09:00|日本|山形県鶴岡市|享保16年8月28日|<死去>出羽庄内藩14万石｢酒井忠真｣(61歳)⇒次男｢
  酒井忠寄｣が継ぐ(⇒明和3年5月8日(17660614)､死去)
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1731年10月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾆｺﾗｴ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(2回目~1733年5月)
1731年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞｯﾘ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｵ･ﾍﾞﾃﾞｯﾃｨ｣
1731年10月4日-09:00|日本|群馬県前橋市|享保16年9月4日|<死去>上野厩橋藩15万石｢酒井親本｣(27歳)⇒養子｢
  酒井忠恭｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年1月､播磨姫路藩15万石に転封)
1731年10月5日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ代行｢ｻﾞｸﾞﾚﾌﾞ司教ｼﾞｪﾙｼﾞ･ﾌﾞﾗﾆﾝ｣(1回目)､｢ﾆｺﾗ･ﾏﾚ
  ｰﾆｯﾁ｣(~17320217)
1731年10月5日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督代行｢ﾊﾟﾄﾛｸﾛｽ･ﾚｰﾒﾘﾝｸﾞ｣(~1733年)
1731年10月8日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｳﾞｨｴﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾞｾﾛｰﾙ侯爵ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ｣(~17
  320204没)
1731年10月10日-09:00|日本|福島県会津若松市|享保16年9月10日|<死去>陸奥会津藩23万石｢松平正容｣(63歳)⇒
  八男｢松平容貞｣が継ぐ(⇒寛延3年9月27日(17501026)､死去)
1731年10月11日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Matias de Abadia｣(~17430628死去)
1731年10月13日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保16年9月13日|<初演>文耕堂,長谷川千四｢鬼一法眼三略巻｣竹本
  座
1731年10月13日-09:00|日本|山口県萩市|享保16年9月13日|<死去>長州藩369000石｢毛利吉元｣(55歳)⇒五男｢毛
  利宗広｣が継ぐ(⇒寛延4(1751)年2月4日､35歳で死去)
1731年10月17日-09:00|日本|  ||享保16年9月17日|<死去>狩野憲信(40歳)絵師
1731年10月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｻｾｯｸｽ伯｢ﾀﾙﾎﾞｯﾄ･ｲｪﾙｳﾞｧｰﾄﾝ｣
1731年10月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｻｾｯｸｽ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ｲｪﾙｳﾞｧｰﾄﾝ｣(~17580108死去)
1731年11月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾏﾐｱ｣(3回目~1714年5月)
1731年11月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>初代ｲﾝﾄﾞｰﾙ太守｢ﾏﾙﾊｰﾙ･ﾗｰｵ･ﾎｰﾙｶﾙ1世｣(~17660520死去)ﾏﾗｰﾀｰ王国ﾏｰﾙﾜｰ
  2州の支配を宰相から委ねられた
1731年11月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞﾜﾘｴﾙ国統治者(ｽﾍﾞﾀﾞﾙ)｢ﾗﾉｼﾞﾗｵ･ｼﾝﾃﾞｨｱ｣建国(~17450719没)
1731年11月21日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月18日|<就任>全ﾛｼｱ第一閣僚｢ｸﾞﾗｰﾌ･ｶﾞｳﾞﾘｲﾙ･ｲﾜﾉｳﾞｨﾁ･ｺﾞﾛﾌｷﾝ｣(~173401
  31)
1731年12月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｴﾌｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~17430212死去)
1731年12月15日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｼﾞｸﾞﾓﾝﾄﾞ･ｸﾞﾛﾌ･ｺﾙﾆｽ･ｺﾞﾝﾂﾙｼｭｶｲ｣
1731年12月15日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾊﾞｰﾛ･ｳｪｯｾﾚﾆｲ･ﾊﾀﾞﾃﾞｨ｣(2回目~1732年7月
  )
1731年12月23日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|享保16年11月25日|<死去>豊後日出藩25000石｢木下俊在｣(18
  歳)⇒28日､叔父｢木下長保｣が継ぐ(⇒元文3(1738)年8月29日､死去)
1731年12月29日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ公｢ｼﾞｬｺﾓ1世｣(~17331108)
1731年12月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ王ﾌｪﾘぺ5世とｴﾘｻﾞﾍﾞｯﾀ･ﾌｧﾙﾈｰｾﾞの息子のﾄﾞﾝ･ｶﾙﾛｽがﾊﾟﾙﾏ･ﾋﾟｱﾁｪﾝﾂｧ公ｶﾙ
  ﾛ1世に
1731年12月29日-08:00|中国|  ||清･雍正9年12月|清が鉄器の輸出を厳禁
1732年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<死去>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Muhammad Ja’far Sadiq Manamir｣
1732年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾝﾊﾞｽ国ｽﾙﾀﾝ｢Abu Bakar Kamal ud-din1世｣(~1764年)
1732年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Nasarud-Din｣(~1735年)
1732年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞｶﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Hamza Tarafan Nur｣(~1741年)
1732年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾑﾊﾟｰﾝ国主｢ﾃｨｯﾌﾟﾁｬｯｸ(ﾌﾟﾗﾔｰ･ｽﾗﾜﾙｰﾁｬｲｿﾝｸﾗｰﾑ)｣(~1759年)
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｶﾙﾅｰﾀｶ太守｢ｻｱｰﾀﾞﾄｩｯﾗｰ･ﾊｰﾝ｣
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｰｶｯﾄ国支配者｢ﾄﾞｽﾄ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~17400520没)
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾗｶﾙ王国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ･ﾋﾞﾋﾞ･ｼﾞｭﾇﾏﾍﾞ1世｣(~1745年)
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾜﾄﾞ国統治者(ｽﾊﾞﾀﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾎﾞﾙﾊﾝ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ･ﾐｰﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｱﾐﾝ･ﾑｻｳｨ･ｻｱﾀﾞﾄ･ｱﾘ･ｶｰﾝ
  1世｣建国(~17390319没)
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾄｶﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾏﾁｬﾝﾄﾞﾗﾃﾞｰｳﾞｧ2世｣(~1743年)
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾅﾇｰﾙ国統治者(ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ)｢ﾗﾆ･ｼﾞｭﾇﾏﾍﾞ1世ｱﾃﾞｨ･ﾋﾞﾋﾞ･ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ･ﾋﾞﾋﾞ｣(~1745年)
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾄ･ｶﾌﾟﾗ国支配者｢ｼﾞｮﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1767年没)
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾊﾞﾙﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾊﾞｲ･ｼﾝ｣(~1778年)
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｿ国統治者(ﾃﾞｭﾜﾝ)｢ﾊﾞｰﾃｨ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣建国(~1750年没)
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国ﾜｼﾞﾙ｢ﾊｻﾝ･ｶｰﾝ｣(1回目~1734年)
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾘｱ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾔﾀﾞﾙｼﾞ･ﾌﾟﾘｽｳﾞｨﾗｰｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｶﾞﾝﾀﾞｽｼﾞ･ﾗﾔﾀﾞﾙｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｶﾞ
  ﾝﾋﾞﾙｼﾑｼﾞ･ｶﾞﾝﾀﾞｽｼﾞ｣(~不明)⇒｢ﾃﾞｨﾗﾂｨﾑｼﾞ･ｶﾞﾝﾋﾞﾙｼﾑｼﾞ｣(~1803年)
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾛﾀﾞ国統治者(ｾﾅ･ｶｽ･ｹﾙ)｢ﾑｶﾞﾙ帝国総督ｼｪﾙ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾋﾞ｣(~1734年)
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾗﾝﾌﾟﾙ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ﾊﾟﾊﾙ･ｶｰﾝ2世｣(~1743年没)
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｰｼﾞｺｯﾄ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾗﾝﾏﾙｼﾞ1世ﾒﾌﾗﾏﾑｼﾞ｣(~1746年没)
1732年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾙﾅｰﾀｶ太守｢ﾄﾞｰｽﾄ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(~17400520)
1732年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝対立ｲﾏﾑ｢ﾋﾞﾗﾗﾌﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾋﾑﾔｰﾙ｣(第1治世~1738年)
1732年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｻﾙﾔﾝをﾍﾟﾙｼｬが統治(~1747年)
1732年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝ首長｢Nawaub Khalid Pasha｣(~1742年)
1732年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Juan de Villalba y Angulo｣(~同年)
1732年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾍﾟﾀﾙ･ｼﾉﾌﾁｯﾁ｣(~1740年)
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1732年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸでｱｼﾞｱ会社が設立
1732年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ｣(~1736年9月以降)
1732年 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||ｶﾞｰﾅでｱｸﾜﾋﾞﾝがこのころ国家的統一
1732年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾌｪﾘﾍﾟ･ｲ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ軍事司令官｢Jose de Arce y Soria｣
  (~1733年)
1732年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ･ｲ･ﾒｲｽ｣(~1739年
  )
1732年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ副総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾝﾏｰ｣(~1737年)
1732年 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ統治政権大統領｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｱﾚﾗｰﾉ｣(~1733年7月)
1732年 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ島司令官｢Christophe Mahieu｣⇒｢Jacques Greau
  x, Jr.｣(~1744年死去)
1732年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ副王｢Christophe Mathieu｣(~1736年)
1732年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾖｰｸおよびﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｽﾋﾞｰ｣(~1736年)
1732年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｶﾙﾊﾞｰﾄ｣(~1733年)
1732年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||郵便制度がｱﾒﾘｶの南部植民地まで拡大
1732年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾊﾞｰﾘﾝﾄﾝとｱﾑﾎﾞｲ間で駅馬車の定期運行が始まる
1732年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Arifi Ahmed Pasha｣(~1733.3)
1732年1月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ｻﾝﾎﾞ出身のｱﾝﾄﾞﾚｿﾃ(ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾛﾍﾟｽ･ﾛｻﾘｵ),自由黒人を組織し,ｶﾗｶｽ市会とｵﾗ
  ﾝﾀﾞの支援を受けｽﾍﾟｲﾝ軍に対し反乱勝利
1732年1月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢統治委員会:ｸﾘｽﾄｳﾞｧﾝ･ﾃﾞ･ﾒﾛ(2度目)/ﾌﾚｲ･
  ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀ･ﾃﾚｻ(2回目)/ﾄﾒ･ｺﾞﾒｽ･ﾓﾚｲﾗ｣(~11.7)
1732年1月27日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Rattiraydaputao(Nguyen Van Dat)｣(~1763年)
1732年1月27日-09:00|日本|  ||享保17年1月|儒者太宰春台｢聖学問答｣を著す
1732年1月27日-09:00|日本|新潟県|享保17年1月|南条郡新道村･大桐村･広野村･大谷浦で雪崩,死者34人
1732年1月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾏﾘｱ･ｽﾋﾟﾉﾗ｣(~17340129)
1732年2月1日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｷﾞﾗﾝが条約によりﾍﾟﾙｼｬに返還される
1732年2月1日-09:00|日本|  ||享保17年1月6日|<死去>土肥二三(94歳)三河吉田藩士､茶人
1732年2月4日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督代行｢ｴﾃｨｴﾝﾇ･ｺｼｬｰﾙ･ﾃﾞｭ･ﾍﾟﾙﾉ･ﾄﾞ･ｼｬｽﾃﾉﾜ｣(1回
  目~10.8)
1732年2月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾊﾞｸﾙｰ女公｢ｱﾝ･ｽｺｯﾄ｣
1732年2月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾊﾞｸﾙｰ公｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｽｺｯﾄ｣(⇒17430322兼ﾄﾞﾝｶｽﾀｰ伯回復~17510422死去)
1732年2月17日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ｢ｲﾜﾝ5世ｸﾞﾛﾌ･ﾄﾞﾗｼｭｺｳﾞｨｯﾁ｣(~17330104)
1732年2月22日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督代行｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾄｩﾝｹﾞﾝ
  ｣(1回目~17330505)
1732年2月27日-09:00|日本|愛媛県今治市|享保17年2月2日|<交替>伊予今治藩35000石｢松平定基｣隠居⇒従弟｢松
  平定郷｣が継ぐ(⇒宝暦13(1763)年4月19日､死去)
1732年3月2日-09:00|日本|京都府京都市|享保17年2月6日|<死去>二条綱平(61歳)元関白､左大臣
1732年3月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅﾗｼﾞｬ1世ｳｫﾃﾞﾔｰﾙ｣
1732年3月12日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾍｷﾝﾊﾞｼｭｻﾞﾃﾞ/ﾍｷﾓﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~17350712)
1732年3月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾏﾗｼﾞｬ7世ｳｯﾄﾞﾔｰﾙ｣(~17340610､ﾀﾞﾗｳﾞｧｰｲｰらにより廃
  位され､妃ともにｶﾊﾞﾗﾄﾞｩﾙｶﾞへと幽閉されたのち､同年のうちに獄死)
1732年3月20日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ﾔｰﾉｼｭ･ｸﾞﾙﾌ･ﾊﾟﾙﾌｨ･ｴﾙﾃﾞﾃﾞｨ｣(1回目~4.5)
1732年3月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣
1732年3月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣(~17720310死去)
1732年3月26日-09:00|日本|  ||享保17年3月|<刊行>祐左｢太平百物語｣
1732年3月26日-09:00|日本|茨城県筑西市|享保17年3月1日|<加増移封>伊勢神戸藩17000石｢石川総茂｣⇒常陸下
  館藩2万石(⇒享保18(1733)年9月16日､63歳で死去)
1732年3月26日-09:00|日本|群馬県沼田市|享保17年3月1日|<加増移封>常陸下館藩2万石｢黒田直邦｣⇒上野沼田
  藩25000石(⇒同年7月29日､5000石を加増され3万石)
1732年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1732年4月5日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾌﾗﾝﾂ･ｼｭﾃﾌｧﾝ･ﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ･ｳﾝﾄ･ﾊﾞｰﾙ｣(~17
  410622)
1732年4月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾎﾞｲﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1732年4月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾎﾞｲﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~17941228死去)
1732年4月16日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝第10代ｼｬｰ｢ﾀﾌﾏｰｽﾌﾞ2世｣ﾅｰﾃﾞﾙにより
1732年4月21日-09:00|日本|長崎県対馬市|享保17年3月27日|対馬府中大火､1299戸焼ける
1732年4月22日 02:30|日本|東京都|享保17年3月28日|<江戸享保17年連続六番出火>第一番出火､昼九つ前(午前1
  1時半頃)浅草新寺町の桧物師(曲げもの容器の職人)菊屋五郎左衛門の家から出火､東本願寺表門通りの町家､
  寺などを焼き､花川戸から材木町､駒形町､御蔵前森田町､鳥越明神など両国通りを除いてすべて焼失/御馬河岸
  を焼いた炎が隅田川を越え本所埋堀へ飛び火､割り下水通りから北風に乗って回向院後ろへと延焼､新大橋橋
  詰めまで全焼し深川元木場まで焼いて同夜五つ時(20時頃)鎮火
1732年4月22日 04:00|日本|東京都|享保17年3月28日|<江戸享保17年連続六番出火>第二番出火､昼九つ半(13時
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  頃)西の丸下の御用屋敷(隠密を勤める侍屋敷)の内部から出火､水野壱岐守を始め大名屋敷10余家に延焼､数寄
  屋河岸から山下町､家表町で焼き止まる
1732年4月22日 05:00|日本|東京都|享保17年3月28日|<江戸享保17年連続六番出火>第三番出火､昼八つ時(14時
  頃)築地木挽町五丁目の表より出火､仙石因幡守屋敷から西本願寺表通り川向かいの旗本屋敷街へと延焼､海岸
  へ出て鎮火
1732年4月22日 05:30|日本|東京都|享保17年3月28日|<江戸享保17年連続六番出火>第四番出火､八つ過ぎ(14時
  半頃)西北西の風が吹く中､大塚の本伝寺近くの浪人宅より出火､大塚大町から茗荷谷へ焼け下り､服部坂､金剛
  寺坂まで焼け抜け､それより小日向水道町馬場付近から赤城明神表門前まで全焼､筑土八幡裏通りから牛込御
  門内へと飛び火し四番町を全焼させた
1732年4月22日 14:00|日本|東京都|享保17年3月28日|<江戸享保17年連続六番出火>第五番出火､同夜亥の中刻(2
  3時頃)小石川鳶坂付近から出火､町家1町余を全焼
1732年4月23日-09:00|日本|東京都|享保17年3月29日|<江戸享保17年連続六番出火>第六番出火､夜子の刻(午前0
  時頃)本郷､巣鴨大原町など3町が焼失
1732年4月24日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ﾋｭｰ･ﾎﾞﾙﾀｰ/ｳｨﾝﾀﾞﾑ男爵ﾄｰﾏｽ
  ･ｳｨﾝﾀﾞﾑ/準男爵ﾗﾙﾌ･ｺﾞｱ卿(17330523まで)｣(~17330924)
1732年4月25日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|享保17年4月1日|<移封>河内西代藩1万石｢本多忠統｣⇒伊勢神戸藩1万
  石(⇒延享2(1745)年､5000石加増され15000石)
1732年4月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾏｸﾙｽﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾟｰｶｰ｣
1732年4月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾏｸﾙｽﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾟｰｶｰ｣(~17640317死去)
1732年5月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾛﾀﾞ国統治者(ｾﾅ･ｶｽ･ｹﾙ)｢ﾀﾞﾏｼﾞ･ﾗｵ2世ｹﾞｰｸﾜﾙ｣(~17680818没)
1732年5月20日-01:00|ﾓﾅｺ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾅｺ総督｢ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨの騎士ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ｼｬﾙﾙ｣(~17841128没)
1732年5月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ3世｣
1732年5月25日-09:00|日本|栃木県足利市|享保17年5月2日|<死去>下野足利藩11000石｢戸田忠囿｣(64歳)⇒長男｢
  戸田忠位｣が継ぐ(⇒元文元(1736)年9月4日､死去)
1732年5月27日-09:00|日本|岡山県新見市|享保17年5月4日|<死去>備中新見藩18000石｢関長広｣(39歳)⇒長男｢関
  政富｣が継ぐ(⇒宝暦10(1760)年6月4日､死去)
1732年5月27日-09:00|日本|福井県坂井市|享保17年5月4日|坂井郡泥原新保浦で火事,家158軒など焼失
1732年5月28日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Dirk van Cloon｣(~17350310死去)
1732年6月1日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰﾊﾞｸﾙ1世･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｱｯﾗｰ｣
1732年6月1日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ｶﾘﾌ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞ･ﾊﾞｸﾙ｣(~17330814没)
1732年6月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会が帽子条例を制定
1732年6月1日-09:00|日本|秋田県秋田市|享保17年5月9日|<廃藩>出羽久保田新田藩(1)1万石｢佐竹義堅｣宗家久
  保田藩主｢佐竹義峯｣の養子となり1万石は久保田藩に還付
1732年6月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｶﾙﾛ･ﾙｯﾂｨｰﾆ｣(~17350105死去)
1732年6月13日-09:00|日本|岐阜県海津市|享保17年5月21日|<死去>美濃高須藩3万石｢松平義孝｣(39歳)⇒従弟｢
  松平義淳｣が継ぐ(⇒元文4(1739)年2月3日､宗家尾張藩を相続)
1732年6月19日-09:00|日本|東京都|享保17年5月27日|江戸で悪疫流行のため水神祭･施餓鬼を行い,この例祭日
  に花火を上げて川開きとする(大川の川開きの初め)
1732年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾌﾗﾝﾂ･ｱﾝﾄﾝ･ﾊﾟｳﾙ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｳｫﾘｽ｣(政府大統領~17341202)
1732年7月2日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|享保17年閏5月11日|<交替>下総生実藩1万石｢森川俊胤｣隠居⇒
  次男｢森川俊常｣が継ぐ(⇒享保19(1734)年7月1日､死去)
1732年7月2日-09:00|日本|新潟県新発田市|享保17年閏5月11日|<死去>越後新発田藩5万石｢溝口直治｣(26歳)⇒7
  月5日､養子｢溝口直温｣が継ぐ(⇒宝暦11(1761)年1月23日､隠居)
1732年7月3日-09:00|日本|愛媛県大洲市|享保17年閏5月12日|大洲城下町に大火があり､侍屋敷37軒･無足屋敷23
  軒･町家300軒余を焼く
1732年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ｣
1732年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣先代の息子(⇒17661105兼ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ公~1
  7900523死去ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ公爵廃絶)
1732年7月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ｽﾞﾙﾂﾊﾞｯﾊ公｢ﾖﾊﾝ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣(~17330720死去)
1732年7月12日-09:00|日本|岐阜県中津川市|享保17年閏5月21日|<死去>美濃苗木藩10021石｢遠山友将｣(18歳)⇒
  叔父｢遠山友央｣が継ぐ(⇒元文5(1740)年8月27日､隠居)
1732年7月15日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督代行｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾄﾝﾌﾟｿﾝ｣(~1734年6月)
1732年7月16日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのｵﾗﾝとﾏｻﾞﾙｷﾋﾞﾙの支配が回復(~17920229)
1732年7月22日-09:00|日本|千葉県安房郡鋸南町|享保17年6月|保田妙本寺客殿再建
1732年8月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｲｽﾏｲﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1733年8月)
1732年8月3日-09:00|日本|  ||享保17年6月13日|<死去>杉山杉風(86歳)俳人
1732年8月4日-09:00|日本|三重県津市|享保17年6月14日|<死去>藤堂高陳(32歳)前伊勢久居藩主
1732年8月11日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官代行｢ﾃﾞｨｵﾆｭｿｽ
  ･ﾏﾇｴﾙ･ｳﾞｨｴｶﾞｽ｣(2回目~1733年)
1732年8月16日-09:00|日本|熊本県熊本市|享保17年6月26日|<死去>肥後熊本藩54万石｢細川宣紀｣(57歳)⇒四男｢
  細川宗孝｣が継ぐ(⇒延享4(1747)年8月15日､殺害される)
1732年8月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Antonio Villalba y Angulo｣(~17570422死去)
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1732年8月25日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督代理｢ｸﾞｱﾙﾃﾙｽ･ｳﾞｰﾀｰｼｭ｣(~12.2)
1732年8月31日-09:00|日本|  ||享保17年7月12日|幕府が目安箱投書規則を定める
1732年9月2日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ｱｯﾊﾞｽ3世｣(~17360308)､摂政｢ﾅﾃﾞｨﾙ･ｶｰﾝ･ｱﾌｼｬﾙ｣(~17360308
  )
1732年9月4日-09:00|日本|愛媛県|享保17年7月16日|松山藩領伊予郡の農民100人余り､袖乞と称して松山の町家
  へ押しかけ､米屋を打ちこわす(伊予百姓一揆)
1732年9月14日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|享保17年7月25日|<死去>美濃加納藩65000石(老中)｢安藤信友｣(62歳)
  ⇒養子｢安藤信尹｣が継ぐ(⇒宝暦5(1755)年2月4日､強制隠居)
1732年9月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝ王ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世が､常備軍を集めるために強制徴募制をとりい
  れる/これによりﾌﾟﾛｲｾﾝはﾖｰﾛｯﾊﾟ第4位の陸軍を保有することになる
1732年9月17日-09:00|日本|群馬県沼田市|享保17年7月29日|<加増>上野沼田藩25000石｢黒田直邦｣+5000石⇒3万
  石(⇒享保20(1735)年3月26日､死去)
1732年9月19日-08:00|中国|  ||清･雍正10年8月|ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ部のｶﾞﾙﾀﾞﾝ･ﾂｪﾘﾝが清の北辺で清軍に破れ逃走
1732年9月19日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･龍徳1年8月|<廃位>後黎朝(大越)後期第13代皇帝｢後廃帝｣
1732年9月19日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|享保17年8月1日|<死去>小笠原長重(83歳)前武蔵岩槻藩主
  ､元寺社奉行･京都所司代･老中
1732年9月20日-09:00|日本|  ||享保17年8月|(6月中旬~)近畿から九州にかけて雨が数十日降り続き､蝗虫大発
  生による飢饉,餓死者1万2,000人余に達する(享保の飢饉)
1732年9月24日-09:00|日本|  ||享保17年8月6日|<死去>霊元天皇(79歳､承応3(1654)0525生)112代天皇
1732年9月29日-09:00|日本|長野県松本市|享保17年8月11日|<死去>信濃松本藩6万石｢松平光慈｣(21歳)⇒10月5
  日､弟｢松平光雄｣が継ぐ(⇒宝暦6(1756)年11月1日､死去)
1732年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳﾞｧﾚﾘｵ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾓﾗｯﾁ｣
1732年10月3日-09:00|日本|愛知県犬山市|享保17年8月15日|<交替>尾張犬山藩35000石(尾張藩附家老)｢成瀬正
  幸｣隠居⇒長男｢成瀬正泰｣が継ぐ(⇒明和5(1768)年1月28日､隠居)
1732年10月7日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|享保17年8月19日|<鹿児島享保17年の大火>夜半､鹿児島城の南方
  ､海岸寄りにある町民の街､下町の石灯炉あたりから出火/火の手は五方､六方にも別れ､町屋敷520か所と家老･
  伊勢兵部の下屋敷(別宅)を焼失
1732年10月8日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾌｧｲｴ侯爵ﾋﾟｴｰﾙ｣(~17370811没)
1732年10月14日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･龍徳1年8月26日|<即位>後黎朝(大越)後期第14代皇帝｢純宗黎維祥｣
  (~17350605死去)龍徳と改元(~1735年)
1732年10月17日-09:00|日本|兵庫県姫路市|享保17年8月29日|<死去>播磨姫路藩15万石｢榊原政祐｣(28歳)⇒10月
  13日､弟｢榊原政岑｣が継ぐ(⇒寛保元(1741)年10月13日､強制隠居)
1732年10月18日-09:00|日本|京都府京都市|享保17年8月30日|<死去>松木宗子(敬法門院)(76歳)中御門宗条の娘
  ､霊元天皇の妃
1732年10月19日-09:00|日本|  ||享保17年9月|<初演>｢大銀杏榮景清｣<景清>中村座
1732年10月22日-09:00|日本|  ||享保17年9月4日|<死去>山口雪渓(89歳)画家
1732年10月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公｢ﾗｲｵｾｽﾘｰ･ﾗｯｾﾙ｣
1732年10月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ公｢ｼﾞｮﾝ･ﾗｯｾﾙ｣先代の弟(~17710105死去)
1732年10月27日-09:00|日本|  ||享保17年9月9日|<初演>文耕堂,長谷川千四｢壇浦兜軍記｣竹本座
1732年10月29日-09:00|日本|長崎県対馬市|享保17年9月11日|<交替>対馬府中藩22800石｢宗方熈｣隠居⇒甥｢宗義
  如｣が継ぐ(⇒宝暦2(1752)年1月5日､死去)
1732年11月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾏｽｰﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ｣(1度目~1733年1月)
1732年11月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｻﾝﾄﾞﾐﾙ伯爵ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾏｽｶﾚﾆｬｽ｣(~17410518没)
1732年11月10日-09:00|日本|兵庫県姫路市|享保17年9月23日|<交替>播磨林田藩1万石｢建部政周｣隠居⇒長男｢建
  部政民｣が継ぐ(⇒宝暦12(1762)年6月24日､隠居)
1732年11月15日-09:00|日本|広島県廿日市市|享保17年9月28日|佐伯郡廿日市にて出火,家数75軒焼失
1732年11月18日-09:00|日本|  ||享保17年10月|儒者･室鳩巣の随筆集｢駿台雑話｣ができる
1732年11月20日-09:00|日本|神奈川県小田原市|享保17年10月3日|<死去>相模小田原藩11万3000石｢大久保忠方｣
  病死(41歳)⇒長男｢大久保忠興｣が継ぐ(⇒宝暦13(1763)年9月10日､隠居)
1732年11月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾌﾟﾘﾏｽ伯｢ｱｻﾞｰ･ｳｨﾝｻﾞｰ｣
1732年11月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾌﾟﾘﾏｽ伯｢ｱｻﾞｰ･ﾙｲｽ･ｳｨﾝｻﾞｰ｣(~17710421死去)
1732年11月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ､ｱｳﾞｪｯﾘｰﾉで地震(M6.6)死者1942人
1732年12月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢商工会議所上院｣(~17330101)
1732年12月1日-09:00|日本|新潟県長岡市|享保17年10月14日|<死去>越後与板藩2万石｢井伊直陽｣病死(14歳)⇒
  養子｢井伊直員｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年4月5日､死去)
1732年12月2日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾔｺﾌﾞ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾋﾟｰﾗﾄ｣(~17340127)
1732年12月2日-09:00|日本|長崎県長崎市|享保17年10月15日|夜､大風.唐船が暗礁にのりあげて長崎港外に沈没
  ｡乗組員中1人は沖の島に漂着､他の39人は全員死亡
1732年12月4日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾍﾃｨ王｢ﾃｲﾑﾗｽﾞ2世｣(1回目~1736年)
1732年12月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<開場>歌劇場｢ﾛｲﾔﾙ･ｵﾍﾟﾗ･ﾊｳｽ｣[ﾛﾝﾄﾞﾝ･ｺｳﾞｪﾝﾄ･ｶﾞｰﾃﾞﾝ]
1732年12月9日-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｱﾕﾀﾔ王朝第33代国王｢ｻﾝﾍﾟｯﾄ9世ﾌﾟｰﾐﾝﾀﾗｰﾁｬｰ｣
1732年12月9日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第34代国王｢ﾎﾞｰﾛﾏﾗｰﾁｬｰﾃｨﾗｰﾄ3世ﾎﾞｰﾛﾏｺｰﾄ｣(~17580413死去)



1740迄(2954件)

1732年12月15日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Martin de Lardizabal y Elorza｣(~17
  371006)
1732年12月17日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<死去>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ﾖｰｾﾞﾌ･ﾖｰﾊﾝ･ｱﾀﾞﾑ｣
1732年12月17日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ﾖﾊﾝ･ﾈﾎﾟﾑｸ･ｶｰﾙ｣先代の息子､先々先代の後見下で統
  治(~17481222没)
1732年12月17日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ摂政｢ﾖｰｾﾞﾌ･ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ｣(~17450708)
1732年12月18日-09:00|日本|愛媛県今治市|享保17年11月2日|今治藩領､越智郡上弓削村で大火事があり､百姓本
  家36軒･無給本家11軒･納屋牛屋44軒ほか焼失
1732年12月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾌﾗﾝｸﾘﾝ､名言ｶﾚﾝﾀﾞｰ｢貧しいﾘﾁｬｰﾄﾞの暦｣を創刊
1732年12月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯･ﾉｰﾘｯﾁ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1732年12月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯･ﾉｰﾘｯﾁ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣先代の弟(~17770
  920死去)
1733年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ･Johan Bake｣(~1738年死去)
1733年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾏｯﾄﾞ･ｼｬｰﾌｨｰ･ｻﾞｲﾇﾙ･ｱﾘﾌｨﾝ｣(~1750年)
1733年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ･ｽﾙﾀﾝ｢Tahiruddin Malinug｣(~1736年)
1733年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第34代国王｢ﾎﾞｰﾛﾏﾗｰﾁｬｰﾃｨﾗｰﾄ3世ﾎﾞｰﾛﾏｺｰﾄ｣(~1758年死去)芸術･文芸が栄
  える
1733年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼｯｷﾑ王｢ｷﾞｭﾙﾒｯﾄﾞ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣
1733年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾀﾞﾃｨｱ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ﾗﾑﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｼﾝ｣
1733年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｴﾘｱｽ･ｷﾞﾖｰ｣(~1737年)
1733年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾗﾝﾄﾞﾜﾄﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾄﾘﾝﾊﾞｸﾗｵ1世ｱｯﾊﾟ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾊﾟﾄﾜﾙﾀﾞﾝ｣建国(~1771年没)
1733年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾙﾇｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾋﾏﾔｯﾄ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ｶｰﾝ｣(~1751年)
1733年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾗﾊﾞ国統治者(ｻﾙｹﾙ)｢ﾏﾅｼﾞ1世ｱﾝｸﾞﾘｱ｣(~1759年没)
1733年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾃﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾄﾞｩﾙｼﾞｬﾝ･ｼﾝ｣(~不明)⇒｢ﾏﾝ･ｼﾝ｣(~1760年)
1733年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾗｼﾞｬ)｢ｳﾀﾞｲ･ﾅｽ･ｼｬｰ｣(~1740年)
1733年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾝﾄﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾓﾀﾞﾙ･ｼﾝ･ﾅﾚﾝﾄﾞﾗ｣(~1770年)
1733年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾅﾊﾞﾀﾞﾙ国支配者(ｶｰﾝ)｢ﾃﾞｨﾗｰ･ｶｰﾝ･ｻﾗﾊﾞｯﾄ･ｶｰﾝ｣建国(~1760年頃没)
1733年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｳﾞｨ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｱﾘﾔｼﾞ･ｶﾝﾖｰｼﾞ｣(~1739年没)
1733年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼｯｷﾑ王｢ﾌﾟﾝﾂｫ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ2世｣(~1780年､死去)
1733年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾀﾞﾃｨｱ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ｲﾝﾄﾞﾗｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~1762年)
1733年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||ﾐﾝｽｸがﾛｼｱに占領された(~1734年)
1733年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ﾎｾ･ﾊﾞﾙﾎﾞｻ･ﾚｱﾙ｣(~173
  6年)
1733年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||ｼﾘｱのｱｽﾞﾑ家のｽﾚｲﾏｰﾝがﾀﾞﾏｽｸｽ総督となる
1733年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾊﾟﾅﾏ|  |||<死去>ﾍﾞﾗｸﾞｱ公｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾏﾇｴﾙ･ﾇｰﾆｮ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｲ･ｱﾔﾗ｣
1733年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ軍ｾﾙﾋﾞｱ総督｢ｶｰﾙ･ｸﾘｽﾄﾌ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｼｭﾒｯﾀｳ｣(~17380904)
1733年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｵﾘﾊﾞｰﾚｽ公｢ﾏﾘｱ･ﾃﾚｻ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ｲ･ｱﾛ｣(~1755年)
1733年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｸﾞﾚｰｳﾞ･ﾗﾝﾂｧｳ｣(~1739年)
1733年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾍﾞﾗｸﾞｱ女公｢ｶﾀﾘﾅ･ﾍﾞﾝﾁｭﾗ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｲ･ｱﾔﾗ｣先代の妹(~1739年没)
1733年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの物理学者ﾃﾞｭ･ﾌｪｲが摩擦で2種の電気を発見
1733年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝ農民に徴兵義務が設定される
1733年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島永続的軍政知事｢Pedro Sanchez Dumpierrez
  ｣
1733年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ会社ｾﾈｶﾞﾙ局長｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｴﾃｨｴﾝﾇ･ﾙ･ｼﾞｭｰｼﾞｭ｣(~3.7)
1733年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島永続的軍政知事｢Jose Sanchez Dumpierrez｣
  (~1741年死去)
1733年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾜｰﾛ統治者(ﾌﾞﾗｸ)｢ｲｪﾘﾑ･ﾅﾀﾞﾃ･ﾌﾞﾌﾞ｣(~1734年)
1733年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの職工ｼﾞｮﾝ･ｹｲが飛梭(とびひ)を発明
1733年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾌｪﾘﾍﾟ･ｲ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ軍事司令官｢Francisco Lobato｣(~17
  38年)
1733年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ総督｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ｣(~1769年)
1733年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢The Viscount Howe｣(~17350329)
1733年 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ﾎｾ･ｵｰﾍﾞｰﾙ + ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾋﾒﾈｽ｣(~17351011)
1733年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾎｾ･ｼﾌﾟﾘｱｰﾉ･ﾃﾞ･ｴﾚｰﾗ･ﾛｲｻﾞｶﾞ｣(~1735
  年)
1733年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞｮｰｼﾞｱ植民地第1代総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｵｰｸﾞﾙｿｰﾌﾟ｣(~1743年)
1733年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ｻﾐｭｴﾙ･ｵｰｸﾞﾙ｣(~1742年)
1733年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾙ･ﾓﾜｰﾇ･ﾄﾞ･ﾋﾞｴﾝｳﾞｨﾕ｣(~1743年)
1733年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾒｷｼｺ/ｱﾒﾘｶ|  |||北ｱﾒﾘｶでｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞが初めて流行
1733年1月1日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ｾｻﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(~17380401没)
1733年1月1日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢Samuel Barwick Jr.｣
1733年1月1日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢James Dotin｣(1期目~4.21)
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1733年1月1日-09:00|日本|茨城県ひたちなか市|享保17年11月16日|<那珂湊享保17年の大火｢玄宝屋火事｣>夜､湊
  村五町目より発し全町を掃蕩､延焼1300戸
1733年1月4日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ代行｢ｻﾞｸﾞﾚﾌﾞ司教ｼﾞｪﾙｼﾞ･ﾌﾞﾗﾆﾝ｣(2度目~8.13)
1733年1月10日-09:00|日本|山形県鶴岡市|享保17年11月25日|<交替>出羽松山藩2万石｢酒井忠豫｣隠居⇒養子｢酒
  井忠休｣が継ぐ(安永8(1779)年12月15日､5000石加増され25000石)
1733年1月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1733/1/2|ﾁｬｰﾙｽﾄﾝに､ｼﾞｪｰﾑｽ･ｵｸﾞﾙｿｰﾌﾟ率いる35家族がﾛﾝﾄﾞﾝから
  到着し､北ｱﾒﾘｶでの13番目の植民地ｼﾞｮｰｼﾞｱを建設
1733年1月17日-09:00|日本|京都府京都市|享保17年12月2日|幕府が京都に質物改会所を設置
1733年1月21日-09:00|日本|愛媛県大洲市|享保17年12月6日|大洲城下大火､437軒類焼
1733年1月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣
1733年1月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~17490109退任)
1733年1月27日-09:00|日本|山形県上山市|享保17年12月12日|<交替>出羽上山藩3万石｢松平長恒｣隠居⇒養子｢松
  平信将｣が継ぐ(⇒宝暦11(1761)年11月14日､死去)
1733年2月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｯﾗｰ｣(2度目~1734年)
1733年2月1日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗｽ･ﾎﾟｳﾞｨﾗｽ･ｻﾋﾟｴｶﾞ大元帥｣(2回目~9.12)
1733年2月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾙﾄﾞﾙﾌ｣
1733年2月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｱｳｸﾞｽﾄ2世｣兼ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘ
  ﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ1世｣強健王/62歳(誕生16700512)
1733年2月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ2世｣(~17631005死去)
1733年2月8日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Everardt Raecx｣
1733年2月10日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢沈寿賢｣(~17340605)
1733年2月10日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島暫定司令官｢Johan Heyliger｣(4期目⇒173402
  27､司令官~17360310)
1733年2月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英軍技術将校ｼﾞｪｰﾑｽ･ｵｸﾞﾙｿｰﾌﾟがｱﾒﾘｶ南部に｢ｼﾞｮｰｼﾞｱ植民地｣建設
1733年2月14日-09:00|日本|  ||享保18年1月|建部賢弘･中根元圭が｢暦算全書｣の訓訳を完成
1733年2月14日-09:00|日本|東京都|享保18年1月|<江戸時代最初の打ちこわし>江戸で､米問屋打ち壊し起こる/
  高間伝兵衛の自宅を1700人の庶民が襲い家材道具や米俵等を川に投げ入れるなどした
1733年2月15日-09:00|日本|広島県広島市|享保18年1月2日|広島城下火災,町家220軒焼失
1733年2月23日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Philip Gardelin｣(~173
  60221)
1733年2月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･雍正11年1月10日|朝鮮で米価高騰のため禁酒令が出される
1733年3月-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<死去>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ･ｽﾙﾀﾝ｢Jaafar Sadiq Manamir｣
1733年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Aydinli Abdullah Pasha｣(~同年)
1733年3月7日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾄﾚﾝｶﾞﾇ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｻﾞｲﾅﾙ･ｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ1世･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ﾍﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼ
  ﾞｬ･ﾄｩﾝ･ﾊﾋﾞﾌﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞﾄﾞ｣
1733年3月7日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝｶﾞﾇ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ1世･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｻﾞｲﾅﾙ･ｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ｣
  (~17930126没)､摂政｢ｴﾝｸ･ﾀﾅﾝ･ﾜﾝｻ｣(~17410226)
1733年3月7日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ会社ｾﾈｶﾞﾙ局長代行｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾄﾞｳﾞｫｰﾙ｣(⇒1736年局長~1738
  年)
1733年3月10日-09:00|日本|東京都|享保18年1月25日|米価高騰により町人1,700人余が米問屋高間伝兵衛宅を襲
  撃する(江戸で最初の打ちこわし)
1733年3月29日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督代理｢James Dotin｣(2期目~1737年)
1733年3月30日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督代行｢ﾎｾ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ･ﾘﾍﾞｲﾛ｣｢ﾏﾃｳｽ･ﾓﾆｽ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊ
  ﾞ｣｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｺﾚｱ･ﾚﾍﾞﾛ｣(~17340323)
1733年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘｱ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣
1733年4月1日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保18年2月17日|<死去>初代･並木正三(43才)
1733年4月9日-09:00|日本|福井県坂井市|享保18年2月25日|<死去>本多重益(71歳)元越前丸岡藩主
1733年4月14日-09:00|日本|群馬県前橋市|享保18年3月1日|<死去>酒井親愛(40歳)前上野前橋藩主
1733年4月15日-09:00|日本|  ||享保18年3月2日|<死去>7代千宗室(25歳)茶人､裏千家家元
1733年4月16日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｰﾏﾃｲ･ｷﾞｶ｣(1回目~17351127)
1733年4月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｼﾞｭｰ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世｣2歳
1733年4月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>J.S.ﾊﾞｯﾊ《ﾐｻ曲ﾛ短調》
1733年4月21日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢Emanuel Scrope Howe｣(~17350
  327死去)
1733年5月5日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ ﾗｲﾝﾊﾙﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾅｲﾍﾟﾙｸ｣(2
  回目~17340622)
1733年5月7日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾆｺﾗｴ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(1回目~17351126)
1733年5月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾁｬﾑﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾁｬﾑﾘｰ｣
1733年5月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾁｬﾑﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾁｬﾑﾘｰ](~17700610死去)
1733年5月9日-09:00|日本|  ||享保18年3月26日|<死去>青木鷺水(76歳)俳人､浮世草子作者
1733年5月14日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ﾗﾌｧｴﾙ･ﾃﾞ･ｴｽﾗｳﾞｧ･ｲ･ﾗｻﾞｶﾞ｣
  (~17370424没)
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1733年5月14日-09:00|日本|福井県坂井市|享保18年4月1日|<交替>越前丸岡藩5万石｢有馬寿純｣隠居⇒長男｢有馬
  孝純｣が継ぐ(⇒宝暦7(1757)年2月8日､死去)
1733年5月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英議会､糖蜜条例制定､植民地が西ｲﾝﾄﾞ諸島の外国植民地から輸入していた安
  い糖蜜や 砂糖に輸入税を課す
1733年5月19日-09:00|日本|群馬県安中市|享保18年4月6日|<交替>上野安中藩2万石｢内藤政森｣隠居⇒次男｢内藤
  政里｣が継ぐ(⇒延享3年4月30日(17460618)､死去)
1733年6月2日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保18年4月20日|<死去>長谷川千四(45歳)浄瑠璃作者
1733年6月5日-09:00|日本|  ||享保18年4月23日|<死去>稲津祇空(71歳)俳人
1733年6月8日 03:00|日本|石川県金沢市|享保18年4月26日|<金沢享保18年の連続大火>午の刻(午前12時ごろ)才
  川川除町の伊藤内膳方小者･九郎助の家から出火,申の刻(16時ごろ)には鎮火/火元の才川川除町の42軒をはじ
  め､後伝馬町87軒､同町支配違い41軒､伝馬町57軒､河原町83軒､大工町45軒､同町別53軒､十九間町58軒と8町が4
  0軒以上焼失/すべてで795軒焼失及び破壊した中で､侍屋敷並びに足軽の家102軒､町家は681軒が焼けたほか､
  寺社5軒､6か町の木戸と番小屋15か所､別の番小屋2か所､土蔵5棟が灰となって,消火のため破壊した家は7軒.1
  人死亡
1733年6月11日-06:00|日本|石川県金沢市|享保18年4月29日|<金沢享保18年の連続大火>明け方の丑の下刻(午前
  3時ごろ)､犀川雨宝院から出火,新明社に飛び火し､野町二丁目の両側､足軽町はほぼ焼失､千日町は中程まで延
  焼,卯の下刻(午前7時ごろ)鎮火/すべてで537軒焼失及び破壊した中で､侍屋敷並びに足軽の家51軒､町家452軒
  ､百姓家21軒が焼けたほか､髪結い床5か所､寺社7軒､木戸4か所と番所8か所､土蔵2棟が灰となった/その他は橋
  2か所が焼け落ち､消火のため7軒を破壊.1人死亡
1733年6月13日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸはﾌﾗﾝｽからｾﾝﾄｸﾛｱを購入
1733年6月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｰﾗﾄ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾃｸﾞ･ﾍﾞｸﾞ･ｶｰﾝ･ﾐﾙｻﾞ･ｸﾞﾙ｣建国(~17460907没)
1733年6月24日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ総督｢ﾗｲﾝﾊﾙﾄ男爵ﾌｧﾝﾘｰﾄﾞｷﾞﾝｹﾙ｣(~1744年)
1733年6月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>16代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ｣
1733年6月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>17代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ｣(~17501207死去)
1733年6月30日-09:00|日本|富山県富山市|享保18年5月19日|<死去>前田利興(56歳)前越中富山藩主
1733年7月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ｱﾝﾄﾞﾚ･ｿﾄ軍,白人地主層の裏切りを受け壊滅.多くが処刑される
1733年7月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾑﾊｽﾙ･ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1735年)
1733年7月2日-09:00|日本|愛媛県松山市|享保18年5月21日|<死去>伊予松山藩15万｢松平定英｣(38歳)⇒長男｢松
  平定喬｣が継ぐ(⇒宝暦13年3月21日(17630503)､死去)の時も花火が打ち上げられ､江戸恒例の年中行事となり､
  現在の隅田川花火大会に引き継がれている
1733年7月9日-09:00|日本|東京都|享保18年5月28日|<江戸大川(隅田川)で花火大会はじまる>町奉行の許可を得
  て､余興の花火を鍵屋六代目･篠原弥兵衛の手によって打ち上げた/花火は打ち上げと仕掛けを合わせわずか20
  発内外だったというが､大人気となり翌年の水神祭の時も花火が打ち上げられ､江戸恒例の年中行事となり､現
  在の隅田川花火大会に引き継がれている
1733年7月11日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾘﾍﾞﾗ･ｲ･ﾋﾞｼﾞｬ
  ﾛﾝ｣(~17421016)
1733年7月11日-09:00|日本|千葉県館山市|享保18年6月|<加増>安房国北条藩12000石｢水野忠定｣+丹波国内3000
  石⇒15000石(⇒延享5(1748)年6月26日､58歳で死去)
1733年7月11日-09:00|日本|東京都|享保18年6月1日|幕府が永代橋の渡橋銭徴収を停止
1733年7月17日-09:00|日本|奈良県桜井市|享保18年6月7日|<死去>大和戒重藩1万石｢織田長亮｣(36歳)⇒8月2日､
  長男｢織田輔宜｣が継ぐ(⇒延享2(1745)年12月12日､大和芝村藩1万石へ陣屋移転)
1733年7月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ｽﾞﾙﾂﾊﾞｯﾊ公｢ﾖﾊﾝ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣
1733年7月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ｽﾞﾙﾂﾊﾞｯﾊ公(ﾌﾟﾌｧﾙﾂ系ｳﾞｨｯﾃﾙｽﾊﾞｯﾊ家)ｶｰﾙ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ(~17421231退
  位⇒ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯､ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯)
1733年7月23日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ﾙｲﾛﾊﾞ･ｲ･ｶﾙﾃﾞﾛﾝ｣(~17330914)
1733年7月27日-09:00|日本|広島県広島市|享保18年6月17日|広島芽屋町に出火,比治山町･京橋町･吉田町延焼,
  町家990竈焼失
1733年7月29日-09:00|日本|熊本県宇土市|享保18年6月19日|<死去>細川有孝(58歳)前肥後宇土藩主
1733年8月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｵｽﾏﾝ･ﾄﾊﾟﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(2度目~1734年8月)
1733年8月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ﾎﾟｰﾙ･ｸﾘｽｸ･ﾊﾟﾝｸ｣(~174107
  13)
1733年8月1日-09:00|日本|  ||享保18年6月22日|荻生徂徠｢度量考｣刊行
1733年8月2日-08:00|中国|  |||雲南､東川地震/M7.8､死者1,200人
1733年8月9日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保18年6月30日|大坂竹田芝居より出火,嵐座､芝居茶屋焼失
1733年8月10日-09:00|日本|  ||享保18年7月上旬|近畿以西に疫病が流行し,多数の死者が出る
1733年8月13日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ｢ﾖｾﾞﾌ･ｸﾞﾛﾌ･ｴｽﾃﾙﾊｰｼﾞ｣(~17410625)
1733年8月14日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ｶﾘﾌ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞ･ﾊﾞｸﾙ｣
1733年8月14日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ﾊﾐﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞ･ﾊﾞｸﾙ｣(~17470222没)
1733年8月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱの作曲家ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾍﾟﾙｺﾞﾚｰｼ(23)の喜劇｢奥様になった女中｣がﾅﾎﾟﾘで上演
1733年9月1日-09:00|日本|岐阜県大垣市|享保18年7月23日|<死去>戸田氏定(77歳)前美濃大垣藩主
1733年9月7日-09:00|日本|  ||享保18年7月29日|<死去>小原慶山(不明)画家
1733年9月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>｢ｸﾗｳﾞｻﾝ(ﾁｪﾝﾊﾞﾛ)曲集｣などで有名な｢ﾊﾞﾛｯｸ音楽｣のﾌﾗﾝｽ作曲家ﾌﾗﾝｿﾜ･ｸｰ



1740迄(2954件)

  ﾌﾟﾗﾝがﾊﾟﾘで(1668-､64歳)
1733年9月12日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<復位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｽﾀﾆｽﾛｳﾞｧｽ1世(ｽﾀﾆｽﾜﾌ･ﾚｼﾁﾆｽｷ)｣(~1736
  0127退位､ﾛﾚｰﾇ公となる~17660223死去88歳)
1733年9月13日-09:00|日本|  ||享保18年8月6日|<死去>初代横谷宗珉(64歳)装剣金工
1733年9月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｽﾍﾟｲﾝ､ｻﾙﾃﾞｰﾆｬがﾄﾘﾉ条約を結んで､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ国王選挙の自由
  を守る名目でｵｰｽﾄﾘｱに対抗
1733年9月27日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ司教ﾌﾚｲｼﾞｭｱﾝﾃﾞ ｱﾚｷﾞ･ｲ･ｸﾞﾃｨｴﾚｽ｣(~1
  2.9)
1733年9月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1733年9月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~17450422死去)
1733年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾟｵﾛ･ｳﾞｧﾛｰﾆ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾆ｣
1733年10月4日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌｨﾗｵ｣(~17400206)
1733年10月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王位をめぐって､ﾌﾗﾝｽがｵｰｽﾄﾘｱに宣戦布告し､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ継承戦
  争が起こる
1733年10月11日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ﾊﾟｼｬ･ﾑｼﾝｻﾞｰﾃﾞ｣(2回目~1735年
  )
1733年10月13日-09:00|日本|茨城県石岡市|享保18年9月6日|<死去>常陸府中藩2万石｢松平頼明｣(43歳)⇒10月､
  長男｢松平頼永｣が継ぐ(⇒享保20(1735)年8月25日､23歳で死去)
1733年10月21日-09:00|日本|  ||享保18年9月14日|<死去>内藤義英(露沾)(79歳)俳人
1733年10月23日-09:00|日本|茨城県筑西市|享保18年9月16日|<死去>常陸下館藩2万石｢石川総茂｣(63歳)⇒11月4
  日､養子｢石川総陽｣が継ぐ(⇒元文5年10月7日(17401125)､隠居)
1733年10月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ女公｢ﾍﾝﾘｴｯﾀ･ｺﾞﾄﾞﾙﾌｨﾝ｣
1733年10月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ｣5代ｻﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯(~17581020死去)
1733年10月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公･ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ=ﾒﾝﾍﾟﾙｶﾞﾙﾄ公｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣
1733年10月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公･ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ=ﾒﾝﾍﾟﾙｶﾞﾙﾄ公｢ｶｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ｣(~173703
  12死去)
1733年11月1日-09:00|日本|滋賀県野洲市|享保18年9月25日|<交替>近江三上藩1万石｢遠藤胤親｣隠居⇒長男｢遠
  藤胤将｣が継ぐ(⇒明和8(1771)年4月12日､死去)
1733年11月8日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ公｢ｵﾉﾗｰﾄ3世｣(~17930119)
1733年11月11日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾁﾘ総督｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ｶﾉ･ｲ･ｱﾎﾟﾝﾃ｣
1733年11月11日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ ｻﾝﾁｪｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾞﾚﾀﾞ･ｲ･ｳﾞｪﾗ｣(~1734年5月)
1733年11月13日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｾﾝﾄ･ｼﾞｮﾝ島は反乱の間､奴隷によって支配された(~1734.
  5)
1733年11月14日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾀﾆﾝｶﾞﾝｳｪｲ･ﾐﾝ｣
1733年11月14日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾏﾊ･ﾀﾞﾝﾏﾗｻﾞ･ﾃﾞｨﾊﾟﾃｨ｣(~17520322)
1733年12月9日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾄﾞﾐﾝｹﾞｽ･ﾃﾞ･ｵﾍﾞﾗﾙ｣(~17350330)
1733年12月14日-09:00|日本|兵庫県三田市|享保18年11月9日|<死去>摂津三田藩36000石｢九鬼隆抵｣(44歳)⇒12
  月27日､養子｢九鬼隆由｣が継ぐ(⇒寛保3(1743)年12月5日､26歳で死去)
1733年12月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾋﾟｵﾝﾋﾞｰﾉ公｢Ippolita｣
1733年12月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾋﾟｵﾝﾋﾞｰﾉ公｢Eleonora｣(~1745年死去)
1733年12月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾄﾙｺによる攻撃の場合皇帝との防衛条約
1734年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ｱｯﾊﾞｽ･ﾋﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ﾘｱﾔｯﾄ･ｼｬｰ｣
1734年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾓﾆｽ･ﾃﾞ･ﾏｾﾄﾞ｣(2期目~1737年)
1734年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Nassaruddin3世｣(~1735年)
1734年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｶﾁﾚﾎﾞﾅﾝ君主｢Sultan Cirebon2世Muhammad Salihuddin｣(~1758年)
1734年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ﾑﾀﾋﾙ･ﾋﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ﾘｱﾔｯﾄ･ｼｬｰ｣(~1750年
  頃没)
1734年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ﾅﾗｰﾃﾞｨﾊﾟﾃｨ2世｣(~1735年)
1734年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾊﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞｲﾗｷﾞ･ｼﾝ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾌﾞﾗﾏﾙﾊﾞｰﾙ･ﾗｲ｣(~1770年)
1734年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌｧﾗﾊﾞｰﾄﾞ国ﾀﾅﾀﾞｰﾙ｢ｽﾙｰﾙ･ｶｰﾝ｣(~1759年)
1734年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国ﾜｼﾞﾙ｢ｽﾝﾌﾞﾙ･ｶｰﾝ｣(~1737年)
1734年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾘﾀﾅ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾉﾝﾊﾝｼﾞ3世ﾌﾟﾘﾄｳﾞｨﾗｰｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｻﾙﾀﾝｼﾞ2世ﾉﾝﾊﾝｼ
  ﾞ｣(~1766年)
1734年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑﾄﾞﾎﾙ国統治者(ﾗｼﾞｪ･ｺﾞﾙﾊﾟﾃﾞ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩﾙ)｢ﾋﾟﾗｼﾞﾗｵ･ﾗｼﾞｪ･ｺﾞﾙﾊﾟﾃﾞ｣(~1737年没)
1734年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶﾗｯﾄ国ｶｰﾝ｢ﾑﾊﾊﾞｯﾄ･ｶｰﾝ｣(~1749年没)
1734年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾍﾞｲ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙｶﾘｰﾑ｣(~1751年)
1734年-04:00|ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||ｶｼﾞ=ｸﾑｸがﾍﾟﾙｼｬに占領される(~1736年)
1734年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｼｬﾏｶはﾍﾟﾙｼｬの一部;ﾅﾌﾁﾊﾞﾝをﾍﾟﾙｼｬが統治(~1747年)
1734年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｲｽﾏｲﾙ･ﾊﾟｼｬ｣
1734年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｱｳｻ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｹﾀﾞﾌ｣建国(~1749年)
1734年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾙﾄﾞﾌｧﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｲｻｳｨ･ｲﾌﾞﾝ･ｼﾞｬﾝｶﾙ･ｱﾙ=ﾑｻｯﾊﾞｱｳｨ｣(~1751年没)
1734年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Hasanoglu Ahmed Pasha｣(2期目~1735年)
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1734年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾒﾙｷｵｰﾙ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｨｰﾀﾞｳ長老｣(~17401121死去)
1734年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ3世｣(~17350203死去)
1734年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸで西ｲﾝﾄﾞ･ｷﾞﾆｱ会社が勅許
1734年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾙﾄｰﾅ､ﾉｳﾞｧｰﾗがｻﾙﾃﾞｰﾆｬ公国に併合
1734年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾅﾎﾟﾘ王国はﾌﾞﾙﾎﾞﾝ王朝のｶﾙﾛ3世とともにｵｰｽﾄﾘｱから独立(-1759)
1734年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで携帯用｢世界地図｣帳が登場
1734年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾜｰﾛ統治者(ﾌﾞﾗｸ)｢ﾒｳ･ﾐﾎﾞﾃﾞｨ･ｸﾝﾊﾞ･ｹﾃﾞｨ｣(~1735年)
1734年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｼﾞｬﾏｲｶ|  |||ｼﾞｬﾏｲｶで第1次ﾏﾙｰﾝ戦争､逃亡奴隷がｲｷﾞﾘｽ人支配に反乱
1734年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｼﾞｬﾏｲｶ|  |||ﾅﾆｰ･ﾀｳﾝ,英国軍の攻撃により壊滅.逃亡奴隷の多くは絶壁から身投げ自殺す
  る.ﾄﾚﾛｰﾆ･ﾀｳﾝは引き続き抵抗
1734年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢William Forbes｣(~1738年)
1734年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ｼﾞｬﾝ=ﾚｵﾝ･ﾌﾙﾆｴ･ﾄﾞ･ｶﾙﾚｽ･ﾃﾞ･ﾌﾟﾗﾃﾞﾆｽ｣(3回目~1748年)
1734年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｻﾝﾄﾞﾊﾞﾙ｣(~1736年)
1734年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞﾙ･ﾓﾗﾙ･ｲ･ｻﾝﾁｪｽ｣(~1737年)
1734年 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｹﾍﾞｯｸからﾓﾝﾄﾘｵｰﾙへの道路が開通
1734年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)代行｢Musa Agha｣(~同月)
1734年1月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||ﾍｰﾁﾏﾝ国ﾛｼｱ直接政権(~1750.6)
1734年1月4日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ﾎﾟｳﾞｨﾗｽ ｶﾛﾘｽ･ｻﾝｸﾞｼｭｶ｣(2.4まで代行~17500415)
1734年1月5日-09:00|日本|  ||享保18年12月|幕府が医師望月三英･丹羽正伯処方の疫病救急法を版行し,諸国に
  頒布
1734年1月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾅ)｢ｼﾞｬｶﾞｯﾄ･ｼﾝ2世｣(~17510605没)
1734年1月14日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Sulayman Pasha al-Azm｣(1期目~17380719)
1734年1月17日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｱｳｸﾞｽﾀｽ3世ｻｽ｣ｱｳｸﾞｽﾄ2世の息子.ｻﾞｸｾﾝ
  選帝侯(対立王~17340630実際に即位~17631005死去66歳)
1734年1月18日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国秘密評議会議長｢ｲｳﾞｧﾙ･ﾛｰｾﾞﾝｸﾗﾝﾂ･ﾃｨﾙ･ﾛｰｾﾞﾝﾎﾙﾑ｣(~17400
  427)
1734年1月26日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾗﾝ･ｿﾜ･ｺﾙﾈﾘｽ･ﾄﾞ･
  ﾌﾘｰｽ｣(1回目~12.11)
1734年1月27日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾃﾞｨｰﾃﾞﾘｸ･ﾌｧﾝ･ﾄﾞﾝﾌﾞﾙｸ｣(~17360607死去)
1734年1月31日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月18日|<就任>全ﾛｼｱ第一閣僚｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ･ｵｽﾀｰﾏﾝ伯爵｣(1回目~17401
  119/1725年~1741年､副首相)
1734年2月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾏｽｰﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ｣(2度目~17520218)
1734年2月2日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Afonso Caminha de Vasconcelos e 
  Sousa Cunha Camara Faro e Veiga｣
1734年2月2日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Jose de Vasconcelos e Sousa Cami
  nha Camara Faro e Veiga｣(~17690420死去)
1734年2月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｽﾃﾌｧﾉ･ﾃﾞｭﾗｯｿﾞ｣(~17360203)
1734年2月19日-09:00|日本|茨城県土浦市|享保19年1月16日|<死去>常陸土浦藩95000石｢土屋陳直｣(40歳)⇒次男
  ｢土屋篤直｣が継ぐ(⇒安永5(1776)年5月20日､死去)
1734年2月27日-09:00|日本|東京都|享保19年1月24日|<死去>澤村長十郎
1734年3月8日-09:00|日本|広島県福山市|享保19年2月4日|福山笠岡町出火,1089軒焼失
1734年3月12日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏代行｢ｱﾝﾄﾝ･ﾊﾞｳｱｰ｣(2回目~17340430)
1734年3月13日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ｱﾝｿﾆｰ･ｳﾞｧﾝ･ｵｰﾊﾞｰﾍﾞｰｸ｣(~17360402在
  任中死去)
1734年3月17日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾌｱﾝ ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾋﾞｻﾛﾝ･ｲ･ｴｷﾞｱﾚｯﾀ｣(~17400817)
1734年3月18日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾚﾋﾞｼﾞｬﾋﾍﾄﾞ伯ﾌｱﾝ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･
  ｸﾞｴﾒｽ･ｲ･ﾎﾗｼﾀｽ･ｺﾞﾙﾄﾞﾝ･ﾃﾞ･ｻｴﾝｽ･ﾃﾞ･ﾋﾞｼﾞｬﾓﾘﾈｰﾄﾞ｣(~17460422)
1734年3月22日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾐｹﾞﾙ･ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ｻﾙｾﾄﾞ･ｼｴﾗｱﾙﾀ｣(~174206
  21)
1734年3月23日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾍﾞﾝﾄ･ｺﾞﾒｽ･ｺｴｰﾘｮ｣(~1737年1月)
1734年3月31日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｴｲｽｺﾌ｣(2回目~17350930)
1734年4月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾊﾟｼｬ｣(3度目~17390904)
1734年4月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの思想家ｳﾞｫﾙﾃｰﾙが｢哲学書簡｣を著す
1734年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ｴﾈｱ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾄｰﾏｽ･ｶﾋﾟｯｷｵｰﾆ｣
1734年4月3日-09:00|日本|神奈川県小田原市|享保19年2月30日|<小田原享保19年の大火>暮れ方､小田原城下で
  大火があり､小田原城にも火の粉が吹きかかり､城下がことごとく被災
1734年4月4日-09:00|日本|香川県丸亀市|享保19年3月|那珂郡塩屋村に西本願寺別院,創立
1734年4月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで教会と貧しい少女のために新国営宝くじ始まる
1734年4月21日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Joao de Abreu Castelo Branco｣(~17370716)
1734年4月29日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏代行｢ﾖﾊﾝ･ｸﾘｽﾄﾌ ﾌｫﾝ･ﾍﾞﾝﾂ｣(2回目~17350811)
1734年5月-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｸﾗﾝﾀﾝ･ﾗｼﾞｬ｢ｽﾙﾀﾝ･ﾛﾝｸﾞ･ﾊﾞﾊｰﾙ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ﾜﾑ･ﾀﾞｲﾑ｣
1734年5月-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ﾗｼﾞｬ｢ﾗｼﾞｬ･ﾛﾝｸﾞ･ｽﾗｲﾏﾝ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾛﾝｸﾞ･ﾊﾞﾊｰﾙ｣(1回目~173
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  9年)
1734年5月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督代行｢ﾏﾇｴﾙ･ｼﾙﾍﾞｽﾄ･ﾃﾞ･ｻﾗﾏﾝｶ･ｶﾉ｣(~17371115)
1734年5月3日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ﾋｭｰ･ﾎﾞｰﾙﾀｰ/ｳｨﾝﾀﾞﾑ男爵ﾄｰﾏｽ
  ･ｳｨﾝﾀﾞﾑ/ﾍﾝﾘｰﾎﾞｲﾙ｣(~17350926)
1734年5月8日-09:00|日本|  ||享保19年4月6日|幕府が朱座以外で､朱と墨を製造･販売することを禁じる
1734年5月13日-09:00|日本|長崎県対馬市|享保19年4月11日|対馬府中大火､1158戸焼ける
1734年5月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ｶﾙﾛ7世｣兼ｼﾁﾘｱ王｢ｶﾙﾛ5世｣(~17591006)
1734年5月22日-09:00|日本|愛知県西尾市|享保19年4月20日|<死去>三河西尾藩23000石｢土井利庸｣(32歳)⇒長男
  ｢土井利信｣が継ぐ(⇒延享4(1747)年2月11日､三河刈谷藩23000石に移封)
1734年5月26日-09:00|日本|東京都江東区|享保19年4月24日|<死去>紀伊国屋文左衛門(66歳､生年寛文9(1669)年
  )豪商
1734年5月26日-09:00|日本|福井県|享保19年4月24日|今立郡粟田部村で火事,103軒焼失
1734年6月-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｽﾍﾟｲﾝ軍がｲﾀﾘｱ戦線でｵｰｽﾄﾘｱ軍を破る
1734年6月 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｳｨﾘｱﾑ｣(~1738年)
1734年6月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅﾗｼﾞｬ2世ｳｫﾃﾞﾔｰﾙ｣(~17660425没)､摂政｢ﾏﾋｽﾗ･ﾃﾞﾗｳﾞ
  ｫｲ･ﾃﾞｳﾞｧﾗｼﾞｬｲﾔ･ｳﾙｽ｣(~1746年)
1734年6月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<廃位>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾏﾗｼﾞｬ7世ｳｯﾄﾞﾔｰﾙ｣ﾀﾞﾗｳﾞｧｰｲｰらにより妃ともにｶﾊﾞﾗﾄﾞ
  ｩﾙｶﾞへと幽閉されたのち､同年のうちに獄死
1734年6月10日-09:00|日本|東京都中央区|享保19年5月9日|<死去>初代辰松八郎兵衛(不明)人形浄瑠璃の人形遣
  い
1734年6月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>東ﾌﾘｰｼｱ伯｢George Albert｣
1734年6月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>東ﾌﾘｰｼｱ伯｢Charles Edzard｣(~17440525死去)
1734年6月13日-09:00|日本|  ||享保19年5月12日|<死去>3代池坊専好(55歳)華道家
1734年6月13日-09:00|日本|愛媛県大洲市|享保19年5月12日|大洲城下裏町から出火､400軒余類焼
1734年6月14日-09:00|日本|  ||享保19年5月13日|幕府が､医師吉田玄庵が作った薬用人参を薬種問屋で売らせ
  る
1734年6月14日-09:00|日本|山形県米沢市|享保19年5月13日|<死去>出羽米沢藩15万石｢上杉宗憲｣(21歳)⇒6月28
  日､弟｢上杉宗房｣が継ぐ(⇒延享3年8月12日(17460926)死去)
1734年6月22日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督代行｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾄｩﾝｹﾞﾝ
  ｣(2回目~17360730)
1734年7月6日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保19年6月6日|<就任>大坂城代｢稲葉正親｣(~9月14日)
1734年7月6日-09:00|日本|京都府京都市|享保19年6月6日|<就任>京都所司代｢土岐頼稔｣(⇒1742(寛保2年6月1日
  ))
1734年7月6日-09:00|日本|東京都千代田区|享保19年6月6日|<就任>老中｢本多忠良｣(~享保20年閏3月1日)
1734年7月15日-09:00|日本|  ||享保19年6月15日|官医望月三英､中風､麻疹､疝気､痔などに効用のある薬｢七宝
  美髯丹｣を発売
1734年7月27日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Charles de Brunier｣(~17370817)
1734年7月30日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|享保19年7月1日|<死去>下総生実藩1万石｢森川俊常｣(38歳)⇒
  養子｢森川俊令｣が継ぐ(⇒宝暦14(1764)年4月6日､隠居)
1734年8月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾍﾞｼﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1735年4月)
1734年8月25日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Francisco Cardenas Pacheco｣(~1740
  0402死去)
1734年9月3日-09:00|日本|長崎県五島市|享保19年8月6日|<死去>五島盛佳(48歳)前肥前福江藩主
1734年9月9日-09:00|日本|東京都|享保19年8月12日|<死去>室鳩巣(77歳､明暦4(1658)0226)生/幕府の政治理念
  の朱子学の再建に努力した
1734年9月12日-09:00|日本|  ||享保19年8月15日|<死去>永田貞柳(81歳)狂歌師
1734年9月28日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾘ2世ｱﾙ=ｱﾗｲ｣(~17360214廃位)
1734年9月28日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<廃位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ｣
1734年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ｱﾅﾄｩｯﾁ｣
1734年10月3日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾊﾞﾝﾃﾞｨﾗﾝﾃｽとﾊﾟｲｱｸﾞｱ族の戦い
1734年10月10日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|享保19年9月14日|<死去>山城淀藩102000石｢稲葉正親｣(43歳)
  ⇒11月5日､長男｢稲葉正益｣が継ぐ(⇒明和8(1771)年9月28日､54歳で死去)
1734年10月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｯﾍﾟ=ﾃﾞﾄﾓﾙﾄ伯｢ｼﾞｰﾓﾝ･ﾊｲﾝﾘﾋ･ｱﾄﾞﾙﾌ｣
1734年10月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｯﾍﾟ=ﾃﾞﾄﾓﾙﾄ伯｢ｼﾞｰﾓﾝ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣(~17820501死去)
1734年10月21日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保19年9月25日|<移封>上野館林藩5万石｢太田資晴｣大坂城代に任
  じられ⇒摂津国周辺5万石(⇒元文5(1740)年3月24日､45歳で死去)
1734年10月31日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保19年10月5日|<初演>竹田出雲､人形浄瑠璃｢芦屋道満大内鑑｣<葛
  の葉子別れ>竹本座
1734年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾓﾙﾄﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ﾜﾄｿﾝ=ｳｪﾝﾄﾜｰｽ｣(⇒1746.4兼初代ﾛｯｷﾝｶﾞﾑ侯~17501214死去
  )
1734年11月3日-09:00|日本|滋賀県彦根市|享保19年10月8日|<廃藩>近江彦根新田藩1万石｢井伊直定｣宗家彦根藩
  の養嗣子となる/宗家に吸収
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1734年11月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官「ﾎｾ･ﾊﾟﾃｨｰﾆｮ･ｲ･ﾛｻﾚｽ｣(~17361103)
1734年11月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｱﾊﾞｺｰﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1734年11月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｱﾊﾞｺｰﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の息子(~17440111死去)
1734年11月30日-09:00|日本|熊本県人吉市|享保19年11月6日|<死去>相良長興(42歳)前肥後人吉藩主
1734年12月2日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾔﾉｽ･ｸﾞﾛﾌ･ﾊﾗｰ･ﾊﾚﾙｺｲ｣(~17551018没)
1734年12月11日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾍﾝﾘｰ･ﾄ
  ﾞ･ｼｭｰｾｽ｣(~17350126)
1734年12月25日-09:00|日本|広島修道大学|享保19年12月|｢講学所｣を｢講学館｣と改称
1734年12月27日-09:00|日本|新潟県|享保19年12月3日|幕府,新江用水の開削竣工
1734年12月31日-09:00|日本|宮崎県児湯郡高鍋町|享保19年12月7日|<交替>日向高鍋藩27000石｢秋月種弘｣隠居
  ⇒長男｢秋月種美｣が継ぐ(⇒宝暦10(1760)年7月8日､隠居)
1735年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Paulus Rouwenhoff｣(~1737年)
1735年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Alimuddin1世｣(1期目~1748年)
1735年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ﾅﾗﾊﾟﾜﾗ｣簒奪者(~1737年9月)
1735年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ精神的支配者･国家元首｢ﾐﾌｧﾑ･ﾜﾝﾎﾟ｣(~1738年没)
1735年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ｶﾝﾃｨﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾌﾟﾗｶｻﾏｯﾗ｣(1回目~1746年)
1735年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾞｸ国統治者｢ｱﾊﾟ･ﾅﾗﾝｼﾝﾊ｣(~1737年)
1735年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾙｶ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ｼﾝ｣(~1752年)
1735年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾁｬﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｷﾘﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾅﾗﾔﾝ｣(~1745年)
1735年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾄ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾗﾀﾝｼﾝｼﾞ2世ﾌﾟﾘﾃｨｼﾝｼﾞ｣(~1753年没)
1735年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾊﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾚﾙ･ｼﾝ｣(~1748年)
1735年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾇﾙﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌｧﾃ･ｼﾝ｣(~1770年没)
1735年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾄﾞﾗﾜ国ﾗｼﾞｬ｢ｻﾝﾊﾟｯﾄ･ﾊﾟﾙ｣(~1770年没)
1735年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｶﾞﾊﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾚﾙ･ﾊﾟﾙ｣(~1749年没)
1735年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾙﾅﾊﾞﾀﾞ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾜﾊｯﾄ･ｼﾝ｣(~1757年没)
1735年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<復位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢I Mappaurangi Sultan Sirajuddin｣(2期目~同年)⇒<即位>｢I Mallaw
  agau Sultan Abdul Khair｣(~1742年)
1735年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ2世｣(~1736年)
1735年-04:00|ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||ｶｲﾀｸﾞがﾍﾟﾙｼｬに服従(~1738年)
1735年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｼﾞｬﾙﾊﾞﾗｶﾝはﾍﾟﾙｼｬに占領された(~1738年)
1735年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾅｰﾃﾞﾙ･ｺﾞﾘｰがﾛｼｱからﾊﾞｸｰほかを奪取
1735年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾊﾞｸｰはﾍﾟﾙｼｬに再併合(~1747年)
1735年-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ島恒久的入植が始まる(ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島[ﾚﾕﾆｵﾝ]に従属)
1735年-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾛｼｱがｵｽﾏﾝﾄﾙｺと戦争､ｱｿﾞﾌ占領
1735年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞｳｪﾘ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｷｽﾘﾘ｣(~1743年頃)
1735年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ﾗﾒ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1742年)
1735年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｻﾞﾔ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾑｻﾞﾔ･ﾙﾌｶ｣(~1759年頃)
1735年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>上ﾔｰﾌｧ首長｢Ahmad ibn `Ali Al Harhara｣(~1750年)
1735年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｴﾌﾞﾍﾞｷﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1739年､地元軍によって退
  陣させられた)
1735年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ｱｲﾙ国統治者(ｱﾒﾉｶﾙ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ﾑﾊﾞﾗｸ｣(1回目~1739年)
1735年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾍｼﾓｸﾞﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1740年)
1735年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/中国|  |||ｲｴｽﾞｽ会士ﾃﾞｭ･ｱﾙﾄﾞの｢中華帝国全志｣がﾊﾟﾘで刊行
1735年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝの博物学者ﾘﾝﾈが｢自然の体系｣を発表
1735年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘ王立ｱｶﾃﾞﾐｰが地球の測量を開始､媒質理論と自転理論を検証
1735年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｼﾞｬﾏｲｶ|  |||400人の民兵と200人の水夫からなる掃討部隊,ﾏﾙｰﾝの新たな拠点を攻撃.ﾏﾙｰﾝ
  は部隊を待ち伏せ攻撃し撃退
1735年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱｸﾞﾊﾞﾅﾝｷﾝ摂政｢ｸﾞﾍﾞﾃﾞ｣(~1775年)
1735年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾜｰﾛ統治者(ﾌﾞﾗｸ)｢ｲｪﾘﾑ･ｺｰﾃﾞ･ﾌｧﾗ･ﾑﾎﾞｼﾞ｣(~1736年)
1735年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ副総督｢George Leonard｣
1735年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ副総督｢John Richardson｣(~1741年死去)
1735年 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||ｺﾑﾈｰﾛｽの反乱,最終的に鎮圧される.ｱﾝﾃｹｰﾗら首謀者は処刑される
1735年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督･大統領｢ﾃﾞｨｵﾆｼｵ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ･ｲ･ﾓﾚﾉ｣(~1743年)
1735年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾁｬｰﾙｽﾄﾝに最初の火災保険会社が設立
1735年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ長官ﾐｹﾞﾙ･ｻﾙｾﾄﾞ,ｻｸﾗﾒﾝﾄを攻撃/2年後に奪取に成功
1735年-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月18日|<即位>ｶﾙﾑｲｸ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾄﾞﾝﾄﾞｯｸﾞ･ｵﾝﾎﾞ｣(17370315まで摂政~17410402没)
1735年1月4日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<死去>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公｢ﾀﾞﾆｰﾛ1世｣
1735年1月4日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公｢ｻｳﾞｧ2世｣(~17810307死去)
1735年1月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ﾗｲｱﾝ｣先代の弟(~17530118死去)
1735年1月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｶﾙﾛ･ﾙｯﾂｨｰﾆ｣
1735年1月8日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Frederik von Moth｣(~17360220)
1735年1月8日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｾﾝﾄｸﾛｱはﾃﾞﾝﾏｰｸの植民地
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1735年1月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ﾋﾟｻｰﾆ｣(~17410617死去)
1735年1月24日-09:00|日本|  ||享保20年|<刊行>青木昆陽｢蕃薯考｣ｻﾂﾏｲﾓの性質･栽培法などを記した
1735年1月24日-09:00|日本|京都府京都市中京区|享保20年|壬生寺の地蔵尊が開帳される
1735年1月24日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|享保20年|<建立>宇都宮大仏･大豆三粒の金仏(善願寺)
1735年1月24日-09:00|日本|長野県須坂市|享保20年|<交替>信濃須坂藩10053石｢堀直英｣隠居⇒長男｢堀直寛｣が
  継ぐ(⇒明和5(1768)年､隠居)
1735年1月24日-08:00|中国|  ||清･雍正13年|福建の少林寺僧が反清復明の秘密結社｢天地会｣を創設
1735年1月26日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｺﾙﾈﾘｽ･ﾄﾞ･ﾌ
  ﾘｰｽ｣(2度目~3.4)
1735年1月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ﾛﾚｰﾇ大公｢ｽﾀﾆｽﾜﾌ･ﾚｼﾁﾆｽｷ｣(~17660223死去88歳)
1735年1月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｺﾙｼｶ､独立宣言
1735年2月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ=ﾋﾞﾙｹﾝﾌｪﾙﾄ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ3世｣60歳
1735年2月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ4世｣(~17751105死去)
1735年3月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙ
  ﾑの従弟(~9.2急死)
1735年3月3日-09:00|日本|愛媛県大洲市|享保20年2月9日|大洲城下中町で出火､163軒焼失
1735年3月4日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢警察刑事司法裁判所評
  議会｣(~12.22)
1735年3月6日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李宜顕｣(~22日)
1735年3月10日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Dirk van Cloon｣
1735年3月11日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･Patras｣(~17370503死去)
1735年3月21日-09:00|日本|長野県伊那市|享保20年2月27日|<死去>信濃高遠藩33000石｢内藤頼卿｣(39歳)⇒養子
  ｢内藤頼由｣が継ぐ(⇒安永5(1776)年2月5日､隠居)
1735年3月25日-09:00|日本|滋賀県野洲市|享保20年3月2日|<死去>遠藤胤親(53歳)前近江三上藩主
1735年3月27日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢Emanuel Scrope Howe｣
1735年3月27日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢James Dotin｣(2期目~1739
  1215)
1735年3月29日-09:00|日本|東京都|享保20年3月6日|本石町へ初めて人参座が置かれる/二人の町医岩永玄浩と
  杉山養元が和人参を製す
1735年3月30日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ ﾌﾞﾙｰﾉ ﾏｳﾘｼｵ･ﾃﾞ･ｻﾊﾞﾗ｣(2回目~1736年1月)
1735年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾄﾗﾝｷﾛ･ﾏﾈﾝﾃｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾋﾞｱｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1735年4月1日-09:00|日本|  ||享保20年3月6日|青木昆陽｢蕃薯考｣刊行
1735年4月13日-09:00|日本|京都府京都市|享保20年3月21日|<譲位>114代｢中御門天皇｣
1735年4月13日-09:00|日本|京都府京都市|享保20年3月21日|<践祚>115代｢桜町天皇｣/11月3日即位式
1735年4月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<初演>ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾝﾃﾞﾙ《歌劇｢ｱﾙﾁｰﾅ｣》
1735年4月18日-09:00|日本|群馬県沼田市|享保20年3月26日|<死去>上野沼田3万石｢黒田直邦｣(70歳)⇒4月15日､
  養嗣子の直純が継いだ
1735年4月22日-09:00|日本|福井県|享保20年3月30日|坂井郡三国湊で火事,町家や御預所年貢米6637石余焼失
1735年4月23日-09:00|日本|東京都千代田区|享保20年閏3月1日|<解任>老中｢本多忠良｣
1735年4月24日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|享保20年閏3月2日|<交替>出羽本荘藩2万石｢六郷政晴｣隠居⇒次
  男｢六郷政長｣が継ぐ(⇒宝暦4(1754)年8月5日､死去)
1735年5月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｳｯﾃﾞｨﾝ･ｼﾞｮﾊﾝ･ｼｬｰ｣(~1760年)
1735年5月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾌﾞﾛｰﾄﾝ｣(~17371122)
1735年5月11日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ｶﾞﾙﾍﾞｲｱｽ伯爵ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾄﾞ･ﾒﾛ･ｴ･ｶｽﾄﾛ｣(~
  17491217)
1735年5月13日-09:00|日本|東京都中央区|享保20年閏3月21日|木挽町の森田座が休演し,代わって河原崎座が興
  行を許される(控櫓の初め)
1735年5月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾊﾞｲﾛｲﾄ辺境伯｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｶｰﾙ｣
1735年5月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾊﾞｲﾛｲﾄ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣(~17630226死去)
1735年5月22日-09:00|日本|  ||享保20年4月|大名､旗本の遊郭,芝居小屋禁止
1735年5月22日-08:00|中国|  ||清･雍正13年閏4月|清がｶﾞﾙﾀﾞﾝ･ﾂｪﾘﾝの請願でｼﾞｭﾝｶﾞﾙ部の放牧区域を画定
1735年5月24日-09:00|日本|  ||享保20年4月3日|幕府医師丹羽正伯が､中風や炎症などに効く｢鳥犀円｣という薬
  を発売
1735年5月26日-09:00|日本|新潟県長岡市|享保20年4月5日|<死去>越後与板藩2万石｢井伊直員｣(20歳)⇒5月26日
  ､養子｢井伊直存｣が継ぐ(⇒宝暦10(1760)年9月20日､42歳で死去)
1735年5月29日-09:00|日本|神奈川県横浜市金沢区|享保20年4月8日|<死去>武蔵六浦藩12000石｢米倉忠仰｣(30歳
  )⇒長男｢米倉里矩｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年3月6日､17歳で死去)
1735年6月4日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督｢ﾗ･ﾌﾞﾙﾄﾞﾈ伯ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾏﾍ｣(~174
  60323)
1735年6月5日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Francisco Jose de Emparan｣(~
  1740.12死去)
1735年6月5日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･永祐1年閏4月15日|<死去>後黎朝(大越)後期第14代皇帝｢純宗黎維祥｣
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1735年6月12日-09:00|日本|山口県下関市|享保20年4月22日|<死去>長門長府藩5万石｢毛利師就｣(30歳)⇒弟｢毛
  利匡敬｣が継ぐ(⇒宝暦元(1751)年5月3日､本家長州藩を相続)
1735年6月14日-09:00|日本|兵庫県朝来市|享保20年4月24日|<死去>但馬出石藩58000石｢仙石政房｣(63歳)⇒婿養
  子｢仙石政辰｣が継ぐ(⇒安永8(1779)年8月24日､死去)
1735年6月17日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|享保20年4月27日|<死去>下野壬生藩3万石｢鳥居忠瞭｣(55歳)
  ⇒長男｢鳥居忠意｣が継ぐ(⇒寛政6(1794)年7月18日､死去)
1735年6月17日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･永祐1年閏4月27日|<即位>後黎朝(大越)後期第15代皇帝｢懿宗｣(~174
  0年)永祐と改元(~17400614)
1735年6月21日-08:00|中国|  ||清･雍正13年5月|漢人商人らの詐取を背景に､貴州のﾒｵ族で反乱がひろがる
1735年6月27日-09:00|日本|  ||享保20年5月7日|<死去>佐々木文山(77歳)書家
1735年6月29日-09:00|日本|滋賀県彦根市|享保20年5月9日|<交替>近江彦根藩30万石｢井伊直惟｣隠居⇒弟｢井伊
  直定｣が継ぐ(⇒宝暦4(1754)年6月19日､隠居)
1735年7月-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾝﾇ島司令官｢ｵｽｺﾙ｣(~1740年)
1735年7月8日-09:00|日本|福井県小浜市|享保20年5月18日|<死去>若狭小浜藩10万3500石(老中)｢酒井忠音｣(45
  歳)⇒三男｢酒井忠存｣が継ぐ(⇒元文5(1740)年8月22日､21歳で死去)
1735年7月12日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Bertrand Francois Mahe de La Bourdonnais｣(
  ~10.1)
1735年7月12日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｷﾞｭﾙﾁｭ･ｲｽﾏｲﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~17360109)
1735年7月13日-09:00|日本|東京都千代田区|享保20年5月23日|<就任>老中｢本多忠良｣(~延享3年6月1日)
1735年7月18日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|享保20年5月28日|<死去>伊予宇和島藩10万石｢伊達村年｣(31歳)⇒
  長男｢伊達村候｣が継ぐ(⇒寛政6年9月14日(17941007)死去)
1735年7月19日-09:00|日本|  ||享保20年5月29日|幕府が大名･旗本の郷借りを禁じる
1735年7月20日-09:00|日本|  ||享保20年6月1日|<死去>江島其磧(70歳)浮世草子作者
1735年7月23日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|享保20年6月4日|<死去>森長俊(87歳)前播磨三日月藩主
1735年7月26日-09:00|日本|徳島県徳島市|享保20年6月7日|<死去>阿波徳島藩25万7千石｢蜂須賀宗員｣(27歳)⇒
  養子｢蜂須賀宗英｣が継ぐ(⇒元文4(1739)年12月22日､隠居)
1735年8月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｾﾞﾝｶﾞｰ事件/印刷業者のｼﾞｮﾝ･ｾﾞﾝｶﾞｰが､ﾆｭｰﾖｰｸ総督ｳｨﾘｱﾑ･ｺｽﾋﾞｰの不正選挙を報
  道したことに対する裁判で､出版の自由を勝取る
1735年8月10日-09:00|日本|  ||享保20年6月22日|<享保20年若狭､丹波､山城､摂津､河内豪雨大洪水>明け方から
  ,若狭国で前夜午後からの雨で各地で山崩れ､谷は崩れた土砂でふさがり､あふれた水は一気に下流へと流れ､
  橋や民家を押し流すという大洪水となる/小浜城下では早朝から町中満水大海のごとき状況となり､多くの家
  や家財道具などが海に流された/91人が死亡､家屋流失355軒､同全潰378軒､同半潰555軒､山体崩壊1万1040か所
  /また豪雨をともなった大風によって海上は荒れ､破船が多く出た/同山地南方の丹波､山城では､桂川など淀川
  上流部に水流が集中､下流域の北河内郡枚方では三矢の堤防が破壊され､榎並8か村など､摂津､河内を占める大
  坂平野が湖水となり､12万石の田畑が水没
1735年8月11日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏代行｢ｱﾝﾄﾝ･ﾊﾞｳｱｰ｣(~3回目17470204)
1735年8月12日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ｾｳﾞｪﾘﾝ･ｼﾙﾃﾞﾙﾌﾟ｣(~17360614)
1735年8月26日-09:00|日本|  ||享保20年7月9日|<死去>松崎蘭谷(62歳)儒学者､書家
1735年9月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<急死>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣
1735年9月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｶｰﾙ1世｣ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ｱｳｸﾞｽﾄ2世の息子(~1
  7800326死去)
1735年9月7日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ｱﾘ1世｣(~17560902死去68歳)
1735年9月7日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<廃位>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ﾌｻｲﾝ1世｣(~17400313死去71歳)
1735年9月18日-09:00|日本|三重県津市|享保20年8月2日|<死去>伊勢津藩32万3千石｢藤堂高治｣(26歳)⇒9月21日
  ､養子(久居藩主)｢藤堂高朗｣が継ぐ(⇒明和6(1769)年2月9日､隠居)
1735年9月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌﾞﾉﾜ･ﾃﾞｭﾏ｣(~1741年)
1735年9月26日-09:00|日本|岐阜県大垣市|享保20年8月10日|<死去>美濃大垣藩10万石｢戸田氏長｣(49歳)⇒次男｢
  戸田氏英｣が継ぐ(⇒明和5(1768)年4月23日､死去)
1735年9月30日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ｣(1回目~17351229)
1735年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ﾄｼｰﾆ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｳｺﾞﾘｰﾆ山地｣
1735年10月1日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|享保20年8月15日|<初演>並木宗輔,人形浄瑠璃｢苅萱桑門筑紫
  車榮｣豊竹座
1735年10月2日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Charles L'Emery Dumont｣(~17390930)
1735年10月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾏ公｢ｶﾙﾛ6世｣(~17401020死去55歳)
1735年10月3日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｳｨｰﾝ暫定協定が結ばれ､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ継承戦争が終結/ｽﾀﾆｽﾜﾌ1世が王位請求
  権を放棄
1735年10月3日-09:00|日本|静岡県藤枝市|享保20年8月17日|<死去>駿河田中藩4万石｢本多正矩｣(55歳)⇒三男｢
  本多正珍｣が継ぐ(⇒安永2(1773)年5月23日､隠居)
1735年10月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｰﾄﾆｰ｣
1735年10月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｰﾄﾆｰ｣(~17620516死去)
1735年10月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾏﾘ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1735年10月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾏﾘ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣先代の弟(~17391211死去)



1740迄(2954件)

1735年10月8日-08:00|中国|  ||清･雍正13年8月23日|<死去>清5代皇帝｢雍正帝｣[16781030生～](享年56)
1735年10月11日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督代行｢ﾐｺﾜｼﾞ･ｽｳﾞｨﾅﾙｽｷ｣(1回目~11.17)
1735年10月11日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ｴｽﾃﾊﾞﾝ･ｼﾓﾝ･ﾄﾞ･ﾘﾅﾝ･ｲ･ｳﾞｪﾗ｣(~1745年
  )
1735年10月11日-09:00|日本|茨城県石岡市|享保20年8月25日|<死去>常陸府中藩2万石｢松平頼永｣(23歳)⇒弟｢松
  平頼幸｣が継ぐ(⇒寛保2(1742)年6月28日､24歳で死去)
1735年10月14日-09:00|日本|  ||享保20年8月28日|幕府が,大名･旗本が遊里に出入りすることを禁じる
1735年10月15日-09:00|日本|滋賀県大津市|享保20年8月29日|<死去>近江堅田藩1万石｢堀田正永｣(27歳)⇒11月2
  日､養子｢堀田正賓｣が継ぐ(⇒宝暦8(1758)年10月18日､死去)
1735年10月18日-08:00|中国|  ||清･雍正13年9月3日|<即位>清6代皇帝｢高宗乾隆帝｣宝親王(24)(~1795年)
1735年10月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑ=ﾉｰﾏﾝﾋﾞｰ公･ﾏﾙｸﾞﾚｲｳﾞ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｼｪﾌｨｰﾙﾄﾞ｣全爵位廃絶
1735年11月4日-09:00|日本|岩手県盛岡市|享保20年9月20日|報恩寺羅漢堂完成/五百羅漢の中にﾌﾋﾞﾗｲ像とﾏﾙｺﾎﾟ
  ｰﾛ像が混じっている
1735年11月5日-09:00|日本|三重県津市|享保20年9月21日|<交替>伊勢久居藩53000石｢藤堂高豊｣本家伊勢津藩の
  家督を継ぐ⇒10月11日､弟｢藤堂高雅｣が継ぐ(⇒宝暦12(1762)年9月20日､死去)
1735年11月6日-09:00|日本|  ||享保20年9月22日|<死去>香川宣阿(89歳)歌人､岩国藩士
1735年11月7日-09:00|日本|東京都千代田区|享保20年9月23日|<創設>一橋徳川家3万俵｢徳川宗尹｣(⇒元文2(173
  7)年10月18日､2万俵加増され5万俵)
1735年11月8日-09:00|日本|香川県丸亀市|享保20年9月24日|<交替>讃岐多度津藩1万石｢京極高通｣隠居⇒長男｢
  京極高慶｣が継ぐ(⇒宝暦6(1756)年2月26日､死去)
1735年11月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯国｢Friedrich Wilhelm｣
1735年11月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯国｢Friedrich Ludwig｣(~17500604死去)
1735年11月14日-09:00|日本|大阪府大阪狭山市|享保20年9月30日|<死去>河内狭山藩11000石｢北条氏朝｣(67歳)
  ⇒長男｢北条氏貞｣が継ぐ(⇒宝暦8(1758)年4月27日､死去)
1735年11月16日-09:00|日本|新潟県長岡市|享保20年10月2日|<死去>越後長岡藩74000石｢牧野忠壽｣(41歳)⇒次
  男｢牧野忠周｣が継ぐ(⇒延享3(1746)年4月4日､隠居)
1735年11月17日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督｢ﾔﾝ･ﾙｰﾄｳﾞｨｸ･ﾌﾟﾗﾀｰ｣(~17361124没)
1735年11月18日-09:00|日本|  ||享保20年10月4日|幕府が米価の低下防止のため最低価格を公定(翌年07廃止)
1735年11月22日-09:00|日本|静岡県富士宮市|享保20年10月8日|重須本門寺宝蔵再建
1735年11月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ﾏﾃｲ･ｷﾞｶ｣(2回目~17410913)
1735年11月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾆｺﾗｴ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(3回目~17410916)
1735年11月27日-09:00|日本|岡山県津山市|享保20年10月13日|<死去>美作津山藩5万石｢松平長煕｣(16歳)⇒養子
  ｢松平長孝｣が継ぐ(⇒宝暦12(1762)年閏4月29日､死去)
1735年12月4日-09:00|日本|香川県高松市|享保20年10月20日|<死去>讃岐高松藩12万石｢松平頼豊｣(56歳)⇒12月
  20日､養子｢松平頼桓｣が継ぐ(⇒元文4(1739)年9月16日､死去)
1735年12月15日-09:00|日本|熊本県宇土市|享保20年11月2日|<交替>肥後宇土藩3万石｢細川興生｣隠居⇒長男｢細
  川興里｣が継ぐ(⇒延享2(1745)年10月5日､24歳で死去)
1735年12月15日-09:00|日本|新潟県胎内市|享保20年11月2日|<死去>越後黒川藩1万石｢柳沢里済｣(27歳)⇒甥｢柳
  沢里旭｣が継ぐ(⇒元文元(1736)年6月3日､死去)
1735年12月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾋﾞｶﾈｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｽｼﾞｬﾝ･ｼﾝ｣
1735年12月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾋﾞｶﾈｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｿﾞﾗﾜﾙ･ｼﾝ｣(~17460515没)
1735年12月22日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ﾖﾊﾝ･ﾗｲｼﾞｪ･ﾌｧﾝ･ﾌﾞﾚﾈﾗｰｳﾞｧ
  ｰﾙ｣(~17370811)
1735年12月27日-09:00|日本|  ||享保20年11月14日|幕府が諸士の米脇売りを禁制
1735年12月29日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾍﾝﾘｰ･ｶﾆﾝｶﾞﾑ｣(~17360212没)
1736年-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<交替>ﾄﾝｶﾞ主長(ﾄｩｲ･ｶﾉｸﾎﾟｵﾙ)｢ｳﾞﾅ･ﾄｩｲｵｴﾀｳ｣⇒｢ﾏｱﾌｵﾂｲﾄﾝ｣(~1765年)
1736年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ﾌﾗﾝｼｽ･Everest｣
1736年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ﾛﾊﾞｰﾄ･Lennox｣(~1746年)
1736年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾝﾊﾞﾝｶﾞﾝ君主｢Danuningrat｣(~1763年~1766年死去)
1736年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ･ｽﾙﾀﾝ｢Pakir Maulana Khairuddin Hamza｣(~1775年)
1736年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｸｳｫ･ﾍﾟﾙｼﾞｮｰﾙ｣(~1739年)
1736年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国国王｢ﾄｩｯｺｰｼﾞｰ｣
1736年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｹｵﾝｼﾞｬﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾅﾙｼﾝ･ﾅﾗﾔﾝ･ﾊﾞﾆ｣(~1757年)
1736年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀﾞｸﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｯｶ･ｳﾞｨﾗｯﾊﾟ｣(~1766年没)
1736年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾗﾝｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾘﾔﾝ･ｻｲ｣(~1777年没)
1736年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｭｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾞｪﾝｺｰｼﾞ2世ﾊﾞﾊﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1737年没)
1736年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｿﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｱｼﾞｯﾄ･ﾊﾟﾙ｣(~1757年没)
1736年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ﾃﾞｨﾙ･ﾃﾞｨﾗｰ･ｶｰﾝ｣(~1737年)
1736年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国国王｢ｳﾞｨﾔﾝｺｰｼﾞｰ2世｣(~1737年死去)
1736年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国対立ﾊﾝ｢Shah Timur Khan｣
1736年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾝｸｲ･ﾊﾝ｢ｽﾗｲﾏﾝ･ｶｰﾝ｣(~1790年)
1736年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾌｼｬﾝ･ﾊﾝ｢ｽﾗｲﾏﾝ･ﾍﾞｸﾞ｣(~不明)⇒｢ﾐﾙｻﾞｶﾗﾝ1世｣(~1748年)
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1736年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾍﾃｨ王｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ3世｣(~1738年)
1736年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ｲﾗﾝ|  |||ｶﾙﾄﾘはﾍﾟﾙｼｬ(ｲﾗﾝ)に併合(~1744年)
1736年-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾛｼｱがｸﾘﾐｱ半島へ侵入し､ｵｽﾏﾝﾄﾙｺと開戦
1736年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ｱﾘ･ｱｸﾊﾞﾙ･ｼﾗｼﾞ｣(~1747年)
1736年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)対立皇帝｢ﾋｽﾞｹﾔｽ｣(~1737年)
1736年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Silahtar Mehmed Pasha｣(2期目~1737年)
1736年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ﾆｺﾗｳ･ﾄﾚﾝﾃｨｰﾉ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒ
  ｲﾀﾞ｣(~1740年)
1736年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾖｱﾆﾅ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ｣(~1739年)
1736年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ﾙｲ5世ｼﾞｮｾﾞﾌ｣(~1772年)
1736年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｷﾞﾙﾐ王国ｽﾙﾀﾝ｢Burkomanda2世 Tad Lele, Mbangi｣(~1741年)
1736年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Martin Pedro de Castejon Belvis e Ibanez｣
1736年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱﾈﾎ統治者(ｱﾌﾟﾀｶﾞ)｢ｱｰﾘﾝ｣(~1771年)
1736年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Martin Nicolas de Castejon e Ibanez de Segovia｣(~1752
  年死去)
1736年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾜｰﾛ統治者(ﾌﾞﾗｸ)｢ﾆｬｸ･ｼｭﾘ･ﾖｯﾌﾟ｣(~1780年)
1736年 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島副王｢Jean Pymont｣⇒｢Rouve de La Perel
  le｣司令官(1期目~1744年)
1736年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官代行｢ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾃﾞﾙ･ｶｽﾃｨｰｼﾞｮ｣(~1737年)
1736年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾖｰｸおよびﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ｼﾞｮﾝ･ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ｣(~同年)⇒｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾐ
  ﾙﾄﾝ(~1738年)
1736年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾛｰｶﾞﾝ｣(~同年)
1736年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾊﾞｽｹｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ｸｱﾄﾞﾗ･ｲ･ｾｹﾗ｣(~同年没)⇒代行｢ﾌｱﾝ･ﾌﾗﾝｼ
  ｽｺ･ﾃﾞ･ｲﾊﾞﾗ･ｲ･ｶﾙﾎﾞ｣(~7.24)
1736年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ｶﾙﾛｽ･ﾍﾞﾆﾃｽ･ﾌﾗﾝｷｽ･ﾃﾞ･ﾙｰｺﾞ｣(~1737年)
1736年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Enrique de Olavide y Michelena｣(~1738年)
1736年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||大覚醒運動のﾃﾞﾈｯﾄがﾛｯｸﾞ･ｶﾚｯｼﾞを創設
1736年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<死去>ﾏｳｲ島国王｢Kekaulike Kuihonoikamoku｣
1736年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ﾏｳｲ島国王｢Kamehamehanui Ailuau｣(~1765年死去)
1736年1月 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾊｳﾚｷﾞ｣(~1741年)
1736年1月2日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金興慶｣(~4.7)
1736年1月2日-09:00|日本|茨城県行方市|享保20年11月20日|<交替>常陸麻生藩1万石｢新庄直祐｣隠居⇒長男｢新
  庄直隆｣が継ぐ(⇒宝暦5(1755)年10月5日､隠居)
1736年1月4日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾋﾞｼﾞｬｶﾞﾙｼｱ侯爵･ﾊﾞﾗﾝﾃｽ伯爵ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ･ｶｰﾏﾆｮ
  ･ｲ･ｿﾄﾏﾖｰﾙ｣(~17450712)
1736年1月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｼﾗﾌﾀﾞﾙ･ｾｲｲﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17370806)
1736年1月13日-08:00|中国|  ||清･雍正13年12月|清で｢明史｣332巻全巻が完成
1736年1月14日-09:00|日本|長崎県島原市|享保20年12月2日|<交替>肥前島原藩65900石｢松平忠雄｣隠居⇒養子｢
  松平忠俔｣が継ぐ(⇒元文3(1738)年3月21日､死去)
1736年1月17日-09:00|日本|島根県浜田市|享保20年12月5日|<死去>石見浜田藩5万石｢松平康豊｣(51歳)⇒長男｢
  松平康福｣が継ぐ(⇒宝暦9(1759)年1月15日､下総古河藩5万石に移封)
1736年1月22日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｱﾌｼｬｰﾙ朝初代｢ﾅｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰ｣建国(~17470619)
1736年1月24日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|享保20年12月12日|<死去>伊勢西条藩1万石｢有馬氏倫｣(68歳)⇒翌年2
  月3日､養子｢有馬氏久｣が嗣ぐ(⇒元文2(1737)年､伊勢南林崎藩1万石へ陣屋移転)
1736年1月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<退位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国国王｢ｽﾀﾆｽﾜﾌ･ﾚｼﾁﾆｽｷ｣ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ継承戦争
  で敗退(~17660223死去88歳)
1736年1月28日-09:00|日本|山形県鶴岡市|享保20年12月16日|<死去>酒井忠予(79歳)前出羽松山藩主
1736年1月30日-08:00|台湾|  |||台湾､台南･嘉義地震/M7.0､死者372人
1736年2月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽ･ｽﾀﾝﾚｰ｣
1736年2月1日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ島主｢James2世 Stanley｣
1736年2月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｽﾀﾝﾚｰ｣(~17760222死去)
1736年2月1日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ島主｢James3世 Murray｣(~17640108死去)
1736年2月4日-09:00|日本|東京都|享保20年12月23日|<死去>細井広沢(78歳)儒学者､書家､篆刻家
1736年2月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾆｺﾛ･ｶｯﾀﾈｵ｣(~17380207)
1736年2月12日-09:00|日本|J.ﾌﾛﾝﾄﾘﾃｲﾘﾝｸﾞ|享保21年|下村彦右衛門正啓､京都､東洞院船屋町に大丸総本店｢大文
  字屋｣開店
1736年2月12日-09:00|日本|新潟県五泉市|享保21年|<交替>越後村松藩3万石｢堀直為｣隠居⇒長男｢堀直堯｣が継
  ぐ(⇒天明5年10月29日(17851130)死去)
1736年2月12日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ｣(2回目~17380429)
1736年2月12日-09:00|日本|大阪府大阪市|享保21年1月|<初演>｢花髷勢曾我｣岩井半四郎､角の芝居
1736年2月12日-09:00|日本|東京都中央区|享保21年1月|<初演>｢遊君鎧曾我｣澤村宗十郎､中村座
1736年2月12日-08:00|中国|  ||清･乾隆1年1月1日|清･乾隆と改元
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1736年2月14日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ｣(2回目~8.8廃位~17571110死去79歳)
1736年2月14日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<廃位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾘ2世ｱﾙ=ｱﾗｲ｣
1736年2月21日-09:00|日本|長崎県平戸市|享保21年1月10日|<死去>松浦昌(86歳)前肥前平戸新田藩主
1736年2月22日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Frederik Moth｣(2期目~
  17440403)
1736年2月24日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ暫定総督｢Gregers Hoeg Nissen｣(~17440416
  )
1736年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｺﾙｼｶ王国がｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国から独立宣言
1736年3月8日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｱﾌｼｬｰﾙ王朝ｼｬｰ｢ﾅｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰ｣(~17470620没)
1736年3月8日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<退位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ｱｯﾊﾞｽ3世｣(~1740.2死去)
1736年3月9日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢James Murray, Duke of Atholl｣(~1744年)
1736年3月9日-09:00|日本|大阪府豊中市|享保21年1月27日|<死去>摂津麻田藩1万石｢青木一典｣(40歳)⇒長男｢青
  木一都｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年10月26日､死去)
1736年3月10日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島暫定司令官｢Johan "Jan" Markoe, Jr.｣(~173
  70624)
1736年3月18日-09:00|日本|長崎県島原市|享保21年2月7日|<死去>松平忠雄(64歳)前肥前島原藩主
1736年3月22日-09:00|日本|  ||享保21年2月11日|<死去>佐久間洞巌(84歳)儒学者､画家､書家
1736年3月25日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌﾟﾗﾄﾝ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ﾑｼﾝ･ﾌﾟｰｼｷﾝ｣(~8.6)
1736年3月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾁｶｿｰ戦争:ｵｸﾞｰﾗ･ﾁｪﾄｶの戦い>北米ﾐｼｼｯﾋﾟでﾁｶｿｰ族ｲﾝﾃﾞｨｱﾝが英国援助で
  ﾌﾗﾝｽ入植者撃退
1736年3月25日-09:00|日本|福島県伊達郡桑折町|享保21年2月14日|<死去>陸奥桑折藩2万石｢松平忠暁｣(46歳)⇒
  次男｢松平忠恒｣が継ぐ(⇒延享4(1747)年7月7日､上野篠塚藩2万石に移封)
1736年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｺﾓ･ｱﾝｼﾞｪﾘ｣｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1736年4月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>J.S.ﾊﾞｯﾊ《ｶﾝﾀｰﾀ第6番｢われらと共に留まりたまえ｣》
1736年4月2日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ｱﾝｿﾆｰ･ｳﾞｧﾝ･ｵｰﾊﾞｰﾍﾞｰｸ｣
1736年4月6日-09:00|日本|東京都|享保21年2月26日|幕府が盲人の統括職である江戸惣検校職を廃止
1736年4月7日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾏﾙﾃｨﾇｽ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾙﾄﾞ｣(17370202まで
  大統領~17400316在任中死去)
1736年4月8日-09:00|日本|福井県勝山市|享保21年2月28日|<死去>小笠原信辰(51歳)前越前勝山藩主
1736年4月15日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公国政府議長｢ｻｯｹﾝ=ｱﾌﾟﾘｯｹﾝ将軍ｸﾘｽﾄﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ﾃ
  ﾞｱ･ｵｽﾃﾝ｣(~1759年)
1736年4月28日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾟﾙﾏ､ｵｰｽﾄﾘｱに
1736年5月9日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ国務長官｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｶ･ｺﾙﾃ･ﾚｱﾙ｣
1736年5月9日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ国務長官代理｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾀﾞ･ﾓｯﾀ･ｴ･ｼﾙﾊﾞ､ﾀﾞ･ﾓｯﾀ枢機卿｣(~7.28)
1736年5月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ公｢ﾙｲ･ｼｬﾙﾙ｣(~1773年退任)
1736年5月16日-09:00|日本|千葉県香取郡多古町|享保21年4月6日|<交替>下総多古藩12000石｢松平勝房｣隠居⇒
  養子｢松平勝尹｣が継ぐ(⇒明和5(1768)年3月26日､死去)
1736年5月17日 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ大統領｢William Frye｣
1736年5月17日 01:00|日本|石川県金沢市|享保21年4月7日|<金沢享保21年｢卯辰の大火｣>4つ時(午前10時ごろ)､
  卯辰山の日蓮宗連昌寺門前の坂下にある町家から出火､間もなく連昌寺に延焼､同寺を灰とした炎は､近隣に燃
  え移りそのあたりの神社､仏閣といわず町家から農家まで次々と焼き尽くし大火となった/観音町から春日町､
  森本､大衆免などこのあたりの町々に延焼して灰とした/酉の刻(18時ごろ)鎮火/焼失した家屋は2111軒､その
  内町家が1400～500軒､寺社の焼失60軒
1736年5月19日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ﾋｭｰ･ﾎﾞｰﾙﾀｰ/ｳｨﾝﾀﾞﾑ男爵ﾄｰﾏ
  ｽ･ｳｨﾝﾀﾞﾑ/ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｲﾙ｣(~17370907)
1736年5月19日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|享保21年4月9日|<死去>石見津和野藩43468石｢亀井茲満｣(24
  歳)⇒甥｢亀井茲延｣が継ぐ(⇒寛保3(1743)年閏4月3日､隠居)
1736年5月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<初演>ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾝﾃﾞﾙ《歌劇｢ｱﾀﾗﾝﾀ｣》
1736年5月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾁｶｿｰ戦争:ｱｷｱの戦い>北米ﾐｼｼｯﾋﾟでﾁｶｿｰ族ｲﾝﾃﾞｨｱﾝが英国援助でﾌﾗﾝｽ入
  植者撃退
1736年6月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｼｭﾜﾝﾄ･ﾗｵ･ｲ･ﾌﾟｱﾙ｣(~17610106没)
1736年6月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌｪｲﾝ｣
1736年6月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｪｲﾝ｣先代の弟(~17620826死去)
1736年6月7日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾃﾞｨｰﾃﾞﾘｸ･ﾌｧﾝ･ﾄﾞﾝﾌﾞﾙｸ｣
1736年6月7日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督代理｢ﾔﾝ･ﾏｶﾚ｣(~7.23)
1736年6月7日-09:00|日本|  ||元文1年4月28日|｢元文｣に改元
1736年6月14日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ｴﾈｳﾞｫﾙﾄﾞ･ﾆｰﾙｿﾝ･ﾎﾞﾘｽ｣(~17400620没
  )
1736年6月16日-09:00|日本|奈良県葛城市|元文1年5月8日|<死去>永井直圓(66歳)前大和新庄藩主
1736年6月20日-09:00|日本|  ||元文1年5月12日|<初演>文耕堂,三好松洛｢敵討襤褸錦｣<大晏寺堤>竹本座
1736年7月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国先代(23代)ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾒﾄ3世｣
1736年7月1日-09:00|日本|岐阜県郡上市|元文1年5月23日|<死去>美濃郡上藩38900石｢金森頼時｣(68歳)⇒孫｢金
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  森頼錦｣が継ぐ(⇒宝暦8(1758)年12月25日､藩政の失敗により改易)
1736年7月3日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡日野町|元文1年5月25日|<交替>近江仁正寺藩17000石｢市橋直方｣隠居⇒
  養子｢市橋直挙｣が継ぐ(⇒宝暦8(1758)年11月24日､隠居)
1736年7月6日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|元文1年5月28日|<死去>鍋島直称(70歳)前肥前蓮池藩主
1736年7月7日-09:00|日本|  ||元文1年5月29日|<死去>初代谷風梶之助(44歳)大相撲力士(最高位大関)
1736年7月9日-09:00|日本|  ||元文1年6月1日|幕府が米の公定値段を廃止
1736年7月9日-09:00|日本|京都府京都市|元文1年6月1日|<死去>浮世草子作者･江島其磧(71)
1736年7月11日-09:00|日本|新潟県胎内市|元文1年6月3日|<死去>越後黒川藩1万石｢柳沢里旭｣(15歳)⇒弟｢柳沢
  保卓｣が継ぐ(⇒安永3(1774)年3月22日､死去)
1736年7月12日-09:00|日本|滋賀県彦根市|元文1年6月4日|<死去>井伊直惟(37歳)前近江彦根藩主
1736年7月23日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｳﾞｧﾝ･ｲﾑﾎﾌ男爵ｸﾞｽﾀｰﾌ･ｳｨﾚﾑ｣(~17400312)
1736年7月23日-09:00|日本|  ||元文1年6月15日|<元文改鋳>元文小判･元文丁銀の通用開始/質を下げて米価の
  上昇をはかる
1736年7月24日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ﾃﾞｨｵﾆｼｵ･ｻﾙﾓﾝ･ﾊﾟﾁｪｺ･ｲ･ｱﾊﾞﾙｶ｣(~12.24)
1736年7月27日-09:00|日本|  ||元文1年6月19日|書物奉行｢類聚国史｣校訂完了
1736年7月28日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾀﾞ･ﾓｯﾀ･ｴ･ｼﾙﾊﾞ｣(~17550911死去)
1736年7月30日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾗｲﾝﾊﾙﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾅｲﾍﾟﾙｸ｣(
  3回目~1737年1月)
1736年8月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ﾌｪﾄﾌ2世ｷﾞﾚｲ｣(~1737.9)
1736年8月8日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙ･ｱﾗﾋﾞｰﾔ｣ﾑｰﾚｲ･ｲｽﾏｰｲｰﾙの息子(~17380619
  廃位)
1736年8月8日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<廃位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ｣(~17571110死去79歳)
1736年8月8日-09:00|日本|  ||元文1年7月2日|<死去>荷田春満.中風のため(68歳)国学者､歌人
1736年8月11日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｴｽﾄﾆｱ総督代行｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾌｫﾝ･ﾏﾝｼｭﾀｲﾝ｣(~1738年8月)
1736年8月18日-09:00|日本|大阪府大阪市|元文1年7月12日|<死去>3代鴻池善右衛門(70歳)豪商
1736年8月30日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｷﾞｱﾅ知事｢Henri Dussault｣
1736年8月30日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Henri de Poilvillain｣(~1736.12)
1736年9月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの物理学者ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾌｧｰﾚﾝﾌｧｲﾄ(168605.24～)液体の沸点を測定し､
  液体には特有の沸点があり､それが大気圧によって変化することを発見
1736年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘｱ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣
1736年10月1日-09:00|日本|京都府京都市|元文1年8月27日|<就任>関白｢二条吉忠｣(~元文2年8月3日在官中に薨
  御)
1736年10月4日-09:00|日本|東京都|元文1年8月30日|幕府が市中および江戸城中での落書･雑説を禁じる
1736年10月8日-09:00|日本|栃木県足利市|元文1年9月4日|<死去>下野足利藩11000石｢戸田忠位｣(39歳)⇒長男｢
  戸田忠言｣が継ぐ(⇒安永3(1774)年12月14日､死去)
1736年10月11日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|元文1年9月7日|<死去>鳥取西館新田藩2万石｢池田定賢｣(37歳)⇒長
  男｢池田定就｣が継ぐ(⇒明和5(1768)年4月13日､隠居)
1736年10月19日-09:00|日本|  ||元文1年9月15日|幕府が1693年の服忌令を増補･改訂し刊行
1736年11月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<解体>ｺﾙｼｶ王国⇒ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国
1736年11月5日-09:00|日本|京都府京都市|元文1年10月3日|<死去>近衛家熙(70歳)元摂政･関白､太政大臣
1736年11月24日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督代行｢ﾐｺ･ｳ･ｱｼﾞ･ｽｳﾞｨﾅﾙｽｷ｣(2回目~17370
  516)
1736年11月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾃﾞ･ﾗ･ｸｱﾄﾞﾗ｣初代ｳﾞｨﾘｬﾘｱｽ侯(~17
  461204)
1736年12月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Gilbert Guillouet｣(2期目~17380709)
1736年12月2日-09:00|日本|東北大学|元文1年11月1日|仙台藩明倫養賢堂設置
1736年12月5日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Jose Caetano de Soto Maior｣(~17
  41.5)
1736年12月12日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾉｴﾙ･ﾃﾞ･ﾋﾞﾙﾍﾅ｣
1736年12月13日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾗﾓﾝ･ﾃﾞｽﾌﾟｲｸﾞ･ｲ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ﾏﾙｼｰｼﾞｬ｣(3回目~17410115
  死去)
1736年12月19日-09:00|日本|茨城県結城市|元文1年11月18日|<交替>下総結城藩18000石｢水野勝政｣隠居⇒長男｢
  水野勝庸｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年10月10日､死去)
1736年12月24日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ暫定総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｶﾙﾗﾝﾃﾞｨ･ｲ･ﾒﾅﾝ｣(~17390713)
1736年12月27日-09:00|日本|佐賀県唐津市|元文1年11月26日|<死去>肥前唐津藩7万石｢土井利実｣47歳)⇒養子｢
  土井利延｣が継ぐ(⇒延享元年7月17日(17440824)､死去)
1736年12月28日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｱﾗｳﾎ･ｲ･ﾘｵ｣(~17
  430703)
1737年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾗｳﾃﾞｨﾝ｣
1737年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事代行｢統治ｼﾞｭﾝﾀ(ｼﾞｮｱﾝ･ﾎｰﾈ/ﾌﾚｲ･ｼﾞｬｼﾝﾄ･ﾀﾞ･ｺﾝｾ
  ｼｵﾝ｣(1期目~1739年)
1737年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Martinus Storm｣(~1739年)
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1737年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾒﾈﾌﾟ君主｢Cakranegara3世｣(~1750年)
1737年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾒｶｻﾝ君主｢Adikara3世｣(~1743年)
1737年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<復位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾌｼﾝ･ｶﾏﾙﾃﾞｨﾝ｣(2回目~1740年)
1737年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国国王｢ｳﾞｨﾔﾝｺｰｼﾞｰ2世｣
1737年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾞｸ国統治者｢ｼｪﾗﾏ｣(~1739年)
1737年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国ﾜｼﾞﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾗﾌﾏﾝ･ｶｰﾝ｣(~1740年)
1737年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｭｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗﾀﾌﾟｼﾝﾊ｣(1回目~1738年)､摂政｢ﾗﾆ･ｽｼﾞｬﾅ･ﾊﾞｲ｣(~1738年没)
1737年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｶﾞﾅﾊﾟｯﾚ国統治者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾌｧｼﾞﾙ･ｱﾘ･ｶｰﾝ2世｣(~1769年没)
1737年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾜﾗ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ｳﾀﾞｲ･ｼﾝ2世｣(~1747年没)
1737年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞｰﾙ国統治者(ﾊﾟﾝﾄ･ｻﾁﾌ)｢ﾁﾑﾅｼﾞ1世｣(~1757年没)
1737年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ﾌｧｸﾙﾙ･ﾄﾞｩｰﾙ｣(~1738年)
1737年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑﾄﾞﾎﾙ国統治者(ﾗｼﾞｪ･ｺﾞﾙﾊﾟﾃﾞ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩﾙ)｢ﾏﾛｼﾞﾗｵ3世ﾗｰｼﾞｪ･ｺﾞｰﾙﾊﾟﾃﾞ｣(~1805年没
  )
1737年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国国王｢ｽｰｼﾞｬﾅ･ﾊﾞｰｲｰ｣(~1738年死去)
1737年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<死去>中ｼﾞｭｽﾞ･ﾊｰﾝ｢ｻﾒｹ･ｶｰﾝ｣
1737年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｷｸﾞﾙ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｲﾊﾞﾝﾀﾞ･ｲ･ﾝｺﾞﾋﾞ｣建国(~1752年)
1737年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｺﾉ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾝｹﾝｶﾞ｣(~1760年頃)
1737年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾙｶ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾀﾋﾞﾝﾜ･ｲﾊﾞﾝﾀﾞ･ﾝｺﾞﾋﾞ｣建国(~1752年没)
1737年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<設立>ﾌﾞｸｧﾝｶﾞ･ｷｷ国
1737年-03:00|ﾊﾞｰﾚｰﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾊﾞｰﾚｰﾝがﾍﾟﾙｼｬに再占領された
1737年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Uthman Pasha｣(~1740年)
1737年-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ|  |||<即位>ﾏﾝﾀﾞﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾃﾞｨ･ｱ･ﾏｷﾙｻﾞ｣(~1755年)
1737年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾞｱｿ統治者(ﾌｧﾝｶﾏﾗ)｢ｼﾞﾝﾊﾞ･ｷﾝﾃｨ･ｼﾞｬｰﾛ｣
1737年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Antonio Jose de Herrera Ayala y Rojas｣(~1748年)
1737年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Orlando Bridgeman｣(~1738年)
1737年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｴﾙﾒﾈｼﾞﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ｹﾚﾊｽ｣(~1746年)
1737年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾖｰｸおよびﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ｼﾞｮﾝ･ｳｪｽﾄ｣(~同年)
1737年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州市長兼副司令官｢ｸﾘｽﾄﾊﾞﾙ･ﾏﾙｺｽ･ﾃﾞ
  ･ｶﾞﾙﾍﾞｽ･ｺﾗﾙ｣(1 回目~同年)⇒暫定市長兼副司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｶﾞﾙﾍﾞｽ･ｲ･ｺﾗﾙ｣(~1740年)
1737年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾌﾟﾙﾃﾞﾝｼｵ･ﾃﾞ･ｵﾛﾋﾞｵ･ｲ･ﾊﾞｽﾃﾗ｣(~1741年)
1737年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督代理｢ﾏﾇｴﾙ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾌｽﾃｨｽ｣⇒総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾃｨｱ
  ｰﾉ｣(~1749年)
1737年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<死去>ｵｱﾌ島国王｢Kapionookalani｣
1737年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ｵｱﾌ島国王｢Kanahaokalani｣(~1738年死去)
1737年1月-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督代行｢ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾄﾞﾘｼﾞｰ｣(1回目~4
  月)
1737年1月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾀﾞﾐｱﾝ･ﾃﾞ･ﾊﾞｽﾄｽ｣(~1740年)
1737年1月14日-09:00|日本|  ||元文1年11月26日|<死去>奈良利寿(70歳)装剣金工家
1737年1月26日-09:00|日本|長野県長野市|元文1年12月26日|<死去>信濃松代藩13万2千石｢真田信弘｣(67歳)⇒翌
  年2月18日､三男｢真田信安｣が継ぐ(⇒宝暦2年4月25日(17520607)､死去)
1737年1月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｵｰｸﾆｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ=ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1737年1月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｵｰｸﾆｰ女伯｢ｱﾝ･ｵﾌﾞﾗｲｴﾝ｣(~17561207死去)
1737年1月31日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|元文2年|<陣屋移転>伊勢西条藩1万石｢有馬氏久｣⇒伊勢南林崎藩1万
  石(⇒宝暦9(1759)年6月2日､隠居)
1737年2月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾃﾞｨﾘﾔ首長｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世ﾌﾞﾝ･ｻｳﾄﾞ｣(~1765年死去)
1737年2月5日-09:00|日本|兵庫県丹波市|元文2年1月6日|<死去>丹波柏原藩2万石｢織田信朝｣(29歳)⇒2月9日､弟
  ｢織田信旧｣が継ぐ(⇒天明3(1783)年4月29日､死去)
1737年2月6日-09:00|日本|熊本県宇土市|元文2年1月7日|<死去>細川興生(39歳)前肥後宇土藩主
1737年2月16日-09:00|日本|大分県臼杵市|元文2年1月17日|<死去>豊後臼杵藩5万石｢稲葉菫通｣(32歳)⇒長男｢稲
  葉泰通｣が継ぐ(⇒明和5(1768)年7月2日､39歳で死去)
1737年2月18日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官兼ﾌｧｲｱﾙ島･ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Pedr
  o Sanches Farinha de Baena｣
1737年2月18日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島､ﾌｧｲｱﾙ島･ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱは王領に組み込まれる
1737年2月27日-09:00|日本|大阪府大阪市|元文2年1月28日|<初演>文耕堂,三好松洛｢御所桜堀川夜討｣竹本座
1737年2月28日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾎｾﾀﾞ･ﾌｫﾝｾｶ･ﾊﾞﾙﾎﾞｰｻﾞ｣(~17380807没)
1737年3月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏﾗｰﾀｰ宰相ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ軍がﾃﾞﾘｰでﾑｶﾞﾙ帝国軍を打ち破る(ﾃﾞﾘｰの戦い)
1737年3月1日-09:00|日本|東京都中央区|元文2年2月|<初演>歌舞伎｢葛の葉子別れ｣中村座
1737年3月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公･ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ=ﾒﾝﾍﾟﾙｶﾞﾙﾄ公｢ｶｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ｣
1737年3月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公･ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ=ﾒﾝﾍﾟﾙｶﾞﾙﾄ公｢ｶｰﾙ･ｵｲｹﾞﾝ｣(~17931024死
  去)1793年にﾌﾗﾝｽ軍が最終的に占領
1737年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｱﾝｸﾞﾙｼｰ伯｢ｱｰｻｰ･ｱﾝｽﾞﾘｰ｣
1737年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｱﾝｸﾞﾙｼｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｱﾝｽﾞﾘｰ｣先代の従兄弟(~17610214死去ｱﾝｸﾞﾙｼｰ伯
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  廃絶)
1737年4月-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督代行｢ｼﾞｬｯｸ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾄﾞ･ﾍﾟｲｻﾝ｣(~5月)
1737年4月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>元ｱﾗｳｨｰ朝(ﾓﾛｯｺ)ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾘ｣
1737年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳﾞｧﾚﾘｵ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾓﾗｯﾁ｣
1737年4月24日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢大審問院｣(~17380820)
1737年5月-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾗｲﾝﾊﾙﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾅｲﾍﾟﾙｸ｣(4回
  目~1738年1月)
1737年5月3日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･Patras｣
1737年5月3日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Adriaan Valckenier｣(~17411106)
1737年5月4日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<死去>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ｹﾄﾗｰ｣
1737年5月4日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督｢ｻｯｹﾝ=ｱﾌﾟﾘｯｹﾝ=ﾘｰｼﾞｪﾝﾄ将軍ｸﾘｽﾄﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｱ･ｵｽﾃﾝ｣(
  1回目~7.13)
1737年5月10日-09:00|日本|  ||元文2年4月11日|<死去>中御門上皇(37歳､元禄14(1701)1217生)114代天皇
1737年5月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<初演>ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾝﾃﾞﾙ《歌劇｢ﾍﾞﾚﾆｰﾁｪ｣》
1737年5月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ｺｸﾗﾝ｣
1737年5月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｸﾗﾝ｣先代の息子(~17580709死去)
1737年5月31日-09:00|日本|福井県|元文2年5月2日|丸岡城下で火事,町家320軒･侍家63軒など焼失
1737年6月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾖﾊﾝ･ﾌｫﾝ･ﾋﾞﾛﾝ｣(~1740年)
1737年6月1日-09:00|日本|東京都|元文2年5月3日|江戸下谷相生町から出火して､上野に延焼し､寛永寺本坊･下
  谷常在寺などを焼失
1737年6月6日-09:00|日本|  ||元文2年5月8日|幕府が家主･五人組に相談せずに訴訟をおこすことを禁じる
1737年6月11日-09:00|日本|千葉県安房郡鋸南町|元文2年5月13日|<死去>安房勝山藩12000石｢酒井忠篤｣(35歳)
  ⇒長男｢酒井忠大｣が継ぐ(⇒宝暦6(1756)年3月24日､死去)
1737年6月24日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Isaac Faesch｣(~17400706)
1737年6月29日-09:00|日本|  ||元文2年5月13日|<死去>有賀長伯(77歳)歌人､歌学者
1737年7月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾆｯｼｭをｵｰｽﾄﾘｱが占領(~10.16)
1737年7月8日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾔｸﾌﾞ･ｼｪﾝﾍﾞｸ｣(~17650625没)
1737年7月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ｼﾞｬﾝ･ｶﾞｽﾄｰﾈ･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ｣66歳/ﾒﾃﾞｨﾁ家が断絶
1737年7月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｽﾃｰﾌｧﾉ｣ﾏﾘｱ･ﾃﾚｼﾞｱの夫ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ公(~17650818神聖ﾛｰ
  ﾏ皇帝となる)
1737年7月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ｽﾀﾆｽﾗｽ｣ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王ｽﾀﾆｽﾜﾌ1世(~17660223死去88歳､ﾛﾚｰ
  ﾇ公国はﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ15世に相続され､王領に併合)
1737年7月16日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Francisco Pedro de Mendonca Gorjao｣(~17470526)
1737年7月24日-09:00|日本|奈良県葛城市|元文2年6月27日|<死去>大和新庄藩1万石｢永井直亮｣(45歳)⇒次男｢永
  井直国｣が継ぐ(⇒明和2(1765)年2月4日､43歳で死去)
1737年7月27日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|元文2年6月30日|<死去>伊予吉田藩3万石｢伊達村豊｣(56歳)⇒次男｢
  伊達村信｣が継ぐ(⇒宝暦13(1763)年9月8日､隠居)
1737年7月29日-09:00|日本|愛知県岡崎市|元文2年7月2日|<死去>三河岡崎藩6万石｢水野忠輝｣(47歳)⇒9月､長男
  ｢水野忠辰｣が継ぐ(⇒宝暦2(1752)年3月22日､強制隠居幽閉)
1737年8月6日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾑｼﾝｻﾞｰﾃﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~12.19)
1737年8月11日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ﾍﾗﾙﾄﾞ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞ･ｼｪｯﾊﾟｰ｣
  (⇒1738年､総督~17421015)
1737年8月11日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督代行｢ｴﾃｨｴﾝﾇ･ｺｼｬｰﾙ･ﾃﾞｭ･ﾍﾟﾙﾉ･ﾄﾞ･ｼｬｽﾃﾉﾜ｣(2
  回目~11.11)
1737年8月15日-09:00|日本|茨城県つくば市|元文2年7月19日|<死去>細川興栄(80歳)前常陸谷田部藩主
1737年8月17日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Gabriel d'Erchigny de Clieu｣(1期目~1749
  .10)
1737年8月28日-09:00|日本|京都府京都市|元文2年8月3日|<死去>二条吉忠(49歳)元関白､左大臣
1737年8月31日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ｱﾄﾞﾘｱﾝ･ﾌｧﾝ･ｹﾙｳ
  ﾞｪﾙ｣(~9.19)
1737年9月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ｻﾝﾀﾞｳｨｻﾞﾔ2世｣(~17380325)
1737年9月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ﾒﾝｸﾞﾘ2世ｷﾞﾚｲ｣(2期目~17391230死去)
1737年9月 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｵｰｷﾝﾚｯｸ｣(~17380710)
1737年9月5日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李光佐｣(~17400619)
1737年9月6日-09:00|日本|兵庫県小野市|元文2年8月12日|<死去>播磨小野藩1万石｢一柳末昆｣(39歳)⇒10月18日
  ､長男｢一柳末栄｣が継ぐ(⇒安永8(1779)年9月16日､隠居)
1737年9月7日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾃﾞﾎﾞﾝｼｬｰ公爵ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬﾍﾞﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣(~17450831)
1737年9月11日-09:00|日本|京都府京都市|元文2年8月17日|<死去>近衛家久(51歳)元関白､太政大臣
1737年9月17日-09:00|日本|  ||元文2年8月23日|幕府が潰し銀を銀座以外に密売することを厳禁
1737年9月20日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官代行(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾌｧﾝ･
  ﾃﾞﾝ･ﾍﾝｹﾞﾙ｣(~17390414)
1737年9月23日-09:00|日本|京都府京都市|元文2年8月29日|<就任>関白｢一条兼香｣(~延享3年12月15日)
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1737年9月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾚｽﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾄﾞﾆｰ｣
1737年9月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾚｽﾀｰ伯｢ｼﾞｮｽﾘﾝ･ｼﾄﾞﾆｰ｣(~17430707死去)
1737年9月29日-09:00|日本|石川県加賀市|元文2年9月6日|<死去>加賀大聖寺藩7万石｢前田利章｣(47歳)⇒長男｢
  前田利道｣が継ぐ(⇒安永7(1778)年5月25日､隠居)
1737年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾏﾈﾝﾃｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1737年10月6日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Gabriel Jose de Zuloaga y Moyua｣(~1
  7470612)
1737年10月6日-09:00|日本|  ||元文2年9月13日|<死去>浜田洒堂(浜田珍碩)(不明)俳人
1737年10月10日-09:00|日本|茨城県笠間市|元文2年9月17日|<死去>常陸笠間藩6万石｢井上正之｣(42歳)⇒長男｢
  井上正経｣が継ぐ(⇒延享4(1747)年3月19日､陸奥磐城平藩37000石に減移封)
1737年10月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞ､ｶﾙｶｯﾀで地震,ｻｲｸﾛﾝに伴う高潮による被害も含め､死者30万人
1737年10月13日-09:00|日本|長野県飯山市|元文2年9月20日|<死去>信濃飯山藩35000石｢本多助有｣(24歳)⇒11月
  16日､養子｢本多助盈｣が継ぐ(⇒安永3(1774)年2月5日､死去)
1737年10月17日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｶﾑﾁｬﾂｶで地震/M8.3､大津波発生､死者70人
1737年10月25日-09:00|日本|京都府舞鶴市|元文2年10月2日|<交替>丹後田辺藩35000石｢牧野英成｣隠居⇒次男｢
  牧野明成｣が継ぐ(⇒寛延3(1750)年10月5日､死去)
1737年10月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公｢ﾘﾅﾙﾄﾞ3世｣
1737年10月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ3世｣(~17800222死去)
1737年11月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢Orlando Bridgeman｣(~1738年)
1737年11月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<開場>初代王ｶﾙﾛ:歌劇場｢ｻﾝ･ｶﾙﾛ劇場｣[ｲﾀﾘｱ･ﾅﾎﾟﾘ](ﾖｰﾛｯﾊﾟ現役最古劇場)
1737年11月10日-09:00|日本|東京都千代田区|元文2年10月18日|<加増>一橋徳川家3万俵｢徳川宗尹｣+2万俵⇒5万
  俵(⇒元文5(1740)年11月18日､1万俵加増され6万俵)
1737年11月11日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾗﾙﾈｰｼﾞ侯爵ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾆｴ｣(~17461119没)
1737年11月15日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ｽｰﾍﾟﾙｳﾝﾀﾞ伯爵ｼﾞｮｾﾌ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾝｿ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾃﾞ･ｻﾏﾆｴ
  ｺﾞ｣(~17450604)
1737年11月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾞﾙ｣(~17431217)
1737年11月22日-09:00|日本|東京都中央区|元文2年11月|<初演>｢閏月仁景清｣<関羽>二代目市川海老蔵､重忠に
  せ景清･市川團蔵の早や代わり､河原崎座(市川團十郎十八番)
1737年12月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏﾗｰﾀｰ宰相ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ軍がﾎﾞｰﾊﾟｰﾙでﾑｶﾞﾙ帝国軍の援軍たる諸国の軍勢を破った(ﾎ
  ﾞｰﾊﾟｰﾙの戦い)
1737年12月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾆｵ･ｽﾄﾗﾃﾞｨｳﾞｧﾘ/93歳(誕生:1644)｡ｳﾞｧｲｵﾘﾝ製作者
1737年12月19日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｲｰｴﾝ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17390322)
1738年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ･Johan Bake｣
1738年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Jacob de Jong｣(~1743年)
1738年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ王｢ﾉｶｻｯﾄ(ｼｰｻﾑｯﾄ女王)｣
1738年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾄﾝﾓ･ﾚｱｷｱ2世｣(3回目~1747年)
1738年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ王｢ｻﾔ･ｸﾏﾝ｣(~1791年没)
1738年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国国王｢ｽｰｼﾞｬﾅ･ﾊﾞｰｲｰ｣
1738年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ﾓｯｾﾙ｣(~1743年)
1738年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾊﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾖｸﾞ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1758年没)
1738年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｭｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｬﾌｼﾞ2世ｶﾄｩ･ﾗｰｼﾞｪ(簒奪者)｣(~1739年)
1738年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｲﾅﾔｯﾄ･ｳｯﾗｰ･ｶｰﾝ2世｣(~1740年)
1738年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国国王｢ｼｬｰﾌｰｼﾞｰ2世｣(~1739年廃位)
1738年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾎｰﾀｷｰ朝首長｢ﾌｻｲﾝ･ﾎｰﾀｷｰ｣
1738年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｲﾘｽ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾍﾞｸ2世｣(~1747年)
1738年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾍﾃｨ王｢ﾃｲﾑﾗｽﾞ2世｣(2度目~1744年)
1738年-04:00|ｵﾏｰﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｱﾌｼｬｰﾙ朝ﾍﾟﾙｼｱのﾅｰﾃﾞﾙ･ｼｬｰがｵﾏｰﾝを占領
1738年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻﾍﾞ統治者｢ｵﾗ･ｵﾍﾞ｣(~1765年)
1738年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Antonio Manso y Maldonado｣(~1739年)
1738年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ﾙｲｰｽﾞ･ｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾃﾞｭﾙﾌｫｰﾙ｣(~1781年)ﾏｲｴﾝﾇ女公､ﾒｲﾕﾚｲﾕ女公
1738年-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽの科学者ﾍﾞﾙﾇｰｲが流体力学の基本定理を発表
1738年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ会社ｾﾈｶﾞﾙ局長｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌｪﾘｯｸｽ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ･ﾀﾞｳﾞｨｯﾄﾞ｣(~1746年)
1738年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ｻﾝﾊﾞ･ｼﾞｪﾗﾎ･ｼﾞｰｷﾞ｣(2回目~1741年頃)
1738年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾌｪﾘﾍﾟ･ｲ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ軍事司令官｢Domingo Santos de Uri
  arte｣(~17490916死去)
1738年 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾞﾈｰﾙ司令官｢Jan Hendrik Geerkens｣
1738年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢Robert Carpenter｣(~1745年死去)
1738年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Humphrey Howarth｣(~同年)⇒｢The Viscount 
  Gage｣(~1739年)
1738年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||ﾌｱﾝ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｺﾙﾄﾞﾊﾞ,行政府の増税政策に反発して,ﾎﾞﾘﾋﾞｱのｵﾙﾛで反乱を計画/みず
  から｢ｲﾝｶ王の孫｣を名乗る.ﾒｽﾃｨｰｿ,ｲﾝﾃﾞｨｵの多くが反乱に参加するが,密告により鎮圧される
1738年 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊｳｴﾙ｣(~17410421)
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1738年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ﾙｲｽ･ﾓﾘｽ｣(~1746年)
1738年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾄｰﾏｽ｣(~1747年)
1738年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾙｶﾞ｣(~1741年)
1738年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<死去>ｵｱﾌ島国王｢Kanahaokalani｣
1738年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ｵｱﾌ島国王｢Peleioholani｣(~1770年死去)
1738年1月-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督代行｢ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾄﾞﾘｼﾞｰ｣(2回目~1
  7390516)
1738年1月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻｳﾞｧﾝﾜﾃﾞｨ国統治者(ｻｰﾙ･ﾃﾞｻｲ)｢ﾗﾏﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｻｳﾞｧﾝ1世｣(~1755年没)､摂政｢ｼ
  ﾞｪｲﾗﾑ･ｻﾜﾝﾄ･ﾎﾞﾝｽﾙ｣(~1753年没)
1738年1月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>13代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1738年1月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>14代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~17681012死去)
1738年1月17日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|元文2年閏11月27日|<死去>三井高平(豪商･三井高利の長男
  で越後屋呉服店創業)(85歳､1653年4月27日生)
1738年1月25日-09:00|日本|山形県新庄市|元文2年12月6日|<交替>出羽新庄藩68200石｢戸沢正庸｣隠居⇒三男｢戸
  沢正勝｣が継ぐ(⇒延享2(1745)年8月14日､死去)
1738年2月5日-09:00|日本|静岡県沼津市|元文2年12月17日|<死去>大久保教寛(81歳)前駿河松長藩主､側用人･若
  年寄
1738年2月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾊﾞﾙﾋﾞ｣(~17400207)
1738年2月9日-09:00|日本|茨城県つくば市|元文2年12月21日|<死去>常陸谷田部藩16300石｢細川興虎｣(28歳)⇒
  長男｢細川興晴｣が継ぐ(⇒天明8(1788)年12月5日､隠居)
1738年2月9日-09:00|日本|東京都台東区|元文2年12月21日|寛永寺本坊が富山･佐土原2藩の助役により完成
1738年2月19日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･永祐4年|ﾍﾞﾄﾅﾑの黎朝王族の黎維櫁がﾀｲﾝﾎｱで挙兵し､鄭氏に反抗
1738年2月20日-09:00|日本|  ||元文3年1月2日|<死去>椎本才麿(83歳)俳人
1738年3月7日-09:00|日本|  ||元文3年1月17日|<死去>益子内親王(70歳)後西天皇の皇女
1738年3月12日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾅﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰの下のﾍﾟﾙｼｬがｶﾝﾀﾞﾊｰﾙを再支配宣言､ﾅﾃﾞｨﾗﾊﾞｰﾄﾞと改名
1738年3月28日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ﾏﾀﾞﾘｯﾄ｣(~17430206)
1738年3月28日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ﾋｭｰ･ﾎﾞｰﾙﾀｰ/ｳｨﾝﾀﾞﾑ男爵ﾄｰﾏ
  ｽ･ｳｨﾝﾀﾞﾑ/ﾍﾝﾘｰ.ﾎﾞｲﾙ｣(~17390927)
1738年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾆ｣
1738年4月1日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｼﾞｮｱｷﾝ･ｼﾞｬｯｸ･ﾄﾞ･ﾏｾﾞﾗﾝ｣(~17480417)
1738年4月4日-09:00|日本|岡山県浅口市|元文3年2月16日|<交替>岡山新田藩25000石｢池田政倚｣隠居⇒養子｢池
  田政方｣が継ぐ(⇒宝暦10(1760)年3月14日､隠居)
1738年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<初演>ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾝﾃﾞﾙ《歌劇｢ｾﾙｾ(ｸｾﾙｸｾｽ)｣》
1738年4月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｻﾝ･ｼﾒｵﾝ･ﾋﾟｯｺﾛ再建され献堂
1738年4月29日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾄﾚﾛｰﾆｰ｣(~17520919)
1738年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｶｰﾗｲﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1738年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｶｰﾗｲﾙ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣3代伯の長男(~17580903死去)
1738年5月4日-09:00|日本|愛媛県西条市|元文3年3月16日|<死去>伊予西条藩33000石｢松平頼渡｣(33歳)⇒長男｢
  松平頼邑｣が継ぐ(⇒宝暦3(1753)年7月29日､隠居)
1738年5月5日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ｼﾞｮﾙﾃﾞｨ･ｸﾗｰﾄﾞ･ｲ･ﾄﾚﾌﾞﾗﾝｽ｣(~17470512)
1738年5月9日-09:00|日本|千葉県富津市|元文3年3月21日|<死去>保科正殷(45歳)前上総飯野藩主
1738年5月9日-09:00|日本|長崎県島原市|元文3年3月21日|<死去>肥前島原藩65900石｢松平忠俔｣(28歳)⇒養子｢
  松平忠刻｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年5月10日､死去)
1738年5月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾄﾞｩﾙﾗﾊ辺境伯｢ｶｰﾙ3世ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1738年5月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾄﾞｩﾙﾗﾊ辺境伯｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~17711021)
1738年5月13日-09:00|日本|栃木県大田原市|元文3年3月25日|<交替>下野黒羽藩2万石｢大関増恒｣隠居⇒次男｢大
  関増興｣(~宝暦13(1763)年10月10日､隠居)
1738年5月19日-09:00|日本|福岡県久留米市|元文3年3月21日|<死去>有馬則維(65歳)前筑後久留米藩主
1738年5月22日-09:00|日本|大阪府大阪市|元文3年4月4日|幕府､大坂に銅座を復活設置
1738年5月31日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ暫定司令官｢Frederik Zaunslifer｣(~1750年)
1738年6月7日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･永祐4年4月20日|<死去>広南国王｢寧王･阮福ﾁｭｳ｣
1738年6月7日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･永祐4年4月20日|<即位>広南国王｢武王･阮福濶｣(~17650707死去)
1738年6月19日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾟﾙｼｬはｶｰﾌﾞﾙを支配宣言
1738年6月19日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙﾑｽﾀﾃﾞｨ｣(1回目~1740年2月廃位)
1738年6月19日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<廃位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙ･ｱﾗﾋﾞｰﾔ｣
1738年6月23日-09:00|日本|東京都中央区|元文3年5月7日|和薬の普及･浸透にともない､日本橋伊勢町の和薬改
  会所廃止/薬販売が自由に
1738年6月28日-09:00|日本|京都府京都市|元文3年5月12日|幕府が京都の和薬改会所を廃止/薬販売が自由に
1738年6月28日-09:00|日本|群馬県安中市|元文3年5月12日|<死去>内藤政森(56歳)前上野安中藩主
1738年6月29日-09:00|日本|長崎県大村市|元文3年5月13日|<死去>大村純庸(69歳)前肥前大村藩主
1738年7月9日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Antoine Le Moyne, seigneur de Chateauguay｣(~17
  43.6)



1740迄(2954件)

1738年7月10日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｱﾘｭﾚｯﾄﾞ･ﾎﾟｯﾌﾟﾙ｣(~17441117死
  去)
1738年7月11日-09:00|日本|大阪府大阪市|元文3年5月25日|幕府が大坂の和薬改会所も廃止し,和薬の販売を自
  由化
1738年7月17日-09:00|日本|東京都中央区|元文3年6月|肥前座､開場(豊竹新太夫･肥前操)堺町
1738年7月17日-09:00|日本|広島県広島市|元文3年6月1日|長雨･洪水のため広島領の田畑損毛5万3870石余,流失
  全壊家屋1020軒,死者21人
1738年7月20日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)代行｢Fathi-al-Daftari｣(~8.30)
1738年7月29日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督代理｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾞｯﾄﾞｳｨﾝ｣(⇒1738年総督~17400
  809死去)
1738年8月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢Sir Humphrey Howorth｣(~同年)
1738年8月7日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢商工会議所上院/ﾎｾ･ﾀﾞｺｽﾀ･ﾘﾍﾞｲﾛ｣(~1742
  年)
1738年8月8日-09:00|日本|  ||元文3年6月23日|<死去>井上通女(79歳)歌人
1738年8月10日-09:00|日本|熊本県人吉市|元文3年6月25日|<死去>肥後人吉藩22165石｢相良長存｣(36歳)⇒長男｢
  相良頼峯｣が継ぐ(⇒宝暦8(1758)年4月12日､死去)
1738年8月11日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｵｯﾄｰ･ｸﾞｽﾀﾌ･ｸﾞﾚｰｳﾞｪ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ･ｱｳﾌ･ｱﾙﾌﾟ･ｵｸﾞ･ｶｯｺﾌｧｰ｣(~
  17400322)
1738年8月20日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾏﾝﾘｹ｣(~9.1
  没)
1738年8月28日-09:00|日本|  ||元文3年7月14日|<死去>八十村路通(90歳)俳人
1738年8月30日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Huseyin Pasha al-Bustanji｣(~17390905)
1738年9月1日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢大審問院｣(~17390325)
1738年9月15日-09:00|日本|  ||元文3年8月2日|<死去>上島鬼貫(78歳)俳諧師
1738年9月24日-09:00|日本|岡山県新見市|元文3年8月11日|<死去>関長治(82歳)前備中新見藩主
1738年9月26日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|元文3年8月13日|<死去>大和高取藩20500石｢植村家包｣(29歳)
  ⇒養子｢植村家道｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年3月18日､死去)
1738年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞｯﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1738年10月12日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|元文3年8月29日|<死去>豊後日出藩25000石｢木下長保｣(33歳)
  ⇒甥｢木下長監｣が継ぐ(⇒寛保元(1741)年12月14日､死去)
1738年10月17日-09:00|日本|埼玉県川越市|元文3年9月5日|<死去>武蔵川越6万石｢秋元喬房｣(56歳)⇒10月28日､
  婿養子｢秋元喬求｣が継ぐ(⇒寛保2(1742)年4月3日､隠居)
1738年10月31日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|元文3年9月19日|<死去>島津惟久(64歳)前日向佐土原藩主
1738年11月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ軍ｾﾙﾋﾞｱ総督｢ｹﾞｵﾙｸ･ｵﾘｳﾞｨｴ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｳｫﾘｽ｣(~17390904)
1738年11月12日-09:00|日本|  ||元文3年10月1日|刈谷藩領の農民､新しい方法による検見に反抗して一揆を起
  こす
1738年11月18日-03:30|ｲﾗﾝ/ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ｲﾗﾝのﾅｰﾃﾞﾙ･ｼｬｰがﾍﾟｼｬｰﾜﾙを占領
1738年11月29日-09:00|日本|東京都千代田区|元文3年10月18日|幕府､大筒役を新設
1738年12月25日-08:00|中国|  ||清･乾隆3年11月15日|中国､寧夏､銀川地震M6.5､犠牲者約100人
1739年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾏﾇｴﾙ･ﾄﾞｩﾃﾙ･ﾄﾞ･ﾌｨｹﾞｲﾚﾄﾞ･ｻﾙﾒﾝﾄ｣(1期目~1741
  年)
1739年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Marten Lelievelt｣(~1744年)
1739年-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞﾅｼﾞﾑ｢ｼｭｼﾞｬｳﾃﾞｨﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣
1739年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｶﾞﾜﾝ･ｷﾞｬﾙﾂｪﾝ｣(~1744年)
1739年-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞﾅｼﾞﾑ｢ｱﾗｳﾃﾞｨﾝ･ﾊｲﾀﾞﾙ･ﾁｬﾝ･ｻﾙﾌｧﾗｽﾞ･ﾊｰﾝ｣(~17400406没)
1739年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾜﾄﾞﾜﾝ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｱﾙｼﾞｬﾝｼﾑｼﾞ･ﾏﾀﾞﾌﾞｼﾑｼﾞ｣
1739年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾞｸ国統治者｢ﾅﾗｼﾝﾊ2世｣(~1743年)
1739年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｭｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗﾀﾌﾟｼﾝﾊ｣(2回目~17631216)
1739年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｲ･ﾏｰﾆｰｷﾔ2世｣(~1744年)
1739年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅｰｸﾞﾌﾟﾙ太守｢ﾗｸﾞｰｼﾞｰ･ﾎﾞｰﾝｽﾚｰ｣(~17550214死去)
1739年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾀﾞ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｸﾞﾗﾌﾞｼﾑｼﾞｰ1世｣(~1753年没)
1739年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾝﾅ国ﾗｼﾞｬ｢ｻﾊﾞ･ｼﾝ｣(~1752年没)
1739年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｳﾞｨ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾗﾜｼﾞ･ｱﾘﾔｼﾞ1世｣(~1764年没)
1739年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾜﾄﾞﾜﾝ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｻﾊﾞﾙｼﾑｼﾞ･ｱﾙｼﾞｬﾝｼﾑｼﾞ2世｣(~1765年没)
1739年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国国王｢ﾌﾟﾗﾀｰﾌﾟ･ｼﾝｸﾞ｣(~17631216死去)
1739年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗﾀﾞｯｸ王｢ﾌﾟﾝﾂｫｸﾞ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(~1753年)
1739年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗﾀﾞｯｸ国王(ﾁｮｽ･ｷﾞｬﾙ･ﾁｪﾝ･ﾎﾟ)｢ﾌﾞｸﾘﾄﾞﾊﾞﾝﾓ｣⇒｢ﾌﾟﾝﾂｫｸ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(~1753年)
1739年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<廃位>ﾀﾝｼﾞｬｰｳﾞｰﾙ･ﾏﾗｰﾀｰ王国国王｢ｼｬｰﾌｰｼﾞｰ2世｣
1739年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾍﾞｸ｢`Abd ar-Rahim Biy｣
1739年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<就任>中ｼﾞｭｽﾞ･ﾊｰﾝ｢ｱﾋﾞﾙﾏﾝﾍﾞﾄ･ﾊｰﾝ｣(~1771年没)
1739年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾏｸﾗﾝ統治者(ﾅｾﾞﾑ)｢ｱｲｻﾞ･ｶｰﾝ｣(~1740年)
1739年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾍﾞｸ｢`Abd al-Karim Biy｣(~1746年死去)
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1739年-03:00|ｹﾆｱ|  |||東ｱﾌﾘｶでﾏｽﾞﾙｲ勢力がﾓﾝﾊﾟｻに支配を確立
1739年-02:00|ﾌﾞﾙﾝｼﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾝｼﾞ王国国王｢ﾑｳｪｼﾞ3世ﾝﾀﾞｸﾞｼﾐｴ｣
1739年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ･ｱﾙ･ｱｽﾞﾑ｣(~1740年､地元軍によって
  退陣させられた)
1739年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾖｱﾆﾅ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾋｭｰｾｲｲﾝ･ﾓﾙｽ｣(~1740年)
1739年-02:00|ﾌﾞﾙﾝｼﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾝｼﾞ王国国王｢ﾑﾀｶﾞ3世ｾﾆｬﾑｳｨｻﾞ｣(~1767年頃没)
1739年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>13代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ﾎｾ･ｸﾗﾛｽ･ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ｼﾙﾊﾞ｣
1739年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾊﾟﾅﾏ|  |||<死去>ﾍﾞﾗｸﾞｱ女公｢ｶﾀﾘﾅ･ﾍﾞﾝﾁｭﾗ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｲ･ｱﾔﾗ｣
1739年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>14代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｱﾙｶﾝﾀﾗ･ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ﾛﾍﾟｽ=ﾊﾟﾁｪｺ｣(~1
  7790106死去)先代の子
1739年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>第11代ｱﾙﾊﾞ女公｢ﾏﾘｱ･ﾃﾚｻ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ｲ･ｱｰﾛ｣(~1755年)先代の娘
1739年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ｱｲﾙ国統治者(ｱﾒﾉｶﾙ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｸﾞﾏｰ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙ･ｱﾃﾞｨﾙ｣(~1744年)
1739年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Luis Antonio Fernandez de Cordoba-Figueroa y Spinola｣(~1768
  年)
1739年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Pedro de Vargas Maldonado Lopez de Carrizosa y Perea｣(
  ~1745年)
1739年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ﾊﾝｽ･ﾔｺﾌﾞ･ｱｰﾉﾙﾄ｣(~1750年)
1739年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢Heinrich von Podewils｣(~1749年)
1739年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾊﾟﾅﾏ|  |||<就任>ﾍﾞﾗｸﾞｱ公｢ﾊｺﾎﾞ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾌｨﾂ=ﾊﾒｽ･ｽﾄｭｱﾙﾄ･ｲ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ｣先代の子(~1
  785年没)
1739年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ﾛｰﾍﾞﾝｼｭﾀｲﾝ伯｢Heinrich2世｣(~1782年)
1739年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾛｸﾎﾟﾝ｣(~1746年)
1739年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ｶｰﾙ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｳﾙﾘﾋ｣(のちﾛｼｱ皇帝ﾋﾟｮｰﾄﾙ3世~17620717死去)
1739年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾝﾄﾞ東海岸ｶﾘｶﾙが植民地となった
1739年-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||ｻﾝﾏﾘﾉ共和国がｱﾙﾍﾞﾛﾆ枢機卿によって一時的に占領されるが､教皇ｸﾚﾒﾝｽ12世の勧告に
  より独立を維持
1739年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｼﾞｬﾏｲｶ|  |||第一次ﾏﾙｰﾝ戦争終結.講和条約を結んで土地と自治を保障される
1739年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Daniel Nieuwkerk｣(~1754年死去)
1739年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ｶﾞﾝﾀﾞｰﾗ･ﾚｱﾙ侯爵ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｿﾘﾘｬ･ﾃ
  ﾞ･ｻﾝ･ﾏﾙﾃｨﾝ｣(~1750年)
1739年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Gaspar Domingo de Mendoza｣(~1743年)
1739年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾙﾃｨｽ｣(~1740年)
1739年1月1日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞｰﾍﾞ･ﾄﾞ･ﾛｼﾞｪ大尉によってﾌﾞｰﾍﾞ島発見
1739年1月3日-08:00|中国|  ||清･乾隆3年11月23日|中国･寧夏省､平羅銀山地震M8.0､死者5万人
1739年1月9日-09:00|日本|  ||元文3年11月30日|幕府が文字金銀の引き換え所を廃止し､以後金は江戸･京都の
  金座､銀は江戸･京都･大坂の銀座で交換
1739年1月12日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾟﾙｼｬはﾗﾎｰﾙを支配宣言
1739年1月18日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|元文3年12月9日|<交替>肥前佐賀藩32万石｢鍋島宗茂｣隠居⇒長男｢鍋
  島宗教｣が継ぐ(⇒宝暦10(1760)年11月26日､隠居)
1739年1月25日-09:00|日本|兵庫県朝来市|元文3年12月16日|但馬国の生野銀山の鉱夫が扶持米増加を要求して
  強訴､周辺農民も一揆
1739年1月27日-09:00|日本|  ||元文3年12月18日|幕府が銅の密売を禁止
1739年2月8日-09:00|日本|  ||元文4年|<完成>坂倉源次郎｢北海随筆｣蝦夷地の実情･産物を紹介するとともに開
  拓意見を述べる
1739年2月8日-08:00|中国|  ||清･乾隆4年|<死去>ﾊﾐ郡ﾊｰﾝ｢ｱﾐﾝ｣
1739年2月8日-08:00|中国|  ||清･乾隆4年|<就任>ﾊﾐ郡ﾊｰﾝ｢ﾕｰｽﾌ｣(~1767年､死去)
1739年2月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶﾘｶﾙはﾌﾗﾝｽの所有物
1739年2月19日-09:00|日本|愛知県名古屋市|元文4年1月12日|<交替>尾張藩61万9500石｢徳川宗春｣幕府より蟄居
  を命ぜられる⇒13日､従弟｢徳川宗勝｣が継ぐ(⇒宝暦11(1761)年6月22日､57歳で死去)
1739年2月21日-09:00|日本|宮崎県日南市|元文4年1月14日|<死去>日向飫肥藩51000石｢伊東祐永｣(51歳)⇒九男｢
  伊東祐之｣が継ぐ(⇒延享元(1744)年9月2日､18歳で死去)
1739年3月12日-09:00|日本|岐阜県海津市|元文4年2月3日|<交替>美濃高須藩3万石｢松平義淳｣宗家尾張藩を相続
  ⇒三男｢松平義敏｣が継ぐ(⇒明和8年4月28日(17710610)､死去)
1739年3月12日-09:00|日本|群馬県桐生市|元文4年2月3日|桐生に京都西陣の高機技術が伝えられ､絹織物の生産
  が開始される
1739年3月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ｻﾙﾌｧﾗｰｽﾞ･ﾊｰﾝ｣(~17400429死去)
1739年3月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｾﾙｶｰｸ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1739年3月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｾﾙｶｰｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣ﾗｸﾞﾗﾝ伯(~17441203死去)
1739年3月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾜﾄﾞ国統治者(ｽﾊﾞﾀﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾞｰﾙ･ﾏﾝｽｰﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾓｷﾑ･ｶｰﾝ｣(1回目~1748
  0428)
1739年3月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾗﾀﾞｯｸ国王(ﾁｮｽ･ｷﾞｬﾙ･ﾁｪﾝ･ﾎﾟ)｢ﾃﾞｷﾞｮﾝ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣
1739年3月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾟﾙｼｬのﾅﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰがｲﾝﾄﾞのﾑｶﾞﾙ軍を破り､ﾃﾞﾘｰを攻略､2万人の民衆を虐殺
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1739年3月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｲｳﾞｧｽﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17400623)
1739年3月25日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ暫定大統領･総督･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾏﾝﾘｹ｣(
  ~17400424)
1739年3月25日-09:00|日本|大分県杵築市|元文4年2月16日|<死去>豊後杵築藩32000石｢松平親純｣(37歳)⇒長男｢
  松平親盈｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年8月14日､隠居)
1739年3月25日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|元文4年2月16日|<死去>越後糸魚川藩1万石｢松平直好｣(39歳)⇒四
  男｢松平堅房｣が継ぐ(⇒安永2(1773)年2月16日､死去)
1739年3月28日-09:00|日本|鳥取県|元文4年2月19日|<元文一揆>鳥取藩で起きた大規模な百姓一揆/一揆は因幡
  国岩井郡から始まり､一行は八東郡へ向かった
1739年3月29日-09:00|日本|鳥取県|元文4年2月20日|<元文一揆>西御門村で勘右衛門らと合流した一揆勢は若桜
  の大庄屋･木島市郎右衛門の屋敷を打ち壊した/駆けつけた在吟味役･小谷新右衛門､郡奉行･安田清左衛門ら藩
  の役人を追い返した一揆勢は各地で年貢の取立てに熱心な大庄屋などの住む屋敷の打ち壊しを行い､食事など
  の支給を受けながら城下の鳥取へと向かった/伯耆勢は打ち壊しなどの破壊行為は行わず､因幡勢より一足早
  く到着､城下近郊の千代川河川敷に集結した
1739年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾋﾞｱｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1739年4月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<初演>ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾝﾃﾞﾙ《ｵﾗﾄﾘｵ｢ｴｼﾞﾌﾟﾄのｲｽﾗｴﾙ人｣》
1739年4月4日-09:00|日本|鳥取県|元文4年2月26日|<元文一揆>一部の者が城下へ乱入を試みるも失敗/翌日には
  目付らの説得と長期化による疲労により､ほとんどの参加者が帰宅
1739年4月9日-09:00|日本|岡山県|元文4年3月2日|美作国勝北郡で困窮救済を求めて一揆が起こる
1739年4月14日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ｽｳｪﾚﾝｸ
  ﾞﾘｰﾍﾞﾙ｣(~17510227)
1739年4月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1739/4/7|密輸業者のﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｯｸ･ﾀｰﾋﾞﾝ(33)が絞首刑に処せられる
1739年5月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Robert Byng｣(~17401006死去)
1739年5月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<死去>ﾓｽｷｰﾄ摂政｢ﾋﾟｰﾀｰ｣
1739年5月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<即位>ﾓｽｷｰﾄ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世｣(~1755年1月没)
1739年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<初演>ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾝﾃﾞﾙ《歌劇｢ｱﾙｺﾞｽのｵｰｳﾞｪ｣》
1739年5月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾊﾘﾌｧｯｸｽ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣
1739年5月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾊﾘﾌｧｯｸｽ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ=ﾀﾞﾝｸ｣(~17710608死去断絶)
1739年5月11日-09:00|日本|鳥取県|元文4年4月4日|因幡国八橋郡と久米郡で一揆が起こる
1739年5月13日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｷｬﾝﾃﾞｨ王国国王･ｼﾝﾊﾗ国王｢ｳﾞｨﾗﾊﾟﾗｯｶﾏ･ﾅﾚﾝﾄﾞﾗｼﾑﾊ｣
1739年5月13日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｷｬﾝﾃﾞｨ王国国王･ｼﾝﾊﾗ国王｢ｽﾘ･ｳｨｼﾞｬﾔ･ﾗｼﾞｬｼﾝﾊ｣(~17470811死去)
1739年5月16日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ｶｰﾙ･ｳﾙﾊﾞﾝ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ﾁｬﾝｸﾛｽ｣(~
  17420917)
1739年5月16日-09:00|日本|広島県庄原市|元文4年4月9日|夜9つ時出火し,庄原町全焼
1739年5月18日-09:00|日本|大阪府大阪市|元文4年4月11日|<初演>文耕堂,三好松洛,浅田可啓,竹田小出雲,千前
  軒(竹田出雲)｢ひらかな盛衰記｣竹本座
1739年5月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｬﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾗﾓｰ《ｵﾍﾟﾗ｢ｴﾍﾞの祭り｣》
1739年5月23日-09:00|日本|静岡県掛川市|元文4年4月16日|<交替>遠江掛川藩6万石｢小笠原長煕｣隠居⇒養子｢小
  笠原長庸｣が継ぐ(⇒延享元(1744)年7月6日､23歳で死去)
1739年6月6日-08:00|中国|  ||清･乾隆4年5月|清朝が省界を越えて集団で寺廟に参詣することを禁じる
1739年7月-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾄﾚ｣(~17450921死去)
1739年7月4日-09:00|日本|千葉県富津市|元文4年5月29日|<死去>上総飯野藩2万石｢保科正寿｣(36歳)⇒次男｢保
  科正富｣が継ぐ(⇒明和7(1770)年7月5日､隠居)
1739年7月13日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ暫定総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｵﾗｴﾁｪｱ･ｲ･ｶﾞﾗｲｺｴﾁｪｱ｣(~17400602)
1739年7月13日-09:00|日本|  ||元文4年6月8日|幕府､異国船警戒令を出す
1739年7月14日-09:00|日本|  ||元文4年6月9日|幕府が,無鑑札の古鉄商･古着商･古道具商が火事場で古鉄買い
  するのを禁じる
1739年7月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの物理学者ﾃﾞｭﾌｪ/40歳(誕生16980914)/摩擦電気に関する研究を行
  った
1739年7月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾞﾝﾍﾞｲのｲｷﾞﾘｽ人がﾏﾗｰﾀｰ王国と条約を締結
1739年7月22日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｾﾙﾋﾞｱ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝とﾛｼｱ･ｵｰｽﾄﾘｱにﾍﾞｵｸﾞﾗｰﾄﾞの戦いが勃発
1739年7月26日-09:00|日本|  ||元文4年6月21日|幕府が庶民の火事場見物を禁じる
1739年7月31日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|元文4年6月26日|<交替>播磨三日月藩15000石｢森長記｣隠居⇒
  五男｢森俊春｣が継ぐ(⇒安永3(1774)年5月29日､隠居)
1739年8月2日-09:00|日本|長野県松本市|元文4年6月28日|<死去>水野忠恒(39歳)元信濃松本藩主
1739年8月5日-09:00|日本|  ||元文4年7月|<刊行>石田梅岩｢都鄙問答｣
1739年8月9日-09:00|日本|島根県|元文4年7月5日|<元文4年出雲､隠岐風水害>(～6日)連日､出雲､隠岐地方が暴
  風雨に見舞われ大洪水となった/出雲では堤防大小2万7500余か所が決壊､波よけの石垣3500余か所､水柵4700
  余か所が破られて､倒潰した民家2123戸､神祠3戸､仏堂46戸.船舶の破損大小64艘.5人が死亡/隠岐の島では民
  家47戸が倒潰､7戸が流失.破損および流失した船舶大小49艘､田の損害733石
1739年8月9日-09:00|日本|広島県広島市安佐北区|元文4年7月5日|高宮郡可部町出火,家数129軒,土蔵2か所焼失
1739年8月12日-09:00|日本|福井県福井市|元文4年7月8日|福井城下石場寺町で火事,100軒余焼失
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1739年8月20日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<再設>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ[ｺﾛﾝﾋﾞｱ､ｴｸｱﾄﾞﾙ､ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ](~17770
  908)
1739年8月24日-09:00|日本|東京都|元文4年7月20日|<死去>建部賢弘(76歳)数学者
1739年8月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ｼｭｼﾞｬｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊｰﾝ｣
1739年8月27日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|元文4年7月23日|<死去>因幡鳥取藩32万石｢池田吉泰｣(53歳)⇒長男｢
  池田宗泰｣が継ぐ(⇒延享4(1747)年8月21日､死去)
1739年8月31日-09:00|日本|埼玉県久喜市|元文4年7月27日|<死去>武蔵久喜藩11000石｢米津政容｣(58歳)⇒三男｢
  米津政崇｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年10月11日､隠居)
1739年9月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱとｵｽﾏﾝ帝国が､ﾍﾞｵｸﾞﾗｰﾄﾞ条約を締結
1739年9月4日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ代行｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒ﾜﾘｽ｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~174
  0年)
1739年9月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||黒人奴隷ｹｲﾄｰの暴動.ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅで起こる
1739年9月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣
1739年9月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ8世｣ｴﾙﾝｽﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋの息子(~17681017死去
  )
1739年9月14日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾌﾞﾙｸﾊﾙﾄ･ｸﾘｽﾄﾌ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ﾐｭﾝﾆｯﾋ｣(ﾛｼｱ軍司令官~1
  0月)
1739年9月14日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱはﾛｼｱに占領される(~10月)
1739年9月17日-09:00|日本|大阪府|元文4年8月15日|<移封>越後高柳藩1万石｢丹羽薫氏｣⇒河内･播磨･美作国内1
  万石(⇒寛保2(1742)年11月21日､播磨三草藩へ移封)
1739年9月20日-09:00|日本|  ||元文4年8月18日|<死去>中川乙由(65歳)俳人
1739年9月21日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Muhassil Uthman Pasha｣(~1740.10)
1739年9月23日-09:00|日本|長崎県壱岐市|元文4年8月21日|前年､落雷で焼失した住吉神社の社殿を造営
1739年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｺﾓ･ｱﾝｼﾞｪﾘ｣｢ｱﾙﾌｫﾝｿ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣(~18日)
1739年10月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾍﾞｽﾊﾞﾗ伯｢ﾌﾞﾗﾊﾞｿﾞﾝ･ﾎﾟﾝｿﾝﾋﾞｰ｣(~17580704死去)
1739年10月18日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ･ｺﾞﾝﾌｧﾛﾆｴ｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｺﾓ･ｱﾝｼﾞｪﾘ｣(~28日)
1739年10月18日-09:00|日本|香川県高松市|元文4年9月16日|<死去>讃岐高松藩12万石｢松平頼桓｣(20歳)⇒18日､
  養子｢松平頼恭｣が継ぐ(⇒明和8(1771)年7月18日､死去)
1739年10月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦10月8日|ｲｷﾞﾘｽがｽﾍﾟｲﾝに宣戦布告し､｢ｼﾞｪﾝｷﾝｽﾞの耳戦争｣が起
  こる
1739年10月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣
1739年10月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ公｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣(~17620510死去)
1739年10月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<復位>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ王｢ｸﾞﾘｺﾞﾚ2世ｷﾞｰｶ｣(3度目~17410910)
1739年10月24日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ｼﾞｮｰｾﾞﾌ･ｻﾋﾞﾝ｣
1739年10月24日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｺﾛﾝﾊﾞｲﾝ｣(~17400422)
1739年10月28日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ教皇総督｢ｶﾞｽﾊﾟｰﾚ･ﾌｫｸﾞﾘ｣(~11.26)
1739年11月1日-08:00|中国|  ||清･乾隆4年10月|清で荘親王允禄らの陰謀事件が発覚､允禄ら失脚
1739年11月11日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Pierre Andre d'Heguerty｣(~17431212)
1739年11月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｽﾄﾗﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ｳｪﾝﾄﾜｰｽ｣
1739年11月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｽﾄﾗﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳｪﾝﾄﾜｰｽ｣(~17910310死去)
1739年11月17日-09:00|日本|  ||元文4年10月7日|｢豊後節浄瑠璃停止｣が出される｡芝居など家業として演奏す
  ることは許すが､稽古所､出稽古の禁止及び一般人の豊後節習得及び演じる事が禁止される
1739年11月26日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ教皇総督｢ｱﾏｰﾄ･ﾊﾞﾙﾄﾙｯﾁ｣(~17400205)
1739年12月1日-09:00|日本|  ||元文4年11月|<刊行>荷田在満｢大嘗会便蒙｣
1739年12月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾗﾑｾﾞｲ｣
1739年12月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾗﾑｾﾞｲ｣(~17640129死去)
1739年12月8日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｶｱｻﾊﾟｸﾞｱｽの戦い.ﾆｺﾗｽ･ﾈｰﾝｸﾞｲﾙのｸﾞｱﾗﾆｰ族が,Pascoal Leite Paesの率いる
  2,300の部隊を撃退
1739年12月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ﾏﾘ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1739年12月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣先代の息子(~17670705死去)
1739年12月15日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･Byng｣(~17401006死去)
1739年12月30日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ﾒﾝｸﾞﾘ2世ｷﾞﾚｲ｣
1739年12月31日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ｾﾗｰﾒﾄ2世ｷﾞﾚｲ｣(1740.3まで代理~17431220)
1740年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ･ｽﾙﾀﾝ｢ｵﾏﾙ･ｱﾘ･ｻｲﾌﾃﾞｨﾝ1世｣(~1778年)
1740年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏでﾓﾝ族がﾌﾗﾝｽ東ｲﾝﾄﾞ会社の援助を受け独立
1740年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｰｶｯﾄ国支配者｢ｻﾌﾀﾞﾙ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~17421002没)
1740年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｧﾗ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾋﾞｻﾞｼﾞ｣建国(~1774年没)
1740年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾗﾊﾞ国統治者(ｻﾙｹﾙ)｢ｻﾝﾊﾞｼﾞ･ｱﾝｸﾞﾘｱ｣(~1748年没)
1740年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国ﾜｼﾞﾙ｢ﾊｻﾝ･ｶｰﾝ｣(2回目~1745年)
1740年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾙﾁｬｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾙｼﾝ･ﾋﾞﾗﾊﾞｰﾙ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1752年)
1740年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾗｼﾞｬ)｢ｼｬﾑ･ｻﾝﾀﾞｰ･ｼｬｰ｣(~1745年)
1740年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｸﾞﾝﾄﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾀﾞﾀﾞｼﾞﾗｵ1世｣(~1742年)
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1740年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾅｰﾗｽ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾙﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣(~17700819没)
1740年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｱｻﾄﾞｩｯﾗｰ･ｶｰﾝ｣(~1744年)
1740年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｰｼﾞｶﾞﾙ国支配者(ﾗﾜｯﾄ)｢ﾅﾙﾊﾟｯﾄ･ｼﾝ｣(~1747年)
1740年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾄﾞﾙﾌﾟｰﾙ国をｸﾞﾜﾘｴﾙが占領(~1756年)
1740年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾝｻﾞ国ﾐﾙ･ﾀﾑ｢ｼｬｰ･ｶｰﾝ2世｣
1740年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾏｸﾗﾝ統治者(ﾅｾﾞﾑ)｢ﾅｼﾙ･ｶｰﾝ｣(~1750年)
1740年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｺｰｷ王国統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾎﾞﾍ｣建国(~1750年頃)
1740年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国首相｢Ssebanakitta｣(~1741年)
1740年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｿﾝｺﾞﾗ統治者(ｵﾑﾊﾞｲﾄ)｢ｶﾝﾄｩﾝｸﾞﾙ｣(~1750年)
1740年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>下ﾔｰﾌｧ･ｻﾙﾀﾝ｢Ma`awda ibn Sayf al-Afifi｣(~1760年)
1740年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾀｼﾞｭﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾊﾏﾄﾞ｣
1740年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国国王｢Mwanga11世｣(~1741年)
1740年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kazikci Huseyin Pasha｣(~同年)
1740年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾍｷﾓｳﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1741年)
1740年-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ｶｾﾞﾝﾍﾞ統治者(ﾑﾜﾀ･ｶｾﾞﾝﾍﾞ)｢ｶｾﾞﾝﾍﾞ2世ｶﾆｴﾝﾎﾞ1世ﾑﾍﾟﾝﾊﾞ｣(~1760年頃)
1740年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ﾛｳﾚﾝｿ･ﾃﾞ･ﾉﾛｰﾆｬ･ｲ･ﾀｳ
  ﾞｫﾗ｣(~1743年)
1740年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾖｱﾆﾅ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1748年)
1740年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||<設立>ﾑﾋﾞﾚ国
1740年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ﾀﾞﾎﾒ王国国王｢ｱｶﾞｼﾞｬ･ﾄﾙﾄﾞ･ﾄｽ｣
1740年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ﾕｽﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1747年)
1740年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾊﾟｼｬ･ﾑｼﾝｻﾞｰﾄﾞ｣(3回目~1741年)
1740年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾎﾒ王国国王｢ﾃｸﾞﾍﾞｽ･ｱｳﾞｨｽ｣(~17740517没)
1740年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾏﾙｺ･ﾊﾞﾘｯﾁ｣(~1742年)
1740年-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ島を占領
1740年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||ﾔｷ族の反乱.ｽﾍﾟｲﾝ人千人以上を殺害
1740年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾋﾟﾚｽ･ｺﾚｲｱ｣(1回目~1744年)
1740年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾞｮﾛﾌ帝国統治者(ﾌﾞｰﾙﾊﾞ･ｼﾞｮﾛﾌ)｢ﾋﾞﾗﾔﾝ｣(~1748年頃)
1740年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<設立>ｱﾄﾞﾗﾙ連合(ｹﾙ･ｱﾄﾞﾗﾙ)
1740年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ海軍のｱﾝｽﾝ隊が南ｱﾒﾘｶから太平洋を探検航海
1740年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州市長兼副司令官｢ｴｽﾃﾊﾞﾝ･ｻﾝﾁｪｽ･ｶﾙ
  ﾃﾞﾛﾝ｣(ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙには来なかった~1744年)
1740年1月15日-09:00|日本|広島県山県郡安芸太田町|元文4年12月17日|山県郡加計町全焼
1740年1月19日-09:00|日本|  ||元文4年12月21日|<死去>尊胤入道親王(25歳)霊元天皇の皇子
1740年1月20日-09:00|日本|徳島県徳島市|元文4年12月22日|<交替>阿波徳島藩25万7千石｢蜂須賀宗英｣隠居⇒養
  子｢蜂須賀宗鎮｣が継ぐ(⇒宝暦4(1754)年5月22日､隠居)
1740年1月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｷﾞｬﾝ公｢ﾙｲ2世ｱﾝﾘ｣兼ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾙｲ3世ｱﾝﾘ｣
1740年1月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｷﾞｬﾝ公｢ﾙｲ3世ｼﾞｮｾﾞﾌ｣兼ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾙｲ4世ｼﾞｮｾﾞﾌ｣(~18180513死去)
1740年1月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｽｶｰﾊﾞﾗ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾗﾑﾘｰ｣自殺
1740年1月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｽｶｰﾊﾞﾗ伯｢ﾄﾏｽ･ﾗﾑﾘｰ=ｻﾝﾀﾞｰｿﾝ｣(~17520315死去)
1740年1月29日-08:00|中国|  ||清･乾隆5年1月|中国の湖南で苗族の反乱が起こる
1740年1月31日-09:00|日本|東京都|元文5年1月3日|<死去>志太野坡(79歳)俳諧師
1740年2月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｱｯﾗｰ｣(3回目~17410613廃位~17571110死去79歳)
1740年2月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<廃位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙﾑｽﾀﾃﾞｨ｣
1740年2月5日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ｴﾈｱ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ｱﾙﾌｫﾝｿ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣
1740年2月6日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第246代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ12世｣[16520407生～](享年87)
1740年2月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾆｺﾛ･ｽﾋﾟﾉﾗ｣(~17420216)
1740年2月27日-09:00|日本|大阪府大阪市|元文5年2月|<初演>人形浄瑠璃｢鷓山姫捨松｣三段目[中将姫雪責]大坂
  豊竹座
1740年2月27日-08:00|中国|  ||清･乾隆5年2月|清が民間の石炭採掘を許す
1740年3月12日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｳｨﾚﾑ･ﾓｰﾘｯﾂ･ﾌﾞﾙｰｲﾆﾝｸ｣(~17420108)
1740年3月16日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾏﾙﾃｨﾇｽ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾙﾄﾞ｣
1740年3月16日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾓｽｷｰﾄはｲｷﾞﾘｽの保護領(1749~1786年､ｲｷﾞﾘｽ領ﾎﾝｼﾞｭﾗｽの監督下)
1740年3月17日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ大統領｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾊﾞﾛｳﾞｨｳｽ｣(~17410307)
1740年3月20日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督代行｢ﾃﾞｨﾃﾞｨｴ･ﾄﾞ･ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ｣(1回目~
  17410814)
1740年3月22日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｳﾞｫﾙﾃﾞﾏｰﾙ･ﾌｫﾝ･ﾚｰｳﾞｪﾝﾀﾞｰﾙ男爵｣(~17431108)
1740年3月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌﾞﾙｰｽ｣
1740年3月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾞﾙｰｽ｣(~9.8死去)
1740年3月26日-09:00|日本|愛媛県大洲市|元文5年2月29日|大洲城下町木屋吉兵衛宅裏より出火､600軒を焼く
1740年3月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾗｰｳﾞｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣
1740年3月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｰｳﾞｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣(~17860817死去)
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1740年4月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾀｼｭｹﾝﾄ･ﾊﾝ｢Zholbars Khan｣
1740年4月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾀｼｭｹﾝﾄ･ﾊﾝ｢Abu al-Ghazi Khan｣(~1741年)
1740年4月2日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Francisco Cardenas Pacheco｣
1740年4月2日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Miguel Fernandez de Cardenas｣(~174
  60921)
1740年4月6日-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞﾅｼﾞﾑ｢ｱﾘｳﾞｧﾙﾃﾞｨ･ｶｰﾝ｣(~17560409)
1740年4月18日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ﾋｭｰ･ﾎﾞｰﾙﾀｰ/ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮｾﾘﾝ/
  ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｲﾙ｣(~17410923)
1740年4月20日-09:00|日本|群馬県館林市|元文5年3月24日|<死去>摂津国周辺5万石｢太田資晴｣(46歳)⇒長男｢太
  田資俊｣が継ぎ上野館林藩5万石に移封(⇒延享3(1746)年9月25日､遠江掛川藩に移封)
1740年4月22日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰｸﾞﾚｲｳﾞ｣(~17490314)
1740年4月24日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ副王｢ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ･ﾃﾞ･ｴｽﾗｳﾞｧ･ｲ･ﾗｻﾞｶﾞ｣(~17491105)
1740年4月27日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国秘密評議会議長｢ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ･ｽﾞ･ﾚﾄﾞﾚﾎﾞﾙｸﾞ伯爵ﾖﾊﾝ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･
  ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ･ﾂｰ･ﾚﾄﾞﾚﾎﾞﾘ｣(~17630129没)
1740年4月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ｣
1740年4月28日-09:00|日本|大阪府大阪市|元文5年4月3日|<就任>大坂城代｢酒井忠恭｣(~延享元(1744)年5月1日)
1740年4月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ｻﾙﾌｧﾗｰｽﾞ･ﾊｰﾝ｣
1740年4月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ｱﾘｰｳﾞｧﾙﾃﾞｨｰ･ﾊｰﾝ｣(~17560409退位)
1740年4月30日-09:00|日本|  ||元文5年4月5日|<死去>初代市川團蔵(57歳)歌舞伎役者
1740年5月9日-09:00|日本|  ||元文5年4月14日|幕府が市中奉公人請け人の処罰規定を定める
1740年5月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｸﾞﾚｲ侯｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾚｲ｣初代ｹﾝﾄ公(~6.5死去)
1740年5月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾙﾅｰﾀｶ太守｢ｻﾌﾀﾞﾙ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(~17421002死去)
1740年5月20日-09:00|日本|滋賀県東近江市|元文5年4月25日|<死去>近江山上藩13000石｢稲垣定享｣(31歳)⇒6月
  21日､養子｢稲垣定計｣が継ぐ(⇒寛政4(1792)年11月20日､隠居)
1740年5月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾟﾛｲｾﾝ王･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯･ﾏﾙｸ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣51
  歳(誕生16880815)
1740年5月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾛｲｾﾝ王･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯･ﾏﾙｸ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨ
  ﾙﾍﾙﾑ2世の息子(~17860817死去74歳)
1740年6月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ya'kub Pasha｣(~1743年)
1740年6月2日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ｼﾞｪﾐｰﾙ･ｲ･ﾚｵﾅﾙﾄ･ﾌｫﾝﾀﾆﾙｽ｣(~17471105没)
1740年6月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｹﾝﾄ公･初代ｸﾞﾚｲ侯｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾚｲ｣ｹﾝﾄ公廃絶
1740年6月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｸﾞﾚｲ女侯｢ｼﾞｪﾏｲﾏ･ﾖｰｸ｣(~17970110死去)
1740年6月5日-09:00|日本|東京都|元文5年5月12日|幕府が､3奉行･大目付･目付らに会合のときの遊宴･三味線を
  禁じる/勘定奉行･寺社奉行･町奉行の3奉行らに将軍の側近および老中などの家臣から請託をうけないよう指
  示
1740年6月10日-09:00|日本|  ||元文5年5月17日|<死去>柳瀬方塾(56歳)歌人
1740年6月17日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興1年5月24日|<即位>後黎朝(大越)後期第16代皇帝｢顕宗｣(~17860
  810死去)景興と改元(~1786年)
1740年6月20日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾆｺﾗｲ･ﾖﾙｹﾞﾝｾﾝ｣(~17430526)
1740年6月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝの宗教寛容令､ﾕﾀﾞﾔ人は除外
1740年6月27日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公｢ﾙｲ･ｱｰﾈｽﾄ･ｵﾌﾞ･ﾌﾞﾗﾝｽﾞｳｨｯｸ･ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ｣(~12.6)
1740年6月27日-09:00|日本|  ||元文5年6月4日|<死去>杉浦国頭(63歳)歌人､国学者
1740年7月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||華僑虐殺事件/ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ市内で華僑が暴動.ｵﾗﾝﾀﾞ人と現地人(ﾌﾟﾘﾌﾞﾐ)当局は暴動
  を呱々した華僑を捕らえは中国人を殺しまくり犠牲になった華僑は1000人とも1万とも言われた
1740年7月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~11月)
1740年7月2日-09:00|日本|広島県|元文5年6月9日|洪水のため,戸郷川筋より下原山根まで一面川成り.死者34人
  /備後北部,雷雨のため田畝舎屋の損害多く死人36,死牛馬14
1740年7月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢ﾊﾞｰﾗｰｼﾞｰ･ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ｣(~17610623死去)息子が宰相位を
  継承
1740年7月8日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Hendrik Coesvelt｣(~17410820)
1740年7月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾆｼｬﾝﾁｭ･ﾊﾁｭ･ｱｰﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17420421)
1740年7月23日-09:00|日本|東京都|元文5年6月30日|幕府が機密保持のため,奥の右筆が大名･藩士と交際するこ
  とを禁じる
1740年7月25日-09:00|日本|和歌山県新宮市|元文5年7月2日|<死去>水野重期(46歳)前紀伊新宮藩主､紀州藩家老
1740年8月9日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾞｯﾄﾞｳｨﾝ｣
1740年8月9日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督代理｢ﾃﾞｭｰｸ･ｸﾘｽﾍﾟ｣(~17410509)
1740年8月11日-09:00|日本|北海道|元文5年7月19日|松前海嘯/人家多数流出,死者多し
1740年8月13日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|元文5年7月21日|<死去>備中足守藩25000石｢木下利潔｣(30歳)⇒
  長男｢木下利忠｣が継ぐ(⇒天明4(1784)年7月27日､隠居)
1740年8月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第247代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ14世｣(~17580503)
1740年8月17日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾗ･ｺﾝｷｽﾀ公兼ｸﾞﾗｼｱ･ﾚｱﾙ侯爵ﾍﾟﾄﾞﾛ ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ･ｲ･
  ﾌｨｹﾞﾛｱ｣(~17410822没)
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1740年8月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ｼﾙｳﾞｨｵ･ｳﾞｧﾚﾝﾃｨ･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣(~17560828)
1740年9月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾌﾞﾊﾗはﾍﾟﾙｼｬの宗主権下(~1747年)
1740年9月6日-09:00|日本|京都府|元文5年閏7月16日|<元文5年京都･畿内大水害>京洛内外や畿内が集中豪雨に
  襲われ鴨川があふれて三条大橋が破損､四条下宮町､石垣町など東西の民家は2階まで浸水､二条河原東新地も
  水深約2mとなる
1740年9月7日-09:00|日本|奈良県|元文5年閏7月17日|和泉国に流れる葛城川が洪水となり､大和国御所(五瀬)村
  で218人死亡､民家659軒が流失
1740年9月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾞﾙｰｽ｣
1740年9月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾙｰｽ｣(⇒17470210兼5代ｴﾙｷﾞﾝ伯~17710514死去
  )
1740年10月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾅｰﾃﾞﾙ･ｼｬｰがｳｽﾞﾍﾞｸ族を攻撃し､ﾌﾞﾊﾗ､ﾋｳﾞｧを征服
1740年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾓﾗｯﾁ｣
1740年10月6日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･Byng｣
1740年10月6日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢James Dotin｣(3期目~1742
  0818)
1740年10月9日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾊﾞﾀｳﾞｨｱで中国人が騒乱､数千人が殺される
1740年10月12日-09:00|日本|福井県小浜市|元文5年8月22日|<死去>若狭小浜藩10万3500石｢酒井忠存｣(21歳)⇒1
  0月7日､弟｢酒井忠用｣が継ぐ(⇒宝暦7(1757)年3月晦日､隠居)
1740年10月17日-09:00|日本|岐阜県中津川市|元文5年8月27日|<交替>美濃苗木藩10021石｢遠山友央｣隠居⇒養子
  ｢遠山友明｣が継ぐ(⇒宝暦3(1753)年6月1日､死去)
1740年10月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>神聖ﾛ
  ｰﾏ皇帝｢ｶｰﾙ6世｣兼ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ｶﾚﾙ2世｣兼ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国国王｢ｶｰﾛｲ3世｣兼ｵｰｽﾄﾘｱ大公･ｸﾛｱﾁｱ王｢ｶｰﾙ3世｣兼ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ｱ
  ﾙﾄﾜ伯･ｴﾉｰ伯｢ｼｬﾙﾙ4世｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ5世｣55歳(誕生16851001)
1740年10月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ5世｣
1740年10月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>神聖ﾛｰﾏ帝国牧師｢ﾊﾞｲｴﾙﾝ公ｶｰﾙ･ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ/ｻﾞｸｾﾝ伯･ｻﾞｸｾﾝ公ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸ
  ﾞｽﾄ2世(1回目)｣(~17420114)
1740年10月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾄﾜ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ1世｣(~17650818死去)
1740年10月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾏﾘｰ2世｣(~17801129死去)
1740年10月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾁｪｺ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘ
  ｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ大公｢ﾏﾘｱ･ﾃﾚｼﾞｱ女帝｣兼ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾏﾘｱ2世ﾃﾚｻ｣兼ﾊﾝｶﾞﾘｰ女王｢ﾏｰﾘｱ･ﾃﾚｰｼﾞｱ｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ｱﾙﾄﾜ伯｢ﾏﾘ
  ｰ･ﾃﾚｰｽﾞ｣兼ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯･ｴﾉｰ伯｢ﾏﾘｰ2世｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾏﾘｱ2世ﾃﾚｻ｣ｶｰﾛｲ3世の長女(~17801129死去63歳)
  兼ﾊﾟﾙﾏ公｢ﾏﾘｱ･ﾃﾚｰｻﾞ｣(~17481018)兼ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾏﾘｴ･ﾃﾚｼﾞｴ｣(~17411219退位)
1740年10月21日-09:00|日本|大阪府大阪市|元文5年9月|<初演>歌舞伎｢ひらかな盛衰記｣大坂角の芝居
1740年10月21日-09:00|日本|静岡県富士宮市|元文5年9月|重須本門寺五重塔再建
1740年10月21日-09:00|日本|東京都|元文5年9月1日|<死去>初代宮古路豊後掾(81歳)浄瑠璃太夫.浄瑠璃の一派､
  豊後節の創始者
1740年10月28日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦10月17日|<死去>ﾛｼｱ帝国皇帝｢ｱﾝﾅ=ｴﾝﾌﾟﾚｽ｣47歳(誕生16930207)
1740年10月28日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦10月17日|<就任>ﾛｼｱ摂政｢ｸﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾝｶﾞﾚﾝ公ｴﾙﾝｽﾄ･ﾖﾊﾝ･ﾌｫﾝ･ﾋﾞﾛﾝ｣(~11.20)
1740年10月28日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦10月17日|<即位>ﾛｼｱ皇帝｢ｲｳﾞｧﾝ6世｣ｱﾝﾅ･ｲﾜﾉｳﾞﾅの姪の子のｲﾜﾝ(~1741年)
1740年11月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞ国王｢ｽﾐﾑ･ﾄｰ･ﾌﾞｯﾀﾞｹﾃｨ｣(~1747年12月)
1740年11月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第29代ﾊﾝ｢ｲﾙﾊﾞﾙｽ2世｣
1740年11月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｱﾌﾞ･ｱﾙ=ｶﾞｼﾞｰﾙ｣(~1週間)
1740年11月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾊﾌｨｽﾞ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1741年)
1740年11月2日-09:00|日本|  ||元文5年9月13日|<死去>3代山本春正(87歳)蒔絵師
1740年11月7日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾗﾌｧｴﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ｺｲﾝ｣(~17410810)
1740年11月17日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金在魯｣(~17491015)
1740年11月19日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ第一閣僚｢ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌﾘｽﾄﾌｫｰ･ｱﾝﾄﾉｳﾞｨﾁﾐﾆｸ｣(~17410314)
1740年11月20日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督｢ｻｯｹﾝ=ｱﾌﾟﾘｯｹﾝ=ﾘｰｼﾞｪﾝﾄ将軍ｸﾘｽﾄﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｱ･ｵｽﾃﾝ
  ｣(2回目~17581116)
1740年11月20日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ摂政｢ｱﾝﾅ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞｳﾞﾅ｣(~17411206)
1740年11月21日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾍﾞﾚﾝｽ｣(~17531208没)
1740年11月21日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ大公｢ﾌﾗﾝﾂ1世ｽﾃﾌｧﾝ｣共同統治(ﾄｽｶｰﾅ大公ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ2
  世~17650818日没)
1740年11月21日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾗｶﾖ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾘｵﾈｽ｣(~1745年)
1740年11月21日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ首相｢ｸﾆｬｰｽﾞ･ｱﾚｸｾｲ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ･ﾁｪﾙｶｽｷｰ｣(~17421126)
1740年11月23日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ali Pasha Abu Qili(Rishah)｣(~1741.7)
1740年11月25日-09:00|日本|茨城県筑西市|元文5年10月7日|<交替>常陸下館藩2万石｢石川総陽｣隠居⇒養子｢石
  川総候｣が継ぐ(⇒明和7(1770)年8月17日､53歳で死去)
1740年11月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ｿﾞﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯｢ｷﾞｭﾝﾀｰ43世｣
1740年11月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ｿﾞﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯[ﾊｲﾝﾘﾋ35世](~17581106死去)
1740年12月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾀｰﾋﾙ｣(~1741.6死去)
1740年12月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｺﾗｽﾞﾑ(ｷﾊﾞ)はﾍﾟﾙｼｬの宗主権下(~1747.7)



1740迄(2954件)

1740年12月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Francisco Jose de Emparan｣
1740年12月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官代理｢Francisco Valenzuela｣(~174
  1年)
1740年12月8日-09:00|日本|  ||元文5年10月20日|<死去>2代市川團蔵(31歳)歌舞伎役者
1740年12月16日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世が､ｵｰｽﾄﾘｱ領ｼｭﾚｼﾞｴﾝの併合をｵｰｽﾄﾘｱに要求し､第1次ｼｭﾚｼ
  ﾞｴﾝ戦争が始まる
1740年12月16日-01:00|ﾁｪｺ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝがﾁｪｺへの侵略開始
1740年12月19日-08:00|中国|  ||清･乾隆5年11月|清で｢大清一統志｣が完成


